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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第150回 半期総大会報告

1980年10月4日 ，5日 の両 日，ユタ州ソル トレーク ・シテ ィー，テ ンプル

スクウェアのタバナクルにおいて催さ'れた大会の説教とその模様

スペ ンサー・W・キンボール大管長は10月

4日(土)， 開会 の説教において次のように

語った。これは今大会の基調 となるもので

ある。

「末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会 は
，そ

の創設以来，家庭生活の大切 さを強調 して

きました。私たちは，永遠の単位である家

族の基が，遠 く地球の創造以前にさかのぼ

ることを常に心に刻み込んできました。こ

の家庭生活 を基盤 としていない社会は土台

がないの と同 じで，やがては無に帰 して し

まうことで しょう。

今や，主御 自身が定めた もうた道徳に関

す る戒 めや標準は，四方八方か ら攻撃され

ています。偽 りの教師たちが，公の場 での

話 を通 して， またわいせつな書物や雑誌，

ラジオ，テレビ， それに街頭での会話 を利

用 して，道徳の標準 を根底か ら覆 してしま

っよっな邪論 をまき散 らしているのです。

こ っした事態 を深 く憂慮 した私は，昨年

11月 号の 『エンサイン』と『ニュー ・エラ』

(「聖徒の道」本号，pp.178-87)に ひ とつの

記事 を載せ ました。道徳 とい うテーマで率

直に， また懇切丁寧に述べた ものです。標

準を守って生活するように勧告することは，

私 に課せ られた非常に大きな責任 ですが，

この責任 を果たすことは容易な ことではあ

りませ ん。私はすべての末 日聖徒 に， この

特別なメッセージを読 むようお勧め します。

兄弟姉妹 の皆さん，家族 は永遠 に続 くも

のです。一時の誘惑のためにあなたの家族

をこの偉大な可能性から遠 ざけてしまうこ

とのないように して下 さい。神聖 さ，永遠

性，家族。 この3つ は共に手を携 えて進む

ものです。 したがって私 たちも，共に手を

携えて進む ように しなければな りません。」

特別記事 「キンボール大管長，道徳につ

いて語る」はp .178に 掲 載されている。

今大会 ではキンボール大管長ほか29名 の

教会幹部が説教 し，教会員が今後半年間に

関心 を寄せ るべ き事柄 に関 して霊感にあふ

れた率 直な指示が与えられた。説教は，10

月4日(土)に4部 会，10月5日(日)に

2部 会の2日 間6部 会において行なわれた。

大会のすべての部会 はスペンサー ・W」

キンボール大管長が管理 し，司会はキンボ

ール大管長 とマ リオン・G・ロムニー第二副

管長が行なった。N・ エル ドン ・タナー第

一副管長は幾つかの集会に出席 したが
，健

康がす ぐれなかったため短 く話 をされたに

止 まった。教会幹部は，伝道の任務にあっ

たF・ バー トン ・ハ ワー ド長老 とS・ デルワ

ース ・ヤング長老 を除いて全員が出席した
。

また今大会では，バーナー ド ・P・ ブロ

ックバ ンク長老 と0・ レス リー ・ス トーン

長老のふた りの教会幹部が新たに名誉会員

として発表 された。(p.32参 照)こ の結果，

七十人第一定員会会員は40名 ，名誉会員は

9名 となった。

ブロックバンク長老は1909年 生 まれ。1962

年10月6日 ，53歳 で教会幹部に支持 されて

以来18年 間，熱心に奉仕 してこられた。

0・ レス リー ・ス トーン長老は1903年 の

生 まれ。1972年10月6日 ，69歳 で教会幹部

に支持 されて以来8年 間，同様に熱心に奉

仕 してこられた。
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1980年10月4日(土)午 前 の 部

大 管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

家族は永遠に

「悪の力か押 し寄せる中で，家庭の価値を深 くまた積極的な気持ちで信し

ている人だけが 自分を守ることがでさる，そのような 日が訪れるに違いあ

りません。」

愛 する兄輸 妹の皆さん激 会の第150
回世 界半期総大会に皆 さんをお招 きで

きて，心か らうれ しく思ってお ります。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会は，その

創設以来，家庭生活の大切 さを強調 して き

ました。私 たちは，永遠の単位 である家族

の基が，遠 く地球の創造以前にさかのぼる

ことを常に心に刻み込んできました。この

家庭生活を基盤 としていない社会 は土台が

ないのと同じで，やがては無に帰 して しま

うことでしょう。

こうした見地から，いかなるものであれ

永遠の家族のように私たちの生活の根底 と

なるものが脅威にさらされた時は，家族組

織が故意にそれ を破壊 しようとする人々に

より決定的な打撃 を受けることのないよっ

に，主張す るところは大いに主張 しなけれ

ばな りませ ん。これは私たちに課せ られた

神聖な務めです。

今や，主御 自身が定めた もうた道徳 に関

する戒めや標準は，四方八方か ら攻撃 され

ています。偽 りの教師たちが，公の場での

話 を通 して， またわいせつな書物や雑誌，

ラジオ，テレビ， それに街頭での会話 を利

用 して，道徳の標準 を根底か ら覆 して しま

うような邪論 をまき散 らしているのです。

こうした事態 を深 く憂慮 した私 は，昨年

11月 一号の 「エンサイン」 と 「ニュー エラ」

(「聖徒の道」本号，pp.2-5)に ひ とつの

記事 を載せ ました。道徳 とい うテーマで率

直に， また懇切丁寧に述べたものです。標

準 を守 って生活す るように勧告す ることは，

私 に課せ られた非常に大きな責任ですが，

この責任 を果たす ことは容易なことではあ

りませ ん。私はすべての末 日聖徒に， この

特別なメッセージを読む ようお勧め します。

私たちは今，危険 きわまりない時代 に生

を受けています。結婚の誓約 を軽々に扱 う

人がますます増え，少年非行 もその数 を増

しています。1970年 を基準にして調べ てみ

ると，合衆国における離婚 の増加率は65パ

ーセン ト強に も上ってお り， また過去10年
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間における同せ いしている未婚の男女の数

は，157パ ー セ ン ト以上 も増加 しているの

です。さらに片親 しかいない子供の増加 も

目に余るものが あり，1979年 を例に とって

みると，子供のいる世帯の内ほぼ5軒 に1

軒が片親世帯 となっています。

堕胎(人 工妊娠中絶)の 増加 も目を覆わ

んばか りです。 ちなみに，マルコム ・マ グ

リッジは次のように記 しています。「堕胎に

関す る法令の通過以来10年 間に堕胎によっ

て生命 を奪われた胎児の数は， 第一次世界

大戦におけ る戦死者数 よ りも多い。

私は，西欧社会が抱える大 きな問題のひ

とつ は，我々が第一次世 界大戦 で大勢の人

人を失ったことであると教 え込 まれてきた。

しか し我々は， それ と同 じ数の生命 を，個

人の尊重 という名の もとにこの世に生 まれ

落ちる前から絶ってきたのである。」(Hπ辮αη

L舵Rε 加εω 「ヒューマ ン ・ライフ ・レビュ

ー」1980年 夏季，p.74)

さ らに，過去 において家族の結束を強め

る上 で少なか らぬ働 きをしていた社会規範

とい っものが，次第に影の薄い在存 となっ

て きています。悪の力が押 し寄せる中で，

家庭 の価値 を深 くまた積極的な気持 ちで信

じている人だけが 自分の家庭 を守 ることが

できる，その ような 日が訪 れるに違 いあ り

ませ ん。

無意識，無知 など原因は様々でしょうが，

行政府が(表 面的には家庭 を擁護する とい

う名 目で)行 な う事柄には，百害あって一

利な しの ものが しば しばあ ります。中には

歴史的な背景な どをことごとく無視 し，家

庭な どというものは もはや存在 しないのだ

といった奇抜な説を持 ち出す人 もいます。

こうして家庭 を本来あるべ き姿から遠ざけ

ようとむだな努 力を重ね る行政府が 多くな

ればなる程，逆に もともと政治 とい うもの

に課せ られていた伝統的かつ基本的な役割

が，効果的に果たされな くなって くるので

す。

信 じた くないと思われる方 もあるか も知

れませんが，今 日私 たちが抱 える家庭問題

の中で，かな り多くの ものが十戒の第7番

目の戒めを破ることに起因しています。(出

エ ジプ ト20：14参 照)結 婚 前の完全な純潔

と結婚 してか らの夫婦相互の忠誠が守 られ

れば，罪や苦 しみ，不幸にさいなまれるこ

とな く，主の道 を真 っす ぐに進むことがで

きるのです。この第7番 目の戒め を破 ると

いうことは，たいていの場合，ひ とつ ある

いは複数の家庭 を破壊す ることにつなが り

ます。

また，犯罪を重ねる親の下に育 った子供

は，傾向 としてやは り同 じように犯罪を重

ねるようです。この恐るべ き実態は，何を

犯罪 と呼ぶか ということに関す る基準をた

だ単 に低下 させ ただけでは変わらないでし

ょう。 これは成人の場合 でも，少年や子供

の場合で も同じです。

兄弟姉妹の皆 さん，私たちは皆，家族 と

いう単位 をこの地上 におけ る社会の進化の

過程 において， ある特定の局面にのみ結び

つ くもの とする もっ ともらしい議論に欺か

れないようにしなければなりません。私た

ちは，家族の重要性 を無視 し，逆に利己的

な個 人主義 の価値 を前面に押 し出そうとす

るこうした動 きに対 して，抵抗する自由を

持 っています。私たちは家族が永遠の もの

であることを知 っています。家庭が うま く

いかなければ，世の中のあらゆる機関が う

ま くいかな くなるのです。

無知であれ悪意か らであれ家庭を攻撃す

る人は，苦痛 と絶望 とい う恐るべ き， しか
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聖徒 たちに手 を振 って応 えるスペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長夫妻

も避けようと思 えば避けることのできるサ

イ クルに 自ら足を踏み入れようとす る人で

す。なぜならその ような人は，家庭 に代わ

るものを見いだそうとして結局苦痛 以外の

ものは何 も得 られず， また世故にたけた人

の知恵は，家庭 についての愚かな考えの故

に衆目の内に滅びて しまうか らです。

私たちの家庭の多くは，世界の国々が最

大の難局に直面す るようなことが あれば，

堕落の一途をたどるこ とで しょっ。

その ような危機 にあって私 たちを救 うも

のは，放縦ではあ りません。物質主義 も私

たちを守っては くれません。この世の富は

すべてしみ食い，さびつ いて しまうか らで

す。

私たちの政治機関，すなわち国会や議会

も，あらゆる組織の根底 となっている家庭

をいろいろな害か ら守 らない限 り，私たち

を救 うことはできません。また家庭の中に

愛ではな く憎 しみがあっては，平和協定 も

私たちを守っては くれないでしょう。失業

対策 プログラム も同じです。働 くすべ を教

わったことのない人，働 く機会を得ず， ま

た労働に対する意欲 も味 わわずに育 った人

が 多くなれば，プログラムの意義は失われ

て しまい ます。法の実施 にも同じことが言

えます。法に則して身 を処 し，法に身 をゆ

だねる人が少な くなれば，法はあってな き

が ごとしだか らです。

権威は悪であ り，規範 を重んじることは

誤 りであると教えられて きた青年たちは，

父母 を敬 うという第5番 目の戒め を守 らな

いでしょう。(出 エジプ ト20：12参 照)親 が

特 に第7番 目の戒めを破 ることによって 自

らを辱めていながら，どうしてその子供で

ある青年 たちが親を敬 うようになるで しょ
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うか。

家庭に関するどの統計 をとってみても，

すべて悲 しむべ き数字が表われてきます。

そ して私 たちに， この潮流を変えなければ

ならないことを示唆す るのです。

末 日聖徒の家庭にあっては， この流れを

変 えるために必要なことをもらさず行なお

うではあ りませんか。

私は再び皆さんに，個 人と家族の歴史を

作成するように勧告 します。私 たちはつい

最近開催 された世 界記録会議を成功裏に終

えることができ， うれ しく思っています。

この会議には世界中の30以 上の国々か ら1

万1千 人以上の人が集 まり，個人の記録の

作成について意見を交換 し合 いました。 こ

の点において他の人々の模範 とな り，私 た

ちに歴史や 記録 として受け継がれた遺産 を

守 ると同時に，堅固な家庭にもたらされ る

恵みを刈 り取 ろうではあ りませんか。

両親の皆 さんは，集会統合化スケ ジュー

ルによって生み出された時間を十分に活用

して下 さっているで しょうか。このスケ ジ

ュールは，皆 さんが子供 と共に過 ごし，子

供 を愛 し，教育 し，育て る時間を日曜 日に

設け られるようにす るためのものです。 ま

た家族全員 での活動や レクリエー ションの

必要性 も忘れないでいただきたいと思い ま

す。そのための時間 も設けてあ ります。家

族一 人一人に対 して無条件の愛を示 してい

ただきたいと思 います。難 しい問題 に直面

した時に くじけてしまうのは，負けずに頑

張ろ うという気力 をな くして しまうか らで

す。

私 たちは教会や学校，大学か らの援助，

また人種や信条，文化 を問わず家庭 に関心

を持つ見識豊か な人々か ら得 られる助けに

対 して，心か らうれ しく思 います。 しか し

前にも述べた通 り， こうした支援組織が適

切 に機能 しない場合は，私 たちの手ででき

ることを行な うほかあ りません。主が言わ

れたことに曖昧な点はみ じんもありません。

私 たちは，課せ られた義務 を怠ることはで

きないのです。主はその義務 を，その属す

るところに直接課 してこられ ました。すな

わち主は私 たち両親に，子供たちに正 しい

原則 と主の前に正 しく道を歩むことの必要

性 を教 えるとい う義務 を課 し，それ を果た

す ように求めてお られるのです。そしてこ

の義務 を果 たす上で，摸範 という雄弁 に勝

るものはあ りません。

兄弟姉妹の皆 さん，家族は永遠に続 くも

のです。一時の誘惑のためにあなたの家族

をこの偉大 な可能性か ら遠 ざけてしまうこ

とのないようにして下さい。神聖 さ，永遠

性，家族。 この3つ は共に手 を携 えて進む

ものです。 したがって私たちも，共に手を

携えて進む ように しなければな りません。

私は神が生きてお られることを，またイ

エス ・キ リス トが生 きてお られ，私たちの

救 い主，贈い主であられ ることを謹んで証

します。私の愛 と祝福 を皆さんにお伝 えし，

イエス ・キ・リス トのみ名により申し上げま

す。アー メン。
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第一副管長N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

証がもたらす祝福

「私はこれまて4人 の大管長と共に働き，主が各々の大管長を通してみ業を

行なわれる様をつぶさに見るという偉大な特権に浴 してさました。」

け さ・総大会のこの部会に皆 さんと共に

集 えるこ とは，特権 であ り祝福です。

早い もので， キンボール大管長の副管長 に

召されて以来7年 の歳月が流れ ました。 も

しもこの副管長 としての務めを完 うで きる

ならば，私はそれで大満足です。 きょうこ

のようにして皆 さんと共にみた まを味わう

ことができ， うれ しく思 ってお ります。 こ

のみたまは， タバナ クル合唱団の歌声に耳

を傾け， この偉大 な教会の指導者 の説教 を

聞 く人々に総大会のたびに訪れるみたまで

す。

私は今 回，話 をする予定が ありませ んで

したが， キンボール大管長か ら少 し話す よ

うに言われ ました。そこで，私の家族や友

人，実業家， そして世の人々に証 を述べ た

いと思います。私はこれ まで4人 の大管長

と共に働 き，主が各々の大管長を通 じてみ

業 を行なわれ る様 をつぶ さに見る とい う偉

大な特権に浴 してきました。 どのような人

であっても大管長に じかに接 したな らば，

大管長が予言者 として私 たちを真理 と義の

道に導 き， また永遠の生命が得 られるよう

に私たちを家族共々備えさせ て下さってい

ることに疑いをさしはさむこ とはないでし

ょう。

私たちは神の霊の子供 です。私たちは地

球の創造が決 まった時にその場にいました。

地球が創造 されたのは，私たちが戒めを守

ることによって天の御父のみ もとに帰るに

ふさわ しいこ とをそこで証明す るためです。

この世の救 い主 として，イエス ・キリス

トが選ばれました。 イエスは古代の予言者

たちに， 旧約聖書の創世記などに記 されて

いる生命 と救 いの計画をお授けになりまし

た。私たちは自分が何者 であ り， どこか ら

来てなぜ ここにお り， またどのよ うに して

御父のみ もとに帰ることができるのかを知

っています。

イエス ・キ リス トが授けた もうた福音の

教 えに対 して証 を持てることは，実に幸せ

なことです。私たち一 人一 人が全力 を尽 く
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左 よ りN・ エ ル ドン ・タ ナ ー 第 一 副 管 長 ， マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー 第 二 副 管 長 ， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管 長

して与 えられた務めを果たすこ とができる

ように祈 っています。どこにあって も私た

ちの模範 と力が人々の心にあまね く響 きわ

た り ます よ う に。 イ エ ス ・キ リス トの み 名

に よ り， ア ー メ シ 。

7



十二使徒定 員会会員L・ トム ・ペ リー

「人 は 白分 の まい た も の を
，

刈 り取 る 」

「家計
，家族の組織，教会での責任，地域社会の活動への参加などについ

て分析 してみようとの，家族への呼び掛け。」

「地 は物に満ち足 りて斜 あ り・然ll・

われよろずの物 を備 えて人の子 らに

これを与 え，人各々 を自由意志によりて動

く者 となす。」(教 義 と聖約104：17)

主が この地上 に住む御 自身の子供 たちの

必要 を満たすために定め られた秩序 を見て，

私は例年のことなが ら驚異の念に打たれ ま

す。私は毎年春になると， くわを手にし，

種 まきを始め ますが，真っ直 ぐな筋に沿っ

てまけるように，2本 の くいの間に張った

糸 を目当てにしなが ら，地味の肥えた土地

に2，3粒 ずつ種 をまいていきます。そ し

て秋にはその豊かな実 りに圧倒 されるので

す。他 よりも抜 きん出て丈が伸びる種 もあ

ります。そしてほ とん どの種が，何 カ月か

前にまかれた時 とは比較にならないほ ど多

くの黄金の豊かな実 りをもたらして くれる

のです。人々は収穫の季節の度に，主が注

いで下 さる祝福に感謝の念で胸が一杯 にな

るに違いありません。

救い主は地上で教え と導 きの業に携 わっ

てお られた間，たとえ話の中で何度 もこの

成長の過程 を例 にとって教 えられ ました。

このことから考 えて，救い主がこの過程を

よ く理解 しておられたことは間違いあ りま

せん。救い主は幾度 となく，主が人々のた

めに定め られたこの供給制度から例をあげ

て教えを説かれました。種 をまく人(マ タ

イ13：3-23参 照)， 自然に育 っていく種

(マル コ4：26-29参 照)， 毒麦(マ タイ

13：24-30参 照)， 実 を結 ばないいちじく

の木(ル カ3：6-9参 照)， いち じくの葉

(マ タイ24：32-33)， 畑 に隠された宝(マ

タイ13：44)な どのたとえ話 をは じめ，ほか

に もた くさんの例があ ります。次の聖句の

ように，救い主の弟子たちが，地上におら

れた時の主の言葉ぶ りにならって人々に教

えたとして も，何 ら不思議 なことではあ り

ません。「まちがってはいけない，神は侮 ら

れるようなかたではない。人は 自分のまい

たものを，刈 り取 ることにな る。」(ガ ラテ.

ヤ6：7)
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7

主の刈 り入れの律法が伝 える偉大なメッ

セー ジは，人々 に強い印象を与 えずにはお

きません。主が定め られた秩序 は成長，増

殖， そして豊か な報 いをもた らして くれま

す。私たちは， この成長 の過程 を通 じて も

たらされる祝福 を目のあた りにした時，神

の子供たちにこの現世 の人間に与えられて

いる可能性に気付いて欲 しい と願 うのでは

ないでしょうか。主 は御 自分の子供 たちの

多くに，地上 にいる間に特別 な被造物，つ

まり御 自身の息子，娘たちの世話 をす る機

会を与えられました。主が人類 に与 えられ

たあらゆる責任の中でこれより偉大 なもの

はあ りません。

私はここ数 カ月の間に親たちの失意の声，

若人の熱心な訴 え，幼い子供の小 さな声な

ど，人々の声に耳 を傾ける機会が何度かあ

りました。私の耳には，苦 しみを訴 える言

葉が たくさん入 ってきます。人類の父母 で

あるアダム とイヴの時代以来，文明の基礎

とな り，人々に安 らぎと愛 を与 え，歴史の

本流 となって きたのは家庭ですが，今述べ

た苦 しみは，その家庭での問題 に集 中して

いるのです。そのよ うな家庭 を滅ぼそうと

して立ち働 く強大な勢力が不意 にその姿を

私たちの前に現 わしました。記録 として残

された歴 史は，人類の本流となって きた家

族が滅んでい く時に， どの ような状態が生

じるか を余す ところな く伝 えています。モ

ルモン経には，主が 人のために定めたもう

た道か ら文明が それてい く時にどのような

ことが起こるか とい うことにつ いて，た く

さんの実例が見られます。

ヤコブ書の中に次の ように記されてい ま

す。「さて，第二代 目の王の代 になって，

ニー ファイの民はだんだんその心 をかた く

なに し， 多少の悪事 をするようになった。」

(ヤ コブ1：15)ヤ コブは人々に正 しい道

に戻 るように戒め，主の道に立 ち返 らない

場合に起 こる事柄について警告 を与えまし

た。

初めに彼 らの高慢 さを戒め，続いてより

重大な問題に矛先 を向け，この ように言い

ました。

「私はこのような高慢についての話 をこ

れで終るが， もっとひどい罪悪についてぜ

ひあなたたちに話を しな くてもよかったな

らば，私の心はあなたたちのことを考えて

嬉 しかったであろう。」(ヤ コブ2：22)

「ご らん
，あなたたちは私 たちの兄弟の

レーマン人 よりももっとひどい罪悪 を犯 し

た。優 しくて感情の傷つ き易い自分の妻の

胸を張 り裂けさせ，子供には悪い手本 を見

せ てその信用をなくした。かれ らの心の嘆

きは神に聞えてあなたたちの悪い行いを訴

えている。 またあなたたちを答めるために

神か ら下 る言葉が きびしい故に，すでに深

い傷 を負うたように心が痛み悲 しんで死ん

だ妻子が多 くある。」(ヤ コブ2：35)

もし私 たち も，今の世の中の大方の人々

が歩んでいるこの道か ら戻 らなければ，神

か ら同 じ裁 きを受けるこ とになるのです。

聖典 の中の言葉について考えている時，

ひ とつの恐 るべ きこ とが思い浮かび，はっ

とさせ られたことがあります。つまり，こ

う考えたのです。「私の人生の時計の針が15

年 前 に戻 り，十代の子供ふた りと小 さな子

供 ひ とりを持った私がこの1980年 の環境の

中に投げ入れ られた ら一体 どうなるだろう

か。」この困難な時代にあって家庭本来の姿

を維持するというチャレンジを考えた時，

私は冷や汗の出る思 いが しました。そ して

また時計の針が戻って，今の私たちが15年

後の世界に置かれ るようなことになるとし
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たら，今，どういう点に気 を付 けなければ

ならないだろうか， と考えました。

新 たな決意 と努力を要す る問題 としてす

ぐに私の心をよぎったものに次の4つ があ

りました。

1.家 計。家族 を養 ってい くのははるか

に難しくなってい くでしょう。雇用状態は

決 して将来をすべて保障 して くれるもので

はあ りませ ん。転職 をす る人の数は年 を追

って増えてい くでしょう。今 日見られるよ

うなインフレが続けば，現在の生活水準 を

保 ってい くことがかな り難 しくな ります。

住居費，公共料金，食費，被服費，それに

大量のガソリンを食う自動車の維持費など，

あらゆるものが家計に対 して大 きな負担 と

なってきています。家計の圧迫は家庭内の

不安 を一層深刻なもの とするで しょう。 そ

れでは，私たちの前に大 きな障壁 として立

ちはだかるこの新 しい状況に対 して，どう

対処 していけば よいのでしょうか。 しか し，

私はその時，次のような言葉 を聞き，す ぐ

に安 らぎを覚 えました。

「心 をつ くして主に信頼せ よ
， 自分の知

識にたよってはな らない。

すべての道 で主を認め よ。 そうすれば，

主はあなたの道 をまっす ぐにされる。」(箴

言3：5-6)

私 は教会が，緊張 と圧迫の時代 に向けて，

長期間にわたって私 たちに備 えをさせて く

れていることを再認識 しました。今の世の

中で子供 たちに伝道や教育などの祝福を与

えようと思 うなら，是非 とも家計について

長期的な計画 を立てなければな りません。

そのような出費 をまかなうには慎重な計画

と準備が必要 です。収入の範囲内で生活 し，

借金をしない とい うことは最 も大切 なこと

です。家計の収支のバランスをよ く保つた

10

め には，多 くのことを考慮し，理解 してお`

か なければな りませ ん。物を購入するに当

たっては， それが本当に必要な物か どうか

よ く考 える必要があ ります。月々こんなに

多額のロー ンを返済 してまで大 きな家が本

当に必要だろうか，車が二台も必要だろう

か，家庭で家族全貝が楽 しく過 ごせ る活動

があ るのに，それを金のかか るできあいの

娯楽 と代えていいものだろうか，休暇の時

も家にいて楽 しく過 ごせないだろ うか， と。

1年 分の貯蔵 は最優先事項のひ とつ です。

どうしたらそれが達成できるか， もう一度

考 え直す必要があ ります。 自分の着 る物は

自分で作 る，家庭菜園の収穫iを増や して食

糧 を保存するな どの方法によって，貯蔵品

の中で 自家製品の占める割合 をもっと増や

せ ないでしょうか。

貨幣価値 の目減 りということを考 えた場

合，預金 を上手に投資す る方法はないでし

ょうか。収 入は安定 しているでしょうか。

また80年 代 とい う流動的な時代にあって家

族の必要 をまかなってい くだけの増収 は見

込め るでしょうか。

家族の物質的な必要 に応えるには，現在

の状況の中で， さらによ く考 え，準備 し，

計画 しなければな りません。

2.家 族 の組織。数週間前のある証会で，

ひ とりの若い母親が，主が新 たな理解の 目

を開いて下さった と証す るのを聞きました。

それはこういう話でした。彼女は 日曜 日の

プログラムの変更にひど くがっか りしてし

まいました。初等協会の役 員だった彼女は，

プログラムの変更によって扶助協会， 日曜

学校 に出席できな くなったからです。彼女

はその変更に従 うくらいな ら，不活発にな

った方が まだましだと思いました。ある 日，

その ことについて深 く考 えていると，光の



ような霊感が心 の琴線に触れ るのを感 じま

した。そして教会で どのようなこ とが起 こ

るか を示現で見たのです。それは決 して，

彼女が考えていた，扶助協会への出席の機

会を奪 うというような ものではあ りません

で した。それどころか， 自分た ちの子供 を

教 え訓練す るとい う主か ら託された最 も大

切 な責任 を果たすために，主の 日に夫や子

供 と最高の時 を過 ごす新 たな素 晴 らしい

機会だったのです。 その後，彼女は夫 と共

によ く祈 り，学び，計画 し，今では 日曜 日

は1週 間の内で最 も大切 な日になりました。

私は彼女の証 を聞 きなが ら，6カ 月前に

紹介 されたこの新 しい統合プログラムは果

たして どの ような成果 を収めているのだろ

うか と考 えました。スケジュールや活動が

変更になったこ とで，不満の 日になっては

いないで しょうか。テレビに うつつ を抜か

し， 自分の思いを汚す時間が長 くなっただ

け というようなことはないでしょうか。ま

た，両親が子供 たち一人一 人に愛 を示 し，

教え，訓練するに十分な時間 を作 るために

は㍉家族そろって家庭 というひ とつの場に

集 う特別な機会が必要であるというこ とに

ついて，その理由をしっか り理解 している

でしょうか。

もう一度小 さな子供のいる家庭の長 とい

う役割が与えられるとしたら，私は きっと，

もっとた くさんの時間を子供のために使お

うとするで しょう。そ して教会が家族 と共

に過 ごす ように ということで私に与 えて く

れているその特別 な時間を厳密に守 り， ま

たよ く計画す ることに よって，それが もっ

と実 りのあるもの となるように心が けるで

しょつ。

私は 日曜 日のプログラムの変更に伴って，

今我が家 で毎週行なっている特別な家族 の

集 いの進め方 を変 えようと思 っています。

今の世の中のほ とんどの子供たちは，本来

の姿 を備えた家族 の中で教 えられたり，訓

練 された りということがまずあ りません。

それで私は 自分の子供がこの特権 を奪 われ

るよっなことの ないよっにしよっと肝に銘

じています。私は子供たちに，本来の役割

を果たす家庭 とい うものが どうい うものか

を見るとい う，考えられる中で最高の経験

をさせ てや りたいと念 じています。永遠の

家族は決 して 「自然に でき上が る」 もので

はあ りませ ん。 あらゆる賜の中で最大の賜

は， この地上での働 きを通 して手にしなけ

ればな りませ ん。

まず初めに，毎週十分な時間をとって家

庭管理委員会 を開 き，家族 で何 をするか計

画を立てます。夫婦によって構成 され るこ

の管理委員会では，ふ たりが家族 という組

織の中で担 っている指導者 としての務めに

ついて，十分に心 を打 ち明けて話 し合い，

計画を立て，準備 をします。

次に，月曜日の夜の家庭 の夕べの時間は，

子供たちが家族 の一員 として， また将来，

父親，母親 として課せ られる義務に対 して

どう備 えるべ きかを両親か ら学ぶ家庭評議

会の場 にします。家庭の夕べ は家族そろっ

ての食事で始め，続いて評議会 を開 きます。

評議会 では，神殿参入への備 え，伝道への

備 え，家庭 の管理運営，家計，職業面での

能力の向上，教養を高めること，地域社会

の活動への参加，財産の取得 とその管理維

持，家族の活動予定，余暇の過 ごし方，家

事の割 り当てなどの事柄について話 し合い，

訓練 します 。そ して特別のデザー ト，また

子供たちが一人一人，両親 と個別に話 し合

うという家庭の夕べの中で一番楽 しい時間

が その後に続きます。
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3番 目は土曜 日の活動 です。 この 日は特

別な活動の 日で，前半 と後半に分かれてい

ます。前半では子供たちに働 くことの祝福，

それに家屋，庭，畑の手入れの仕方 を教 え

ます。後半は，家族が一緒に活動 をする時

間です。共に楽 しい活動 をし，後々まで残

る楽しい思い出の時 とします。

4番 目は 日曜 日です。この 日は1週 間の

中でも特 に大切な 日とな ります。よ く準備

をした上 で，教会で行なわれる3時 間の礼

拝行事に臨みます。家族 は皆，穏やかな く

っ ろいだ気持 ちで， また霊的にも備 えので

きた状態で教会に集い，集会 のひ とときを

楽 しく過 ごします。そ して残 りの時間 も霊

性が育 まれるような過ごし方をします。服

装 もこの特別 な日にふさわ しい物 を身につ

けます。男の子 たちはジーパ ンとTシ ャツ

を脱いで， もう少 しきちん とした服装 で，

女の子たちもショー トパンツやスラックス

ではな く，着心地 よく， しか も慎みのある

服装で過ごします。この時間は家族そろっ

ての聖典 の勉強，系図や個人の記録， また

家族の歴史の作成， あるいは手紙 を書 いた

り，親戚や友人，病気や老齢のため家 を出

られない人々を訪問した りします。

3.教 会の責任 を果たす。私は 自分が召

されている教会の責任をもっ とよく果たす

ことができるように計画 し，勉強 し，訓練

を受け，瞑想 し，導 きを求め て祈 ります。

私が望んでいるのは， 自分の働 きを主が望

んでお られる水準 に到達 させ るこ とです。

自分に与えられた一つ一つの責任に対 して

よ く備え， 自分のや り方の まずさのゆえに

家族 と過 ごす貴重な時間 を失 うよ うなこと

が絶対ないようにしたいと思 っています。

また，副として働 く人や高等評議員，定員

会役員， ホームティーチ ャー，父親に委任
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す るという主 の方式 をもっとよ く理解 しな

ければ と考えています。 ひとりで幾 らがん

ばって も，よ くまとまったチームの働 きに
'
は決 して及ばない とい う原則につ いて も同

じように理解 を深めていかなければな らな

い と思っています。

4.地 域社会の活動への参加。私は 自分

の子供が通っている学校の行事や， 自分た

ちが属す る地域社会の活動にもっ と積極的

に参加 していこうと考えています。多 くの

善 き隣人たち と力を合 わせ， 自分 たちが住

む地域を，子供たちが清潔で危険のない，

また健全で幸福な環境の中で成長 できる所

に したいと願 っています。卑劣な人々， ま

た間違った道 を歩む人々，自分たちの利益

しか考えない人々，その ような人々が私た

ちか ら，家族がみんなで地域社会の活動に

参画するとい う祝福を奪 っていくのを見過

ごしにす るわけにはいきません。

私たちの刈 り入れが主が約束 したもうた

完 き祝福 を伴 うもの となるように祈ってい

ます。なぜ なら，主の視福にふ さわしい生

活 をした人だけが それにあずかることがで

きるからです。また私 たちの家庭が，家庭

本来の姿 を保ったものとなるように願 って

います。すなわち，両親が子供を温か く迎

え入れ，主が定め たもうた方法に よって彼

らを愛し，教え，訓練 を施す という家庭 を

築 くのです。

皆さんに私の証 を申し上 げます。主は力

に満ちた もう栄光の王た る御方です。そ し

て愛をもって私 たちを導 き，教 え，祝福 し

ておられ ます。

主の道は人 を永遠の生命へ と導 く道です。

その道に従 う勇気が私たちに授け られ るよ

うに，へ りくだ り， イエス ・キ リス トのみ

名によってお祈 りします。アーメン。



七 十人第一定員会 会員 ロ ハ ー ト ・L・ シ ン フソ ン

主の宮居

「啓示された真理と光明と永遠に変わる ことのない確信は
，つまる所，生

ける神の神殿 と不可分の関係 にあります。」

唱 れから少 しの間，私は，神の律法が永
一

遠不変の神権の原則によってしっか り

と根を下ろ しているとい う事実について証

を述べ たい と思 います。神の真理は， それ

を活用 しよ うとす るすべての人にとって，

平和 と，安全 と， 自由の支 えとなっていま

す。私は また，啓示された真理 と光明と永

遠に変 わることのない確信 は，つ まる所，

生ける神の神殿 と不可分の関係 にあること

を証致 します。この聖 なる建物は，正確に

は主の宮居 としてあがめ られています。

現代 の世 の中にあって神殿 とは一体 どう

い うものなので しょうか。神 を崇拝す る大

多数の人々は，神殿 と聞 くと， もっぱら2

千年以上 も昔の，民の中に予言者がいた時

代に建 てられた古代の神殿についてだけ考

えます。

そこできょうは，今 の時代に建て られた

現代の神殿，すなわち古代の神殿 とまった

く同様主に献堂 された神殿の中 を御紹介し

ましょう。神殿は，然るべ き神の権能を委

任 された人々によって聖なる儀式が執 り行

なわれ る特別な建物です。 まさしく静かに

神 を礼拝す る所なのです。 したが って，神

殿の中では静かに，普通はささや き声で話

します。神殿に参入す る人は皆， 白い衣を

身に着けます。また神殿に入る人はすべて

清 くふ さわ しいことが認め られた人々です。

神殿 は祈 りの家 です。それは，神殿で行

なわれ るどの儀 式も皆天の御父を賛美する

ものだか らです。神殿 に初めて参入す る人

は，神殿の外では得 られない特別 な祝福に

つ いてはっきりと告げられます。

神殿 は学問の家 です。それも人類に対す

る神の永遠の計画 とい う神聖な教 えを学ぶ

所 です。神殿に入ると， 自分 と創造主，ま

た自分 と救 い主 との個 人的な関係につ いて

一段 と理解 を深めるこ とができます
。 そう

です。神 とイエス ・キ リス トにつ いて特別

な知識が得 られるのです。そして，この知

識こそ永遠 の生命を得 るために不可欠の も

のなのです。「永遠の命 とは，唯一の，まこ
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との神でいますあなた と， また， あなたが

つかわされたイエス ・キリス トとを知 るこ

とであ ります」(ヨ ハネ17：3)と ある とお

りです。

神殿はまた啓示の家，絶えざる啓示 を受

ける所です。その啓示が予言者に下 るか真

理 を求める会員に下るかは ともか く， 自ら

求めて神殿に来 る人は皆，絶 えず教 えられ

啓発されています。

神殿は犠牲を捧 げることを決意する家で

す。なぜなら実際，犠牲 を伴 わない真の礼

拝はあ り得ないと歌われているか らです。

まさしく讃美歌にあるように，犠牲は天よ

りの祝福をもたらすのです。

神殿は神聖な誓約 を交わす家です。それ

ぞれが さらにキ リス ト教徒 らしい生活 をす

ることを誓約 します。400万 の 聖徒 たちが

この誓約に入ることができた らどんなに素

晴らしいこ とでしょう。

神殿は若 人たちがこの世か ら永遠にわた

って結婚をす る所です。その ようなわけで，

誤解や不信，最近 とみにその数 を増 してい

る離婚 などの人生の隠れた落 とし穴を超越

した， 固い絆で結ばれ るのです。

神殿は永遠の関係を結ぶ家です。す なわ

ち，家族が 自分たちをひとつの永遠の家族

に変身させ るという目的をもって訪れる所

です。そしてその ように変身 した家族 にと

っては，家族同士の意見の相違 などという

取るに足りないことよ りも，家族 として，

永遠に共にいるということの方がずっ と大

切 になって くるのです。

神殿は神の家です。 そこでは，ふ さわし

いことを表わしたすべての人に，先祖 のた

めに聖 なる神殿の儀式 を行なう特権が与え

られます。すなわち，聖書に予言されてい

るように，まさしく子供たちの心がその先
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祖 に向け られ るのです。そ してこの祝福 を.

得 られるかどうかは，天の御父のその子供

たちに対するすべての祝福 と同様，神権の

原則に忠実に従 うか どうかにかか っていま

す。

神殿で得 られる最大の祝福は，夫婦 の問

の愛 と献身に焦点が置かれています。神殿

に入った夫婦は， 自分たちが家族の中心 を

成 しているという模範を示さなければな り

ません。聖典 にはそのことが一番 よ く表わ

されています。「ただ，主 にあっては，男な

しには女はないし，女なしには男はない。」

(1コ リン ト11：11)と あ ります。 この世

のいかなるもので も，優 し く誠実 な夫婦の

関係に反す るものは，敵の手になるもので

す。一方，家族の一致 を促 し永続 させ るも

のは，すべて現世 の人間に与えられた主の

計画と一致 します。すなわち父親 と母親，

そ して子供たちがキ リス トの光 と真理を正

しく受け，それによって行動 を促 され るの

です。

夫は妻を愛 し，妻は夫を尊敬 して下 さい。

福音に頼れば皆 さんの問題ばすべ て解決 で

きます。また，子供たちの立派な模範 とな

って下 さい。すべてはそこか ら始 まります。

詩人ロングフェローは， このことを次のよ

うな言葉 で巧みに表現 しています。

「弓に弦が張られているように

男には女がいる

女は男を引 くが女は男に従 う

どちらが欠けて も役 に立たぬのだ」

(『ハ イアワサの歌』η1θCo初 ρ1碗Po6磁1

Wb漉sげ 五〇η8カ11α〃「ロングフェロー全詩

集」p.135)

この 詩で表現 されていることは神殿の教

えと一致 します。

数年前，アイダホ州で思 いがけない洪水



が発生 した直後のことでした。見た ところ

洪水で家財一切 を失 ったらしいひ とりの男

の入が，激 しく泣いていました。 しか し彼

は家財 を失ったことでそれほど絶望 したわ

けではな く，それよ りもはるかに大切 な，

愛す る妻 と4人 の子供 たちの姿が見 えなか

ったので， きっと洪水にのまれたもの と思

い込んで絶望 していたのです。 しか し，程

な くして よい知 らせ が届 きました。彼の家

族は奇跡的に救助 されて，近 くの避難施設

で彼 を待っているとい うのです。間 もな く

この家族は再会 しましたが， それは この上

ない喜 びと幸福にあふれた光景でした。 こ

の喜びの中で彼の語 った言葉が今 も心に残

っています。その時彼は このように言いま

した。「この世の財産はすっかり失 くして し

まい ましたが， それでも再 び家族 を得て，

私は大金持 ちにでもなったような気分 です」

と。妻 と子供たちもその言葉に同意 して う

なず きました。すでにおわか りと思います

が， この家族はまさしく特別な家族でした。

この家族は，生 ける神の神殿でこの世か ら

永遠にわたる結び固め を受 けて間もなかっ

たのです。

ついきの うも，私 は神殿の聖壇にひざま

ず くある若 いカップルの結婚式に出席す る

特権 にあずか りました。ふた りは共にまば

ゆいばか りの 白い衣 を身につけ，大勢の家

族や友人に取 り囲まれていました。その結

婚の誓約の中で言われたのが，「この世か ら

永遠にわたって」 というこの特別な言葉で

す。おわか りのように，これはふた りの結

婚が永遠に続 くことを明確 に示す ものです。

もし世界中のあらゆる人々が， このよう

な結婚関係 を可能にす る神聖な光 と真理の

教えに触れるこ とができたなら，一部の選

ばれた人たちだけでな く，すべ ての神の子

供たちが 自らをふさわし く備 えるこ とがで

きるで しょうに。しかし， それは主の方法

で行なわれなければな りません。

永遠の結婚は非常に神聖 なものです。 し

たがって，神殿の中で， しか も地において

も天においても結び固める然るべ き神権の

権能 を授けられた人によってのみ執 り行な

われます。

「何にても地 に於て汝の結び固むるとこ

ろは天に於 ても結び固め られ，何にても地

に於 て汝のわが名によ りわが言によ りて結

ぶ ところは天に於て永遠に結ばるべ し。」

(教義 と聖約132：46)

さて，ここで25人 の十代の少年少女の グ

ルー プを御紹介 したいと思 います。 この グ

ループは，死者のためのバプテスマ という

神聖 な儀式を受け るため明け方のまだ暗い

うちに神殿 に来なければな りませ んでした。

この若人たちはすでに監督によって，道徳

的に も清 くふ さわしいことが認め られてい

ました。御存 じのように今 日の監督 も，古

代の監督に与え られたと同じ指針に従 う義

務があ ります。古代の監督 もこのように教

えられてい ました。「主の山に登るべき者は

だれか。その聖所に立つべ き者はだれか。

手が清 く，心のいさぎよい者， その魂がむ

なしい事 に望みをかけない者，偽って誓わ

ない者 こそ，その人である。」(詩篇24：3

-4)主 の家にはいつの時代にもひとつの

標準があ りました。それは清さです。そし

て， この清 さに妥協 はあ り得 ませ ん。

25人 の若 人たちは，先に世 を去った人々

のために何か役立 ちたい という思いから敬

慶な気持ちにな りました。 ひとりの少女は

このように語っています。「1700年 代 に生

きていたひとりの先祖のために身代わ りの

バプテスマが受 けられて， とてもうれしか
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ったです。彼女 も，私が したことを喜んで

受け入れて くれたと思 うわ。」

この若人たちは，パウロが伝道 していた

頃に行なわれていた儀式を執行 していたの

です。パウロはコ リン トの聖徒 たちに次の

よ うに書 き送って います。「そうでない と

すれば，死者のためにバプテスマ を受け る

人々は， なぜそれをするのだろうか。 もし

死者が全 くよみがえらない とすれば， なぜ

人々が死者のためにバプテスマを受けるの

か 。」(1コ リン ト15：29)

死者 のためのバプテスマ として知 られて

いるこの身代 わ りの儀式が，新約時代に行

なわれていたことは，パ ウロの証言が示 し

ているように明らか です。そ してこの儀式

は，主イエス ・キリス トの十字架上 の死の

後，その使徒 たちによって教 えられた重要

な儀式であることも明白です。 これはパウ

ロ自身の言葉 を読む とわか ります。パ ウロ

はガラテヤの人々に次の ように証 してい ま

す。「兄弟たちよ。あなたがたに， はっ きり

言っておく。わたしが宣べ伝えた福音は人

間によるものではない。わた しは， それ を

人間か ら受けたの でも教えられたのでもな

く，ただイエス ・キリス トの啓示によった

のである。(ガ ラテヤ1：11-12)

現世 でその機会のなか った人々のために

バプテ入マのみならずその他の身代わ りの

儀式の数々 を行なうため，神殿では大勢の

人々が長い時間働 いています。聖典にはこ

のように宣言されています。「もし然 らず

ば，主の来る時，全地はことごとく荒れ廃

れん。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：39)

救 い主は，全人類に不死不滅 をもた らす

力を持 ってお られましたが，私たちは，一

度にひとりに限って，身代わりの儀式を行な

う力があるだけです。 しか し，それは同じ
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栄 えある目的のためであ り，同じ権能によ

って可能 になるのです。再び主の言葉 を引

用 しましょう。「汝 らもし， 日の栄の世界に

一つ の所 を得んことをわれに願 わば，わが

命 じて汝 らに求む るところを行 いてその備

えを為 さざるべか らず。」(教 義 と聖約78：

7)

釈 明 もせずに申し上げ ますが，すべての

生命ある人は， 人生の究極の 目的として神

殿の祝福 を熱心に求めるべ きではないでし

ょうか。皆さんは神殿の中で平安 を得 るで

しょう。そ して，本当の安全 とは何かを知

るでしょう。本当の 自由を得 るために知 る

必要のあるこ とを，皆さんは主の宮におい

て学ぶことがで きるのです。混乱や不和 と

は縁のない神殿は，今の世には珍 しく，完

全に私心 をな くすことのできる場所 なので

す。

最後に，救 い主の慈愛に満 ちた勧告を読

みたいと思います。「この故に小 さき羊の群

よ，おそるるなかれ。善 を行え，この世 と

地獄 と共 にな りてむかい来 らしめ よ。 もし

汝 らわが磐の上に立 たば，彼 ら打ち勝つ能

わ ざればなり。」(教 義 と聖約6：34)

神 殿 より安全な より所はほかにあ りませ

ん。神殿で成 し遂げられる業は，そのほか

の どのような人間の働 きにも勝 るものです。

神殿 の祝福 を得 るためにあらゆる障害 を取

り除かれますように。主はそこで神 の子 で

あ る私たち一人一人を待っておられること

を証致します。イエス ・キ リス トのみ名に

よって，アーメン。

☆ ☆
寡

ホ



七十人第一定 員会会員 ロ バ ー ト ・E・ ウ エル ズ

羊飼いを知る

「私たちはそれぞれ
，こう質問してみる必要があ ります。『果た して私の愛

は，また勉強，祈 リは，羊飼いを知るに十分なものだろうか。』」.

賢

走

り

窪
日

，
デ

菖

.i

以 前 ヒュー.B● ブラウン副管長が次
のような人の心 を高める話 をす るの を

聞いたことがあ ります。ある時， ひとりの

有名な俳優がニュー ヨー クの大劇場で素晴

らしい劇 を上演 しました。劇が終わ ると大

きな拍手喝宋があ り，彼は観客 に何度 も何

度 も舞台へ呼び戻 されました。そうしてい

る内にだれか 「詩篇の23篇 の朗読 をお願い

したい」 と頼む人がいました。

「詩篇の23篇 ですって
。わか りました。

23篇 なら私 も覚 えていますか ら。」

俳優 としての彼のその朗読は，演ず ると

いう観点か らすれば非の打 ち処 のない，完

壁な ものでした。それが終 わる と再 び嵐の

ような喝采が起 こ りました。それか ら，そ

の俳優は舞台の前に来 るとこう言いました。

「皆さん
， この観客席の1番 前の列 に，私

はきょう初めてお 目にかか る方 なのですが，

ひとりの御老人がいらっ しゃいます。突然

で申 し訳ありませ んが， もしお願いできれ

ば， この御方に詩篇の23篇 をここに来て朗

読 していただければ と思います。いかがで

し ょっか。」

その老紳士がびっ くりしたのは言 うまで

もあ りません。 び くび くした様子で舞台に

上がると， こわごわ と大観衆の方に目を向

け ました。 そして， ひとりきりで自分の家

にいる時の ような面持ちで， 目を閉 じ，頭

を下 げ，神に向かって話 しかけたのです。

「主はわたしの牧者であって
，わた しに

は乏 しいことが ない。

主 はわたしを緑の牧場 に伏させ，いこい

のみぎわに伴われる。

主はわたしの魂 をいきかえらせ，み名の

ためにわたしを正 しい道に導かれる。」(詩

篇23：1-3)

そ して老人は救い主御 自身への心か らの

言葉 をつぎました。

「たといわたしは死の陰の谷 を歩むとも
，

わざわいを恐れ ません。あなたがわたしと

共にお られ るか らです。あなたのむちと，

あなたのつえはわたしを慰めます。
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あなたはわたしの敵の前で，わたしの前

に宴 を設け，わた しのこ うぺ に油を注がれ

る。わた しの杯はあふれます。

わた しの生 きているか ぎりは必ず 恵み と

いつ くしみ とが伴 うでしょう。」(詩 篇23：

46)

老 人が朗読 を終 えても，拍手 もなければ

喝采 もあ りませ んで した。しか しそこにい

たすべての人の 目には涙が光 っていたので

す。先の俳優が舞台に出て来て，涙 をぬ ぐ

いながら言いました。「皆 さん，私は詩篇23

篇の言葉を知っています。で も，この御方

は羊飼い御 自身を御存 じなのです。」(ヒ ュ

ー ・B・ ブラウンによる翻案， 丁加(画 臨

「探求」pp .335-36)

エ ズラ ・タフ ト ・ベ ンソン会長は， どう

したら羊飼い御 自身 を知 ることがで きるか

につ いて，その鍵 となるこ とを述べ てい ま

す。「キリス トを知 るためには，聖典，また

キ リス トを知 る人々の証から学ばなければ

ならない。私 たちは祈 り，そして神が戒め

を守る人々に約束された霊感，啓示によっ

て主を知ることができる。」(Oo4，Fα 勉πy，

Co観 勿'0π γ搬 紹6G7θ 認 五〇yα漉θs「神，

家族，国家 我 らの3つ の不動の忠誠」

P.156)

あ るひとりのアルゼ ンチン出身の銀髪 の

姉妹 も羊飼いを知 っている人です。彼女は

その長い生涯 を主 と主の教会 と隣人のため

に捧げてきました。

彼女はメラー姉妹 といいますが，彼女が

初めて教会に集ったのは宣教師に連れ られ

てのことでした。宣教師たちは 自分たちが

それ まで出会 った人々の中で，彼女ほ ど教

養が豊かで，洗練され，高度 な教育 を受け

た求道者はいない と感 じていました。彼 ら

はメラー姉妹 のきれいな家で数回集会を持
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ち ました。 そしてある時， 日曜 日の教会の

集会に一緒に出席 していただ きたい とお願

いすると，彼女は快 くそれを承知 しました。

集会は古ぼけた建物の中で開かれていまし

た。そこに集 う会員たちはその新 しい求道

者に比べて， どちらか とい うと貧 しい暮 ら

し向 きの人々で した。

集会 の進行は， 自分 たちの賓客 によい印

象を与えたいと願 っていたふた りの宣教師

の 目か ら見れば， とて も満足で きるもので

はあ りませ んでした。その支部の指導者た

ちは召 されてか らそれほど経っておらず，

自分たちの責任が どうい うものかまだ よく

のみこめていないような状態だったのです。

司会者がまごつ いて しまった り，.最も神聖

な時であるべ き聖餐の儀式が中断された り

とい う有様 でした。話 も決 してその熱心な

宣教師たちが望 んでいた，人の心 を引きつ

けるほどの もの とは言えませんでした。子

供たちが動 き回った り，泣き声を挙げたり

するこ とが何度 もあって， とて も敬慶 な思

いに浸るな どとい うものではあ りませ ん。

それに荘重な宗教音楽をかなで るオルガン

もあ りませ ん。その優雅 な装 いの求道者が

持ったに違いない否定的な感情 を思 うと，

ふた りの宣教師の心は重 く沈み ました。ふ

た りは彼女がいつ もは，すべ てが高度に専

門職化 された， しか も上流階級の人々が集

う美 しい大聖堂 で礼拝 していることを知っ

ていたのです。

その日の帰 り道， 片方の宣教師が恥 じ入

った様子 を見せ なが ら弁解 を始め ました。

「私たちは今あのような建物 を使ってい ま

すが， どうか事情 をお察 し下 さい。いつか

はこの地に も，新 し くて立派な礼拝堂が建

つ と思います。」それか らこう続けました。

「それ と
，新 しく召 されたばか りの指導者



たちのこともわかっていただきたいのです。

この教会の神権者は教会の責任 を職業 とし

てい るのではあ りません。それで代わる代

わる集会の司会 をす るのですが，彼 らは指

導者に召 されたばか りで， まだそのや り方

を勉強している最 中なのです。」 さらに言葉

を続けようとすると， メラー姉妹はその宣

教師の方 を向き，幾分 きっい口調 でこう言

いました。「長老，謝る必要 は何 もございま

せん。キ リス トの時代 もきっと同じだった

と思いますよ。」

聖典 を学んで身につけた霊的な理解力 と

救い主への知識 とをもって，彼女は幾世紀

にわたって重ね られてきた人の歩み をは る

かに越えた ところを見すえていたのです。

彼女の心の目は大聖堂やオルガンな どに捕

らわれてはいませんでした。その向こうに

あるもの を見ていたのです。彼女の思 いは

時の流れ を越え，羊飼いが卑 しい漁師あが

りの使徒や罪人，そ して時には らい病のた

めにのけ者 にされていた人たちと共に集わ

れる姿に向け られていました。彼女が心に

思い描いたのは，小さな二階の一間を借 りて

集 う古代の聖徒 たちであ り，救い主が傍 ら

の幼 な子たちに優 しくほほえみかけ られる

姿だったのです。彼女が心の底か ら，そし

て深い洞察力 をもって， 「キりス トの時代 も

きっと同 じだったと思いますよ」 と言えた

のは，羊飼 いを知 っていればこそのことだ

ったのです。

この婦人の模範は私に，次の勧告 を身を

もって示してくれるものです。「汝の精神に

キ リス トへの思 いをみな ぎらせ，その心中

にキ リス トの愛をあふれさせよ，そしてそ

の人生 をキ リス トへの献身に捧 ぐべ し。」約

30年 前，メラー姉妹が初めて教会に集った

その地に も，今 では立派な礼拝堂が建 ち，

よく訓練された監督会によって管理 されて

います。

もうひ とり， だれにも勝 ってよく羊飼い
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を知っていると思 われる人がい ます。その

人は何世紀 もの空白の時 を経て地上に再び

立てられた最初の予言者です。彼は示現の

中で初めて救 い主とまみ えた時のことをこ

う書いています。「私は自分 の真上に太陽に

も増 して輝 く一つ の光 の柱 を見た。…… そ

してその光が私の上に留 った時，私は筆紙

に尽 し難い輝きと栄光 とを有ちた もう二 人

の御方が私の真上の空中に立ちた もうのを

見た。そしてその中のお一人が私に言葉 を

かけて私の名を呼びた まい，他のお一人を

指 して 『こはわが愛子な り，彼に聞け』と仰

せ られた。」(ジ ョセブ・ス ミス2：16-17)

この年若い予言者は，天 を開 くこ ととな

ったその比類のない出来事 を次の ように書

き続けています。「私が主に伺お うとした 目

的は，私が何れに加 入すべ きか を知 るため

にすべての教派の中で何れが正 しいか を知

ることであった。それで私 はわれに返 って

言葉が出せ るようになるや否や，私の真上

で光に包まれて立 ちたもう御方 に，すべて

これらの教派の中で何れが正 しいかそして

私は何れに加わる.べきか を伺った。

ところがその御答に 『汝はその何れに も

加わるべか らず，彼 らことごとく誤れるを

以てなり』 と言いたもうた。」(ジ ョセブ ・

ス ミス2.：18-19)

そ の後予言者ジ ョセブは10年 にわたって，

復活 した人々， また再 び地上 を訪れた古代

の予言者や幕を越えてや ってきた天使 たち

から教えを受け ました。そ して今か ら150

年 前，彼は救 い主御 自身の 口か ら，神の教

会，すなわち末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会を正式に組織するように との命を受けた

のです。この予言者はその後も，主に して

よみがえられた賄 い主から，数々の驚 くべ

き示現 を受けました。その ような示現のひ
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とつ を読んでみましょう。「われ らの心 より`

覆 い取 り去 られて覚 りの眼開かれた り。

われ らは，われ らに面 して教壇の胸欄 に

立ちたもう主を見た り。而 して，主の脚下

にはこは くの如 き色 したる純金の床あ りき。

その眼は燃ゆ る炎の如 く，頭髪 白きこと

清き雪の如 く，その顔は 日の輝 きに も勝 り

て光 り輝き，その声は洪水の激する音の如

し。誠にエ ホバの御声言いたもう。

われは始めな り終 りなり。われは生ける

者な り殺 されたる者な り。父と汝 らの間の

仲保者 なり。」(教 義 と聖約110：1-4)こ

れ を書き記 した予言者 は羊飼いを知ってい

ました。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは自らの証 に一

命を賭 し，殉教の死 を遂げました。 自分の

血をもって証 を結び固めたのです。私 たち

は彼 をこの神権時代最初の予言者 として，

またこれまでのあらゆる神権時代の最 も重

要な予言者 としてたたえるものです。彼は

「ただイエス ・キ リス トを除 くのほか
， こ

の世に生 を受けたる何人よりもこの世 に於

ける人類の救 いに尽した」のです。(教 義 と

聖約135：3)教 会 設立150年 祭 のこの時に

当た り，私たちはジ ョセブ ・ス ミスを， 自

分 自身の体験を通 して主を知 った予言者 と

してたたえたいと思 います。

私たちはそれ ぞれ，こ う自問 してみる必

要が あります。 「果たして私の愛は， また勉

強，祈 りは，羊飼いを知 るに十分なものだ

ろうか。」私たちが皆，神の戒めに従 うこ と

によって救い主 を知 るに至 り，主 と顔 を合

わせてまみえる時に，「私はあなたを存 じて

お りますb」あなたこそ私の羊飼 いです」 と

言えるように祈 っております。 これを私た

ちの愛する羊飼 い， イエス ・キ リス トのみ

名によって証 します。アー メン。



七十 人第 一定員会会長 ニ ー ル ・A・ マ ック ス ウ ェル

あらゆる種類の人々を

囲み入れる網

「私たち は神が慈悲をも って私たちを受 け入れて下さ'ったように
，群れに

新たに加わった人々をもっと効率的にシ：オンに受け入れる必要があります。」

兄 弟姉妹 私たちはほとんどすべての文
化や環境か ら福音の網 に入って くるお

びただしい数の 「あ らゆ る種類 の」人々に

対 して，今 まで以上 によ く受け入れること

がで きるようになっていなければな りませ

ん。(マ タイ13：47参 照)

こ うした人々の中には， デカロー グ(十

戒)が ない ところにはデ カダンス(退 廃)

あ るのみ ということを苦い経験 を通 して知

り，この世 のバ ビロンと訣別 した人がいま

す。

また，「幸福 と言う性質に反する有様」で

「神 を信ぜ ずに世 を渡」 ることをやめた新

入者 もいます。(ア ルマ41：11)彼 ら は，

それ までの 自分たちの人生が 「安 ホテルで

一夜 を明かす ようなもの」であったことに

気づいたのです。(マ ル コルム ・マ グリッジ

による引用 『偉大なる最期の自由な望み』

∫〃ゆガ擁s「 インプ リミス」1979年5月 号)

ま たある人々は，悪魔の王国を抜け出 し

て来 るでしょう。悪魔の国に揺 さぶ りをか

け，そこに住む者たちの一部の心を動か し

て彼 らに悔 い改め を促すこ とは，主が断言

しておられることだか らです。(IIニ ー ファ

イ28：19参 照)こ うした傷ついた， しか し

なが ら神 を信 じようとす る心 を持った霊た

ちは，世の軍勢が 「すべての地 とすべての

民とすべての国の 自由を奪い取 ろうとす る」

中で，霊の自由を求めてはい上がって くる

のです。(イ テル8：25)

こ うした新参者 たちは，祖国を捨てよと

も，優れた文化 を放棄せ よとも言われ ませ

ん。求め られるのは，霊 を傷つけるものを

遠 ざけるとい うことです。霊 を傷つけるも

のは， だれの人生にも， どのような文化に

も存在 します。

教会に加 入 して くる人の 多くは，それま

でず っと正 しい生活 を送ってきた人々です。

そうした人々は，生活態度 を別に大 きく変

えな くとも教会貝 としての 人生に喜びを見

いだすこ とができるでしょう。

この ように，大勢の人々が，霊的に遠 く
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離れた所か ら私たちの もとにやって来るの

ですか ら，私たちがほんの1マ イル余分に

前に出て彼 らを迎 え， いろいろお世話 をす

るこ とがで きないはずはあ りませ ん。彼 ら

は悪 との人知れぬ戦いにようや く勝利を収
がいせん

め，信仰の国への国境 を凱旋 して くる英雄

なのです。教会堂の混雑する廊下 を突切 っ

て彼らの前に行 き，歓迎の手 を差 し伸べ る

のは当然の ことでしょう。私たちは，転校

第一 日目のあの言いようのない不安，近所

に全 く知 り合 いのいない所に引越 した時の

あのおずおずした気持 ちを忘れて久しいの

ではないでしょうか。シオ ンの市の街角に

は，いつ も新し く越 してきた家の子供が立

っているのです。

この新入者が携待 しているシオンへの入

国ビザが有効 なものであることは，神権指

導者が判断 しました。ですから，まゆをひ

そめたりいぶか しげにながめた りせずに，

心か ら歓迎 しましょう。私たちの仕事は彼

らをつ るし上げることではあ りません。引

き上げることです。彼 らは今 まで拒まれ続

けて きた人です。今度は受け入れてあげま

しょう。

主のぶ どう園に，仕事が終わる1時 間前

に来た人々は，「最初の人々」と同 じ賃金を

もらうのです。話は違 い ますが，「最初の

人々」は古 き良 き時代のこ とをあまり口に

出す ことな く，.昔よりももっと良い時代の

実現 を目指 して働 くように しなければな り

ません。(マ タイ20：1-16参 照)

ア メリカ独立戦争 で最初に水兵になった

ふたりの人の話です。ひ とりが他よ りほん

の数分だけ先んじて船に乗 りました。2.番

目の水兵は船に乗る と喜び を体一杯に表わ

しました。水兵になれたことが うれ しくて

仕方がなか ったのです。す るとそれを見て
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先 に乗った水兵がせせ ら笑って言いました。

「はしゃ ぐんじゃあないよ。一番乗 りの気

分 はおれ様 しか知 らないんだ。」

パウロは，社会的地位の高い人が大挙 し

て教会に加 わることは期待すべ きでない と

言いました。(1コ リン ト1：26)ま た，私

たちすべてに自分が何者か を教 えて くれ，

また聖 なる神殿では民主的に皆が同 じ衣を

身にまとう教会にあって，紳士録のような

著名人の名 を連 らねた本は不必要 です。

これか ら新たに教会に加わる人々は，教

会の指導者が世の一部の人々か らさん ざん

にか らかわれている中で入って きます。そ

れが どのようなものかは，毎 日箱舟造 りに

精 を出す ノアをテレビのニュースショーが

取材 したらどうなっていたかを想像すれば，

おわか りいただけるで しょう。つけ加 えて

言 うな らば，悪魔は義 を求めてやまない私

たちを賞賛 しています。それは，私たちの

義が増せば増すほど悪魔の力 も強 くなって

いくからです。 もちろん，私たちがその 「賞

賛」に耐 え続けていければの話ですが。

新人の皆 さん，皆 さんは教会員の中で，

教会 を去 り， しか もその後で教会に攻撃 を



加 える人々 を目にす.るか も知 れません。彼

らのことはその ままに しておきましょっ。

つかの間のこの世 の賞賛を受 けさせ ましょ

う。いずれは全能者の王座に深 く頭 を垂れ，

イエスがキ リス トであ り， この業が主の業

であることを公言す るようになるのですか

ら。 また，ダニエルが見た小さな石が容赦

なく転が り続ける時，それ を打 ち砕 こうと

ね らっている者たちがいても，決 して驚か

ないで下さい。(ダ ニエル2章 参照)

幸 いなことに，おびただしい数の 「新入

者」の群れの中に， あの放蕩 息子のように

正気を取 り戻 したかけがえのない人々がい

ます。(ル カ15：11-32参 照)新 たな決意を

胸に秘めた彼 らに も，温い歓 迎が必要です。

駕驚

騨灘1

購

無～

輪毒

霧藏

あの放蕩 息子の父親に負けないように努力

しようではありませ んか。彼は受身で， し

か も息子が戻 って くるのは， 自分の持ち物

を取 りに来ただけ なのか もしれないなどと

疑いの心で待っていたのではあ りませ んで

した。 はるか遠 くに息子の姿 を認めると，

彼は走って行 って息子 を迎えました。

群れに新 しく加 わった人 も戻って来た人

人も，英文讃美歌21番 『シオンに集 う時に』

の歌詞が説 ぐ助言に耳を傾 ける必要があり

ます。「シオンに集 う時に，苦難 と試 しがす

べて過 ぎ去 り……すべ てが清 く純粋で……

揺 るがぬ信頼があ り……聖徒 たちには 自分

の幸福 と安 らぎを求めることしかなすべ き

ことがない とは思 うな……。」

教会は聖徒 を完 き者 とするために存在 し

ます。ですから，新入者は群れの中に入る

ことはす ぐにできますが， 自分に対 しても

他人に対 して も，聖徒 として一人前の態度

を即座に身につけるな どとい うこ とは期待

してはならないのです。これには，真理の

一つ一つを時間をかけて忍耐強 く学ぶ必要

があ ります。

さて，私たちは共に働 く時，互いの欠点

に気づ きます。そのような時に私たちは，

「弱きを扶け
，垂れたる腕 を挙げ，かよわ

きひざを強 うすべ し」(教 義 と聖約81：5)

と勧 め られています。

新 入者を早 く主の業に参加させ ましょう。

彼 らが主のぶ どう園に呼ばれたのは，遊ぶ

ためではな く働 くためであ り， ただながめ

るだけでな く耕 して種 をまくためです。彼

らを高名な人物の ようにではな く友人 どし

て， また競争相手 としてではな く仲間 とし

て遇 しましょう。 そして彼 らの貴重な熱意

を，さらに別の人々をぶ どう園に招 くこと

に利用 して下 さい。
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また彼らが， 自分にはまだ資格が ない，

準備ができていないと思 いなが らも，群れ

に加 わることができた喜びを一杯 に込めて

祈る初めてのた どたどしい祈 りに， また初

めての話に，愛 と励 ましの心 をもって耳 を

傾けようではあ りませんか。 ところで， こ

の 「ふさわ しくない」 という気持 ちはいつ

になっても消えないものだとい うことを，

新 しい人たちに話 してあげて もよいでしょ

う。

しか しなが ら，ひ とつの民 として私たち

を見た場合，私 たちが まだ満足のい く状態

にまで到達 していないこ とは明らかです。

こうあるからです。「シオンはその美 と聖 と

を増(さ)… … ざるべからず。」(教 義と聖

約82：14)ア ルマの時代 と同 じように，少

数の教会員の愚行がみ業の発展 を遅 らせ て

います。(ア ルマ39：11参 照)事 実 シオンは，

まず私たちが初めに懲 らしめを受けなけれ

ば完全には腰 われないのです。(教 義 と聖約

24

100：13)で す か ら，私たち自身の欠点に対

して度 を過 ぎた忍耐 をす ることがないよう

にしましょう。また， 肉体 にまだとげのあ

る内にバラの花園を見ることを要求 しない

ようにしようではありませんか。(IIコ リン

ト12：7参 照)

永遠進 歩につ いて教室で学ぶだけでは不

十分 です。毎 日の生活に教 えを実践 し， 改

善をはか りましょう。

また，家庭や クラスでの福音の学習 を真

に実 りあるもの とし，教義に対する個入的

な解釈を単に披露 し合 う場に しないように

しましょう。そして思わず首をひね りた く

なるような， あるいは一番関心が向かない

教 えや義務 が，私 たちにとって最 も大切 な

ものであ り得 ることも，心に留めてお く必

要があ ります。

古参者，新参者，それに群れに戻った人

人を問わず，私 たちの心には大 きな変化が

なければな りません。 この変化は，単に私

たちのスケジュールをほんの少 し変更す る

ようなものではありません。 もっと多 くの

ものが要求 されます。(モ ーサヤ5：2参 照)

失 望するようなこ とがあって も逃 げては

いけません。ペ テロのあの救い主へ の不滅

の問 いを心に抱 いて主に心 を向け ましょう。

「主 よ
，わた したちは， だれの ところに行

きましょう。」(ヨ ハネ6：68)兄 弟姉妹，

このほかに 「幸福 を与える偉大な計画」(ア

ルマ42：8)は あ りません。この計画以外

の ものは，不幸に陥れる計画だけです。

精神 的に も様々な重圧 を受け る現代にあ

って，私たちはなぜなすべ きかがわか らず

に実行 を求め られることがあ ります。 しか

し，そうした要求 に対 して も静かな驚きと

同時に静かな決意 をもって応 えようではあ

りませんか。こうあるか らです。「主はシオ



ンを慰め……か くしてシオンの中には喜 び

と楽 しみがあ り感謝 と歌声 もある。」(IIニ

ー ファイ8：3)

私 た ちは 「歌声」 と共にさらに聖 なるシ

オンを築 く時， 「すべてはよし，すべ てはよ

し」と歌 うでしょう。(讃 美歌23番 『恐れず

来たれ聖徒』)し か し時折，歌ばか りでなく，

むせ び泣 く人へ の励 ましも約束の 日には待

ち受 けています。 イザヤはこ う語 りました。

「悲 しみ と嘆 きとは逃げ去る。」(イ ザヤ35

：1)

私 た ちはパウロの言葉 を借 りてこっ言い

ます。「わたしたちは，四方か ら患難を受 け

ても窮 しない。途方に くれて も行 き詰まら

ない。迫害に会って も見捨て られない。倒

されて も滅びない。」(IIコ リン ト4：8-

9)そ してこうつけ加 えるでしょう。「困難

に直面 して も驚かない。不当に非難されて

も非難す る者 たちのため に祈 る。のの しら

れてもキ リス ト教徒 としての奉仕の業 をも

って応える。」兄弟姉妹，私たちは私 たちの

行動 を客観的にながめる人に 「アー メン」

と言わせ るような生 ける証，生け る教え と

なることがで きるのです。

救 い主は，いちじくの木が芽を出せば夏

が近いことがわか ると同 じよう」こ，主の再

臨 も近い と言われました。(ル カ21：28-30

参 照)予 言 として与えられている 「夏」の

状態が，今私たちの周囲に見 られます。で

すか ら，夏の暑さ，す なわち迫害の熱に不

平 を言 うことのないよ うに しようではあり

ませんか。

救い主はその慈悲の手 を差 し伸べて，人

類の堕落 を阻止され るほどまで私 たちが虐

待 されていてもなお私たちの群れの中にお

立 ちになり，「小 さき羊の群 よ，おそるるな

かれ」(教 義 と聖約6：34)と の言葉を投げ

かけ， 「善 を行え」 と勧告されるでしょう。

そしてその時 こそ 「あらゆる生物共にわれ

を見る」(教 義 と聖約100：23)時 であ り，
おのの

また 「万国の民ことごとく御前に戦 く」(教

義 と聖約133：42)時 なのです。その時，主

の来臨は 「すべての国々の最後」(教 義 と聖

約87：6)を 告 げるものであ り，地上には

主の律法以外の律法は存在 しな くなるので

す。(教 義 と聖約38：22参 照)

そ こでは，ナザレのイエスの史的根拠は

もはや問われませ ん。なぜなら， イエスの

福音の網に喜んで入った 「あ らゆる種類の」

忠実な人々がイェスに対 して疑問を投げか

けたことは一度 もな く， あったのは肯定す

る声 だけだったか らです。

さて，私が願 うのは，神が慈悲の心 をも

って私たちを教会に受け入れて下さったよ

うに，私 たちが群れに新 しく加わった人や

戻って来る人々をシオンにもっと効果的に

受け入れることがで きるよう，神の助け を

いただきたい ということです。この シオン

の門で彼 らを待 ち受けておられる方が私た

ちのほかにもう御一方お られ ます。それは

イエスであ り，イエスは 「門を守る者」(II

ニ ー ファイ9：41)な の です。主がそこで

私たちを待 っておられるのは，私たちのふ

さわ しさを確認するためだけではあ りませ

ん。私 たちを心から歓迎 したい とい う愛の

表われなのです。「ここには下僕をお使いに

ならない」(IIニ ー ファイ9：41)の もその

理由か らです。主が 「とりま く闇の中」(讃

美歌119番)で 私たちを導かれるにあたり，

私たちに主に受け入れ られるだけの備 えが

できていますように。イエス ・キ リス トの

み名によ り祈 ります。アー メン
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十二使 徒定員会会員 マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン

天使長アダム

「ミ力エルのラッパは
，末の 日に復活を告げて鳴り響くことて しょう。そ

.して彼は
，主の軍勢の長とな って戦うのです。」

あ る夏の 日・私は・ ミズー リ州にあるア
ダム ・オンダイ ・アーマ ンの地 を訪れ

ました。初めての訪 問で したので，私は，

強い期待 を抱いて出かけ ました。

緑の草原 となだらかな丘。そこは，人の

目に何か を焼 きつける美 しいながめの所で

した。

しか し，その風景以上に私 を感動させ た

のは，その場所の持つ意味です。そこは，

まさにアダム とイヴ， そしてその家族が住

んでいた場所 なのです。 そう考えると，そ

の場所の持つ測 り知れない価値が，私の上

にずっしりとの しかかって くるのでした。

人類は，ここから始 まったのです。啓示

がそのこ とを教 えてい ます。(モ ーセ1：

34;教 義 と聖約107：53;84：16参 照)

ア ダム とイヴは，神を身近に知 っていま

した。彼らは，神 を見，神 と話 しました。

そして初期の時代か らイエス ・キ リス トの

福音を教 えられていたのです。それは，イ

エス ・キ リス トが地上においでにな るずっ

と以前のことで した。と言 うのは，イエス・

キ リス トは前世 において世の救 い主 となる

ように任命 されていたか らです。

したがって救 いの計画は， まずこれ ら最

初の人間，すなわちアダム とイヴまたその

子供 たちに天使 によって伝 えられたので し

た。彼らは，それ を信 じてバプテスマ を受

け，神に仕 えるようになりました。(モ ーセ

5参 照)

聖 典には，アダムが土地を耕 し，家畜の

世話をしている時，イヴ も 「彼 と共に働 き

た り」(モ ーセ5：1)と 書 かれてい ます。

彼 らは，知性 にあふれた人間であ り，あ

る人々が人間の先祖 として主張す るような

類人猿や原始人 とは， まった く異なってい

ました。アダム とイヴは，主御 自身から直

接教えを受けた教養のある人々です。その

教育 とは どの ような ものか，想像で きるで

しょうか。また，彼 らを教 えられたのは，

主御 自身なのです。

これにつ いてよ く考 えて下 さい。そして，
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「神の栄光は英智な り
。すなわち，光明 と

真理 なり」〈教義 と聖約93：36)と い うこと

を思 い起 こして下さい。これ らの賜は， ま

さにアダム とイヴ，およびその家族に与 え

られたのです。彼 らは，最初 の人類 であっ

たため，だれ も教える人がな く，その責任

は，主 とその使いに残されていたのでした。

アダム とイヴには，た くさんの息子，娘

がいました。すべての事柄において主に忠

実であったセツやアベル。そ して，カイン

もいました。

アダム とイヴは，神から授か った 「清 く

して汚れ」のない言葉によって，子供たち

に読み書 きを教えました。(モ ーセ6：6参

照)

ま た，彼 らは，アダムの言葉で 「一部の

覚 えの書」 をつけていましたが，その清 く

て汚れのない言葉は，聖霊の 「みたま」に

よって，神 を呼び求めるすべ ての人々に与

え られま した。(モ ーセ6：5-6参 照)

「か くの如 くして
，福音は最初よ り説き

始め られて，神の御前 より遣 わされし聖 き

天使 たちにより，神 自らの声 により，また

聖霊の賜 によりて宣べ られた り。」(モ ーセ

5：58)

「この時 よりアダムの息子娘たちは二人

ずつ地に分れて土地 を耕 し，羊の群 を飼 い

始め，彼らもまた息子娘 たちを生みたり。」

(モーセ5：13)

サ タ ンが足を踏み入れる時まで， そこは，

栄光 に満 ちた所で した。 しか し悪魔は，神

の教 えにいどんでアダムの子供たちにこの

ように言ったのです。「信ずるなかれ。」 こ

の時か ら，家族の中には，神 よ りもサ タン

を愛する者が出てきたのです 。(モ ーセ5：

13参 照)そ して，真理から遠 ざかっていき

ました。

それらの人々は，神のみたまを失い，そ

の結果， 肉体，肉欲，悪魔に従 う者になっ

たのです。(モ ーセ5：13参 照)悪 の帰す

るところは，常に退化です。 こうしてみる

と，時の初めに原始人が いた として も，何

ら不思議 ではありませ ん。

そのよ うな人々の中に，カインがいまし

た。彼は，ルシフェル と恐るべ き誓約 を交

わし，他の人々 をもいざなったのでした。

「而 してアダム とその妻は
， カインとその

兄弟 らの故に主の御前に悲 しめ り。」(モ ー

セ5：27)

カイ ンは，義人のアベル を憎み，その羊

を何 とか 自分の ものに したい と思 っていま

した。そして，それにつけ こんだサ タンは，

彼に， アベ ルを殺 してその持 ち物を奪い，

羊を自分の ものにす るよ うにけ しかけたの

でした。

こうして，初めて殺人が行 なわれ ました。

カインは，主 に叱責 され， 自らの悲惨な罪

ののろいを受けてアダム ・オンダイ ・アー

マンの地 を去 り，ノ ドと呼ばれる所に住ん

だので した。(モ ーセ5：41)

イエ ス ・キ リス トの教会は，アダムの時

代に既に確立 していました。(7初6勿㎎Sげ

漉6P"カ1観 ノosθ助S珈'ぬ 「予言者ジ ョ

セブ ・ス ミスの教 え」pp.157，169参 照)

そ してセ ツ， イノス といった人々が，教会

の初期の祝 福 師 となるに至 り，彼 らか ら

神権指導 者の長 い系統 が できあがってい

ったのです。

当時大管長会の鍵 を握 っていたのはアダ

ムであ り，彼は，権能か ら言えば救 い主の

す ぐ下に位置 していました。(「予言者 ジョ

セブ ・ス ミスの教え」P.168参 照)ア ダム

は，万物の創造の時にこの鍵 を受けたのです。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスは， これについて，
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さらにこのように述べています。「イエス ・

キ リス トは，偉大な大祭司であ り， アダム

はそれに続 く者 である。」(「教 え」pp.157

58)

この地上において人類 の始祖 となる特権

を得たアダム とは，一体 どの ような人物だ

ったので しょうか。前世 において，彼は何

か特別な存在だったので しょうか。

確かに，アダムは特別 で重要 な人物で し

た。現世 に来る前，彼は ミカエ ルと言われ

ていました。予言者ジョセブ ・ス ミスは，

明らかにアダムと ミカエルを同一人物 と見
かしら

なしてお り， さらに天使 の頭，すなわち天

使長であって神 とイエス ・キ リス トの特別

マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン長 老
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な僕 であると言 っています。

ミカエルは，現世 に来ると，最初の人ア

ダム として知 られるようにな りましたが，

彼 自身は以前 とまった く同じ人物で した。

アダム という別名を与え られただけで， ミ

カエルに変わ りはあ りません。

さて， アダムは，現世 で死を遂げた後，

天において ミカエル とい う以前の名前 を持

って天使 の頭， あるいは天使長 として仕 え

るために，再 び天使にな りました。

天使長 であるアダム， または ミカエルに

は，将来，福千年の前と後に，大 きな役割 を

果たす使命があ ります。これは，驚 くべ きこ

とですが，聖典にはっきりと記されています。

まず， ひとつの重要な役割は，死者の復

活を告げてラ ッパを吹 くことです。聖典に

は， このように書かれています。 「され ど

見よ， われ誠に汝 らに告 ぐ， この世の過 ぎ

行 く前，わが天使長 ミカエルはその持てる

ラッパを吹 き鳴 らすべ し。それ より，すべ

て死にたる者は眼を覚 し，墓の開か るるが

故に正に皆こ とごとく出で来らん。」(教 義

と聖約29：26)

ア ダムすなわちミカエルのこの召しは，

何 と栄えあるものでしょうか。 しか し， こ

のような役割 を果たす時 でさえ，彼は天使

であるということに注 目して下 さい。確か

に天使の長ではあ りますが，彼が天使 であ

ることには変わ りはあ りません。

教義 と聖約107章 は，今から百数十年前

の1835年3月28日 に 書かれたものですが，

その時でさえ彼はまだ天使 として表わされ，

「ミカエル
，王の君， また天使の長」(教

義 と聖約107：54)と 言 われています。

さて，福千年 の間，悪魔 は縛 られ ますが，

その後 しばら く自由にされます。 この間に，

悪魔は軍勢 を寄せ集めて神 に最後の戦 いを



'

いどむのです。

この時，主の軍勢 を指揮するのはだれで

しょうか。天使長の位にあ るミカエル 自身

のほかに主の軍勢の長 となる資格のあ る者

がいるでしょうか。彼 こそは，天使の頭な

のです。 したが って，彼が指揮 をとってル

シフェル と戦 うのは当然の ことではないで

しょうか。

さらに，アダムは，地上の事柄に関 して

主のみ業を助け るために続けて仕 えます。

彼の最終的な昇栄 は， もちろん完全に保障

されていますが， それでも， ここでの仕事

をすべて終えなければそれは得 られません。

次に，7人 の天使たちが，救い主の再臨

に先立って起 きる出来事 を知 らせ るために

ラッパ を吹 き鳴 らしますが， ミカエルは，

その7番 目の天使 です。

聖典 では，彼についてこのように述べて

います。「また第七の天使， すなわ ち天使

の長 ミカエルは……。」さて，ここで も主は

彼を天使 としてはっきり区別 していること

に注意 して下さい。それが彼の役 目だから

です。 この聖 句をもう一度読んでみましょう。

「また第七の天使
，すなわち天使の長 ミ

カエルは，彼の軍勢すなわち天軍を寄せ集

めん。……それ より大いなる神の戦起 り，

悪魔 とその軍勢 とは皆その居るべ き所に投

げ込まれ」(教 義 と聖約88：112，114)

こ こ まで述べれば，アダムまたは ミカエ

ルが どのような人物か ということについて，

誤解 をする人はいないで しょう。彼は，福

千年 の千年 とい う期 間が終わった後 も，天

使すなわち天使長 として，復活 したひとり

の人物 として とどまらなければな りませ ん。

1842年 ， 予言者ジ ョセブ ・ス ミスは，彼

を訪れた ミカエル，またはアダムについて

述べていますが，その時でさえ，彼を天使，

または天使長 と呼 んでいます。そして，こ

のよっに言っています。「天使 長 ミカエ ル

の声，……および ミカエルすなわちアダム

よ り現在に至 るまでの天使 らは，……」(教

義 と聖約128：21)こ の ように，ジ ョセブ・

ス ミスは， ミカエルを他の天使たちと同 じ

ように見ているのです。

したがって，1842年 に まだ天使 であった

ミカエル またはアダムは，この地球の最後

の時 まで， その状態でいるわけです。

アダムは，私たちの神で もなければ救い

主 でもありません。 しか し，彼は，天使 と

いう役 目を持 って，この御二方の忠実 な僕

として働いてい るのです。

では，アダム と救い主お よび神 とはどの

ような関係があ るので しょうか。

イエス ・キ リス トは，神 の聖なる御子で

あ り，霊においては天父の長子， 肉におい

てはその独 り子です。

イスラエルの聖者 とは，イエス ・キ リス

トのこ とであ り， アダムで もほかのだれで

もありませ ん。私 たちは皆，天父の霊の子

供 ですが，イエス ・キリス トは，時の初め

か ら天父の肉における独 り子であられまし

た。それは，アダムで も他 のだれでもあり

ませんでした。(モ ーセ5：9参 照)こ のこ

とは，主御 自身が証 してお られ ます。

アダムに福音が授け られた 日，聖霊が彼

に下 り，当時エホバ と呼ばれていたイエス・

キ リス トのみ声が聖霊の力に よってもたら

され ました。「われは太初 より，……父の生

みたまえる独子な り。」(モ ーセ5：9)

これ で，イエス ・キリス トは， アダムや

その他 の人々 とはまった く異な ることがお

わか りになるでしょう。イエス ・キ リス ト

は， まさに，世の初めから天父 の生みたま

える独 り子であられたのです。
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これほど明確に聖典 に記 されている教義

を，確固たる信仰を持って受け入れない理

由があるでしょうか。

イエス ・キリス トこそ私 たちの主であ り，

ただひとりの救 い主であ られ ます。

使徒パウロは，ヘ ブル人に宛てた手紙の

中で興味深い言葉 を残 しています。彼は，

救い主について書いてい るのですが，救 い

主を天父の姿 を象徴する御方 として宣言し

ています。そして， この ように尋ねていま

す。「いったい，神は御使たちのだれに対 し

て，『あなたこそは，わたしの子。きょう，

わた しはあなたを生んだ』 と……言われた

ことがあるか。」(ヘ ブル1：5)と.。 答え

は，簡明です。 ひとりの天使 もそのよ うに

言われたことはあ りませ ん。天使の頭であ

るアダム，すなわち ミカエルでさえ例外で

はありません。

ナザレのイエスこそが天父の生みた もっ

た独 り子なのです。

この箇所では，パウロ信，救い主イエス・

キリス トについてだけ話 しています。次の

節で も，同 じくイエスのこ とを述べていま

すが， その貧 しいナザ レ人を神の長子 と呼

んで， 「神の御使たちはことごとく，彼 を拝

すべ きである」 と述べ ています。そして，

事実天使たちは， そのようにしたのです。

その中にはアダム もお り，彼は，神のひと

り子である救 い主イエス ・キ リス トを敬い，

常にその助け手 とな りました。

使徒 ヨハネの書いた有名な言葉のひ とつ

に，次のようなものがあります。「神はその

ひとり子を賜わったほ どに，この世 を愛 し

て下 さった。それは御子を信 じる者がひ と

りも滅びないで，永遠の命 を得 るためであ

る。」(ヨ ハ ネ3：16)

私 た ちのために神から遣 わされ，十字架

におかか りになった御方 とは一体 どなたで

しょうか。カルバ リの丘で，贈いのみ業 を

果たされたのは どなたでしょうか。ナザ レ
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のイエスにほかな りません。 イエス ・キリ

ス トは，神の肉における独 り子であられ ま

す。アダムは，全人類の始祖 という意味に

おいてのみ，救 い主の先祖 であるとい うこ

とにす ぎないのです。

神 は，肉体 を持つ者 としては， ただひと

りの御子 しかお生みにな りませんでした。

しか し，アダムは，カインやアベル，セツ

な どを含め 多くの子供 をもうけたのです。

彼はお よそ千年 もの間生 きていたのですか

ら，その間に何百人 とい う子供 を持つ こと

ができたはずです。

このことから考えて，アダムが 「独 り子」

を持っていたと言 えるでしょうか。 もしそ

うであれば，他 の子供 たちは どうなるので

しょう。彼 らは皆，肉体を持つアダムの子

供ではないでしょうか。

カインや アベル，セツそ して他の兄弟た

ちは，すべ て孤児であった と言 うのでしょ

うか。父親 な くして生 まれた子供がいまだ

かつているでしょうか。アダムは，確かに

彼 らの父親 であ り，多 くの子供をもうけた

のです。アダムには， 肉体 においてただひ

とりの子供 を持つ とい う資格はまった くな

いのです。

しか し，永遠の父なる神 は，肉体におけ

るただひとりの御子 を持ってお られ ました。

それは，イエス ・キリス トです。

では，アダムは神であり神がアダムにな

ったと言えるで しょうか。 とんでもないこ

とです。

アダムは，神でも，神の独 り子で もあ り

ませ ん。彼は，私 たち と同 じように，神の

霊の子供のひと1)な のです。(使 徒17：29

参 照)イ エス ・キ リス トは，霊においては

長子であり，肉においては神の独 り子 であ

られ ます。

神 は，御 自身でイエス ・キリス トを，長

子 また独 り子 と繰 り返 し呼んでお られます。

だ とすれば，アダムはだれなのでしょう。

アダムは，神 とイエス ・キ りス トにより入

類の始祖 となるよう任命された天使長 ミカ

エルにほかな りません。1980年 現在におい

て も，彼は天使長の座につ き，末の日に復

活 を告げてラッパ を吹 き鳴 らすのを待 って

いるのです。そして，彼は，ルシフェル と

の最後の戦いで，主の軍勢の先頭 に立って

戦 うのです。

アダムは，予言者ダニエルの語る 「日の

老いたる者」その人であ り，彼の名前を取

ってつけられたアダム ・オンダイ ・アーマ

ンの谷のまさにその同じ場所で，忠実な人

人にその姿 を現 わすことでしょう。(ダ ニエ

ル7：9-22;教 義 と聖約116参 照)

この神権時代の幕が閉 じる時，アダムは

そ こで， 自らの管理の職 を，救い主，主エ

ホバであるイエス ・キ リス トに手渡 します。

そ して，次に主イエスが，御 自身の働 きに

ついて永遠の父なる神に報告 をするのです。

(「教 え」pp.122，157，167-68，237参 照)

皆 さんの 中で，偽 りの教師に惑わされた

り誤った教義 を主張す る人々に攻撃 された

りしている人があれば， どうか，神権指導

者に相談 して下さい。神権指導者は，皆さ

ん を迷路には まらせ ることな く，真理 と救

いの道に導 いて くれることで しょう。

私は今へ りくだ り，この末 日聖徒 イエス・

キ リス ト教会が真実の教会であ り，神の王

国であるこ とを証 申し上げます。イエスは

キリス トです。また，スペ ンサー ・W・ キ

ンボールは主の予言者です。そして私たち

は，正式に神か ら任命 された真理の管理者

です。 このことを，すべて，イエス ・キリ

ス トのみ名 により証 します，アーメン。
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1980年10月4日(土)午 後の部

教会役員の支持

第二副管長

マ リ：オ ン ・G・ ロム ニ ー

私 たちは予諸 ・聖賭 ・啓示を受ける
者，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の

大管長 として，スペ ンサー ・W・ キンボー

ル を支持 して下 さるように提議致 します。

この提議に賛成の方はその意を表わして下

さい。 もし反対の方があれば，同 じよっに

その意 を表わして下さい。(会 衆の中か ら数

人の 「反対」の声)

マ ッコンキー長老 ：ロムニー副管長，3

人の方が反対の挙手 をしているようです。

反対の挙手 をされた方はこの会が終 わ り次

第，十二使徒評議員会会貝のゴー ドン・B・

ヒンクレー長老の ところへ行って下 さるよ

うにお願いします。

ロムニー副管長 ：大管長会第一副管長 と

してナサン ・エル ドン ・タナー を，第二副

管長 としてマ リオン ・G・ ロムニーを支持

して下さるよう提議致 します。賛成の方は

その意を表わして下 さい。もし反対の方が

あれば，同 じようにその意を表わして下 さ

いQ

私 た ち は 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長 と して エ

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン を支 持 して 下 さ る

よ う提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表

わ して 下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同

じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

私 た ち は 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 貝 と し て ，

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン， マ ー ク ・E・

ピ ー タ ー セ ン ， リ グ ラ ン ド ・ リチ ャ ー ズ ，

ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター ， ゴ ー ドン ・B・

ヒ ン ク レ ー ， トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ

イ ド ・K・ パ ッ カ ー ， マ ー ビ ン ・J・ ア シ

ュ トン， ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー ，L・

トム ・ペ リー ， デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト， ジ

ェー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス トを 支 持 し て 下 さ

る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を

表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

大 管 長 会 副 管 長 と十 二 使 徒 を予 言 者 ， 聖

見 者 ， 啓 示 を受 け る 者 と し て 支 持 し て 下 さ

る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を

表 わ して 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人

第一 定 貝 会 会 員 と して ， フ ラ ン ク リ ン ・D・

リチ ャ ー ズ ，J・ ト.一マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ，

ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ， カー ロ ス ・

E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド，

デ ィー ン ・L・ ラー セ ン ， ロ イ デ ン ・G・

デ リ ッ ク を支 持 し て 下 さ る よ う提 議 致 し ま

す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意

を 表 わ し て 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して 以

下 の 人 々 を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ま

す 。 マ リオ ン ・D・ ハ ン クス ，A・ セ オ ド

ア ・タ トル ， セ オ ドア ・M・ バ ー トン ， ポ

ー ル ・H・ ダ ン， ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・

ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン， ロ バ ー ト ・

L・ シ ン プ ソ ン， レ ッ ク ス ・D・ ビ ネ ガ ー ，

1ム

ギし

ρ

ゴ

ε

善
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首
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目

升

ウ ィ リア ム ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー タ ー ， ロ

バ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ ， ア ドニ ー ・Y・ 小

松 ， ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン， ジー ン ・

R・ ク ッ ク ， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ ィ デ ィ エ ，

ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド， ジ ョ

ー ジ ・P・ リー
， ジ ョ ン ・H・ グ ロ ー バ ー

グ ， ジ ェ イ コブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・J・

フ ェザ ー ス トー ン， ロバ ー ト ・E・ ウ ェル

ズ ，G・ ホ ー マ ー ・ダ ラム ， ジ ェー ム ズ ・

M・ パ ラ モ ア ， リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト，

ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ ィ ォ ・

ブ ッ シ ェ， 菊 地 良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・ ポ ー

ル マ ン ， デ レ ク ・A・ カ ス バ ー ト， ロバ ー

ト ・L・ バ ッ クマ ン， レ ッ クス ・C・ リー

フ ・シ ニ ア ，F・ バ ー トン ・ハ ワ ー ド， テ

デ ィー ・E・ ブ ル ー ア ー トン， ジ ャ ッ ク ・

H・ ゴー ズ リン ド ・ジ ュニ ア 。 賛 成 の 方 は

そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が

あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ

い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と し て ビ ク タ ー ・

L・ ブ ラ ウ ン を， 第 一 副 監 督 と し てH・ バ

ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン を
， 第 二 副 監 督 と して

J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク を 支 持 して 下 さ

る よ う提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を

表 わ して 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

名 誉 教 会 幹 部 と し て 土 ル ドレ ッ ド ・G・

ス ミス ，S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ ， ス タ ー

リ ン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラ

ー ， バ ー ナ ー ド ・P・ ブ ロ ッ クバ ン ク， ジ

ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア ， ジ ョセ ブ ・ア ン

ダ ー ソ ン ， ジ ョン ・H・バ ン デ ン バ ー グ，0・

レ ス リー ・ス トー ン を支 持.す る よ う提 議 致

し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ して 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ

の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

地区代表 として，全地区代表 を現状の ま

まで支持 して下 さるように。

日曜学校，会長 としてヒュー ・W・ ピノ

ック長老を，第一副会長 としてロナル ド・

E・ ポールマン長老 を，第二副会長 として

ジャック・H・ゴーズ リン ド・ジュニア長老

を，その他管理役員 を現状の ままで支持 し

て下 さるように。

若い男性，会長 としてロバー ト・L・ バ

ックマン長老 を，第一副会長 としてボーン・

J・ フェザース トーン長老 を，第二副会長

としてレックス ・D・ ビネガー長老 を，そ

の他管理役員 を現状の ままで支持 して下さ

る ように。

扶助協会，会長 としてバーバ ラ ・B・ ス

ミスを，第一副会長 としてマ リアン ・R・

ボイヤーを，第二副会長 としてシャーレー・

W・ トーマスを，その他管理役員を現状の

ままで支持 して下さるように。

若い女性，会長 としてエレイン ・A・ キ

ャノンを，第一副会長 としてアー リー ン ・

B・ ダーガー を，第二副会長 としてノーマ・

B・ ス ミスを，その他管理役貝を現状のま

まで支持 して下さるように。

初等協会，会長 として ドゥワン ・J・ ヤ

ングを，第一副会長 としてバー ジニア・B・

キャノンを，第二副会長 としてマイカ リー

ン ・P・ グラス リー を， その他管理役員 を

現状の ままで支持 して下 さるように。

以上の提議に賛成の方はその意 を表わ し

て下 さい。反対の方 も同じようにその意を

表わして下 さい。

キンボール大管長，以上の役員および教

会幹部に対 して，先程反対の挙手 をした人

を除 き，全会一致の支持が得 られたようで

す。
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十二使徒定 員会会員 ボイ ド ・K・ バ ッ カ ー

選び

「人生の重大な試 しは
，名声と無名の問の選択にも富 と貧困の問の選択 に

もありません。最大の決定は，善 と悪の間の選択にあるのです。」

4月 の総大会を閉 じた後・教会幹部 とそ
の夫人を対象 とした親睦会が催 されま

した。その会 では，「ヨベルの箱」と呼ばれ

ている箱が開封されて出席者の関心 を集め

ました。その箱は，ブ リガム ・シティーの

ボックスエルダーステー キ部の扶助協会が，

50年 前に，教会の100年 祭 を祝って準備 し

た ものです。

箱の中には，当時の新聞や思い出の品々，

手紙などが納められていました。私の祖母

サラ ・アデ リーン ・ウェイ トの手紙 もあ り

ました。 この ように書いてあ ります。

「私たちは1902年 にユ タの コリーンの農

場に移って来た。 その頃 この地には，教会

の支部はひ とつ もなかった。……私はハ ン

ナ ・ボスレイ姉妹 と一緒に， コリーンやそ

の周辺の地域に住む姉妹たち全貝 を訪問 し，

扶助協会を組織 したい と思 うか どうかを尋

ねて回った。

訪問の結果，姉妹たちは喜んで集いたい

ということであったので，私 たちは早速，

支部 を組織 してくれるよう働 きかけをした。」

この親睦会で，私 たちもヨベ ルの箱 を作

ることにな りました。各夫婦の写真が撮影

され，箱に入れるメッセージを書 くために

1枚 の用紙が渡され ました。今年の末に封

をされるこの箱は50年 後の2030年 に 開封 さ

れることになっています。

私はまだメッセー ジをヨベルの箱に入れ

ていませんが，その ことにつ いて真剣に考

え， きょうここで申し上げることの一部 を，

その箱に納めたい と望 んでいます。

私は きょうの話を自分の子供 と孫たちに

向けて話 したいと思 います。なぜ私が家族

の集 いの場ではな くこの壇上か ら，子供や

孫に向かって話すのか，不思議に思 われる

ことでしょう。それにはふたつの理由があ

ります。

まず私の言葉が，一言一句 もらさず この

大会の議事録に記録され ます。その記録 を

通 して， まだ誕生 していない孫たちにも語

りかけたい と思っているのです。 もうひ と
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つは，私の話がどなたかほかの人の役 に立

てば と願っているからです。

これから申し上げることは，教 えるに も

学ぶに も非常に難 しい事柄です。私の話を

聞いて，「ああ，それはもう知っている」と

言って， あ りきたりの退屈なこ とと片づけ

て しまう人がいるのではないかと思います。

と言っのも，申し上げたいことが よく耳に

する極 めて平凡なことであるため，すべて

の人に重要なこととして受け入れてもらう

のが実に難 しいのです。

それ を承知 の上で，私は子供や孫に，イ

エスがキ リス トであ り神の御子であること，

予言者 を通 してイエス ・キ リス トの福音が

回復 されたこと，完全なる福音が地上に存

在す ること， といった基本的な真理に加 え

て，そのことを知 って もらいたいのです。

それは，そ うした基本的な真理の後に来る

ものですが(実 際には欠 くことのできない

一部 と言 えましょう)私 たちが子供に どう

して も教えたいと思っている真理 なのです。

3週 間前，私は妻 とロン ドンの戸籍課 を

訪れ，一 日過 ごしました。.メア リー ・ハー

レイという人の記録 を捜 していたのです。

まるで宣教師が求道者 を見つけ出す時のよ

うに，古い記録を一枚一枚め くりました。

その中には百年間も人の 目に触れ なか った

記録 もあったと思 います。

私はほとんど一 日中，貧民収容施設の民

生委員の書いた覚書 きを調べていました。

あるページには，貧民収容施設 を追 われ，

拘置所に送られた婦人のこ とが記 されてい

ました。その人は， 自分の子供が貧民収容

施設内の学校でひどい虐待 を受けた という

知 らせ を聞き， その真相を調べ に行 く許可

を願い出た ところ，退けられ ました。憤慨

した婦人は 「意図的に窓ガラスを割った」

ために，拘置所送 りになった とい う訳 です。

またあるペー ジには，学校 内を視察 した

医師の結果が報告 されていました。医師は，

校庭沿いに積 まれたたい肥の山が，排水を

妨 げているのを見て嘆いています。そのた

めに，汚水が校庭に逆流し， そこには足首

ほ どの深さの汚水の沼がで きています。寒

い上に，粗末な靴 しかないため，子供たち

の多 くが病気になった とい うことです。

生徒 の除籍理由の欄 には，「死亡」という

字が幾度 とな く出てきました。そしてそこ

には 「病気」「異常高熱」「肺結核」「水腫」

な どという説明が付いていました。

や っとのことでメア リー ・ハー レイの名

前を見つけ出しました。彼女はエ ドワー ド・

セイヤー ズという人と結婚 し，11人 の子供

を出産 したことがわか りました。 しか し，

その内6人 が7歳 にもならない うちに死に，

ひ とりは焼死 しています。私たちの知って

いる限 り，11人 の子供 たちの内，元気に成

長 したのはただひ とりでした。 、

その人が，私の妻の曾祖母にあたるエ リ

ナ ・セイヤー ズです。彼女は， ノーフォー

クのプー ラムにあるデプウェイ ド・ユニオ

ン貧民収容所に生 まれました。そして，彼

女の家系で最初の教会員になりました。後

に，彼女は うす暗 いロン ドンの病院で癌の

ため世 を去 りました。

このように私 たちの先祖であるこれ らの

人々は，名もな く貧 しく生 き， そして世 を

去 っていったのです。

エ リナ ・セイヤーズ ・ハーマ ンは亡 くな

る前に，所持金をすべて娘のエデ ィスに手

渡 し，アメ リカに行 くように勧め ました。

エデ ィスは教会に入 ったがために，夫 と

の縁を切 られていました。彼女は8歳 の子

供のネ リー を連れて英国を去 りました。頼
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りになるのは，「落 ち着 くまで，アイダホに

いる私の家族が面倒 をみて くれ ると思 いま

す」 という宣教師のあまりあてにできない

言葉だけで した。

ネリー とは私の妻の母であ り，エデ ィス

は祖母 です。私 はふたりのことをよく知っ

ていますが，ふたりとも実に気高い女性です。

私たちの先祖 にはまた，堂々たる風格 を

誇る英国の荘園領主 もいます。彼 らは宮廷

と縁故関係にあって， その館では文化 的な

生活を送 り，ぜ いた くの限 りを尽 くしてい

ました。

しか し， この ような高貴な身分の先祖 も，

気高さと価値においてはエ リナ ・セ イヤ」

ズのそれをしの ぐことはで きませ ん。

サラやエ リナ，エデ ィス，ネ リー， これ

らの人々は皆 きわめて高貴な，すなわち義

にあって高貴な人々なのです。私は子供た

ちに， ノー フォー クのプーラムにある貧民

収容所に住んでいた人々の血を引いている

ことを覚えていてもらうと同時に，次のこ

とを忘れないで もらいたいのです。つ まり

多くの人は，本当に立派な者であれば，そ

の行ないによって，やがて広 く人々に知 ら

れるようになり，それなりの報いを受 けるよ

うになると誤解 をしているとい うことです。

ほとんどの人は，成功 したと言えるため

には，名声 と富の双方が十分に備わってい

なければならないと考 えています。

世の人々はそのような前提に立 って名声

や富を得 ようと働 いているようですが， そ

れは誤 りです。正 しいことではあ りません。

主はそのようには教 えておられ ません。

私は自分の子供たちに，この ことを知 っ

て もらいたいのです。

全 き成功 を収め，真の幸福 を得るのに，

富を得 る必要 も，高 い地位に就 く必要 もあ
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りません。

実際，富や高い地位が皆 さんに もたらさ

れるか もしれませ んが， たとえそ うなって

も真の成功 というものは，富や地位に よっ

てではな く，そうしたもの とは関係 なしに

達成されるのです。

この真理 を教 えるのは，実に難 しいこと

です。知名度 もなければ十分な稼 ぎもない

人が，名声や富は成功に不可欠な要素では

ない と悟ったと言 うと，私たちは，その人の

言葉 を手前勝手な言い分だと言って，素直に

受け止め ようとしない傾 向にあ ります。しか

しその人はほかに何 と言って自分の主張が

誤 りでないことξ示せば よいのでしょうか。

また，地位 も名声 もある人が，成功や幸福

が何だというようなことをロにしたとしたら，

私たちは彼の言葉 も自分勝手な言い分であ り，

優越感から出た言葉だ と考えるでしょう。

ですから，私たちは名声や富のあ る人も，

逆にそれらを持たない人も，信頼のおける

判断の基準 として受け入れ ることは しませ

ん。どちらも証人 として客観的な立場 に立

つこ とができるか どうか疑問だからです。

こ うして，私たちにはただひとつの道が

残 され ました。 それは試行錯誤の道です。

自らの経験 を通 して，名声や富あるいはそ

の反対の ものを独力で学んでい くのです。

こうして私たちは人生の荒波に もまれ，

富 と名声の両方 を失 うことになるか もしれ

ませ んが， そこに至 ってはじめて，富 と名

声がな くても成功 し得 るものである と悟 る

のです。あるいは富 と名声 を得 ながら，そ

g)ど ちらも私たちを幸福にする ものでもな

ければ，真の成功 と完全な幸福への踏台で

もないことに気づ くのです。ただし， これ

を悟 るには極めて時間がかか ります。

ベ ンジャミン ・フランクリンは次のよう



に言っています。「経験 は授業料 の高 い学

校 を経営 している。 しか し馬鹿者 どもはそ

れ以外の学校では学ぽ うとしな い。」(勉 ε

A獅0加 ρ9勉ρ勿(ゾ β醜ノα初ゴηFη 嘘1伽 「ベ

ジャ ミン ・フランクリン伝」p.230)

私 た ちが地上に来たのは，肉体 を得，試

しを受け， 自由意志 を行使するためです。

私たちは子供たちに，またその子供たち

に知 ってもらいたいのです。人生における

選 びは名声か無名かで も，富か貧困かで も

ないということを。それは，善か悪かの選

びであ り， どちら.を選ぶかによってその結

果 には大きな開 きが出てきます。

このことをよ く理解す ると，私 たちの幸

福 は物質的な もので左右 されな くな ります。

た とえ物質的なものに恵まれていな くても，

幸福 を味わ うことがで き，真の成功 をかみ

しめ ることができるのです。

富や名声は，必ず しもそれを受 けるに値

す る人に得ることによって もたらされるの

ではあ りません。私たちの価値は，名声や

所有物で測 られるのではないのです。

ある人は，私が教会幹部 という地位にあ

ることか ら， こうした主張をする資格 に欠

けると言 っか もしれ ません。 しか し，この

地位は得 ようと思 って得た ものではあ りま

せん。召 しとて付与された ものなのです。

そしてそれは背にの しかかる重荷 としても

たらされ るのであって，足元に翼 として付

くわけではないことを， よくわか っていた

だきたいと思います。

人生は， 日々の何千 とい う選 びによって

形成されていきます。何年 にもわたって行

なわれるこれ ら小 さな選びの一つ一つが合

わさり，私 たちが どのような人物であるか

を如実に物語 るのです。

繰 り返 しますが，.人生の重大な試 しは，

名声 と無名の間の選択にも富 と貧困の間の

選 択にもあ りませ ん。最大の決定は，善 と

悪の間の選択にあ るのです。

私 たちはつ まらないことで不幸や問題 を

引 き起 こし，時には大 きな苦 しみをなめる

こともあ ります。 しか し， これ らすべてが，

創造主のみ こころにそわないが故に科せ ら

れた罰であるとは，必ずしも言えません。

なぜな ら， これ らは人生における教えの一

部 であ り，ひ とつの試 しだからです。

病弱な体によって試 しを受ける人 もいれ

ば，不 自由な体や魅力のない容貌によって

試される人もいます。また健康で魅力的な

肉体に よって， また青年の持つ情熱によっ

て試 される人 もいれば，年 と共に衰えてい

く自分に試 され る人もいます。

ほかにも，結婚や家庭の問題で苦 しむ人，

卑 しい貧 困の生活を強いられる人，安楽 と

ぜ いた く(多 分これが最 もつ らい試しでし

ょう)と いう試 しを受 ける人もいます。

これ らはすべて試 しです。 この試しは，

私 たちが想像する以上に，すべての人に平

等に与えられています。

富を得，名声を博 しながら，霊的な成功 を

遂げることもで きるでしょう。しかし，主は

ら くだ と針の話をして，そうすることの難 し

さを語 っておられます。(マタイ19：24参 照)

この教 えは聖典の中心 をなすものです。

モルモン経はこう述べています。「人は皆善

悪 をわきまえることを充分に教 えられてい

る。」(IIニ ー ファイ2：5)

私 た.ちはまたこのようにも教 えられてい

ます。「人はみな現世に於て自由であり，お

よそ人間のためになるものは何で も与えら

れ る。」そして1： 「万人に為 したもうメシ

ヤの大 いなる賢い仲裁によって自由と永遠

の生命 とを選ぶか」
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または2： 「悪魔は万人が 自分 の よ うに

み じめになることを求めているか ら， その

束縛と力とに由って定 まる束縛 と死 とを選

ぶか。」

「これは全 く人間の 自由である
。」(IIニ

ー一ファイ2：27)

旧約聖書 を引用 してみましょう。

「令名は大いなる富にまさり……
。」(箴

言22：1)

新 約聖書にはこうあ ります。

「まず神 の国 と神の義 とを求め なさい。

そうすれば，これ らのものは，すべて添え

て与え られる。」(マ タイ6：33)

再 び モルモン経 を引用 します。

「財産 を求める前にまず神の王国を求めよ
。

あなたたちがすでにキリス トに望みをも

ってか ら宝を求めたならばその通 りに宝が

手に入るであろ う。 しか し，・その時あなた

たちがその宝 を求める目的は，裸でいる者

に着物 を着せ，飢 えている者に食 を与 え，

束縛 されている者 を救 って自由に し，病ん

でいる者 と悩んでいる者 とを救 うな ど，お

よそ善事 を行 うことである。」(ヤ コブ2：

18-19)

教義 と聖約を開いてみましょう。

「富を求めずして智恵を求めよ
。さらば

見よ，神の奥義は開かれ，それより汝 ら富

める者 とせ らるべ し。」(教 義 と聖約6：7)

「見 よ，永遠の生命 を有つ者は富め るな

り。」(教 義 と聖約11：7)

では，私 たちがあなた方子供に望 んでい

ることは何 でしょうか。答 えは簡単です。

正 しくあ りなさい!

福音 を勉強 しなさい!

福 音に従 って生活しなさい!

教会 に活発に集いなさい!

神 殿の儀式を受けなさい!
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神 と交わ した誓約を守 りなさい!

あ なた方が私の言葉 をどのよ うに受け止

めて くれたかわか りませ んが，これ らの教

えが真実な ものであることを，私ははっき

りと知 っています。

あなた方一人一人は，いつか，世の中に

は絶対的なものがあるというこ とを理解す

るで しょう。親の愛 もそのひ とつです。ひ

とりの子供 をほかの子供よ りも深 く愛 した

り，あるいは反対に愛 さなかったりす るよ

.うなこ とはありません。一人一 人の子供に

すべての愛 を注いでいるのです。

名声や富はこの世 で真の幸福 を得 るため

の必要欠 くべからざる条件ではありませ ん。

それ らがないから真の幸福が得 られない と

いうこ とはないのです。

私は今，何世代 も先に，あなた方やあな

た方の子供 たち，その また子供 たちが，人

生の様々なチャレンジと取 り組む時代 を想

像することができます。

広 く世間に知 られることも，富豪になる

こともな くこの世の生涯 を全 うす るあなた

方の姿 を見 ることができます。また，愛の

深い神にひざまず き，私の祈 りが答えられ

て， あなた方が成功 を収めて真の幸福 を得

ていることに感謝する自分の姿 も見ること

ができます。

私 たちは今，不確かな将来へ と向かって

進んではいますが，私たちの思いは不確か

な ものではあ りません。子供 たちよ，証 を

述べ なさい。シオンを立てなさい。そうす

れば，真の成功 と全 き幸福 を見いだすこ と

で しょう。

神は生 きてましまし， イエスはキ・リス ト

です。福音の中にこそ，真の成功があ るこ

とを知っています。イエス ・キ リス トのみ

名によ りこれ を残 します。アー メン。



七 十人第一定 員会会長M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド

主のみ手

「奉仕を通して入の生活に喜びの手を差 し伸べることもな く
，一 日を過 ご

すことのないように しようではあ りませんか」

先 の総大会以来・私は天父の子供たちの
多 くが問題 を解決す るために助け を求

めていることがわか りました。助 けを求め

る嘆願の手紙が何百通 と教会幹部の もとに

届いてい るのです。息子のことで悩む父親，

娘のことで心 を痛める母親，両親のこ とで

悩む子供 と色々ですが， どの手紙 も胸の張

り裂 けるような内容ばか りです。

そのことを通 して じかにわかったこ とは，

霊的に苦 しむ人の心の傷は，皆さんや私が

個人的に もう少 し努力 してその人に働 きか

け をすれば癒 されるというこ とです。

イエス ・キ リス トは，霊的な病 いであれ.

肉体 的な病 いであれ， どんな病いをも癒す

力 を有 してお られます。ある婦人はイエス

の衣のふ さに触っただけで癒 されました。

ル カによる福音書 にはこう記されています。

「しか しイエスは言われた
，『だれかがわ

たしにさわった。力がわたしか ら出て行 っ

たのを感 じたのだ』。

女は隠 しきれないのを知って，震 えなが

ら進み出て，みまえにひれ伏 し，イエスに

さわった訳 と，さわるとたちまちなおった

こととを，みんなの前で話 した。

そこでイエスが女に言われた，『娘 よ，あ

なたの信仰があなたを救 ったのです。安心

して行 きなさい』。」(ル カ8：46-48)

主 は，皆さんや私 を通 じて人々の生活に

み手を触れられるのでしょうか。確かにそ

うです。私 たちが 自らの本分 を果たしてい

る限 り，そ うすることがおで きになり，実

際 そうされるのです。フロ リダのあるホー

ムテ ィーチャーは，自分を通 してある家族

に救い主のみ手を感 じさせ ました。私の も

とに寄せ られた1980年7月8日 付の手紙の

一部 を読んでみたい と思います
。

「私 は1973年 に教会に入 りましたが，夫

は入 りませ んで した。夫は教会の集会にも

参加 したが りませんでしたし，神の存在す

ら確信できませ んで した。

それか ら2年 後，いつ しかホームテ ィー

チャーは夫の親友 となっていました。3年
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以上 もの間，ホームテ ィーチャーが訪れな

かった月はただ一度だけでした。夫はホー

ムティーチ ャーに色々話す ようになってい

ました。そして，積年の不幸や苦 しみの重

荷 を少 しずつ下 ろしていったのです。それ

までの夫には，本当の友人などひ とりもい

ませんで した。

1978年8月 に，ホームティーチャーか ら

引越 しをす ると聞き，私 たちはがっか りし

てしまいました。きょうが最後の訪問だ と

いっ日，ホームティーチャーは夫の承諾を

得てか ら，証 を得る方法について話して く

れました。

11月 にはバラー ド長老が私たちのステー

キ部においで下 さり，特別ファイアサ イ ド

で福音について話 して下さいました。夫 も

私 もその会に出席 しました。会の終わ りに

長老は夫の肩に腕を回 し，天父が夫を愛 し

ておられること，天父がバプテスマを受け

るよう望んでお られ，教会が夫 を必要 とし

ていることを話 して下 さいました。主が長

老 を通 して語 りかけて下 さったのです。

その夜，夫はバ プテスマ を受ける決心 を

しました。私たちはかつてのホームテ ィー

チャーに電話 しました。彼は今ルイジアナ

に住んでい るのですが，夫にバプテスマを

施 して下 さるようお願いしたところ，彼は

わざわ ざ来て くれ，バプテスマ を施 して く

れ ました。それから1年 後，彼は私たちが

ワシン トン神殿で今 も永世 にもわたる結び

固めを受ける場に立 ち合 って くれたのです。

長老は毎年何千 人もの人々と接す るので

すから，私 たちのことなど覚 えてはい らっ

しゃら.ないでしょうが，私 たちは，長老 を

通 して とて も忘れられない影響を受けたの

です。私たちは誠実なホームテ ィーチャー

に心か ち感謝 しています。」
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またある時には，若い女性 を担 当するこ.

の ような教師がいました。彼女のクラスに

は 目の見えない少女がいました。'彼女は普

通の方法で勉強するこ とができないため，

レッスンについてい くことが困難で した。そ

こでこの教師は，その少女の家に行 き，「成

長す る私」の本 を声 を出して読み，彼女が

点字に訳すのを手伝いました。これには2

年 かか りました。またこの教師は，他 の少

女たちにも助け を求めました。こうして教

師の指示の下に，彼女 たちは目の見えない

少女の家に行 ってはテキス トを読み，点訳

を手伝ったのです。

この教師 を通 して差 し伸べ られた主 のみ

手は，この盲 目の少女 だけでな く， 目の不

自由な大勢の人々にも恵みをもたらしまし

た。 と言っのも， この点訳のテキス トが，

若 い女性の中央組織 を通 じて貸 し出され る

ことになったか らです。

時 として，救い主のみ手 は，大 きな心 を

持 ったあどけない子供 を通 して差 し伸べ ら

れます。ある美 しい女性がいました。彼女

は宣教師か らレッスンを受けていたのです

が， どうしてもバプテスマ に踏み切 れませ

んでした。ある日曜 日，彼女はよ く知 らな

いあるワー ド部の聖餐会に出席 してみるこ

とに しました。彼女はひとりじっ くりと考

えられる座席につ きたいと思っていました。

そして，小 さな男の子の隣に腰を下ろ しま

した。聖餐が配 られている時，この男の子

は隣の女の人が聖餐のパンを取らないのに

気づ きました。そこで彼はパンをひ とかけ

ら取 り，それ を半分に して隣の女の人に分

け与えたのです。彼女は，子供 なのにその

ような心のこもった親切が示せ ることに深

く心を動か されました。そしてその 日の う

ちに宣教師 と連絡 をとり， こう言いました。



「あなたの教会で子供にこのようなことを

教 えているので したら，私は教会に入 りた

いと思 います。」

主はニーファイ人に こう教えられました。

「され ど
，汝 らの光が輝きて世の中を照ら

す ために，汝 らの光 を高 くかか げよ。汝 ら

が高 くかか ぐる光 とは，すなわちわれなり。」

(IIIニー ファイ18：24)私 も最近，主の光

が注がれるのを身近 に感 じました。ある親

友 を訪 れた時の ことです。彼はつい先頃永

遠 の伴侶 を失い，主のみ手 を本当に必要 と

していました。彼に，「私に何力}助けられる

ことはあるかい」と聞 くと，「息子が母 の死

を受け止め られるよう助けて くれないか」

という答えが返 って きました。この息子は

母親をこの上な く愛していたからです。何 カ

月にもわたって母の苦 しむ姿 を見ていた息

子は，祈って も答 えられない，神権による

祝福 も効果がない と思い始めていたのです。

それがため，天父に対す る彼の信仰は揺 ら

ぎ，生活の中に主の光が見いだせ な くなっ

ていました。

私の耳元に， この ような ささや きが聞こ

えました。「私 の息子が よく受 け止 め られ

るよう助けなさい。」「一体 どの ようにすれ

ば」 と私は考 えて しまいました。思案の末，

彼 を教会本部に招 き，そこで話 をす ること

にしました。彼が来 ると私は食堂に案内 し

ました。食堂では何 とも珍 しいことが起こ

りました。食事 中，教会幹部が何人 も私た

ちのテーブルの脇 を通 り， あいさつ して行

ったのです。最：も意味のあったことは，彼

が今 この壇上にいる十二使徒の うちの8人

と握手 をしたということです。それ まで，

いや その後 も，十二使徒が一度にあれほ ど

多く食堂にいたのを見たことがあ りません。

教会本部 ビルを出 ようとす る時， またも

珍 しいことが起こ りました。キンボール大

管長 をお見かけ したのです。すると青年は，

「キンボール大管長は僕のような者 ともお

話 して下 さるでしょうか」 と私に聞きまし

た。さらに珍 しいことが続 きます。私たち

は少しの間，キンボール大管長 と語 り合 う

ことができたのです。わずかな時でしたが，

青年は忘れ ることがで きないほ ど強いもの

を感 じました。大管長の口から出る教 えは

永遠の教 えであ り， その青年に向け られた

愛は心か らの愛で した。このわずかな間に，

青年 の思いも心 も強 く動か されたのでした。

キンボール大管長・は愛を込めて青年の肩

を抱いた後 に，次のような言葉 を残 しまし

た。それが青年 の心の底にしみわたったこ

とは申し上 げるまで もあ りません。「兄弟，

あなたが 自分の使命を果たして伝道か ら帰

られた時に，私 たちが今話 し合 ったことが

本当によ く理解 できるようにな ります よ。」

その 日，神 の予言者は，予言者だけがなし

得 る方法で手 を差 し伸べ られたのです。キ

ンボール大管長 を通 して，救い主は青年の

心に息吹を注 ぎ，主の光の方向に彼を向か

せたのです 。

駐車場 で私は彼の肩に手 を置 き，こう言

いました。「君のお母 さんは，きょうの君を

ずっ と見守 っていたん じゃないかな。お母

さんは今，主を愛 し，主に献身 しておられ

るんだ。そして君を深 く愛 している。だか

ら天父はお母 さんの願いを聞いて，君 にき

ょうの ような経験をさせて くれたんだね。」

彼の 目か ら涙があふれ ました。 こうして彼

の態度は変 わり，人生の方向 もはっきりと

定 まって，主に従って生活 をしていこうと

いう決意ができたのでした。

さらに うれしいことに，数カ月後，この

青年 がフルタイム宣教師 として忠実に しか
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も立派に働いているこ とを， キンボール大

管長に報告 できま した。

最後に，主は私 たちの信仰 と祈 りを通 し

て， どのように個人の生活にみ手 を差 し伸

べ られるかについて申し上げたい と思いま

す。私共の息子の ところにかわいい女の子

が生 まれたのですが，5カ 月に もな らない

っちに地上 を去 ることになって しまったの

です。その子に対する両親の愛 と心の配 り

ようといった ら，それは もうい じらしいほ

どのものでした。死 と戦 う孫娘の奮闘ぶ り

は，言葉では言い表わすことがで きませ ん。

息を引きとる前の晩，私 たちはローガン病

院に駆けつけ，私たちにできる限 りの助 け

を与えました。

その夜遅 く，息子の家 で家内と息子 を交

えてひざまず き，導 きを求めて祈 りました。

病院に戻 ると，私は小さな孫娘の手 をとっ

て，目をのぞき込み ました。その時，私は

救い主のみ手 を感 じたのです。 まるで孫娘

が語 りかけているかのように，心にこのよ

っな言葉が浮かんできました。「おじいちゃ

ん，必配 しないで。大丈夫よ。」平安が心に

広が りました。主のみ手が私たちの上に差

し伸べられたことを感 じました。やがて孫

娘は苦 しみか ら解かれ，天の両親の もとへ

旅立って行 ったのです。

兄弟姉妹の皆 さん，私 たちは救い主のみ
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手 を感 じることができます。 また，人に主

一のみ手 を感 じさせ ることもで きます。片意

地 な青少年や不活発な教会員，伴侶 に先立

たれた人，老人，病人 また会員非会員 を問

わず神のすべ ての子供たちに手 を差 し伸べ

ることによって，互 いに恵み にあずか るこ

とができるのです。

ともか くも，私 たちは，個 人の生活にあ

って福音の祝福 と主の平安 を感 じ取 ること
1

の大切 さを認識す る必要があるでしょう。

これは， ワー ド部やステーキ部のプログラ

ムを上手に運営す ることよりもはるかに重

要 なこ とです。そして，両親 も教師 も教会

の指導者 もすべ て，私たちがはらからのた

めに救 い主のみ手 としての働 きをする時に，

行 なう側 と受ける側が互 いに恵みにあずか

れ ることを，知 るに違いあ りません。

皆さんの多 くが他の人々の必要 を心に留

めて下 さっていることを知ってい ます。ま

た，皆 さんに も私にももっと多 くのことが

で きるはずです。奉仕を通 して人の生活に

喜びの手 を差 し出す こともな く，一 日を過

ごす ことのないように しようではあ りませ

んか。人々への奉仕 を実行に移す時，次に

あげる救 い主の麗 しい訓戒が心に浸みわた

り， その意味 を覚 ることができるのです。

「あなたがたによ く言ってお く
。わた しの

兄弟であるこれ らの最 も小 さい者のひ とり

に したのは，すなわち，わたしにしたので

ある。」(マ タイ25：40)

証 申 し上げます。イエスは生ける神の御

子 キリス トです。イエス ・キ リス トは予言

者 ジョセブ ・ス ミスにみ手 を差 し伸べた ま

い，彼 を通 して完全な る福音を回復 し，全人

類に祝福 と導 きをもたらして下 さいました。

これ らの証 を愛するイエ ス・キリス トの聖

なるみ名を通 して申し上げ ます。アー メン。



七十人第一 定員会会員 デ レク ・A・ カ ス バ ー ト

末 日聖徒 として歩んだ30年

私の生活が幸福で実りあるものとなった10の理由

先 頃・私は妻とともに激 会貼 活30年
のお祝いをしました。末 日聖徒イエス・

キ リス ト教会の若い宣教師が，英国の ノッ

チ ンガムの私たちの家の ドア をノックして

くれたのは，今か ら30年 前の ことです。

宣教師たちの言葉は，当時他の教会の活

発な会員であった私たちの心 をどの よっに

捕えていったので しょうか。私たちも先祖

もず っと国教会の会員でしたし， それな り

に幸せ な毎 日を送っていました。ふたりの

子供に も恵 まれ，仕事の面で も大企業でや

りがいのある業務に携わってお り，喜び も

あ りました。

ほかに何の望 みがあったでしょう。 これ

以上の幸福があるでしょっか。そんなふ っ

に考 えていた私たちで したが，宣教師の教

えに耳 を傾 け， ともに祈 るうちに，生活の

中にずれがあること， どうして も満 たされ

ない ものがあることに気づ き始めたのです。

これか ら少 しの間，この必要が満たされた

結果，生活に意義 を見いだし，一層幸福 を

感 じるようになった事柄 について，10項 目

ほどあげてお話 したいと思い ます。皆さん

もきっと， このような必要 を，皆さん 自身

の生活や家庭， また家族一人一人の中に見

いだされるに違 いあ りません。

第1に ，私たちがこれ まで行 なっていた

神 との交わ りは， 回数 も少な く，弱いもの

であったことを痛感 しました。確かに私た

ちはこれ までずっ と個人の祈 りをしてきま

した。 しか し，宣教師に言われて私たちは

夫婦の祈 りや，子供 を交えた家族 の祈 りも

始 めました。そ うすることによって，家族

の強い絆を感 じましたし，全能の神が一層

身近 な存在 と感 じられるようになったので

す。

宣教師か ら学んだことはた くさんあ りま

す。神 は感情，感覚;体 を持 ちたもう方で

あ り，文字通 り私たちの御父であること。

祈 りは心か ら流れ出ることを祈 り， くどく

ど祈 る必要はないこと。 また，神は愛 と思

いや りにあふれた信頼のおける方であ り，
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偽 りのない方であることも教 えて もらいま

した。今 日の人々は神 と交わ り，神 ととも

に歩む必要があ ります。 また，神は今 日で

も私たちに語 りかけ られ ること，私たちは

まさしく神 の子供であることを知 る必要が

あるのです。

第2に ，私たちはイエス ・キ リス トを単

に歴史上の一人物 としてではな く，神の生

ける御子 として知るようにな りました。私

は高校時代か らずっ と，新約聖書につ いて

特別な研究 をしていましたが，宣教師がい

にしえの ヨブの ように，腰 い主 は生きてお

られます(ヨ ブ19：25参 照)と 証 した時ほ

ど，救い主の生涯 とこの世での使命を自分

の身に強 く感 じたことはあ りませ んでした。

私はイエス ・キ リス トを自分 自身の救 い

主，私のために また私たち一人一 人のため

にその命 を捧げて下 さった方として受 け と

めるようにな りました。「人が その友の た

めに自分の命 を捨てること， これよりも大

きな愛はない。」(ヨ ハネ15：13)だ れ でも

友達が必要 です。 そして， だれにもまさる

友達が一人一人にいるのです。それはイエ

ス ・キ リス トです。私たちのために十字架

にお掛か りにな り，復活されたイエス ・キ

リス トです。

第3。 結婚 したばか りの時，私たちはこ

の不安な世にあって，信頼のおけ る確かな

ものを求めていました。私たちは十代の後

半 を第二次世界大戦 とともに送 りました。

16歳 で国防市民軍に入隊した私は，そこで

国を守るための訓練 を受け ました。そ して

17歳 の時，英国空軍に志願 しました。戦争

が終わって5年 以上たった当時で も，道に

はがれ きが山と積 まれてお り，配給制が ま

だ続いていました。

そんな時代に私たちは，宣教師が伝 えて
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くれた，神は今の時代にも過去の時代 と同.

様 に予言者 を通 して語 られ ます， とい う力

強いメッセージを，あたか もそれに飛びつ

くようにして受け入れました。神 は私 たち

を心にかけて下 さり，愛 して下さっている

のです。 また神は約束通 り，御 自身の教会

と完全 なる福音 を回復 して下 さいました。

世の人々は，このような不安な時代にあっ

て私たちを導 き助けて くれる予言者を，い

かに必要 としているこ とで しょう。私たち

にはそのような予言者が与 えられているこ

とを証 します。その予言者は，今私が話を

している間 もこの後 ろに座 ってお られ ます。

彼は，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会，地

上における主の教会，主の王国を管理 して

お られ るのです。

第4。 宣教師の招 きによ り，私たちは教



会の集会 に参加するようにな りました。何

とい う温かい歓迎ぶ りで しょう。私 たちは

す ぐに，心か らの歓迎 というのはこうい う

ものだろうと思いました。すべ ての国，す

べての国語の民をひ とつに結ぶ兄弟愛 と姉

妹愛がそこにあったのです。「そこであなた

がたは， もはや異国人でも宿 り人でもな く，

聖徒たちと同 じ国籍の者であ り，神の家族

なのである。」(エ ペ ソ2：19)何 か に属 し，

自分が必要 とされている，存在が認め られ

ているというその時の気持 ちは， それまで

味わったことのない素晴 らしいもので した。

やがて私たちは聖歌隊で歌 うようにな り

ました。 また，教会員が私たちを訪れて く

れた り，私たちが他 の教会員 を訪問した り

す るようにもな りました。教会が行 なう数

数の奉仕活動にも参加 しました。 また，演

劇やダンス，スポーツ といった活動にも幅

広 く参加 しました。これは，礼拝や他の末

日聖徒 との勉強によって急激に高め られた

霊性 を，側面か ら補ってくれるもので した。

だれ もが，温かい雰囲気の中で，楽 しい社

交活動 を継続 して行な うことを必要 として

いるのです。

第5。 素晴 らしい家庭の夕べ を開 くよう

になってか ら，家族や家庭生活がこれ まで

以上に大きな意味 を持 ち，貴いもの とな り

ました。この ような霊的な教えに レク リエ

ー ションをうまく組み合わせた夕べのひ と

ときを，1週 間に最低1度 ，世 界中の末 日

聖徒が持っていることがわか りました。私

たちは子供を心か ら愛 しています。宣教師

から，罪の赦 しを得るにはバプテスマが必

要 であ るが，幼児のバ プテスマは不要 であ

ることを教わ りました。なぜなら，「自己の

責任 を知 り得 る年齢に達す る前に世 を去 っ

た子供たちがすべ て，天の 日の光栄の王国

において救われている……」(示 現一日の光

栄の王国10)か らです。私たちはこれまで，

幼児のバ プテスマ というキ リス トの教えで

はない教義のために，深い苦 しみを味わっ

た親御 さんたちを見てきました。

私 たちはまた， 自分たちの大家族すなわ

ち，祖父母や曾祖父母 そしてすべての先祖

に心 を向け るようにな りました。 これは万

人に必要 なことです。ア レックス ・ヘイ リ

ーはこう述べています
。「私 たちはだれしも，

自分たちが受け継いでいるもの，すなわち

自分はどういう人間でどこか ら来たのかを

知 りたいという欲求 を心の奥底にいだいて

います。」(『私にとってのルーツ』R即4θ 湾

D忽 θs'「リーダー ズ ・ダイジェス ト」1977

年5月 号，p.73)だ れ もが家族 というもの

を持 っています。近 くにいる場合 もありま

す し離れてい る場合 もあ ります。元気で生

活 している人 もいれば，すでに世 を去 り復

活 を待 っている入もいます。いずれにして

も家族か ら得 られ る力 とい うものは，いか

なるものであれ欠 くことのできないもので

す。そしてそれは，宣教師か ら学ぶ原則とプ

ログラム を通 して こそ得 ることができるも

のなのです。

第6。 すべての人が健康の大切 さを知っ

ています。そ して，で きる限 り立派に機能

す る体に自分 たちの霊を宿 したい とい う基

本的な欲求があ ります。私は数年間 という

もの内臓が弱いために色々苦 しみ ましたが，

健康の秘訣 とも言える知 恵の言葉 を宣教師

か ら教わ り，これ を守 って健康 を勝 ち得 ま

した。アルコールやタバコ，茶， コー ヒー

などの刺激物 を摂取す る習慣 をやめたこと

によって，私の生活にまた妻や子供たちの

生活にも大いな'る恵みが もたらされたこと

を証 します。主が予言者 ジョセブ ・ス ミス
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を通 して，およそ150年 前 に下 された啓示

によって，大勢の人々の健康増進 と体力増

強が計られているこ とを感謝 しています。

第7。 家族の扶養者 として私 は各人の霊

的肉体的健康に心 を配 るだけでな く，一人

一人の全体的な進歩にも力を注 ぐようにな

りました。やがて私 は，この必要 を満たす

ためのあらゆる援助手段 が主の教会の中に

あることを知 ったのです。程な くして私 は

教育活動 と指導者訓練，あらゆる種類の文

化活動に携わることにな りました。教会に

おける成長ぶ りが， 自然に職場 でも表われ

ていたようです。それは当然のこ とと言 え

るか もしれませ ん。 というのも，宣教師 と

レッスンを始めた最初の頃に，神 の子供 に

与えられた永遠進歩の計画を学んでいたか

らです。進歩 し成長 したい， 自分を高め磨

きたいという望 みと欲求はだれにでもある

はずです。

第8。 この ような欲求に伴って，私たち

の中には 多かれ少なかれ冒険心があるもの

です。何かを発見したい，何かを探求 した

いという気持ちです。多 くの場合，この欲

求は冒険物語 を読んだ り，知 らない土地 を

旅行 した りす ることによって満たされます。

私の場合 は，中東の考古学，特 にエジプ ト

文明を研究 していました。

ところが，宣教師の伝えて くれたメッセ

ー ジでも
， この欲求が満たされたのです。

彼らは私たちに金版に刻 まれた古代 の記録

について話 して くれ ました。その記録は，

キ・リス ト誕生以前に中東から渡って来た人

人の記 した ものです。これら古代の人々が

自国の文化 を携えて，予言者 とともに旧世

界を去 り，新世 界へ渡 ったこと，彼 らが今

日ア メリカ大陸に住む強大な民の先祖であ

ることを知 った私の驚きを想像 して下 さい。

彼らの記録 は土の中に長いこと隠され，今
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か ら150年 ほ ど前に再び世 に現わされたの

です。 しか も考古学者によってではな く，

十代の少年の手によって。この少年 ジョセ

ブ ・ス ミスの信仰 と証 は，彼に金版 を見つ

けさせ ただけでな く，後に神の力によって

この象形文字の記録 を翻訳することも可能

にしたのです。

ジョセブ ・ス ミスの手に よって書 き写 さ

れた変体エジプ ト文字を見 るのは，実に胸

躍ることです。私 はこれまで抱いてきた感

じか ら，その文字が正 しい ものであること

がわか りました。それか らといっもの， こ

の聖文の記録の書であるモルモ ン経をいつ

も携え，熱心に心を込め，祈 るような気持

ちで読 みました。そして力強い霊的な経験

をしたのです。何か を発見 したいという私

の冒険心は，モルモ ン経に よって満たされ

ました。単に古代の人々の発見ではなく，

イエス ・キ リス トの神聖 さにつ いて完全な

発見ができたのです。モルモン経は近代の

証 し人，すなわち復活後このアメリカ大陸

を訪れた もうた世 の救い主につ いて証する

ものです。私はそのことを証 します。

第9。 それまで完全 と言 えるほどの生活
かしゃく

もせず，か と言 って良心の呵責 に苦 しむよ

うな重大事に直面することもな く過 ごして

きた者 として，私は 自分の生活 をある程度

変える必要があると感 じました。私にとっ

て，信仰や悔い改め，罪の赦 しを得るため

に水に沈め られるバプテスマ，聖霊の賜を

授かるための按手礼に関す るイエス ・キリ

ス トの清い教えを学ぶ ことは喜 びで した。

誤った教義や無意味な習慣，ゆがんだ儀式

を捨てて過去の過ちか ら赦 され，そこか ら

新たな出発 をすることは，何 という喜びで

しょう。

すべての人が純真無垢の状態でこの地上

での生活 を始め，世の もろもろの事 を通 し

て訓練 されてい くのですから，今述べた福

音の第一原則と儀式はだれにとっても必要

なものです。驚 くべ きことは，イエスがす

べての人のために命 を捧げ られたことです。

そして，イエスの復活は全人類に及び ます。

「アダムにあってすべ ての人が死んでいる

のと同 じように， キ リス トにあってすべて

の人が生かされるのである」(1コ リント15

：22)と 言 われている通 りです。

第10。 最後に私 は，バプテスマ を受けて

この素晴 らしい回復 されたイエス ・キ リス

トの教会に加わることによって，内なる平

安 を感 じていることを申し上げたいと思い

ます。それは 「人知ではとうてい測 り知 る

こ とのできない神 の平安」(ピ リピ4：7)

です 。私は大勢の人々か ら，最大の要求 と

望みは心の平安 を得 ることであるという話

を聞いてきました。では， どうしたら心の

平安が もた らされるのでしょう。真理 を知

ることによってです 。「真理 はあなたがたに

自由を得 させ る……」(ヨ ハネ8：32>の で

す。末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会はイエ

ス ・キ リス トの まことの教会 であ り，真理

の原則 と儀 式を教えているこ とを証 します。

私 が心から求めていた10の 願 いが，末 日聖

徒 イエス ・キリス ト教会の宣教師の言葉に

耳を傾けることによって満たされたこ とを，

本当に感謝 しています。そして，福音 を学

び，祈 り，福音の律法 と儀式に従ったため

に， この世だけでな く永遠の世 までも続 く

幸福 を見いだ したのです。

私の話を聞いて下さっているすべての皆

さんが， また世界中の神の子供たちが，私

と同 じように願 いがかなえられ ます よう，

イエス ・キ リス トのみ名によって祈 ります。

アーメン。
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七十 人第一定員会 会員 レッ クス ・C・ リー ブ ・シ ニ ア

「わ た しの 羊 を養 いな さ'い」

「今私たちに最も必要な ことは
，恐れという幕を取 り払って，友人や親 戚，

近隣の人々に愛の手を差 し伸べ，私たちが彼 らに関心を抱いていることを

知らせることてす。」

私 はこの場をお脚 して・イギリ儲 島
とアフリカに住む素晴 らしい聖徒か ら

の愛を皆 さん一人一人に， また特にキンボ

ール大管長 とこの場に列席の教会幹部 の方

方にお伝 えしたいと思 います。

これ らの国々が主のみたまに包まれ，忠

実な教会員が新 たな決意を持って主のため

に献身 しようと.している姿 は，実に私 たち

の霊 を鼓舞するものです。 しか も会貝の多

くは，バプテスマを受 けて間もない人たち

なのです。

これ らの島々で働 く2千 人の宣教師の御

両親の皆 さん， また御夫婦 で伝道 しておら

れる方々の御家族の皆 さん，聖徒たちか ら

皆 さんに くれ ぐれもよろしくとのことです。

宣教師の方々への皆 さんの限 りない支援に

心から感謝 しています。皆 さんは宣教師の

方々が伝道できるように犠牲 を払 い，毎週

励 ましの手紙 を書 き，朝晩心 を込めて彼 ら

のために祈 りを捧げて下 さっています。実

に伝道は家族 ぐるみの活動 と言えましょう。

私たちの生 きるこの時代は，主イエス ・

キ リス トの福音が地上に存在する大いなる

時代です。福音 は人々の心 を変え，人生の

新たな目的 と意義 とを伝える驚 くべ き力 を

持 っているのです。

まだこの教会 に入っておられない友 人の

皆 さんに私 たちの愛を感 じていただけたら

と思います。私 たちは皆，天父の子供 です。

兄弟姉妹です。初等協会の歌の中に， この

偉大な真理 を歌 った霊感あふれる歌があり

ます。

神の子です

わたしや あなた

いろんな おめ ぐみ

感謝 します

わたしを 助けて 導いて

いつか み もとへ ゆけ るよ うに

(「子供の歌」B-76)

私 た ちは皆さんを愛 しています。私たち

し
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の率直な言葉 を皆 さんがお気に されるこ と

はないであろうと思います。愛は人の心を

傷つけるものではないか らです。

きょう， この場 で皆さんにお伝 えしたい

メッセー ジがあ ります。それは，神の権能

が回復 され，地上に再 び主の教会が設立さ

れているということです。この ことが真実

であることを証 します。 しか し，皆 さんは

私の言葉 をうのみにする必要はあ りません。

皆 さん自身でそれを知 ることができるので

す。へ りくだって真理 を求め，祈 りによっ

て天父に近づ く人々は，これらのことが真

実であるか どうか，確かに知 ることができ

ます。

天父はその方法 を捜 し求め る私たちのた

めに，一冊の驚 くべ き記録 を現代の世 に現

わされ ました。それは西半球に住んでいた

人々 と天父の交 わりを記 した記録です。聖

書 と同様に神聖 なこの記録は， モルモン経

と呼ばれ，金版に刻まれていた文字か ら「神

の賜物 と力 とにより」(教 義 と聖約135：3)

翻 訳 されました。この神聖 な記録には，他

の書物 とは異なって，次のように約束 され

ています。(モ ルモン経，p.946参 照)

「またこの記録を受ける時
， それが真実

な ものかどうか をキ リス トの御名によって

永遠の父なる神に問え。 もし誠心誠意でそ

の上 キリス トを信 じながら問 うならば，神

は聖霊の力 によってこの記録が確な もので

あることをあなたたちに示 したもうにちが

いない。」(モ ロナイ10：4)

文 字通 り数百万の人々が この約束を実際

に試 して，記録が確かなものであることを

知 りました。証 を得たのです。そ して，人

生 に新 たな意義 と目的 を見いだ しました。

もちろん，皆 さんも御 自分 で知 ることが

できます。 しか し，忘 れてならないことが

あ ります。それは，ひとたび聖霊による証

を得た入は，神聖な義務，すなわちその証

を他の人々に宣べ伝 える義務を負 うという

こ とです。

さて，主の教会の会貝である皆さんにお

話 したいと思います。今は大いなる伝道の

時代です。3万 人以上の青年 男女や信仰の

篤い献身的な御夫婦が，宣教師 として多く

の国々や島々でこのメッセージを宣べ伝え

ています。 この神権時代が訪れ るまでは，

全地に住む人々に向か って世界的な規模 で

伝道が行 なわれたことはあ りませ んで した。

実に素晴 らしいことです。皆さんをは じめ

他の多くの人々がこの 目的のために進んで

捧げて下さった時間や財産 を，私たちは忘

れ ません。

しか し， これ までの努力では まだまだ十

分ではあ りません。偉大な伝道の業 を導 く

予言者が指摘されたように， この福音 をあ

らゆる国々，あらゆる国民， あらゆる民族，

あらゆ る人々に伝 えようとして も，伝道を

推 し進める力に もう一歩目覚めていない部

分があ るのです。まるで，今に も目を覚ま

そ うとしている巨人といった感 じです。こ

の眠れ る巨人が完全に 目覚 めれば，鎌で刈

り取 る時代は終わって，近代的なコンバイ

ンで収穫す る時代がや って きます。その時

には，今 よ りもはるかに多い収穫が得 られ

るでしょう。

伝道活動において現在最 も必要 とされて

いることは，主のみ名を受 け証を持ったす

べ ての教会員が，恐れ とい う幕 を取 り払っ

て，友人や親戚，近隣の人々に愛の手 を差

し伸べ ることです。そして心か ら関心 を寄

せ ていることを示 し，私たちの愛で温か く

彼らを包んであげるこ とです。そうすれば，

彼らは兄弟姉妹 として関心 を寄せ られてい
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ることや， 自分たちもこの大いなる祝福 を

享受 できるとい っことが分か るでしょっ。

私 たちはバプテスマを受 けた時に，主 と

誓約を交 わしました。そのひとつをモーサ

ヤ書か ら引用してみましょう。「いついか な

る時でも， どの ような所に居て も， どんな

ことについて も，死に至 るまでも神の証 し

人にな…… る。」(モ ーサヤ18：9)

とこ ろで，証 し人が証 を述べ なければ何

の価値 もあ りません。主はこのように言わ

れました。

「警め を受け しことあるすべ ての人はそ

の隣人を警む る責任あ り。

故に人々言逃 れあることなし。罪は人々

自らの頭の上にあ り。」(教 義 と聖約88：81

-82)

また教会員である私たちに対 して次のよ

うに語 られ ました。

「されど汝らの中
，惑 る人々はわが悦ぶ

ところにあらず。そは彼 ら人を怖れて， 己

が 口を開かん とせず してわが与えたる才能

をか くすによる。禍 なるかな，かか る人々

よ。わが怒 りは彼 らに向いて燃ゆればな り。」

(教義 と聖約60：2)

「汝 ら口を開け， さらに満たさるること

を得ん。……

誠に汝 ら口を開 きてあ らん限 り説け。 さ

らば汝 らの背には刈 り束 を増 し加えられん。

見よ，われ汝 らと共に在ればな り。

誠に汝 ら口を開け， さらば満 たさるるこ

とを得ん。曰 く 『悔い改めよ，悔 い改め よ。

主の道 を備え，その道筋 を直 くせ よ。天国

は近づ きたればな り。』」(教 義 と聖約33：8

-10)

さらに主は別の啓示の中で， 日の光栄の

王国に属す る資格 のない，月の光栄の王国

に属す る人々について次の ように述べてい
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ます。「これらの者はイエスの証詞 をなすに.

雄 々 しか らず， この故に彼 らはわれ らの神

の王国の冠 を得 ざるなり。」(教 義 と聖約76

：79)

マ ル コは救い主が語 られた言葉 を書 きと

めています。「邪悪 で罪深いこの時代にあっ

て，わたしとわたしの言葉 とを恥 じる者に

対 しては，人の子 もまた， 父の栄光の うち

に聖なる御使たち と共に来るときに，その

者を恥 じるであろ う。」(マ ルコ8：38)

私 は皆 さんに申し上げたい と思います。

救い主が為されたよ うに，人々 をキ リス ト

の もとに導 くために手を差 し伸べるならば，

私たちはその時に最 も主 に近づ くこ とがで

きるのです。ウィッテ ィアはこの真理 を詩

の中で歌っています。

天の門は 閉 ざされる

たったひとりで来 る者 に

救 いの道へ 人を導け

みずからを救 うために

(『二人のラビ』ηz6Co〃 ψ1θ彪Poθ'蜘1

据o漉s(ゾ 陥 ガ漉67「 ウ ィッテ ィア全詩集」

PP.91-92)

皆 さんにお尋ねしたいと思います。皆 さ



んは株や債券，その他の財産 を記した元帳

をお持 ちでしょうか。成功 を収めた多くの

人々はそれを持 っています。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスはしばしば教会

員から頼まれて，彼 らにとって最 も価値あ

るものは何か，主に尋ね ました。そして，そ

のたびに次の答えを受けたのでした。「汝に

とりて最 も価値 あるこ とは，汝今の世 の人

人に悔改め を宣べて人々 をわれに導 き，以

て彼らと共に父の御国に休 まんことな り。」

(教 義 と聖約15：6)

それ では私たちに とって 「最 も価値 ある

こと」 を記録するために，私たちは伝道の

元帳 を備えているで しょうか。

皆 さん も関心がある と思 います。これは

必ずお役に立ちます。家族伝道の元帳 を作

ってはいかがで しょう。普通のノー トを一

冊用意 して，復活 されたキ リス トの絵 とそ

の下に主の予言者スペ ンサー ・W・ キンボ

ール大管長の写真 を貼 ります
。キ リス トの

絵には 「わたしの羊を養いなさい」 という

主のみ言葉 を記入し， キ・ンボール大管長の

写真には 「歩みを速めなさい。今す ぐに行

ないなさい」 と書 き入れます。さらに私た

ちの家族の写真 を貼 り， 自分の決意を記 し

ます。私 は 「為すべ きことを今す ぐに行 な

う」 と書きました。

この元帳に， 日頃顔 を会 わせ る教会外の

立派な人々の名前 を書 き出します。そして

名前の下に会った日付 と， その人と何 をし

たか記録 します。

実例 をあげて， この方法がいかに簡単で

あ るか説明しましょう。これからお話する

のは， ウィ リアム ・ブラウンとメイ ・ブラ

ウン とい う御夫婦の話です。1979年1月 ，

私たちは英国に着いたばか りの頃，例年に

ない大雪に見舞われました。私 たちの家に

は雪か き用のシャベルがあ りませ んで した。

品切れで買い求め ることができなかったの

です。私はほ うきで掃 こうとしましたが，

重す ぎてできませ ん。すると，フィリップ・

ブ ラウンという少年 と彼の友だちが，庭の

雪 を片づけましょうと言って くれたのです。

おかげで庭は きれいにな りました。その後

リーブ姉妹はフィリップ ・ブラウンの母親

に電話 をして， もう一度家の庭の雪かきを

して もらえないか どうか尋ねました。そし

て，息子さんがして くれた親切な行為 につ

いて話 しました。するとその母親はこう言

いました。「私 たちの家 にいらして，お近

づ きのしるしにコー ヒーでも一緒にいかが

ですか。」

リーブ姉妹は出かけて行 きました。もち

ろん姉妹が飲んだのはオレンジジュースで，

それがモルモンであることを話す きっかけ

にな りました。ブラウン夫人は言いました。

「私はお宅の教会の宣教師に会ったことが

あ ります。 とても立派な青年 たちですね。

もし教会を変わるようなことがあれば，あ

なたの教会にお世話にな りますわ。」

2月19日 ，私たちは42回 目の結婚記念日

を迎えましたが，わが家に招待できるよう

な人はいませ んで した。「ウィリアムとメイ

を招 いた らどっだろっ。」私たちはさっそく

電話をかけました。「わが家に来て，一 緒に

結婚 記念 日を祝 っていただけ ませんか。」

私たちは二重の喜びを経験 しました。現在

ブ ラウン夫婦はモルモ ン経 と末 日聖徒の讃 .

美 歌を持っています。(ブ ラウン夫人は彼女

の教会でオルガニス トをしています)私 た

ちは旅行 をするたびに， この素晴 らしい御

夫婦 に絵はがきを送 つています。交わ りを

絶や さないように し「ています。彼 らは私た

ちに とって本当に よい友達なのです。
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私たち家族は伝道活動のために特別 な時

間 を定めたわけではあ りません。 ただ私た

ちがお会いす るすべての人について伝道す

る機会を捜 してみたのです。 こうしてわず

かな期 間に，29人 の名前が元帳に記 されま

した。その うち3人 はすでにバプテスマ を

受け，4人 目の人も10月3日 に受けている

はずです。残 りの人々は宣教師か らレッス

ンを受けています。

英国で伝道している宣教師は，3千 軒の

家 を訪れてや っと1軒 の求道者 を見つける

といった具合 いです。すなわち，90パ ーセ

ン ト以上の時間を求道者 を見つけるこ とに

費や しているのです。 もし教会員のすべて

の家族が，恐れという幕を取 り払い，友人

や隣人に愛の手 を差 し伸べて，彼 らと親 し

くなろうと決心す るならば，どの ようなこ

とが起 こるで しょうか。多 くの収穫が得 ら

れるだけでなく，それに参加 した家族 まで

も伝道の豊かな祝福 にあずかれるで しょう。

福音 を宣べ伝 える人々に対 して，主は教

義 と聖約第4章 の中で偉大 な祝福 を約束 し

ておられ ます。

「勢力をつ くして(相 当の体力 を用いて)

鎌 を入るる者は，亡びず してその身 も霊 も

救いを得 るために庫に積み 入 るるな り。」

(教義 と聖約4：4)

「お よそ
，出で行 きてこの王国の福音 を

宣べてすべ ての事 に終始忠実なる者は，何

人も心に衰えを感ず ることな く， また心暗

くなることもな し。体 も手 足も関節 も衰 え

ず，神知 りたまわずにはその頭髪一筋 も地

に落つ ることな く， また飢ゆることも渇 く

こともなか るべ し。」(教 義 と聖約84：80)

何 と素晴 らしい約束でしょうか。

「誰にて も汝 らを受 け入るる者には， わ

れもまたそこにあらん。そは，われ汝 らの

52

前 に先立ちて行 くべければな り。われは汝.

らの右にあ り， また左に在 らん。わが 『み

たま』は汝 らの心の中にあ り， またわが天

使 らは汝 らを囲みて懐 き支 えん。」(教 義 と

聖約84：88)

ステーキ部長 と監督の皆 さん， もし皆さ

んが教会貝を清めたいと願 うなら，ステー

キ部や ワー ド部を強めたい と心か ら願 うな

ら，彼 らが伝道活動に参加 できるように導

いて下 さい。すべての若い男性 は伝道 に出

る備えをするべ きです。伝道の経験は，50

年 分の霊的な訓練に も値 します。若い男性

に とってこれ以上素晴 らしい経験はあ りま

せ ん。 また，すべての家族は，率先 して友

達 を作る家族 になるべ きです。父親の皆 さ

んに申し上げたい と思います。皆 さんの家

族 を強め，家庭に恵みをもたらしたい と心

か ら願 うなら，家族が教会外の友達 を作れ

るように助けて下 さい。

イエスがキ リス トであ り，神の御子であ

り，私たちの救い主，贈 い主であることを

証 します。 イエスは，主の予 言者スペ ンサ

ー ・W・ キンボール大管長 を通 して私たち

に語 られます。

私たちの上に神の祝福があって，伝道の

みたまが私 たちの心に注がれ， まだこの偉

大な祝福を知 らない人タに手を差 し伸べ る

ことが できますように。キ リス トは御 自分

の手ではな く私 たちの手によって， また御

自身の声ではな く私 たちの声を通 して，み

業 を進めてお られ ることを忘れないで下さ

い。私 は心か ら証 します。最 も多くの報い

をもたらす業，それは福音 を分か ち合 う業

です。これ らのことをイエス ・キ リス トの

み名 を通 してお話 します。アーメン。



七十人第一 定員会会員 ボ ー ン ・J・ フ ェザ ー ス トー ン

どうか，彼 らの 罪を赦 して下さ い

「も し告 白していない重大な罪を心の中に負っているな らば
，監督のも と

へ行きなさ'い。愛にあふれた監督が，あなたの生活に祝福をもたらしてく

れるで しょう。」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はこれまで
にステー キ部長，伝道部長，教会幹部

としての召 しを受 け，現代におけるイスラ

エルの民の 「共通の判士」(教 義 と聖約107

：74)と して奉仕す る特権に恵まれて きま

した。それ らの経験の中か ら， きょうはふ

たつの原則につ いてお話 したいと思います。

それは，悔 い改め と赦 しの原則 です。

さほ ど昔のこ とではあ りませんが，若い

未亡人が夫の葬儀の席 で次の ように言いま

した。「私たちは，はっきりと悟 るようにな

りました。取るにた らない事柄 は，あ くま

で取るにたらないことなのです。霊が病ん

でいる時は，いかに肉体が健康 であっても，

真の癒 しは得 られません。 しか し，霊が健

全であれば，病気で どんなに衰 弱していて

も，肉体的なお とろえは取るにたらないこ

となのです。」

主は私たちが霊の病 を癒す ことができる

ように，その方法 を備 えられました。イザ

ヤ書第1章18節 には次のように記されてい

ます。「主は言われる， さあ，われわれは互

いに論 じよう。たといあなたがたの罪は緋

のようであって も，雪のように 白くなるの

だ。紅 のように赤 くて も，羊の毛のように

なるのだ。」

教義 と聖約 にも次の ように記 されていま

す。「さりながら，悔い改めて主の誠命 を行

う者は赦 されん。」(教 義 と聖約1：32)

「見 よ
，およそすでにその罪 を悔い改め

たる者は赦 され，主な るわれ もはや これを

忘るべ し。」(教 義 と聖約58：42)

罪の 赦 しを受け ようとす る人に対 して主

が求めてお られるこ とは，主のみ もとへ来

て罪を悔い，その罪を捨て，す なおに教 え

を受け，人を赦 し，告 白す るこ とです。

教義 と聖約の第58章 には， さらにこのよ

うに記 されています。

「人罪 を悔 い改め しや否やは，見よ，彼

は自らこれを告 白しその罪を捨つべければ，

その悔 い改めた ることはこれによ りて知 る

を得べ し。」(教 義 と聖約58：43)
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私 たちはいつ も誠実でなければな りませ

ん。マー ク ・トウェインの著書 「ハ ックル

ベ リー ・ブ インの冒険」の中で，ハ ックは

このように述べ ています。

「まった く身震いが したよ
。今 までの よ

うな悪いこ とを止めて， もっとよい人間に

なれないか と思って，祈ることにしたんだ。

ひざまずいて，祈ろ うとした。でも，言葉

が出てこないのさ。なぜだろう。お祈 りの

中で神さまに隠 しごとなどできはしないん

だ。……なぜ何 も言えなかったのか， 自分

でよ く分かっていた。正 しくないか らさ。

正直でないか らさ。ごまか しているからさ。

罪を捨てるふ りをしていたけれ ど，心 の中

では一番大 きなやつをしっか り握 っていた

んだ。口さきだけで，正 しいこ と，清 いこ

とをします と言おうとしたんだ。で も，す

っか り打 ちのめされたよ。 自分でも分かっ

ていた し，神 さまもそのこ とを知 ってお ら

れた。祈 りでうそはつけない，……これは

本当だ。」

ハ ックの言葉 は正 しいのです。祈 りの中

で嘘 をつ くことはで きません。「共通 の判

士」がどのような判決 を下 そうとも，真の

悔い改めが行なわれるまでは，赦 しはもた

らされないのです。「共通の判士」は，主の

代理人 として働 きます。監督 をだ ます こと

はできても，聖霊 を欺 くことはできませ ん。

告白をする時は，誠心誠意 で何事 も包み隠

さずに話すべ きです。

ある人がやっ との思いで監督の もとへ行

く勇気を得 なが ら，すべ ての罪を告 白せず

に監督室 を後にするなら， これは何 とい う

悲劇でしょうか。ああ，愛 する兄弟姉妹の

皆さん，「羊飼いは病気にかかった羊を見て

も恐れたりは しないのです。」(ビ ク トル ・

ユーゴーLθsル 傭醐 δ1θ「ああ，無情」p.32)
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この 王国の監督は，い と高 きところより知

恵と，判断力 と，憐み を授かっています。そ

して，悔い改めた人々か ら罪の重荷 を取 り

除 くこ とができるのです。

数年前のことですが，夜遅 くひと りの男

性がステーキ部長室の ドア をたたきました。

「少 しお話 したいのですが
，ほか にだれ も

いないでしょうか。」だれもいないから安心

するよ うに言うと，彼は部屋に入って机の

角 をはさんで私の横に座 りました。「これ ま

でに4回 ， ステー キ部 の事務所の前 まで来

ました。あなたの部屋 には明か りがついて

いましたが，4回 とも中に入れずに帰 りま

した。でも， きのうの夜 『赦 しの奇跡』 を

もう一度読 んでいたのです。そ して，重大

な罪 をすべ て告白しなければな らない と思

いました。私は罪を告 白しに来たのです。

私は高等評議員 と監督 をそれぞれ2度 務め

ました。主が私 を召されたと信じています。」

「その通 り
，主が召されました。」

「今か ら42年 前
，私 と妻は結婚する前に

一度だけ純潔の律法 を犯 してしまいました
。

神殿に入る1週 間前のことです。私たちは

監督に嘘はつ きませ んでした。妻の父親が

監督でしたので，簡単 な話 だけで神殿推薦

状にサ イン して くれたのです。それか らス

テーキ部長の ところへ行 きました。彼は私

たちと面接 をせずに推薦状 にサインしまし

た。そして，私 たちはふさわしくない状態

で神殿に参 入したのです。」

「新婚旅行で私たち1ま
，主に対 して償い

をしようと決心 しました。什分の一や建築

資金は決め られた額以上に納め，福祉農場

で働 く割 り当てをは じめ，頼 まれた責任は

すべて受け入れようと心に決めました。神

殿に入る資格 がなかったので， それか ら1

年 間は参入 しませんでした。.あの罪を犯 し



てか ら42年 になります。私たち夫婦はでき

る限 りキ リス トに近い生活 を送ってきまし

た。私たちは赦 されていると思い ます。 し

か し，告 白す る必要があるこ とも分かって

います。」

それか ら彼は，ニーファイ第二書の9章

41節 を引用 しました。「ごらん，人のふみ行

う道は狭 いけれ ども，それは人の前に真直

ぐに通 じている。その門を守 る者はイスラ

エルの聖者であって， ここには下僕 をお使

いにならない。そ してこのほかには一つ も

通る所が ないか らこの門か ら入るほかはな

い。 しか し， 門を守 る者が主 なる神 である

から， 人はこれ を欺 むくことがで きない。」

彼は続けました。「私は今告 白したほうが

よいと思いました。 もう若 くはあ りません。

残された人生 もわずかです。救い主 とお会

いす る時に， この世でや り残 したことがな

いようにしたいのです。

私は彼の告 白に じっと耳 を傾け ました。

彼の話が終わった時には，私 も泣いていま

した。私は教会に代わって，彼の罪が赦 さ

れたことを告 げました。 もうこれ以上その

罪について話 した り，考 えた り，悩んだ り

する必要はないのです。私は言いました。

「二度 とその話 を持 ち出さないで下 さい
。

私 も再 び思い出すことはないでしょう.し，

そ うしたいとも思いません。」今ではその人

の名前を思い出すこともできませ ん。私が

覚 えているのは，この ような事件があった

こ とだけです。

私は立 ち上がって，彼 と一緒に ドアの と

ころまで行きました。そしてこ う尋ねました。

「奥さんはどちらにいらっしゃいますか
。」

「車の中にいます
。」

「お入 りにな らないのですか
。」

「ええ
， そんなことをすれば，妻は死ぬ

ほ ど苦 しむで しょう。」

「では
，今す ぐお話が したいと伝 えて下

さい。奥さんの心からこの重荷 を取 り除

いて，葬 ってしまいたいのです。私は何

が起 こったか伺 いましたが，それを他に

漏 らそうとは思 いませ ん。二度 と口にす

る必要はないのです。奥 さんができる限

り楽になれ るようにしましょう。その よ

うに伝えていただけますか。」

「わか りました。 しか し，妻が ここへ来

るとは思えませんが。」

「私は一晩中でもここに座って待つつ も

りだ と言って下 さい。奥 さんが来られる

までは，家に帰 りません。あ と一 日とい

えども，奥 さんがこの重荷 を負って生 き

ることなど，私には とて も考 えられませ

ん。42年 間で もう十分です。」

「わか りました。話 してみ ましょう。で

も妻は来ないと思います。」

そう言 って彼は部屋 を出ました。……15

分 ……30分 … …45分 。帰ってしまったので

しょうか。私は駐車場 をのぞいてみたいと

いう誘惑にか られました。 しかし， こらえ

ました。すると，遠慮が ちに ドアをノック

す る音が聞こえま した。 ドアを開けると，

そこにや さしそうな女性が立 っていました。

彼女の瞳は涙で濡れていました。恐 らく，

行 くことはできないと夫に言 ったのでしょ

う。 しか し，夫から私が一晩中でも待つつ

もりだ と聞か され， どうしても行 くように

説得 されたのだ と思います。そ して45分 後

に，ついに ドアの前に立 ったのでした。私

は両手で彼女 を迎え入れ，部屋を横切って

机の横に座 らせ ました。そ してこう言いま

した。「御主 人は，42年 前にあなたと犯し

た罪 を告 白されました。あなたにも安 らぎ

をさし上げたいのです。私はおふた りの罪
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を知っています。重大な罪はすべ て告 白し

なければなりません。 どうぞ話 して下さレ㌔

あなたが負っている心の重荷 を取 り除 きま

しょう。」

彼女か ら告 白を得 るのは，野性の馬を手

綱で操 るように困難なことでした。お よそ

15分 後，ついに彼女は告 白しました。私 も，

彼女も泣いていました。私は言いました。

「これは もう済んだことですか ら
，二度 と

思い出すことはあ りません。あなたもすべ

て忘れて下さい。」私は立 ち上が ると彼女の

腕 をとって，駐車場へ通 じる長い廊下 を歩

いて行 きました。玄関のそばまで来た時に，

私 はこう尋ねました。 「気分はいかがです

か。」

彼女は立 ち止まって私 を見上げ ました。

目には涙があふれています。「ステーキ部長，

42年 にして初めて清 らかな気持 ちになれま

した。」

教会が発行 しているパンフレッ トに次の

ように記されています。「小羊の血で衣 を洗

った人には， もはや汚れはないのである。」

(スペ ンサー ・W・ キンボール 「友へ」p.

25)

あ る 日，会社の事務所にひ とりの女性が

訪ねて来 ま.した。その女性は机から身を乗

り出すようにしてこう言いました。「ステー

キ部長，私は32年 間罪の重荷 を負って きま

した。これ以上この重荷 を負って生活す る

ことはできません。私はステーキ部長が ど

んなにや さしい心 を持っていらっ しゃるか

知 っています し，ほんのわずかで もステー

キ部長に負担をおかけ したぐはないと思 っ

ています。」

「姉妹
，あなたのお話 を聞 く前に，福音

の原則について一つだけ.話させて下 さい。

あなたの心か ら罪の重荷が取 り除かれる時，

神権指導者の心か らもそれが除かれるので

す。」

彼女は言いました。「私は教 会か ら追放 さ

れるで しょう。破門されるで しょう。で も，

永遠にそ うなるのですか。32年 前のことで
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す。私は最初の夫 と結婚す る前に堕胎の罪

を犯 しました。それ以来， 自分が殺人 を犯

したような気持ちにな りました。夫の考 え

で したが，私 は反対 しませんでした。堕胎

したのです。それか ら私 たちは結婚 しまし

た。2年 間の結婚生活で，夫は何度も私 を

裏切 りました。私 は耐え切れずに離婚 し，

教会に改宗 した立派な男性 と知 り合 って再

婚 しました。彼はすべてを知 っています。

その上で，私 と結び固めの儀 式を受けたい

と願っています。ステーキ部長，私 たちは

永遠にわたる結び固め を受け ることができ

るので しょうか。私は追放 されると思いま

す。で も，永遠にそうなるのでしょうか。」

涙が彼女の頬を伝 って流れました。

私はこの女性 を知 っていました。私が知

る限 り，最 もキ リス トに近い女性のひとり

で した。近所 の人のために，いつ もパ ンや

クッキー を焼いている人でした。 ワー ド部

のパーティーがあって扶助協 会の姉妹たち

が掃除 をす る時には，いつ も床 を磨いてい

ました。彼女の話によれば， 自分には食事

が済んだ後でみんな と一緒に並んで皿 を洗

う資格はない と思ったので，かがんで床磨

きをしていたそうです。人が歩 く床を磨 く

資格 しか ない と感 じていたのです。 また，

人のうわさ話は絶対に しなかった と言いま

す。彼女 は言いました。「すでにしてしまっ

たことはどうしようもないのでしょうが，

私 はどうすればよいで しょうか。」

彼女のこの告 白を聞いて私 は頭の下がる

思いで した。私は涙ながらに彼女 にこう言

い ました。 「これまで堕 胎に関する問題 を扱

ったことがありませ んので，十二使徒評議

員会のキンボール会長に手紙を書 いて，助

言を求める必要があ ります。」

私はキンボール会長に事の概要 を書いた

手紙 を出しました。彼女が私 の知 る女性の

中で最 もキ リス トに近い女性 のひ とりであ

り， キンボール会長のいかなる決定にも進

んで従 うつ もりであることを書 き添えまし

た。2週 間後に返事が来ました。私はその

姉妹に電話 して，できるだけ早 くステーキ

部 の事務所でお会いしたいと伝えました。

私が事務所へ行 くと，すでに彼女がそこで

待 っていました。顔色は真っ青で， 目が赤

く充血 してい ます。電話を受 けてか ら，幾

度 もひ ざまずいて憐れみを願い求めたに違

いあ りません。

私は再 び彼女 と机をはさんで座 りました。

「一秒た りともあなた をお待 たせ した く

あ りませ ん。祈 りも省略 して とにか くキン

ボール会長か らの手紙 を読み ましょう。

『親愛なるフェザース トーンステーキ部

長 ：32年 前に堕胎の罪を犯 した女性につい

てお尋ねがあ りましたが，あなたの手紙か

ら察す るに，その女性はずっと以前に悔い

改めていたようです。あなたは教会 を代表

して，彼女が赦 されていることを告げて下

さい。

綿密 な面接 を行 なった後で， この素晴 ら

しい姉妹に神殿推薦状 を発行 し，彼女が神
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殿へ行 って現在の夫 と結び固め られるよう

にして下さい。」

たとえその女性が座 っていた場所に救 い

主が座ってお られたとして も，あの時に感

じた救い主への親近感には決 して及ばなか

ったのではないか と思います。これは まさ

に救い主が行 なわれたことに違いあ りませ

ん。まるでこの善良な女性の心か ら2千 ポ

ン ドの重荷が取 り除かれたか のようで した。

彼女は解放 され，喜びの涙にむせ んでいま

した。今私は，その女性がだれであったか

思い出すことができません。

J・ ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア副管

長は次のように述べて います 。 「救 い主は

私 たちの罪に対 して，正義の要求す る最小

限度の罰を科 してお られ るよ うな気が しま

すQ… …

しか し，善 い行 ないに対 して報 いを与 え

られる時は， できる限 り最大の ものを与え

て下さるのです。」(J・ ルーベ ン ・クラー

ク ・ジュニア，B7忽加〃zy∂ 観9σ η勿θ欝勿

助β6漉6S(ゾ 漉θ距αγ「ブ リガム ・ヤ ング大

学年度講話」1955年5月3日 ，p.7)私 も

この言葉が真実であると心か ら信 じていま

す。

出エジプ ト記の32章 には，モーセがシナ

イ山に登 った時の出来事が記 されています。

イスラエルの民は鋳物 で金の子牛 を作 り，

これに犠牲を捧げました。さらにその回 り

に座 って飲み食いをし，踊 り戯れました。

モーセが 山か ら下 った時に，彼らは大きな

罪 を犯 していたのです。モーセは二枚のあ

か しの板 を投げ うって砕 き，金の子牛 を火

で焼 き，偶像崇拝 を行な う人々を滅ぼしま

した。

イスラエルの民が悔い改め ると(こ れが

鍵になります)， モーセは主の もとに帰って
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祈 りました。「今 もしあなたが，彼 らの罪 を

ゆるされ ますな らば一 。 しか し， もしか

なわなければ， どうぞあなたが書 きしるさ

れたふみから，わた しの名を消 し去って く

ださい。」(出 エジプ ト32：32)

私 は これまでに，重大な罪を犯 した数 多

くの人々の告 白を聴 きました。そ して真に

悔 い改めた罪人が私の部屋を後にす るたび

に，私は机のうしろでひざまず くか頭をた

.れて，次のように祈 りました。 「主よ， ど

うぞあの人の罪を赦 して下さい。 もしそれ

がかなわなければ， どうぞあなたが書 きし

るされたふみか ら，私 の名 も消 し去って下

さい。彼 らがいないところに，私 はいた く

ないのです。彼 らは私が会った人の中で最

もキリス トに近い生活をしてきた人々だか

らです。」

た とえ罪が緋 のよっであって も，雪の よ

うに 白くなれ るのです。(イザヤ1：18参 照)

そ して主は， 「もはやこれ を忘 るべ し」(教

義 と聖約58：42)と 約 束 してお られ ます。

主はすべての人々にキ リス トのような教

会の指導者 を与えて下 さいました。彼らは

いと高きところよ り権能 と鍵 とを授けられ

て主の代理人 とな り，教会 を代表 して赦 し

の業を行 ない ます。皆 さんに心か らお願い

します。告 白していない重大な罪を心に負

っている人がいましたら，監督のもとへ行

って下 さい。現代のイスラエルの民の中で

あなたが悔い改め を示すならば，愛 といつ

くしみにあふれた監督が，あなたの生活に

祝福 をもたらし，心 の重荷 を取 り除いて く

れるでしょう。

主は私 たちを愛 しておられ ます。主は私

たちの瞭 い主であり，救 い主であられ ます。

これ らのことをイエス ・キ リス トのみ名 に

より申し上げます，アー メン。



十二使徒 定員会会長 エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

顛難の 日に備える

「主は大いなる銀難の日に備えるように勧告を与えてこられました。私た

ちは主の勧告をすてに実践したでしょうか。私たちは一年分の食糧を貯蔵

する必要があります。」

40年 以上にわたり激 韻 は愛にあふれ
た勧告 を受けてきました。た とえば，

倹約 し自立するように，借金 をしない よう

に，什分の一 と惜 しみない断食献金 を納め

るように，勤勉に働 くように，そ して食糧，

衣類，燃料 を少な くとも1年 分蓄 えるよう

に， といった勧告 です。

今 日の差 し迫った状況 を考 えると，再度

これらの勧告 を強調する必要があると思 い

ます。す でにけさの福祉部会 で有意義な話

があ りましたので，私はそれに少 しだけ付

け加えることにします。

教会の会貝は， この ところ続 く景気後退

と，それに伴 うインフレーシ ョンや税金の

引 き上げに より，経済的な圧迫 を受けてい

ます。中には家や車のローンの返済や，光

熱費，水道代 などを支払 うお金がないと，監

督のもとへ行 って援助を求め る人 もい ます。

まことに悲 しむべ きことですが，一部の

人々は生活が 困難な時や，無分別 でぜいた

くな暮 らしをして 自分の収入だけで生活で

きな くなった時は，教会か政府に助けて も

らえば よいという考 えでいます。そのよう

な教会員は，教会福祉計画の根底にある原

則を忘れています。すなわち 「本物の末 日

聖徒であれば，健康体でありながら自分か

ら自立の責任 を回避する人はいない」ので

す。(マ リオン ・G・ ロムニー 「大会報告

1973-75」p.112)

アダ ムがエデ ンの園から追放 された時，

最初に父祖アダムに下された原則は次の よ

うなものでした。「あなたは顔 に汗 してパ

ンを食べ，ついに土に帰 る。」(創 世3：19)

私 たちが この世で手に入れる物質的なもの

はすべて労働の産物であ り，神の摂理に よ

ってもたらされるのです。

生活に必要 な出費をまかな うにも四苦八

苦 している若 い夫婦が大勢いますが，本当

に大変なことと思 います。実 に衣，食，住

の3分 野において，生活必需品を得るため

に経済的 な苦難に直面 しているのです。ま

た，細腕 ひとつで家族 を支えておられる姉
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妹や未亡人の方々の御苦労 をお察 しいたし

ます。主は啓示に より， その ような方々 を

扶養 し援助する方法 をお与 えにな りました。

(教義 と聖約83：1-2，4-6参 照)

私 たちは以前 にも増 して，経済的な 自立

の原則を学び，応用 してい く必要があ りま

す。病気や失業 などの危機が， いつ私 たち

を襲 うか もしれませ ん。私たちにわかるこ

とは，将来にわたって全世界の災いを定め

られた主が，備 えよ， との警告 を発 してお

られ るということです。この ようなわけで

教会幹部の兄弟 たちは，物心両面での福利

をはかる基本的なプログラムに立 ち返るよ

う，繰 り返 し強調 してい るのです。

私がき ょうここでお話す ることは，最 も

基本的な原則，すなわち 「家庭 における生

産 と貯蔵」につ いてです。皆 さんは輸送機

関が完全に麻痺 した り，戦争や不況が起 こ

った場合のことを考 えたこ とがあるで しょ

うか。もしそのような事態になったら，私

たちの地域社会や国家は どうなるで しょう。

皆さんや近所の人々は， どの ように して食

糧を手に入れ るでしょうか。街角の食糧品

店やスーパーマーケットは，いつまで地域社

会の需要に応えることができるでしょうか。

第二次世界大戦の直後，私は大管長会か

らの召 しを受けて， ヨー ロッパへ渡 り， そ

こで伝道部 を再開 し，聖徒 たちに食糧 と衣

類を供給するプログラム を確立 しました。

今でも鮮明に記憶 していることは，毎朝あ

らゆる種類の骨董品 を抱えて汽車に乗 り込

む人々の姿 です。田舎へ行 って，財産 を食

糧 と交換 して くるのです。夕方になると，

両手に野菜や果物，キ・一キー鳴 く豚や鶏な

どを抱えた人が駅にあふれていました。皆

さんはあのように混乱 した状態を御存 じな

い と思います。彼 らは食糧 とい う命 をつな

60

ぐものと交換す るためであれば， どのよう

な財産で も喜んで差 し出 したのです。

経済的に自立す る手段 の中で，多 くの人

がなおざりに しているものがあ ります。そ

れは，家庭における食糧 の生産 です。私 た

ちは店に行 って必要 な品物 を購 入する生活

に慣 れ過 ぎています。 自分の手 でい くらか

でも食糧 を生産す るならば，物価の高騰が

家計に与える影響 を広い範囲にわたって抑

えることがで きます。 さらに大切なことは，

食糧 を自給す る方法 を学び，家族みんなで

有益な作業に従事で きることです。キンボ

ール大管長は各自が菜園 を造るように繰 り

返 し強調 して こられましたが，今 日このよ

うな状況にある私たちに とってこれほど重

要な勧告はない と思います。

「私たちは皆さんに
，庭 を利用 してで き

るだけいろいろな作物 を栽培す るようにお

勧め したい。気候が適切 であれば，果樹や

いちごな どを栽培 してはいかがだろ うか。

庭で野菜 を育て，それを食用 としていただ

きたい。」(「聖徒 の道」1976年8月 号，p.

439)

皆 さんの多 くはキンボール大管長 の勧告

に聞 き従って， その祝福 にあずかっていま

すが， まだまだ時間や場所がないと言って

自分 を正当化 している人がた くさんいます。

ここで私は，他 の人々が実際に行なったこ

とを試してみ るようにお勧め します。何 人

かの人が協力 して，空地を菜園として使用

す る許可 を求めます。あるいは，土地の一

画 を借 りて菜園を造って もよいでしょう。

ある長老定員会では定員会の活動 としてこ

れ を行ない，参加 した人々は野菜や果物の

収穫 にあずかったばか りか，協力 し合 うこ

とや家族で働 くことを通 して様々な祝福 を

受け ました。芝生 を掘 り返 して菜園を造 っ



た家族 も多くあ ります。

私たちは皆 さんに， もっ と自立す るよう

にお勧めいたします。主はこの ように宣言

しておられます。「これ，汝 らに如何なる銀

難下るといえども…… 日の栄の世界の下に

在 る他の一切の生 くる者の上にわが教会員

の自立せんが……ためな り。」(教 義 と聖約

78：14-15)

主 は私たちに，やがて銀難の 日が来 るの

で，独立 し自立するように求めてお られま

す。不測の事態に備 えるように警告 された

のです。

ブ リガム ・ヤ ング大管長は次のように述

べ ています。「あなた方にパ ンが ない な ら

ば， どれほ どの知 恵を誇れ ようか。欠乏の

時に備 え自分たちの生活を支 えるための物

を備えて暮 らしをまかなうことができずに

いるならば，あなた方の才能は どれほ ど本

当に有用だ とい うのだろうか。」(ノoπ脱α1

げ 伍s60%駕 お 「説教集」8：68)

法律 で許 されている地域 では，少な くと

も1年 分の食糧 を貯蔵す るように繰 り返 し

勧告 されていますが，食糧 の生産はその一

環 となるものです。教会はどういった食糧

を貯蔵すべ きだ と指定 してはいません。選

択は個々の会員に任 されています。 しかし，

教会発行 の 「家庭における生産 と貯蔵の基

本」 とい う小冊子には，優れた提案がい く

つか記されています。

食糧の生産，貯蔵，処理，それに主の勧

告 を合わせて考 える と，穀類を最優先すべ

きです。かつてオル ソン ・ハイ ドは こう言

いました。「世 界のいかなる政策よりも，小

麦の方が多くの人を救 い，危機から守 る。」

(ノ024γηα1q/1)ゴs60%欝 εs「説教集」2：207)

もち ろん水 も欠 くことがで きません。その

ほか大事な ものは，蜂蜜か砂糖，豆類，乳

製品かそれに代わる物，それに塩 またはそ

れに相 当するものです。食糧貯蔵の啓示は

ノアの時代 の民に箱舟 を造るように啓示が

下 されたように，今 日の私 たちの救いに必

須の もの と言えるで しょう。
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ハロル ド・B・ リー大管長は次のように

勧告してい ます。「通常 の生 活で の1年 分

という意味ではな く，何 も食べ る物がない

事態が発生 した時に生 きて行 くための食料

を1年 分 と考 えるならば大 してむずか しい

ことではない。……快適に暮 らせ は しない

だろ っが，生きてゆ くことはできるであろ

う。通常食べているものをすべて貯蔵する

とい うのは，平均 的家族に とってはほとん

どがまった く不可能だ と思 うが，そ うでは

な く，切 りつめた生活で1年 分の食料 を貯

蔵するということで考えれば， さかのぼっ

て1937年 に クラー ク副管長が勧告 したこと

に近づ くと思 うのである。」(福 祉大会説教，

1966年10月1日)

庭先の小 さな畑であれ，1，2本 の果樹

であれ，土に親 しみ，食糧 を自給すること

には祝福が あります。末の時代 に自給 自足

を確立する見通 しを持 ち，その方法を実践

して，十分 な食糧 を備 えた家族は，何 と幸

せ なことでしょうか。

何年 にもわた り教会幹部が首尾一貫して

勧告 してきたこ とが，次の言葉に要約 され

ています。

「第一に，まず何よりも大事 なこ ととし

て，義 しい生活 をしよう。……

伝染病を避けるの と同 じように，借金 を

避け よう。今借金があるなら， それを返済

しよう。 きょうできなければ， あす返済 し

よう。

家族 の長 である者は，最低向こう1年 分

の食糧，衣料， またできれば燃料 を手 もと

に確保するように しよう。収入のわずかな

人は株や投機にではな く食糧や被服費にお

金を充当す るよ うに。収入の多い人は自分

のまかないは 自分でできる と考 えるだろう

が，私 はあえて投機 をするなと提言 したい。
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すべて家庭の長は自分 の家を持つ ように，

抵 当を避け るように努め よう。庭のある人

は菜園 を作ろう。農地のある人は耕作 しよ

う。」(ル ーベ ン ・J・ クラー ク ・ジュニア

Coη彦名θη66Rゆoπ 「大会報告」1937年4月 ，

P.26)

さ らに付け加えれば，1年 分の貯蔵をす

るために借金をする必要はないということ

です。貯金 をす る時 と同じように，貯蔵食

品を増やす計画 を立てて下 さい。給料 を受

け取 るたびに少 しずつ節約 して， その分 を

貯蔵に回して下 さい。菜 園や果樹園で とれ

た野菜や果物を，缶詰めかびん詰めに して

保存して下 さい。乾燥食品や可能であれば

冷凍 食品による保存方法 を学んで下 さい。

貯蔵に必要な経費を家計に組み込んで下 さ

い。種子 の保存 も忘れず行ない，作業に必

要な道具 をそろえましょう。 もし皆 さんが，

2台 目の車やテレビな ど，単に快適 さや楽

しみを求め る品物を購入す るために貯金 を

しているとしたら，優先順位 を変える必要

があ ります。祈 りの気持 ちでよ く考 え，今

す ぐに実行 して下 さい。

私 は非常に切迫 した思 いで話 してい ます。

私は銀難の時代に人々がどのような生活を

するのかこの 目で見て きました。極度の飢

えに悩 まされるヨー ロッパ を見てきたので

す。それは，ぞっとす るような光景で した。

人々は骨 と皮ばか りで見る影もな く，婦人

や子供が軍のごみ捨て場で残飯 をあさって

いました。私の脳裏には， この ような光景

と彼らの言いようのない表情が こび りつい

て離れ ません。

飢えのために今にも倒れそ うなハ ンブル

グの聖徒 と幼い子供たち，私は彼らのこと

を決して忘れないでしょう。私たちはポケ

ッ トか ら食べ物 を取 り出す と，子供たちを



呼び寄せ ました。戦時中にはほ とん ど手に

入らないものばか りで した。子供 たちにオ

レンジをひ とつずつあげた時，不安げに見

守 っていた施設の保母 さんたちの 目には涙

があふれていました。あの光景 も忘れるこ

とがで きません。飢え と栄養失調により，

人々は肉体的に も社会的に も痛 ましい打撃

を受けてい ました。ある姉妹 は4人 の幼 い

子供 を連れてポーランドの家を後にし，1，600

キ ロ を歩いて来 ました。しか し，飢えと寒

さのために4人 の子供 をすべ て失ったので

す。衰弱し切 った体，ぼろぼろになった衣

服，麻布 をまきつけた足，それで もその女

性 は私たちの前に立 って神様から受けてい

る祝福について証 して くれ ました。

フランスの聖徒たちのことも忘れられま

せ ん。彼らはパ ンが手に入 らないので，聖

餐の儀式にジャガイモの皮 を使 いました。

オランダの聖徒たちは私 たちの提案 を受け

入れて，飢 えから立ち直るためにジャガイ

モ を栽培 し，最初の収穫の一部 を憎 い敵で

あった ドイツの入々に送ったのです。 その

翌年 には，収穫 したすべてのジャガイモを

送 りました。彼 らの示 した信仰 も忘 れるこ

とができません。教会歴史をひもといてみ

て も， これほど愛 と憐れみに満ちたキ リス

トのよ うな行為 はめったに見 られないでし

ょう。

私たちは しば しば，現在の快適 で安 らか

な生活 に浸 り切 って しまい，戦争や経済恐

慌，飢饅，地震などによる破壊が自分 の身

に降 りかか ることなどありはしないと勝手

に考えてしまい ます。 しか し，そう思い込

んでいる人は，主か ら与 えられた啓示 を知

らない人か，信 じていない人です。災害は

起こらない，聖徒 は義 のゆえに何 らかの方

法 で災害か ら守 られる，な どとひ とりよが

りな考 えを持つ人々は，欺かれているので

あって，いつの 日かそのよ うな妄想を抱い

ていたことを後悔するでしょう。

主は聖徒たちに，大 いなる報難の 日につ

いて警告 を与 え，主の僕を通 して，その困

難 な時代に備 える方法 を示されました.。私

たちは主の勧告 をもう実践 しているで しょ

うか。

私は心か ら証 を述べ たい と思います。 ヒ

ーバー ・J・ グラン ト大管長は
，主か ら霊

感 を受 けて，教会福祉 プログラム を設立 し

ました。そして，大管長会はみたまの導き

を受けて，1936年 に このプログラムを初め

て公表 し，教 会福祉 の最 も重要 な 目的 は

「人〃が自らを助 けることがで きるように

援助す る」 こ とに あ ると宣言 しました。

(Coη力解ηoθR砂oガ 「大会報告」1936年10

月，p.3)こ の霊感あふれる勧告によ り，

1936年 か ら現在に至 るまで，聖徒 たちは1

年 分の食糧 を貯蔵 して きました。スペ ンサ

ー ・W・ キンボール大管長は，菜 園を作 り

果樹を植えるよ うに根気よ く忠告 してこら

れ ましたが，彼もまた主の霊感 を受けてい

るのです。

兄弟姉妹の皆さん， この勧告に従って下

さい。 そうすれば，皆 さんは祝福 を受けて

この地 で最 も祝福 された民になるでしょう。

皆 さんは，本当に善良な入々です。私はよ

く知っています。 しか し，私たちはもう一

歩前進す る必要が あります。家庭における

生産 と貯蔵 を行なって自分 自身の食糧だけ

でな く，他の入々の分 も備 えるのです。

神の祝福があって，私たちの前途に横た

わる最 も過酷な 日々に備えるこ とがで きま

す ように， イエス ・キ リス トのみ名に より

申し上げます。アー メン。
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1980年10月4日(土)神 権部会

十二使 徒定員会会 員 ジ ェー ム ズ ・E・ フ ァウ ス ト

「これ らの者を

わが統治者 となさん」

現在と将来の教会指導者に与える原則と提案

私 は輔 ・心からへ りくだ・て神権者の
皆 さんにお話 したいと思 います。この

話 を教会の指導者，特に将来の指導者であ

るアロン神権の若い男性の方々に述べ たい

と思います。皆 さん方若 い男性の多 くは，

皆 さんが考えている以上に早 く，指導者の

責任に召されるでしょう。少な くとも私 自

身，執事定貝会会長に召されて以来，齢 を

重ねてか ら召 しを受けた とい う印象は残 っ

ていませ ん。この教会が世界中で急速に発

展 していることか らして も，指導者の養成

は私たちの最大のチャレンジのひ とつです。

約1年 前，私はある長老定員会の集会 に

出席 していました。会長会の皆 さんは立派

で，有能な若者たちでした。ところが定貝会

の責任を割 り当て，仕事 を進めてゆ く段 に

なって，会長会は， その会に出席 している

人の中か ら志願者 を募 るとい う形 を取 りま

した。割 り当てとして与 えられた ものは何

ひとつありませんでした。

私たちが忘れてならない大切な原則は，

主のみ業は割 り当てを通 して進められると

いうこ とです。指導者は割 り当てを受け，

割 り当て を与 えます。これは委任の原則の

中で欠 くことのできない大切 なところです。

私は何事 も自分から積極的に行なお うとす

る人 を高 く評価 しています。 しか し，その

場に出席 している人だけで仕事 をした とし

たら，主が望んでお られ るよ うな，完全 な

仕事 を行な うことはできません。 もし主が

創造の段階で，仕事の遂行を志願者のみに

任せ られた としたら，地球 はどうなってい

ただ ろうか と私は考 えることがあ ります。

割 り当てを果たす ことが神の王国を築 く

こ とであ り，個人の進歩の機会であるだけ

でな く特権 と名誉 を与えるものだ とすれば，

割 り当てやチャレンジは定貝会の全会員 に

与えるべ きものです。その ような場合，正

しい知恵と分別 を用 いて，割 り当てが最 も

必要だ と思われる不活発会員や時折顔を見

せ る程度の会員に も参画 して もらうことで

す。割 り当てはいつ も，最大限の愛 と敬意

【
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と思 いや りをもって与えなければな りませ

ん。 また割 り当て を与 えるにあたっては，

受ける人に対 して尊敬 と感謝の気持 ちで接

することが大切 です。

教会幹部は大管長 会や十二使徒評議員会

会長 から正式の割 り当てを受けます。大抵，

そのような割 り当ては書面 で来ますが，直

接口頭で言われることもあ ります。そうし

た場合，「どうぞ」 とか「御 都合 が よけれ

ば」 とか， あるいは 「恐れいりますが，こ

れこれの集会に出席 していただけないで し

ょうか」 という言葉が使われ ます。割 り当

てが命令や要求 として強要 されるこ とはあ

りませ ん。

第二次世界大戦の時に初めてエ ジプ トを

訪れて以来，私は，古代の遺跡 に深い関心

を抱 いて拳ました。立ったまま残っている

円柱 もあれば，崩れ落 ちてしまって吟る円

柱 もあ ります。 なぜ そうなるのか とよ く観

察 して見ると，面白いこ とに気が付 きます。

立っている円柱のほ とんどがその頭 に重い

ものを乗せているのです。何か指導の原則

と通 じるものがあるような気が します。神

権の務めを忠実に果 たしている人はほ とん

ど責任の重荷 を担っている人です。 また積

極的に参加 している人はそれに全力を投入

している人です。 したがって定貝会指導者

として立派にその務め を果たすには，定貝

会会貝がだれでも，状況に応 じて何 らかの

召 しを果たす機会を全員に与える必要があ

ります。

救い主は 自ら指導の原則に関 して包括的

で簡潔な方法 を示 して下さいました。「イエ

スは彼らに言われた，『わたしについて きな

さい。』」(マ タイ4：19)指 導者は 自ら喜ん

で行なお うとしないことを他人に要求 して

はなりませ ん。救 い主の模範に従 うことが

最 も安全な道であり，教会の大管長である

予言者に耳 を傾け， その指示に従 うことが，

私たちの身を守 るこ とになるのです。

数年前，アルゼンチンの北部にあるロザ

リオ ・アルゼンチン伝道部 を訪れたことが

あ ります。車を走 らせていると，た くさん

の牛の群れに出 くわしました。牛の群れは

ゆっ くりと静かに前進 していました。番犬

は どこに も見当たりません。群 れの先頭に

は馬に乗った3人 のカウボーイがそれぞれ

20メ ー トル位ずつ離れて進んでいます。3

入の カウボーイは どっしりと馬にまたが り，

群れが彼らに従 っていることを信 じ切 って

いるようでした。 また群れの最後尾にもひ

とりのカウボー イが いま した。彼もまた居

眠 りでもしているかの ように馬の鞍に深々

と身を沈めているのです。牛の群れはゆっ

くりと静かに進んでいました。完全に従っ

ているのです。 この光景 を見ていて，私は，

指導者の役割 とはその4分 の3が 道を示す

ことであ り，4分 の1が フォローア ップで

あると感 じました。

指導者は人を導 く時，大言壮語 した り大

声を出 した りす る必要 はないのです。主の

教 えと導 きの業において人を導 く召 しを受

けた者は，親分 としてでもなければ，独裁

者 として召 されたので もあ りません。彼ら

は良い羊飼 として召 されたのです。人を絶

えず訓練 し，彼 らがその地位に着いて師よ

りもす ぐれた指導者になれるよう助けるの

です。偉大な指導者 とは， 自分が導 くよう

に召 された人々に期待 し，霊感を与え，そ

の心 を燃え立たせ る人です。

指導者は何か を起 こさせ，人々の生活に

何 らかの影響 をもたらす人です。そこには

何 らかの動 きと変化が伴わなければなりま

せん。 そして自分の下 で働 く人々が失敗 し
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ないように見守るのです。しかもそれ を主

の方法で行なわなければな りません。すな

わち全能者の助け を借 りて人々の生活 を変

える主の器にならなければな りませ ん。 ま

た自分が今どこにいて， 目的地は どこか，

またどのように してそこにたどつ着 くかそ

の方法 を知ってお く必要があ ります。

指導者は良 き聴 き手でなければな りませ

ん。人の意見 を喜んで聴 き， 自分の管理下

にいる人に対 して心か らの関心 と愛を示す

必要があ ります。いかなる神権指導者 も，

教義 と聖約121章 に 記されている指導者の

普遍の原則を堅 く心に留めるこ とな くして

効果的な働 きをなすこ とはできませ ん。

「如何 なる権力も勢力 も
，神権によ りて

維持する能わず， また維持すべ きものにあ

らず，ただ説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽 ら

ざる愛 とによる。

また，親切 と浄き知識すなわち偽善 にあ

らず妊智にあらず してその人を甚だ大いな

らしむるものによる。

すなわち，聖霊 に感動 しては機に臨みて

激 しく人を責む。然る後，また彼の汝 を敵

視せ ざらんために責 めたるその人に一層の

愛を示す。」(教 義 と聖約121：41-43)

私の 経験では，聖霊が激 しく人を責め る

場合は非常にまれだと思 います。、人を責め

る場合で も叱責するのはその人のためであ

るということを喩す ようなや さしさがなけ

ればな りませ ん。

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長は次のよう

に述べています。

「真の指導者の最 も高度な特質のひ とつ

に勇気があげ られる。……教会で指導者が

勇気 を求められなか った時は一度 もなかっ

た。それは物理的な危険に直面で きるとい

う意味で勇敢なだけではな く，明確で高潔
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な確信を堅固に持ち，その確信に真実であ

るとい う意味で勇敢 なこ とである。」(「福音

の教義」p.151)

神 権指導者は主に対す る信仰 を抱 き，謙

遜 な態度 で神の助 けを求め，問題を解決 し

ていかなければな りません。苦 しみ，悩む

ことがあるか もしれませ んが，報いは必ず

与えられます。その答えはイノスのように

与えられ るかもしれません。「主の御声が私

の心 に聞えて仰せになった。」(イ ノス1：

10)ま た，その答えが教義 と聖約9章 にあ

るように，心の内を燃やす思いとなって返

って くるか もしれ ません。

聖霊の力に よって神か らの確信 を得た後，

謙遜 な指導者は，そ うす ることが正 しい方

法であ り， それが主御 自身の行 なお うとし

ていることであるとの絶対的な確信 を心 と

思いの中に持 ち，真直ぐな道を歩み続けます。

私 は， キンボール大管長の謙遜 さにいつ

も心 を打たれ ます。数年前，キンボール大

管長 は偉大なのは教会の責任に召 されてい

る人ではな くて，召 しそのものであること

を強調 して次のような話 をしました。

「大分前のことですが
，ペ ンシルベニア

州のポコノ山脈 にあるホテルで開かれた地

方理事の集会で，国際 ロー タリー クラブの

会長が述べ た事柄か ら，私は大切な教訓 を

学びました。

『紳士諸君，今年 は皆 さんに とって素 晴

らしい一年であ りました。皆 さんは人々か

ら尊敬 と祝福 と賞賛の言葉 をかけられ，た

くさんの贈物 を受けてきました。もし皆 さ

んの中にこれ を自分の力のせ いだ とい う誤

った考 えを持つ人がいるならば，その指導

者は来年 もう一度 このクラブに戻 ってきた

時には間違 いな く他の指導者に取 って替わ

られていることでしょっ。』



この言葉は，私が神聖 な召 しを受けた時

も私 を非常に謙遜に して くれ ました。私は，

自分が教会の諸事 を行 ない。 自分に誉れ を

帰すような思いが生 じた時はいつで も，そ

の栄光は私にではな く，私が受けている職

に帰す るものであると言い聞かせ るように

しています。私 は単なる象徴にす ぎないの

です 。」(「大会報告」1958年10月 ，p.57)

教 会 の指導者 として召 された人は大抵，

経験や能力の不 足，乏 しい学問や教育の故

に自分はふ さわし くない と感 じるようです。

モーセについて記述されている事柄 の中に，

次のような描写があ ります。 「モーセは そ

の人 とな り柔和 なこと，地上のすべ ての人

に まさっていた。」(民 数12：3)

数 年 前，フォー トワース ・テキサスステ

ーキ部 を管理 しているジョン ・ケリーステ

ーキ部長がフェ リックス ・ベ ラスケス兄弟

をスペイン語支部の支部長に召した時の話

です。確か この青年の仕事は鉄道の車両検

査官だったと思 います。ケ リー ステーキ部

長がこの青年 を支部長に召した時，彼はこ

う答 えました。「ス テーキ部長，私はスペ

イン語支部の支部長にはなれ ません。スペ

イン語 を読 む こ とが で きないか らです。」
rそ こでケ リーステーキ部長は

，彼が召 しを

受け入れ，その召 しを全力を尽 くして遂行

するために熱心に働 くな らば，主 と人々か

ら守 られ，祝福 を受 けると約束しました。

この謙遜 な青年は主の助 けと熱心な努力に

よって，スペ イン語が読めるようになりま

した。彼は立派な支部長にな り， その後何

年間も働 き続けました。彼は現在ステーキ

部の高等評議員 として働 いています。主は

いろいろな方法でその僕 に祝福 を与えて下

さるのです。

兄弟の皆 さん，私 たちは神か ら召 された

神権者 として知ってお くべ き基本的な事柄

を研究 し，学び理解することができます。

偉大な真理を学び，知 りたいと求めてくる

人々に知恵 と理解 力をもって教えることも

できます。また， 自分よ りもす ぐれた才能

を持 っている人の力に頼 ることもできます。

神権定員会は，定員会会員が強い定員会 を

造る ためにその才能 を出し合 う機会を与 え

るところです。

ここで神権 を通 して行なわれる教会政体

の真髄について触れてみたいと思います。

スティーブン ・L・ リチャーズ副管長は次

の ように述べています。

「私はこう考 えています
。教会政体の真

髄は評議会 を通 して運営 される政体である

とい うことです。……神の王国を管理す る

ために評議会 を造 られたことに英知，すな

わち神の英知 を一 日として見ない日はあ り

ません。

一見違 った見解や 異なる背景 を持 ってい

る人々が，共通の 目的の もとに集ま り，そ

の 目的 を達成す るために互いに協議 し合 う

ことを通 して，人々の中に一致が生 まれる
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のです。「大会報告」1953年10月 ，p.86)

指導者 として協議 し合 う・ことは会長会や

監督会の機能 を高め る鍵です。 しか し意志

決定における一致が難 しい場合， あるいは

一致がない場合にはどうしたらよいで しょ

うか。 ジョセブ ・F・ ス ミス大管長は次の

ような助言を与 えています。

「監督 と副監督が完全に一致 しなかった

り，会長 と副会長の間に感情面や方針の上

での相違があった りす る時，彼らは共に主

の前に行 き，へ りくだって，主から啓示 を

受け，等 しく真理 を悟 り，人々の前にひと

つにな らなければ ならない。」(「福音の教

義」p.152)

この教会 を導 く人は個 人として義の模範

を示さなければな りませ ん。絶 えず聖 きみ

たまの導 きを求め る必要 があ ります。 また

生活や家庭 を整え，支払いは正直に，そ し

て迅速に行 なう必要 があ ります。あらゆる

行動において模範的でなければな りません。

誉れと高潔の人でなければな りません。私

たちがいつ も聖 きみたまの導 きを求めるな

らば，主は必ずそれに答 えて下 さいます。

私が南アメリカの地域代表役員 として働

いていた頃，ウル グアイのモンテビデオで

忘れることのできない経験 をしたことがあ

ります。当時ブラジルに住んでいた私はお

金の両替えをしなければな りませ んで した。

そこでカルロス ・プラッ ト兄弟が私 をモン

テビデオの繁華街にある両替所に案内しま.

した。プラッ ト兄弟は私を所員の ぴとりに

紹介しました。その所貝は1千 ドルほど両

替 してもよいと言って くれました。私 は現

金で1千 ドル も持 っていませんで したが，

ただソル トレー ク ・シティーのある銀行が

発行 した小切手 を持 っていました。私 はま

だ一度 もこの両替所を利用 したことがあ り
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ません。この両替所の人々 も私 を見たこと.

もなければ，私 と取引きをしてみたい と思

ったことも当然あ りません。私がソル トレ

ー クの銀行に1千 ドル預金 していたとして

もそれ を確かめ る方法 もありませ んで した。

しか し，この両替所 は私の小切手 をちゅ う

ちょす ることな く引 き取って くれ ました。

それは単に，私がモルモンであ り，以前モ

ルモンの人と取 引きをしたことがあ.った と

いう理由だけで した。私は率直に彼 らの信

頼に感謝 し，喜びを伝えました。

会長 の義務 は，「統轄 しこれ と共に会議

を開 きて誓約 に従いてこれを教」(教 義 と聖

約107：89)え ることです。誓約 と言って も

多くの誓約があ りますが，教義 と聖約84章

に記 されている 『メルケゼデ ク神権の誓詞

と誓約』は特に注 目に値す るものです。そ

の本質は神権者 と主 との契約であり， もし

あなたが神権の律法 を守って生活するな ら

ば主が与えるこ と")で きるすべ ての祝福

を与え，主 と同 じようになることができる

ということです。(教 義 と聖約84：33-39参

照)

救 い主はペ テロに指導者 としての訓練 を

しておられた時にこう言われました。「あな

たが立ち直ったときには，兄弟たちを力づ

けてや りなさい。」(ル カ22：32)

救 い主が，「力づけてや りなさい」 とい っ

言葉 を使われたことは非常に興味あること

です。人 を力づけ るには，意志の疎通 を十

分に図ることのできる状態になければな り

ませ ん。 しば しば問題が発生するのは，計

画が間違っているか らではな く，意志の疎

通が よくないか らです。

昨年，私は中央ア メリカの新 しいステー

キ部で祝福師を召 したことが あります。私

は， この謙遜 な神権者の偉大な信仰 と義 し



い生活に深い感銘 を受けました。彼が召 し

を受けた時， たまたま奥 さんは神殿訪問で

国外に出ていました。私は，奥 さんが出席

できないとい うことで， この清 い人に偉大

な召 しを与 える場に何か特別なものが欠け

ているような感 じを受けました。

私は教会で召しを与える人には，御主人

や奥 さんに も同席 してもらうよ う強 く勧め

ています。 さらに家長は家族のひとりが召

され る前に適切 な相談 を受けるべ きである

と考 えています。

神権指導者には神権個人面接 とい う大切

な機会が与 えられています。指導者 は個人

的な交わ りや面接 を通 して，具体的に次の

ような事柄 を達成す ることができます。

1.霊 感 を与 え，動機づ ける

2.委 任 し， そして信頼す る

3.責 任 を引 き受 け，フォローア ップを

す る

4.模 範 と原則によって教える

5.惜 しみな く感謝の気持 ちを述べ る

指導者が時々手綱 を締め過 ぎ，それぞれ

の分野で働 くように召された人々の天与の

才能，賜 までも拘束 して しまうことがあ り

ます。

指導者は最大限の効率 を図 り，力 を発揮

しなければな りませ んが，必ず しもグルー

プ全体の信頼， 技術，才能を結集して調和

のとれた交響曲を演奏す る必要はないので

す。時には，大声で独唱することが必要 ヶ

こともあります。 リー大管長はかつて，「こ

の故に，今や神権者皆各々その義務 を覚れ。

また己が任命せ られたる務 めを全 く勤勉に

勤むべ し。」(教 義 と聖 約107：99)と い う

聖句の完全な意味について説明して くれま

した。私たちは皆，その義務 を覚 る必要が

あ りますが，他 方指導者は共に働 く人々が

その職 と召 しの範囲内で十分 に効率 よく働

けるように助け なければな りませ ん。 しか

も，助ける人は正 しい権威の衣 を身にまと

っていなければな らないのです。

先 日，ハ ワー ド・W・ ハ ンター長老は地

区代表セ ミナー でこのテーマについて的確

な言葉でこ う教えました。「古代ギ リシャに

ジオゲネス とい う有能な学者がいました。

この話は， そのジオゲネスにアレキサンダ

ー大王がど う話 しかけたか という話です
。

ア レキサンダー大王はジオゲネスにしつこ

く迫ってきてこ う尋ねました。『何かお助け

す ることはないでしょうか。』ジオゲネスは

ひとこと言いました。『どうか光の前に立た

ないで下さい。』」

私は，現在指導者である人， あるいはや

がて指導者 に召される人が聖 きみたまの導

きを受けて熱心に働 き，義務 を覚 り，さら

に明確 なビジョンを持 って 目標 を立て，正

しい道 を歩む ことができるように祈ってい

ます。

私は， この教会が ます ます発展 し，成長

してい くこ とを証 します。私たちは聖なる

神権による導 きを受けてい るからです。ま

た私たちの指導者は個 人的な啓示 を通 して

神のみ業 を導 き，正義 の冠を受 けるために

必要な，偉大 な霊の力を生み出す人である

と信 じてい ます。主はヨシュアに価値ある

助言 を与え られ ました。「わたしはあなたに

命 じたではないか。強 く， また雄々 しくあ

れ。あなたがどこへ行 くに もあなたの神，

主が共にお られ るゆえ，恐れてはな らない，

おののいてはならない。」(ヨ ショア1：9)

皆 さんがその ような勇気 を持つことがで

きるよう， イエス ・キリス トのみ名により

へ りくだ り祈 ります。アー メン。
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管理監督会第 一副監督H・ バ ー ク ・ピー タ ー ソ ン

心と霊を清める

私たちの心から卑わいな物語や写真，書物，冗談，言葉，テ レビ番組，映

画などをすべて締め出すように しようではないか。

神 権を持つ兄弟の皆さん・今晩ここでお
話 をす る責任を受けましたので，その

責任 もしくは権利により，私 も警告 の声 を

挙げ，戦いに備 えるよう勧告 したい と思い

ます。この呼びかけは全世界のすべ ての神

権者に及ぶものであ り，その メッセー ジは

12歳 の執事か ら父親や祖父の年代にある長

老や大祭司に至るまで，あらゆる神権者に

向けられた ものです。

サタンはその破壊の力 をますます増強 し，

あらゆる地に住む少年や成人をえ じきにし

ようとつけねらっています。そして，まっ

た く罪のない多 くの人々 を悪癖へ と誘い込

んできました。神権者の軍勢 の中で精鋭 と

も言える人の中に も，そのために進歩を阻

まれている人がいます。今晩 この場 に集っ

ている神権者の中にも，苦 しみ，悩む まで

はいかないに して も本来あるべ き姿，ある

いはあ りたい と願 う姿から離れ， 力を発揮

していない人がいるのではないか と思いま

す。

話 を始め るにあた り， ア リゾナ州 中東部

の情景 を心に描 いてみましょっ。そこには

高い山々が連 らな り，その頂はたいてい雪

に覆われてい ます。この山々はホワイ ト山

脈 と呼ばれ，ア リゾナ州中部の農業用水や

生活用水 を供給す る主要河川の水源がそこ

にあ ります。 この山脈か ら流れ出た水は，

フェニックス市の家々を潤 しています。冬

にな ると山脈は雪化粧 をし，数メー トルの

積雪になることも珍 しくあ りません。そこ

から流れ出る小川は冷た く澄み切 ってお り，

おいしく生命に活力 をもた らす水が とうと

うと流れています。小川はこの ようにまっ

た く汚染 されていない清 らかな状態で何 キ

ロ も山を下 り，谷を抜け，乾期のために水

を貯 えてお く巨大な貯水池に流れ込みます。

ア リゾナ州の東部には，主要金属のひ と

つである銅 を豊富に含んだ鉱床がた くさん

あって，長年 にわた り採掘が行なわれてい

ます。この鉱 山の町に も，ホワイ ト山脈に

源をもつ 川が流れ込んでいます。川の水 は
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鉱石 を精 練す る過 程 で使 われます。 とこ

ろがある場所では，排液 をその まま川に流

しているため，川の水は変色 し，有毒物質

で汚染され，生活用水 として使用できない

状態になっています。この水 も，巨大な貯

水池へ と流れて行 きます。

ダムの上流の 山々に夕立が降 る季節にな

ると，文字通 り天が開かれて，すべ ての水

がどっと投げ出され たような状態になりま

す。 こうして大量の水が降 り注 ぐと，沢山

の土壌 が削 り取 られ，小枝や時には大木ま

で も押 し流 されて，貯水 池に運ばれるこ と

もあ ります。

貯水池の容量は想像 もつかないほどで，

流れ込んできたすべ ての ものをそこに貯 え

て しまいます。 きらめ く雪渓か ら流れ出る

冷た くておい しい透明に澄んだ水，工場か

ら排 出され る汚染 された水，夏の夕立の後

に流れ る泥 を含んだ褐色の水， これらの水

がすべて巨大な岩 とコンク リー トでできた

ダムによってせ きとめ られているのです。

すでにお話 したように， この水の一部は生

活用水 として百万人以上の家庭に供給され

ています。

もちろん，ダムによって貯えられた水 に

は不純物が含 まれていますか ら，その まま

飲むわけにはいきません。そこで飲用水 に
う

す るために濾過装置が必要にな ります。

最初は大 きな格子や 目のあ らい網で木の

葉や枝，動物の死骸 などを取 り除 きます。

それか ら順次， 目の細かいフィルターで濾

過 して有害な不純物を取 り除いていきます。

そして最後に，細心の注意 を払って飲用水

として使 えるように消毒 してから，水道管

で町へ送 ります。

私 たちはこの地上に生 まれた時，清 く汚

れのない心 を持 っていました。まだこの.世

で経験す る周囲の有毒 な不純物に汚染 され

ていなかったか らです。幼 ない頃の私たち

の心は，不義で不道徳 な思いとはまった く

無縁です。サ タンの力や悪の影響力に触れ

ることな く，罪のない状態にいるのです。

私たちの心は，並はずれた容量 を持つ貯

水池に似ています。善 いことも悪いことも，

くだ らない ものやばかげた考 えも，義 しい

思 いや経験 も，それが何であれ送 り込まれ

て くるものはすべて取 り入れることができ

るのです。私たちは 日々の生活の中で，俗

悪で汚れた話や写真，書物，冗談，言葉，

あるいは私たちが見聴 きすべ きでないテレ

ビ番組や映画などに さらされ ることがあ り

ます。私 たちの心はそれ らのもの をすべて

取 り入れて しまいます。つまり，私 たちの

心は与えられるものが何であれそれを貯え

る能力を持 っているのです。 さらに悲 しむ

べ きことは，取 り入れた もの を保存 し，時

には永遠に貯 えてしまうこ とです。汚れた

思いで汚染 された心を浄化す るには，長い

長 い過程が必要 です。

私たちの心が汚れたものや不潔な もので

満 ちていると，一般の人々に対 してはもち

ろんのこと， 自分 自身や家族に対 しても霊

的な力を与えるこ とができません。このよ

うな状態の時は， 自分の考え方が明瞭でな

く，正 しくないことがわか ります。 日を追

うにつれて問題はます ます解決困難にな り，

ほかの場合な ら決 して行 なわないような行

動や言動に走って しまいます。

私 たちが しなければならないことが，ふ

たつ あります。第1に ，不健康で不道徳な

思いや経験が心に流れ込むのを止め ること

です。悪行は不義な思いか ら生 まれ ます。

そして，不義な思いは俗悪な小説，冗談，

写真，会話，そのほかサ タンが作 り出す無
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数のものか ら生 まれます。

低俗 な表現はいろいろなところで見 られ

ます。私たちが住んでいる社会では，不敬

な言葉や低俗 な表現がすでに意志伝達の手

段 として受け入れ られてお り， ある人に と

ってはそれがひ とつの生活様式に さえなっ

ています。数年前に仕事 の関係である会合

に出席 しました。 そこでは十分な教育 を受

け，立派な職業に就いている紳士が親 しく

語 り合っていました。 しか し，彼らの使 っ

ている言葉はまった く不敬 きわまりないも

のばか りでした。

ボイ ド・K・ パ ッカー兄弟はこのように

述べています。「不敬 な表現が実際に使われ

ているからと言って，それを容認 して よい

という理由にはな らない。」(Nθ ωE勉 「ニ

ュー ・エラ」1976年1月 号，p.5)私 た ちは

悪い習慣に侵 されています。俗悪な表現は

明 らかに無作法 な言葉や攻撃的な言葉 を口.

にする時にしか使われないと考 えている人

は，すでに誤った道へ誘い込 まれていると

言え ます。俗悪 な表現は，私たちが思 って

いるほど珍 しい ものではあ りません。それ

どころか四六時中さらされているので，当

た り前の ことと思 って しまうのです。低俗

にはふたつの種類があるようです。第1は

個人の弱点を表わす もの，第2は 個人の弱

点を助長するものです。

私 たちの体やその機能 につ いて冗談や作

り話 をす る人，女性に関するいかがわ しい

言葉や冗談を口にす る人，あるいは神聖 な

事柄に無頓着 でいる人， このような人は 自

分の弱点を暴露 しているのです。体の一部

分や性的な事柄につ いて露骨な話 をす る人

も同 じです。神権者の 口か ら世間で使われ

ている俗語 をよ く耳にします。最 も低俗 な
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言葉が聞かれることさえあ ります。そして，

「怒 りのあまり」 とい う言訳けがしばしば

使われています。 これは正 しくないことで

す。いかなる時にも，不敬な言葉や俗悪な

言葉は使 う必要 がないのです。

個人の弱点 を助長するもの としては，低

俗 な雑誌，映画，テ レビ番組 を読んだ り見

た りすること，汚れ た話 をしている仲間に

入ることなどが挙げられます。 これらの経

験はいずれ も私たちの霊性 を弱め，悪魔 の

「放つ火の矢を消す」(エ ペソ6：16)力 を

奪って しまいます。

さて，神権 を持つ兄弟の皆 さん，私たち

は成人映画 を観 た り， それについて話 した

りすべ きではあ りません。また， ポルノ雑

誌や それに類する写真，小説な ども避け る

べ きです。低俗 な冗談や無作法な言動につ

いては繰 り返 して申しません。時折立ち止

まって自分 自身に問いかけてみて下さい。

「私 たちは どちらの軍勢の側 に立 って戦 っ

ているのだろうか。」皆さんはいかがわ しい

映画を避ける勇気を持っているで しょうか。

それとも，そのような映画 を観 なが ら，「ち

ょっとだけさ」 とか， 「だれで もしているこ

とさ。これは観て もいい映画だ」などと自

分に言いきかせ るので しょうか。皆 さんは

いかがわしい会話や性的な描写にあふれた

テレビ番組 を家庭から締め出す勇気を持 っ

ているでしょうか。このよ うな番組がかな

りの影響 力を持 っていて，最強の霊 といえ

ども刺 し貫 いて しまうとい うことを最近考

えたことがあ るので しょうか。兄弟の皆さ

ん くだ らない食物で自らを養ってはならな

いのです。

さて，流れ を止めるために 弱め るの

ではな く止め るために 私 たちが しなけ

ればな らない2番 目のことは，心 の中にあ

る巨大な貯水池に濾過装置を取 り付けて，

生気 をもたらす考 えを再び使用に供する状

態にまで浄化す るこ とです。この濾：過装置

の効果は，私たちの生活態度に よって変わ

ります。心が清ければ，最 も効果的に自分

自身を助け，他の人々を助けることがで き

ます。確かに， 日曜学校や神権会でレッス

ンを教え，報告書 を作成 し，集会を司会す

るなど，割 り当てられた多 くの責任 を計画

的に果たす ことはで きます。 しか し，その

人の霊が聖 きみたまと調和 し，聖 きみたま

の導 きの もとで語 り，教え，行動す るので

なければ，永遠に価値ある事柄 を為 し遂げ

ることはできないのです。

不純物 をすべ て取 り除いて霊 を清める秘

訣は，決 して難 しいものではあ りません。

まず，毎 日を朝の祈 りで始めて，夜の祈 り

で終わることです。私が知 る限 り，これは

霊 を清め る上 で最 も大切な段階です。祈 り

の中で率直に，悪い習慣 を捨て去 る力を求

め るとよいで しょう。ただ し忘れてならな

いのは，すべ ての祈 りがす ぐに答えられる

わけではない とい うことです。 しか し私は，

この祈 りとい う段階を踏む ことによって数

数の奇跡が起こるのを見てきました。もし

祈 りを行 なわなければ，望み を失って落胆

したまま，み じめな状態で何の望みもな く

生活す るこ とにな ります。

次に，濾過装置の通る段階でさらに浄化

が進められるとい うこ とです。すなわち，

霊的な清 さを増すには，毎 日聖典 を読むこ

とです。長い時間を取る必要 はあ りませ ん

が，毎 日続けるのです。 もし私がアロン神

権 を持つ少年 であれば，今晩か ら聖典 を読

み始めて，1日 も欠かすことなくそれを続

けるで しょう。キ ンボール大管長は今か ら

70年 以上 も前，皆 さん と同じ年代 の頃にこ
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のような決意 をしました。

第3に ，人のために求められずに何か善

いことをして， 自分の霊 を活気づけ ること

です。小 さなことでよいのです。毎 日行な

って下 さい。元気にあいさつ をする，外出

できない家族 を短時間訪問す る，電話 をか

ける， カー ドを送るな ど簡単 なことでよい

のです。汚れた くつ下を放 りっぱなしに し

ないで洗た く物のか ごの中に入れて母親や

妻を喜ばせ るのもよいでしょう。聖典 によ

れば，キリス トの弟子はまず人に仕える者

となるか らです。(マ タイ20：27参 照)

そ して最後に，皆 さんが守れずにいる戒

めをひ とつ選び，守れるように心から努 力

することです。そうすれば皆さんの生活に

豊かな祝福が もたらされるで しょう。

さて以上のことが，幸福で豊かな生活 を

送 り，愛に満 ちた天父か ら永遠の報いを受

け る秘訣です。

第1に ， 汚れた思いが流れ込むのを止め

て下さい。心の中の巨大な貯水池に選 りす

ぐったよい経験だけを貯えるのです。

第2に ，不純物 を取 り除いて霊 を清め る

効果的な濾過装置 を開発 して下さい。

そこで兄弟の皆 さん，私は次のように訴

えたいと思います。戦いに備 えなさい。 こ

の世の衣 を脱 いで，正義の武具で身 を固め

なさい。皆 さんが持っている神権の権能 を

行使 して，家庭にあって，ワー ド部や定員

会にあって，地域社会にあって， そして国

家にあって， 力強い影響力 を与える人にな

りなさい。神権の力は，義の結晶であ り，

労せず して得 られる賜ではあ りません。

つい先頃神殿の中で集会が開かれた時の

ことです。ロムニー副管長は証の結び とし

て，この戦いで自分に与えられた役 目をい

つまでも忠実に守れるように と祈 られ まし
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た。救い主は神権者 の軍勢の頭であって，・

私たちが携わっているみ業 を導いておられ

ます。今 宵この証に付け加 えて，私 も祈 り

たい と思います。 どうか，私たち一人一人

が主から託 された事柄に忠実であ ります よ

うに。なぜ なら主がこの ように述べ てお ら

れるからです。「汝 ら神の役務に出で立 たん

とする者は，終 りの 日に臨みて神の前に筈

な くして立 たんため，すべか らく心 をつ く

し，勢力 をつ くし，思 をつ くし，体力をつ

くして神の役務 をなせ。」(教 義 と聖約4：

2)

神権 者の皆 さん，私は皆さんの友人 とし

てまた兄弟 としてお願 いしたい と思います。

どうぞ， これ まで以上に 自らを備 えて下 さ

い。イエス ・キ リス トのみ名によ り申 し上

げます。アー メン。



七十 人第一定員会会 員 ロバ ー ト ・L・ バ ック マ ン

教会の若い男性へ

「私は伝道に出ます」
，「神殿で結婚します」，「教会にいつも活発 に集いま

す」， この3つ の 目標 について考えてみよう。

今 年の夏に・私は素晴らい'特 権に恵ま
れました。私の義理の息子が孫に神権

を授ける時 に， その輪に加 わったのです。

それは祖父である私にとって非常に名誉な

ことでした。神権 を受けた当のロビー でさ

え私以上に誇 らしい気持 ちにはならなかっ

たで しょう。その時以来私は，ロビーの生

活に もたらされたこの栄誉に対 してロビー

にどのような祝福の言葉 を言ってあげたら

よいかいろいろ考えて きました。父親は主

の霊感の もとで祝福 を与 えましたが，祖父

である私は， ロビーがその中の約束にふさ

わしい生活 をす るよう何 よ りも願ってい ま

す。 そこで今晩私はロビー と， この会場 を

はじめ全世界で私の話 を聴 いている力強い

アロン神権者の軍勢に対 して， お話 したい

と思 います。

私は伝道部長 として働いていた時，伝道

を始め るすべての宣教師 と面接す るという

素晴 らしい特権 と責任に恵まれました。そ

れはいつ も意義深 い経験 とな りましたが，

時には宣教師の育った背景 を知 り，驚いて

しまうこともあ りました。ある長老は小さ

な農村で一番の大酒飲みの息子 として育て

られました。彼が宣教師 として召され，伝

道本部に入るために ソル トレー ク ・シティ

ー行 きのバ スに乗った時
，父親が見送 りに

来て くれたそうです。いつ もの ように酒を

飲んでいたので しょう。父親が息子に与え

た最 後の言葉はこうでした。「息子よ，お ま

えはろ くな ものにはな らんぞ。」

私はこの宣教師 と面接 をしなが ら，彼が

幼い頃か ら何度 も何度 もその言葉を聞か さ

れてきたことを知 りました。 ところが， こ

のす ぐれ た青年は，主 を代表す る者 として

主か ら召されなが ら， 「お まえは ろ くなも

のにはならんぞ」 という父親の言葉 を信 じ

込んでいたのです。そこで私は，彼を宣教

師 として成功 させ るこ とによ り，父親の言

葉が間違 っていることを証明 しようと決心

しました。 まず優秀な宣教師 を彼の最初 の

同僚 にして，深い関心 と日々の祈 りによっ
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て彼の成長を見守 ってい くよ うに しました。

確かに彼は大 きく成長 しました。

伝道部長を解任 される日が近づ くと，私

は共に働いてきた愛する長老 たちに最後の

別れを告げるために，伝道部 内を視察 して

まわりました。その時，あの宣教師は伝道

部内で も非常に重要な責任であるゾーン リ

ーダーになっていました
。彼は経験豊か な

監督のようにゾー ン大会の司会 を務めまし

た。彼 と他の宣教師 との間は深い愛の絆 で

結ばれているようでした。私の心 には，彼

の献身的な働 きと証の力によって教会に導

かれた大勢の改宗者のことが浮かんできま

した。私は大会の頃合 いを見計 らって彼の

そばに立 ち，彼の肩に手 を置いて言いまし

た。「皆さんは信 じられないでしょうが，

この青年は昔ある人か ら 『お まえはろ くな

ものにはならない』と言われていたのです。」

彼は私の方を向き，私の 目を見つめて言い

ました。「その言葉が間違っていたことを証

明 したんですね，伝道部長。」

彼の生涯に これ程の劇 的な変化 をもたら

したのは一体何で しょうか。小 さな農家に

育ったお どお どした少年が，神 の人へ と変

わったのです。彼はい くつかの興味ある発

見をしました。その発見により人生のチャ

レンジに立 ち向かい，物事 を為 し遂 げてい

く備えをす ることができたのです。末 日聖

徒のすべ ての若人は，現世 と来世において

自分の可能性 を引 き出そ うとす るならば，

成長の過程でこの宣教師 と同 じ発見をしな

ければな りません。すなわち， 自分が まさ

に神の息子であって，神の ようになる能力

を備え，神が持ってお られる権威 と権能，

権力のすべてを受 け継 ぐことがで きるとい

う真理に目覚めるのです。彼はキ リス トの

約束が真実であることを知 っていました。

76

「わが父のもてるすべては彼に与 えられる.

べ し。」(教 義 と聖約84：38)若 人が発見す

べ き真理， それは自分が神の息子であると

いうことです。

神 は皆さん を深 く信頼 しておられます。

皆 さんはそれ を知 って特別 な気持 ちを感 じ

ないでしょうか。神の教会の将来は，皆さ

んの手に委ね られています。皆さんは指導

者 となるよ うに神から選ばれ， この時代に

地上へ送 られるために取っておかれました。

皆 さんは生活の模 範を通 して， また福音を

分かち合 うことに よって同胞に感化を及ぼ

す ことができるのです。若人の皆 さん，十

分にその責任 を果た しているでしょうか。

合衆国東部に住んでいるある立派な少年

は， 自分が通っている高等学校の中で数少

ない末 日聖徒 のひ とりでした。その少年が

宣教師の召 しを受 け.ました。彼は伝道に出

る準備 をす る間に両親から許可 をもらい，

教会外の友人25名 を自宅 に招 いてお別れの

パーテ ィー を開 きました。そ して，パーテ

ィーの席 で 「幸福 の探求」 を上映 し，教会

のために伝道す る理由 を説明 して証 を述べ

ました。その場にいた友人全貝が一人一人

彼を抱 きしめ，心か らの愛 と支持 とを伝 え

たので した。

宣教師が さらに発見す るこ とは，弱点や

欠点がありました。若年であるに もかかわ

らず 自分にはまだ使ったことのない驚 くべ

き力，すなわ ち同胞に仕えて善 い影響力 を

与 える力 と，主の器 となって人々の生活 を

変 え，救いに導 く力 とを授け られていると

いうことです。

私 はユー スカンファレンスで5人 の少年

に会いました。その中のひ とりは，最近不

活発になった少年で，彼が教会か ら離れる

の を放っておけない友人か ら半ば強制的に



誘われて出席 していました。彼はその大会

でみたまに触れ，友人たちの愛に触れ まし

た。そして，4人 の活発な少年 と共に，福

音に従 って義 しく生活することを誓い合っ

たのです。現在その少年は， 自分のこ とを

心配 して くれた友人たちに感謝 しなが ら，

宣教師 として主のみ業 に携 わっています。

若い友人の皆さん，私たちが奉仕 をして

いると，ひ とつのお もしろい現象が起 こり

ます。 それは，私 たちに奉仕する力が増 し

加 わる と同時にその機会 もます ます広が っ

てい くとい うことです。そ して，幸せ で報

いの多い生活 をす る偉大な秘訣 を学び ます。

この幸せは，.富や名声や地位 では得 ること

のできない本当の幸福です。永遠に続 く真

の幸福は，奉 仕に よって もた らされるので

す。

私の伝道部で働いていた宣教師たちは聖

なる神権の崇高 な力について何か を学び取

っていたようです。宣教師たちは神権の力

に よって高め られ，普段の能力を遙かに超

える働 きをしました。 そのような知識は，

主の代理人 として人々に仕 え，祝福を授け

て神権 を行使する時に もた らされ たもので

す。

アロン神権者の皆 さんは， メルケゼデ ク

神権の誓詞 と誓約 に伴 う偉大 にして霊的な

賜にあずかる備えをす る時に，この聖 なる

力を身に受 けます。なぜ なら，皆さんは 「天

使の導 きと恵み」 を施 す権利を授かってい

るか らです。主は次の ように約束 してお ら

れます。 「そは，われ汝らの前に先立ちて行

くべければな り。われは汝 らの右に在 り，

また左に在 らん。わが 『みたま』は汝 らの

心 の中に在 り， またわが天使 らは汝 らを囲
いだ

みて懐 き支 えん。」(教 義 と聖約84：88)

フ ッ トボールの競技場で も，教室でも，勉

強中も，仕事の時 も，遊んでいる時も，あ

らゆる時に主はこの約束 を守って下さいま

す。

沖縄 で聖餐会に出席 した時のことですが，

私は聖餐の準備 とパスを行なうアロン神権

者の態度に感心 しました。そこで私は話を

す る番になると，ふた りの執事 を招いて一

緒に説教壇 に立って もらい ました。その中

のひとりに私はこう尋ね ました。「人生にお

けるあなたの目標は何 ですか。」彼は即座に

答 えました。「救 い主の よ うになることで

す。」 もうひ とりの少年に尋ねました。「あ

なたに とって，アロン神権 を持 っているこ

とはどのような意味があ りますか。」彼はい
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っぱいに背伸びを して説教壇か ら頭 をのぞ

かせ ると，誇 らし気にこう言 いました。 「僕

の人生で最 も名誉 なことです。」

皆さんは 日本の兄弟たちのように，神聖

な奉仕の業に働 く聖なる召 しと責任 を尊 ん

でいるでしょうか。ある執事 は，何 を行 な

いますか という質問に答 えて言いました。

「私は， 自分に期待 されていることを行 な

います。」

愛する若い兄弟の皆さん，神はすべての

息子の中か ら皆さん を選び出 して， この末

日の偉大 なみ業において御 自身 を補佐す る

者 とされ ました。神は皆 さんを信頼 し，皆

さんが主のまことの代理人 として大 いなる

チャレンジに応えて くれ ると確信 してお ら

れ ます。 また，重要な使命 を果たせ るよ う

に皆さんを備 え， この世の少年や若 い男性

とは異なっていることを皆さんが 自覚す る

ように求めてお られ ます。必ず しも優れて

いるといっことではあ りません。異なって

いるのです。皆さんはイエス ・キ リス トの

福音 と神の神権の祝福 にあずかっているか

らです。 このように 多くの もの を受けてい

る皆さんは，福音の光 を知 らない友人や仲

間 よりもよりよい生活をし，世にあって世

の もの とな らないように期待 されています。

皆 さんが しっか りと福音の鉄の棒 にすが り，

神よ り与 えられた召 しを尊ぶ ならば，誘惑

やサ タンの力に打 ち勝つ強さが得 られるの

です。

神が望んでおられ るような忠実な神権者

になることを妨 げるものは何で しょうか。

神権者の中には，猿 を捕まえる罠にはま

っている人がいます。アフ リカの原住民は，

実に巧妙な方法で猿 を捕 まえます。 まずギ

シの実の上の部分 を切 り落 として中味を取

り出し，猿の手が丁度入る くらいの大 きさ
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に穴を広げます。 それか ら中にピーナッツ`

を入れて， あとは地面にころが しておきま

す。入がいな くなると，猿はおい しそ うな

ピーナッツの香 りに誘われて，ヤ シの実に

近づ いて きます。そ して，中に入 っている

ピーナッツ を見つ け る と，穴に手 を突 っ

込んでピーナ ッツを握 りしめて取 り出そ う

とします。しか し，握 ったこぶ しは穴の大

きさの2倍 もあ りますか ら手は抜けません。

そうして もがいている猿 を南京袋 を持 って

来て捕 まえるわけです。猿はひっかいた り，

かみつ いた り，金切 り声 をあげた りします

が，ピーナッツを離 して逃 げようとはしな

いのです。

皆さんはこのような罠にはまっている人

を知 らないでしょうか。最 も大切なことを，

ささいなこ とで台無 しに している人はいな

いで しょうか。

若い兄弟の皆 さん，慎重に考 えていただ

きたいと思い ます。現代社会の誘惑に満ち

た歌，見せかけだけのまがいもの， いわゆ

る 「悪友たち」の向こうみずな行為， この

ような形の罠に陥 らないようにして下 さい。

さもない と，サ タンはこれ らの悪だ くみを

魅力的な包装紙で包んで皆 さんの前に置 き，

空 しい結果へ と導こうとす るでしょう。 自

分の信 じることを堅 く守 り，信仰に対 して

忠実 に生 きる勇気 を養って下さい。

最近，西バー ジニア州 で霊的な黒人の少

年が教会 に入 りました。彼は 自分の生活に

もたらされた新たな真理に胸 を躍 らせ，高

校の友人たちにもイエス ・キ リス トの福音

を知 ってもらいたいと思 いました。 しか し，

友人たちは福音が厳 しすぎると言いました。

それに対 してこの少年は，私 たちが誇 りと

すべ き言葉 を返 しました。「キリストの真の

教会に従 うのに，何が厳 しいのでしょうか。」



年若い友人の皆さん，私はこの人生にお

いて，神の戒め を守 ることによって幸福が

もたらされることを知 りました。アルマは

苦労の末に ようや く 「罪悪は決 して幸福 を

生 じたことはない」(ア ルマ41：10)と い う

真理 を学び ました。彼の言葉を信 じて下 さ

い。人生設計 をする時は，皆さんが信頼 し

ている男性や女性の経験 と信仰か ら必要 な

ことを学び取 って下 さい。 もし皆さんが熱

心に真理 を求め， その麗わ しい原則に従 っ

て生 きるな らば，皆 さんの生活は豊かで実

りのあるしかも活力あふれ るもの となるに

違 いあ りません。天父は神の王国を築 くた

めに力ある男性 を必要 としておられますが，

私の見る限 り，皆さんは天父が得られた最

強のつわものであると思い ます。

讃美歌にこのような歌詞があります。「シ

オンのつわ ものイスラエルの望み」(讃 美歌

95番)こ れが皆 さんのことを歌った歌であ

ることに気づ いてお られるでしょうか。キ

ンボール大管長の次の言葉は，そのことを

思 い起 こさせてくれます。「私 たちは……特

別 な使命 をおびた高貴な世代 を育てている

のです。」(Eηs匁 η「エンサイン」1976年5

月号，p.45)

皆 さんが行 なうべ き特別な使命の中には，

国の統治者や立法者，実業家，専門家，教

師，小売商，農夫などにな ることが含 まれ

ています。 しか し， さらに特別な使命があ

ります。それは， シオンの王国を確立す る

業 に加 わって，その建 設を助け ることです。

若人の皆 さん，それには多くの人々が人生

に備 えるために行なう簡単な方法だけでは

不十分です。永遠にまでわたる遠大な目標，

達成す るために勇気 と決意 を要す る目標，

その ような 目標 を立てなければな りません。

皆 さんの中で今か ら5年 後，10年 後，25

年 後 の 自分の姿 を心に描いている人が何人

いるで しょうか。 自分 自身 をよ くコン トロ

ールするために，また人生の犠牲者 とならな

いために， どの ような備 えをしているでし

ょうか。 自分が どこへ行こうとしているか

を理解 している少年 にとって，前途に立ち

ふさがる ものは何 もないのです。

もし私が皆 さんと同じアロン神権者であ

れば，今す ぐにい くつかの大切な目標 を立

てるでしょう。

第1に ，「伝道に出る」 という目標です。

私たちはキンボール大管長の もとにこうし

て集っていますが，大管長はすべての若い

男性が伝道 に出るべ きであると述べておら
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れます。皆 さんはキンボール大管長 を予言

者 として支持 しているでしょうか。 もし支

持 しているならば，皆さんの答えはひ とつ

です。「いつ出ましょうか。そのために準備

します。」伝道の経験は，皆さんの生涯で最

も重要な出来事のひとつになるで しょう。

「おまえはろ くな ものにはならない」 と言

われたあの宣教師のように。

第2に ，「主の宮居で結婚す る」という目

標です。

これが皆 さんの永遠の目標 にとっていか

に重大なものであるか理解 しさえすれば，

神殿以外の場所で結婚す るこ となど考えら

れないでしょう。それに伴ってデー トの相

手やその方法が決め られ，皆 さんの道徳観

や霊性すべてに影響 してきます。

第3に ，「神の教会 にいつ も活発に集 う」

という目標です。

この 目標により，地上の何物に も代えら

れない錨が得 られます。 なぜ なら，幸福の

真の意味を知 る機会が与 えられ るか らです。

どこへ行 こうとも兄弟姉妹が皆 さんを愛 し，

支持 して くれるので，確かに 自分 は神の教

会の一員であると確信す るこ とで しょう。

また， イエス ・キリス トの福音の中で何が

しかの兄弟愛を感 じて， キ リス トが救い主

であることを知 り，証の炎が燃え上がるこ

とでしょう。

こうした目標が皆 さんに どの ような結果

をもたらすか考えて下さい。誘惑は必ずや

って来 ます。 しか し上に述べ た目標があれ

ば，誘惑に対抗する備えができています。

皆さんは前 もって次のような選択 をしてい

ます。 「私は伝道に出ます」，「神殿で結婚 し

ます」，「教会 に活発に集います」，「だから，

誘惑には決 して負け ません!」 この ように

基本 となる決意 をあらか じめ 固めておけば，
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後 になって細かな一つ一つの選択に心 を悩

ませ る必要はな くなるで しょう。知 恵の言

葉を守る，道徳的に清い生活 をす る，集会

に出席す る，什分の一 を納める，福音 を研

究す る， このような選択 はすでになされて

いるのですか ら。皆 さんは大切 な原則につ

いて少 しも妥協 しないで しょう。そして，

自分 自身の生活 を管理 し戒めを守 ることに

よりもた らされる平安 を享受す るでしょう。

皆 さんは神 の息子 であ り， 人生において

果たすべ き特 異で重要な役割 と，同胞に対

す る重い責任を負っています。天父は皆 さ

んに知恵 と， 勇気 と，忍耐力 と，理解力 と，

そ して兄弟姉妹に対す る愛 を授けておられ

ます。そ して，皆 さんが道徳的に清 く健全

な生活 をして，誘惑や悪に立ち向かう強さ

を持てるように助けてお られ ます。選び抜

かれた若人の皆 さんの上 に天父か らの祝福

が注がれて， これ らの ことが理解できるよ

うに心か ら祈 っています。

ここは皆 さんの世 界です。成長 し，学び，

奉仕する，無限の可能性 に包 まれた麗わ し

い世界です。この世 界が皆 さんの ものであ

ることにお気づ きでしょうか。兄弟の皆 さ

ん，皆 さんが現在行 なっている備えを通 し

て， また天父 と御子 を愛す るしるしとして

の気高い奉仕 の業を通 してよりよい世界を

築 き，力強い模 範 と教えにより福音の真理

の証 を宣べていただけないで しょうか。シ

オンのつわ ものが 「正義 と真理の剣 をふ る

い」，神の大いなる目的のために用 いられる

神の兵士 となるように，心から祈っていま

す。これらのことを私たちの救い主イエス・

キ リス トの聖 なるみ名を通 して申 し上げま

す。アー メン。
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第 二副管長 マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

神権に属ける誓詞と誓約

「人が永遠の生命に向かって最大限の進歩を遂げる唯一の道は……メルケ

ゼデク神権を受けてその召しを全力を尽くして遂行することてす。」
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愛 す る兄弟の皆 さん・今大会のスケジュ
ールによります と

， ここで私が話 をす

ることになっています。私は 「神権に属け

る誓詞 と誓約」(教 義 と聖約84：39)に つ

いて2，3お 話 しよ うと思い ます。 この会

場に集っている人々は，すべて神権 を持つ

兄弟 たちだからです。教会設立150年 祭 を

祝 うにあたって私の心に浮かんだこ とは，

教会が組織 され る10カ 月前に， ジョセブ ・

ス ミスとオ リヴァ ・カウ ドリがペテロ，ヤ

コブ， ヨハネの3人 か らメルケゼデク神権

を受けていたことです。

昔か ら神の民はいつ も契約の民 として知

られていました。福音はそれ 自体が 「新 し

く且つ永遠の誓約」(教 義 と聖約132：4)

です 。イサ クとヤコブを通 して世に現われ

たアブラハムの子孫は，誓約の民 と呼ばれ

ています。私 たちは誓約に よって教会に加

入 します。つまり，バプテスマの水に入る

時に，誓約 を交わすのです。 日の光栄の結

婚における新 しく且つ永遠の誓約は， 日の

光栄の王国で昇栄を得るための門にあた り

ます。そ して男性は，誓詞 と誓約によって

メルケゼデ ク神権 を受けます。

誓約 とは，2者 あるいはそれ以上の当事

者の間で交わされる取決めであ り，誓詞 と

はその取決めにおける約束 を破 らないとい

う宣誓をすることです。神権の誓約では，

主なる御父 と神権 を受 ける人がその当事者

とな り，各々が然るべき義務 を負います。

神権 を受ける人は，神権の召しを全力を尽

くして遂行するという義務を引 き受け，御

父は誓詞 と誓約によ り，以下の約束を与え

て下 さいます。すなわち，神権 の召 しを全

力を尽 くして遂行す る人は， 「『みたま』に

より聖め られてその肉体再新 さ(れ)… …

教会員にして王国の民 とな り神の選民 とな

る」のです。さらに救 い主は次のように述

べておられます。「これらの者は……わが父

の王国を受 くるな り。この故にわが父のも

てるすべては彼に与 えらるべ し。」(教 義 と

聖約84：33-34，38)
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神権を受けてその召しを全力を尽 くして

遂行する人々につ いて， さらに次のように

記されています。

「御父はこれ らの者の手にすべての もの

を与えたまい，

また，彼 らは御父の無上完全 と御父の栄

光 とを受 けたる祭司にして，また王たるなり。

而 して……神の生みたもう独子 の神権に

……等 しきい と高 き神の祭司なり。

この故に彼 らは誌されたる如 く神々にし

て，すなわちまた神の子 な り。」(教 義 と聖

糸勺76：55-58)

御 父 はこれ ら人知の及ばないほ どの祝福

を，誓詞 と誓約によりメルケゼデ ク神権 を

受ける人々に約束 し， それを 「破 るこ とも

変えることも為 した もうはず な し」(教 義

と聖約84：40)と 述べておられます。 しか

し， これまで述べて きた祝福は，神権 に聖

任 されただけでもたらさる ものではあ りま

せん。神権に聖任 されることは，祝福 を受

けるための必要条件ですが，祝福 を保証す

るものではあ りません。実際に祝福 を受け

るには，神権を受けた時に課せ られた責任

と義務 を忠実に果たさなければな りません。

すなわち，神権の召しを全力を尽 くして遂

行しなければならないのです。

では，神権の召 しを全力 を尽 くして遂行

するとは， どのような意味で しょうか。こ

の誓詞 と誓約が啓示された時，主はその場

に会 している神権者に向か って，「われは正

に天の衆群 とわが天の使たちに汝 らを預け

た り」(教 義 と聖約84：42)と 言われました。

これは私に とって非常に神聖で心に迫 る言

葉です。主は神権 を持つ人々を天の衆群 と

天の使たちに預 けられたのです。

さらに主は長老 たちに向かって次のよう

に述べてお られ ます。
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「われ今汝 ら 〔神権者〕に一つの誠命 を.

与 えて汝 ら自らを警めしむ。すなわち汝 ら

永遠の生命なる言に勉めて心 を留め よ。

そは，汝ら神の口より出るすべての言に

よ りて生 くべければな り。」(教 義 と聖約84

：43-44>こ の勧告に従 うことによって，

神権者は 「神権に属ける誓詞 と誓約」(教 義

と聖約84：39)の 中で天父が述べておられ

る祝福 と報いにあずかることができるのです。

神権を受けた後に誓約 を破 る人の状態 に

ついて，主はこう述べてお られ ます。

「何人にまれ一度 この誓約 を受けて後こ

れ を破 り， またことごとくこれに違背する

者はこの世に於て も未来の世 に於ても罪の

赦 しを受 くるこ となか るべ し。」(教 義 と聖

約84：41>誓 約 を破る人にそのような罰が

科せ られることか ら，誓約に伴 う責任 を受

け入れるこ とにためらい を感 じる入がい る

か もしれ ません。 このためらいは， 罰を定

めた聖句に続 く部分を読めば解消 されるで

しょう。すなわち，誓詞 と誓約を受けない

人は，受けた後にそれを破 る人 とほ とん ど

変 わ りが ない こ とが分か るのです。主は

次 の ように述べておられます。「而 して汝 ら

が受けたるこの神権に来 らざる者 はすべて

禍 なるかな。」(教 義 と聖約84：42)

これ らは 「神権 に属ける誓詞 と誓約」が

厳粛に意味するところです。教義 と聖約の

第84章 を開 くと，33節 以下に主が与え られ

た啓示の全文が掲載 されています。

この啓示か ら明 らかなことは， 人が永遠

の生命に向かって最大限の進歩 を遂げる唯.

一 の道は
，そのために私たちはこの世に来

ているのですが， メルケゼデ ク神権 を受け

てその召 しを全力 を尽 くして遂行す ること

です。それによって 「神の賜の中最大 なる」

永遠の生命 を享受できるのであれば，神権



に属け る召しを遂行す るために要求 される

事柄 をはっきりと心に留めてお くことが非

常に大切 にな ります。召 しを果たすために，

少な くとも次の3つ のことを行 なう必要が

あると思 います。

1.福 音の知識 を得 る。

2.福 音の標準に従 って生活す る。

3.献 身的に奉仕す る。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは福音の知識を

得ることの大切 さにつ いて， 「人は無知 に

して救わるること不可能な り」(教 義 と聖約

131：6)と 述 べています。真理に対する無

知について彼が考えていたことは， それ以

前に語った彼 自身の言葉か ら明らかです。

「人は持っている知識の程度に しか救 わ

れない。 もし知識 を得なければ，他の世 界

で悪魔の力に捕え られるか らである。悪魔

に従 う霊 たちは地上の多 くの人々よ りも多

くの知識 を持 ってお り，従って多くの力を

有 している。 このため我々 を助け，神にか

かわる知識をもた らす啓示が必要なのであ

る。」(ハrお，oηノ(ゾ漉θCぬππ物 「教会歴史」

4：588)

神 にかかわる知識以外に， 人を救いに導

く知識はあ りません。教会が組織されて問

もない頃，主は兄弟 たちにこ う言われまし
めぐ み

た。「汝 らは恩恵 と真理の智恵に於て生長せ

ざるべか らず。」(教 義 と聖約50：40)

また主は1847年1月 ， ウィンター ・クォ

ーターズで，ブ リガム ・ヤング大管長に次

のような啓示 を与 えられましま。

「智恵なき者はその眼開けて見ることを

得，その耳開けて聞 くことを得んために，

自らを卑 うして神なる主に呼ぴ求めて智恵

を得 よ。

われわが 『みたま』 を世 に遣 して，真に

へ り下る者悔 いる精神ある者に智恵を授け，

神 を敬 わざる者を罪あ りとすれば な り。」

(教 義 と聖約136：32-33>

この啓示が与えられる14年 前に，主は兄
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弟たちに次のように勧告され ました。

「われまた汝 らに一つの誠 命を与 う
。す

なわち，汝 ら今 より後祈 りと断食とを続け

て行 うべ し。

またわれ汝 らに一つの誠命 を与 う。すな

わち汝 ら互いにこの王国の教義 を教ゆべ し。

汝 ら熱心に教 えよ， さらばわが恩恵は汝

らに伴い，か くして汝 らの理解する必要 あ

る理論 と原理 と，教義 と福音の律法 と，神

の王国に就けるすべての事は更に完全に教

えらる。」(教 義 と聖約88：76-78)

福 音 を学ぶ最良の方法は，聖典 を研究す

ることです。私 たちはすべてのメルケゼデ

ク神権者にモルモン経 を読む ように勧めて

いますが， それは福音につ いて もっと学ん

でいただ くためです。モルモン経 を熱心に

研究する人は，福音の真理 を学びます。モ

ルモン経には 「異邦人並びにユダヤ人に与

うるイエス・キ リス トの完全 なる福音」(教

義 と聖約20：9)が 記 されているか らです。

予言者 ジョセブはこの書物に深い感銘 を受

けて，兄弟たちに次のように語っています。

「モルモン経はこの地上におけ る最 も正確

な書物であ り，私たちの宗教のかなめ石で

あって，人がその教 えに従 って最 も神に近

づ くことので きる書物である。」(H魏oη

σ'加C伽 劣漉 「教会歴史」4：461)

しか し，聖典か ら福音 を学ぶだけでは十

分でありません。 日々の生活の中で，神権

における召しを全力を尽 くして遂行 しなけ

ればな らないのです。事実，福音の知識を

得 ることと，それに従って生活することは，

相互に依存 し合 うものであ り，一方を切 り

離 して考えることのできない ものです。生

活の中で実践することな しに，福音を完全

に学ぶことはできません。福音 の知識は段

階 を踏んで もた らされます。福音 を少 し学
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んでは実践 し， さらに学んでは実践す る，

この永遠に続 く行程 を繰 り返すのです。 こ

れが福音の完 き知識に到達す る道です。

愛弟子 ヨハネは，イエス御 自身もこの方

法に よって完 きを受けられたと記していま

す。「われヨハネ，彼の最：初 に完きを受けず

して恩 恵に恩恵 を受けしを見た り。 されば，

彼は……絶えず恩恵に恩恵 を加 えられ，つ

いに完 きを受け しな り。」(教 義と聖約93：

12-13)イ エ スは私 たちが歩むべ き道 を次

のよ うに定めてお られ ます。

「汝 らわが誠命 を守 らば
，御父の完 きを

受け，わが御父に於け る如 く，汝 らわれに

ありて栄 を得べ し。この故 に汝 らに告 ぐ，

汝 ら恩恵に恩恵を加 えらるべ し， と。」(教

義 と聖約93：20)さ らに，聖典 にはこう記

されてい ます。

「而して
，人 もし彼の誠命 を守 らずんば

完 きを受 くることな し。

彼の誠命を守る人は真理 と光 とを受け，

ついに真理 によりて栄光 を得て，すべての

事物 を知 る。」(教 義 と聖約93：27-28)こ

れ らの聖句を読 んで心が喜 びに満たされな

い人がいるでしょうか。

イエスは，聖典の中に私 たちが守るべ き

戒めが記 されているこ とを指摘 し， さらに

次の ように述べておられます。「汝 らもしわ

れを愛すれば，われに仕 えわがすべての誠

命 を守るべ きな り。」(教義 と聖約42：29)

「されど
，わが誠命を守る者にはわれ王国の

奥義を示さん。而 してこれは彼の中にて生け

る水の井戸 となり，生け る水は湧き出でて

永遠の生命 とならん。」(教義 と聖約63：23)

個 人 の行ないに関する戒めは，その多 く

が教義 と聖約第42章 に記されています。予

言者 ジョセブはこの章 を 「教会の律法を包

含す る啓示」であると呼んでいます。(教 義
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と聖約42， 前文)神 権者はすべてこの啓示

に精通 し，さらに第59章 と第88章 の 特に117

節か ら126節 に記されている指示を詳 しく

学ぶ必要があ ります。確かに，与えられた

召 しを全力 を尽 くして遂行 し 「神権 に属け

る誓約」 に約束 されている祝福にあずか り

たいと心か ら願 う神権者は，個人の行ない

について聖典や現代の予言者を通 して与 え

られ るすべ ての指示に精通 していなければ

な りません。神の武具が何であるか を知 ら

なければ，「悪魔の策略に対抗して立ちうる

ために，神の武具 で身を固め」(エ ペ ソ6：

11)る こ とはで きないのです。

しか し戒めは，個人の行ないに関係す る

ものだけではあ りません。すべての神権者

は人々に奉仕す るとい う責任 を与 えられて

います。 この奉仕 とは，神権のあらゆる祝

福 とともに回復 された福音を地のすべ ての

人々のもとへ もたらすことであり，互 いに

慰め合 い，強め合 って，神 のすべての聖徒

たちが完全な生活 を送ることができるよう

にすることです。

この奉仕 については，聖典や生け る予言

轟 ・ 無 藻

者の言葉 を通 して詳 しく説明されています。

主はその責任 を神権者の肩に置かれ ました。

したがって，それを正 しく果たす ことがで

きるのは，神権の召 しを全力を尽 くして遂

行す る神権者だけなのです。すなわち福音

に通 じ， その標準に従って生活 し，主が宣

言された精神 を持 って献身的に， また熱心

に奉仕 をする神権者です。聖典 にはこう記

されています。「人は努めて善 き業に従い，

多 くの事 をその 自由意志によ りて為 し，多

くの正 しき事 を為 し遂 げよ。そは人 自らの

中に 自由の意志あ りて己れの事 を自ら為す

者なればな り。」(教 義 と聖約58：27-28)

この ように与えられた召 しを全力を尽 く

して遂行 している神権者は，「神権 に属け

る誓詞 と誓約」の中で主が約束 してお られ

る報いにあずかることができるのです。私

たち一人一 人がこの選ばれた神権者のρ と

りに数 えられるように，心か らへ りくだ り

イエス ・キ リス トのみ名 を通 してお祈 りし

ます。アー メン。
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大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

教会員の必要を満たすために働く

効果的に委任し，教授能力を向上させ，少数民族に手を差し伸べ，情緒的

に特別な援助を必要とする人々を助け，なおかつ自分自身の家族を軽んし

てはならない。

愛 する兄弟の皆さん・総絵 の神権部会
でこうして皆 さん とお会いす るたびに，

私は大 きな喜びに満たされます。私たちは

ソル トレー ク ・シティーのテンプルス クエ

アのタバナ クル をは じめ，世界各地に設け

られた2，000以 上の会場に集 っています。

これだけの神権者の集ま りが，いかに強大

で聖なる力を表わ しているか考えてみて下

さい。兄弟の皆 さん，神の神権を有する私

たちに，様々な祝福が与 えられているこ と

をうれしく思います。

兄弟の皆 さん，話 を始めるにあたってま

ずお伝 えしておかなければならないことが

あ ります。アメ リカ合衆国の国民の皆 さん

に申し上げます。選挙がで きる年齢に達 し

ている人は，来月11月4日 水曜 日に各地 の

投票所へ行 って，この国の 自由 と権利 を守

るために最善 の働 きのできる最 も有能で優

れた人に投票 して下 さい。教会はいかなる

候補者に対する支持 も表明 しませ んが，皆

さんが人格 と，知性 と，能力において優 れ

た男性や女性に投票す るように願 ってい ま

す。皆さんが審判 を下すのです。 さらに私

たちは，教会の建物や組織がいかなる候補

者の選挙活動に も利用 されないようにお願

いします。

聖典 を読んで研究 してい くと，救い主は

主の群れに属する一人一人の福 利と群れ全

体の福利 を常に考 えてお られたことが分か

ります。 この悩み多き時代 にあって教会員

の必要 に心を配 り，その必要 を満たすため

に働 くとい う原則，私が今晩お話 したいこ

とは この原則なのです。

監督 と支部長の皆 さん，ワー ド部や支部

の愛する会員や家族が必要 とすることに，

油断な く気を配って下 さい。皆さんは私た

ちの民を養 う羊飼いです。副監督や副支部

長 をは じめ，皆さんの指示のもとで奉仕 し

働 いている人々に，様々なプログラムの管

理運営をできる限 り委任 して下さい。この

点を強調 していくならば，重大な問題を抱

えている教会員 を，問題がまだ小さく解決
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できる状態の時に，いちはや く見つけるこ

とができるでしょう。また，会員の家族の

中に見 られる小さないさかいや 問題に気 を

配って下 さい。そ うすれば彼 らが最 も必要

とす る時に思いや りや勧告や愛を示すこと

がで きるで しょう。皆さんは問題 を抱えて

いる青少年のために今す ぐ時間をさくこと

により，彼 らを救 いへ導 くことができます。

そのための1時 間は，彼 らが教会に来な く

なってか ら再活発化 をは るかために費やす

数百時間 よりもはるかに価値があるのです。

これまで何度 もお話 してきたよ うに，他

の人にで きる仕事は委任 して，皆 さんは今

述べ たような皆さんに しかできない仕事 を

行なえるように して下 さい。 ホームティー

チャーに群れ を見守 る手助け をして もらう

べ きです。ホームテ ィーチャーはたとえ監

督や支部長の ように カウンセ リングができ

な くとも，定員会の指導者や監督会の指示

のもとに適切で予防効果のある多 くの援助

を与えることができます。

ステーキ部長，監督，支部長の皆 さん，

教会における教授能力の向上に特別な関心

を払って下 さい。救 い主は， 「わたしの羊 を

養 いなさい」(ヨ ハ ネ21：15-17参 照)と 言

われ ました。私が心配 していることは， 多

くの教会員が集会や クラスに出席 しなが ら，

ほとんど何も得られないまま家路について

いることです。これは何 らかの抑圧 を受け

てい る人や，誘惑や 危機 に頻 している人に

とって， まことに不幸な事態です。私たち

はだれでも，みたまに触れて霊的な糧を得

る必要があ り，効果的な教授方法はこれ を

実現する最 も重要な手段 なのです。私たち

は会員が教会に来るように， しば しば強力

な働 きかけを行 ないますが，彼らが教会に

来た時に受け るものについては，適切 な注

意 を向けていません。

昨 日私は地区代表の方々に，すべての会

員が直面 しているチャレンジについてお話

し，彼らの注意を喚起 しました。そのチャ

レンジとは，私 たちの周囲に住んでいる文
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化の異なる人々や少数民族 と親 しくな り，

彼らに福音を教えることです。この善良な

人々に特別な関心 を寄せて何 らかの働 きか

けをしなければ，私 たちは彼 らを失って し

まいます。1977年 の4月 に，私 はレーマ ン

人についてこのようにお話 しました。「ただ

単にレーマン人に福音 を教 えて釈 くだけで

なく，私たちは彼 らの中に教会 を設立 しな

ければな りませ ん。」(R卿o媚1Rゆ 廻sθ蛎α一

'勿θ∫6勉勿α7「地 区代 表 セ ミナー」1977年

4月1日)こ の声明はあらゆる文化 圏に共

通す るものです。

過去2，3年 にわたり，言語や文化面で

特別な問題 を抱 えている地域では，基礎教

会プログラムが実施 され，成果 を挙げてい

ます。このプログラム用の手引きや テキス

ト，報告書類は，完全な教会プログラムの

それよ りかな り簡略化されています。これ

は実に素晴 らしいプログラムで，現在ほ と

んどの言語で実施す ることがで きます。ま

た，必要に見合 った経費のかか らない小 さ

な建物 も設計されています。御夫婦の方々

は基礎教会プログラムについて訓練 を受け，

あらゆる国々のあ らゆる民の中に教会を設

立するために働 くことがで きます。手引き

に従ってこのプログラムを活用 している地

域では，著 しい成果 をあげつつあ ります。

私たちは神権指導者の皆さんがこのプロ

クラムに精通し，主の民に祝福 をもた らす

ために活用 され るよう，心か らお勧め しま

す。主はこのように述べておられます。「世

の人々は今は肉に耐えずして，乳を飲まざる

べか らざる時な り。」(教 義 と聖約19：22)

兄弟 の皆 さん，特にステー キ部長，監督，

支部長の皆 さん， もうひとつ非常に大切な

ことがあ ります。それは，皆 さんの囲いの

中で悲 しんでいる人，孤独 な人， 肉親 を失
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った人な どに，絶えず心 を配 ることです。

私たちの中には特別 な思いや りと心づかい

を必要 とす る人が必ずい ます。そのような

人々のことを忘れた り，見過ご しに した り

してはいけません。「父な る神 のみ まえに

清 く汚れのない信心 とは， 困っている孤児

や，や もめ を見舞」うこ とです。(ヤ コブ1

：27参 照)

私 たちは礼拝堂を建てる民 として一般の

人々に知 られています。私は，教会員が家

族 を築 く民 としてさらに知 られ るよ うに願

っています。兄弟の皆さん，御 自分の家族

を軽ん じてはいけませ ん。新 たに集会統合

スケジュールが導入されていますので，皆

さんが十分に計画すれば，ユニ ッ トの管理

運営に必要な集会を含めて集会統合スケジ

ュールのすべての集会を行なった上で，毎

週 日曜 日に家族 と共に過 ごす時間を数 時間

取 ることができます。どうぞ， これ を実行

に移 して，神権 を持つ兄弟の皆 さんが御 自

分の家族 を軽ん じることがないように して

下 さい。また，教会の立派なステーキ部長

や監督，支部長，定貝会会長，その他指導

者の皆さん も同 じように時間が取れ るよう

にして下 さい。

兄弟の皆さん，親愛 なる兄弟の皆さん，

私は皆 さんを愛 しています6皆 さんが真理

のために，主なる神のために示 して下 さる

信仰 と，献身と，愛 とに感謝 してい ます。

兄弟の皆 さん，私は皆 さん一人一人 を，ま

た全世界の散在す る皆 さんの民を心よ り愛

しています。主の恵みが皆 さんの上にあっ

て，この教会本部で皆 さんが心か ら愛 され

ていることを知 ることができる.ように。ま

た，神の祝福 と平安が皆さんと共にあ りま.

す ように， イエス ・キ リス トのみ名により

申し上 げます。アーメン。



1980年10月5日(日)午 前 の部

第二 副管長 マ リオ ン ・G・ ロム ニー

悔い改め

「悔い改め は主なるイエス ・キリス トへの信仰 を持ち，『平安』と 『安らぎ』

の祝福を伴う福音の赦 しを心から信 しる人にもた らされる。」

主 は言ってお られ ます・「当教会 の長老
……たちは

，聖書 と……モルモン経 と

に誌されたるわが福音の原則を教 うべ し。」

(教義 と聖約42：12)そ こできょう，私 は

この戒めに従 って，聖書 でもモルモン経 で

もとりわけ強調 されている悔い改め につ い

て少 し述べてみたい と思 います。

バプテスマ と聖霊の賜 を授か るための按

手礼に至 る真の悔い改めは，罪の赦 しをも

たらしますが， このような悔い改めは，主

なるイエ ス ・キ リス トの照罪 を信 じない限

りあ り得 ませ ん。

この重大 な真実は，モルモン経の中に，

はっきりと教え られています。アルマは主

の使 いの命令に従って，民に叫びました。

「悔い改め よ，天国はすでに近ければな

り。

この後， 日ならず して神の御子 は……降

りたまわん。……

神 の御子が降臨した もうは，その御名 を

信 じてすでに悔い改めたる証拠にバプテス

マを受 くるすべての者を贈 い救 わんためな

り。」(ア ルマ9：25-27)

アルマは，イエスがすべ ての人をお救い

になるとは言っていません。キ リス トを信

じて悔い改め，バプテスマを受けた人に限

られると述べています。

アルマの伝道中の同僚であったア ミュレ

クも，同様のことを証 しています。「キリス

トはその民の罪を賄 うために世の人の中へ

降 り， また世の人の罪 も賄いたもう。主な

る神がそう仰せ になったか ら，私 はそれが

確であることを知っている。

神 の御子は……， 自分 の名を信ず る者た

ちをみな救 いたもう。 この……いけにえの

目的は憐 みを与えるのであって，この憐み

は正義の要求する罰に勝ち，また悔改め を

生ず る信仰を人に与えるためにその道 を設

けるのである。」(ア ルマ34：8，15)

この ように 「憐みは正義の要求 を満足し

て，〔悔い改めた者たちを安全に保護するこ

とがで きるが〕，悔改めを生ずるような信仰

89



を起 さない者たちは，正義の法の要求す る

裁判 を充分に受けるのである。それである

か ら永遠に して偉大な腰いの計画は， ただ

悔改めを生ず るような信仰 を起す者にだけ

与えられる。」(ア ルマ34：16)

イエ スはニーファイ人の弟子たちに次の

よっに言っておられます。

「そもそも，清からざるものは御父の王

国に入るこ とを得ず。信仰 をし，すべての

罪を悔 い改め，終 りまで誠をつ くし，以て

わが血によ りてその衣 を洗いし者のほかに

は御父の安息に入 り得 る者な し。

さて，世界の隅々に至 る者たちよ。……

今悔い改め，われに来て……バプテスマを

受けよ。これ汝 らに与 うる命令な り。」(III

ニー ファイ27：19-20)

私が きょうお話 したいのは， イエスを信

じる信仰に基づいたこの悔い改め，すなわ

ち 「キ リス トの身代 りの贈罪 とその復活の

力とに よって， 自分たちが よみがえって永

遠の生命を得 ることを望む」 とい うことに

ついてです。(モ ロナイ7：41参 照)個 人的

な問題であれ社会的，世界的な問題であれ，

あらゆる入間の問題 を解決に導 くのは悔 い

改めです。そして，主なるイエス ・キ リス

トが私たちに求めてお られるの もこの悔 い

改めです。

主は近代の弟子のひ とりに次のように言

われました。

「われ汝に命ず
，悔 い改め よ。わが口の

しもとと，わが怒 りと，わが憤 りとを受け

て汝の痛苦甚 しか らざ らんがために悔 い改

めよ。すなわちその痛苦の如何に甚 しきか

を汝知 らず，その如何に強烈なるかを汝知

らず，また如何に堪 え難 きか を汝知 らざる

な り。

見よ，われは神 〔腰い主〕なるに，人 も
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し悔い改むるならばこの苦 しみを受けざら.

んがために，すべての者に代 りて この苦.し

み をわが身に受けた り。

されど， 人もし悔 い改めずば誠にわれ と

同じ苦 しみを受け ざるべか らず。

その苦 しみたるや，われ神，すなわちす

べての中最 も大いなる者な りといえども痛

苦のために身 をふるわせ，あ らゆ る毛の孔

よ り血 を湧かせ，身と霊 と両つながらを苦

しめ，すなわちこの苦 きさかず きより呑ま

ず してしりごみするも可 ならんことを欲 し

た り。

然はあれ ども，父なる神は讃むべ きかな。

さればわれはこの苦 しみ をなめ， 人の子 ら

の為に準備 を為 し終 りた り。」(教 義 と聖約

19：1519)

言 い換えれば，正義の要求 を満足 させ る

ために求め られた痛苦にイエ スが耐えて下

さったことによって，人は信仰 と悔い改め

を通 して罪よ り清め られ ることが可能 とな

ったのです。

主は続けてこのように言っておられます。

「これを以て
，再びわれ汝に命ず，われ全

能の力を以て汝を挫 かざらんために汝悔い

改め よ。なお また，われ汝に今言いたる懲

しめ を与えざらんがために汝その罪を告 白

せ よ。」(教 義 と聖約19：20)

人 の罪の中で最たるものは， イエス ・キ

リス トを神の御子 として受け入れず， また

真の人生の道であるキ リス トの福音を拒む

ことです。

主はこのように言っておられます。「人何

事に も神 を怒 らせずまたは何事に も神の怒

り燃ゆることなし， ただすべ ての事の中に

神の御手あることを告白せず，その誠命 に

従わざる者に神の怒 りあ り。」(教 義 と聖約

59：21)



「彼 らは主の義 を打建てんために主を求

めず して， あ'らゆる者おのが心のままに振

舞いおのれらの神の姿 を求むれ ども， その

姿は人の世 の像に してその本質は一個の偶

像な り。そは古びてついにバビロンにて，

す なわちついに亡ぶべ き大バ ビロンにて朽

ちん。」(教 義 と聖約1：16)

悔 い改めの本質について，主は 「人罪を

悔 い改め しや否やは，見よ，彼は 自らこれ

を告 白しその罪を捨つべければ，その悔 い

改めたることは これに よ りて知 る を得べ

し。」(教 義 と聖約58：43)と 言 われました。

ここで，「捨てる」 とい う意 味につ いて

さほど曖昧な点はないように思われますが，

「告 白する」 という必要条件については一

般 にあまり理解されていません。実際，罪

を告 白する とい うことにつ いて世の中では

少なか らぬ混乱が あり，誤った教 えも多い

のです。そこで， そうした混乱 を解決す る

ために，すでに話 されたことですが，改め

て幾つかの点 を申し上げたいと思 います。

私たちは 自分の犯 した罪 をすべ て主に告

白しなければな りませ ん。 自分 自身と主の

ほかだれに も影響 を与えないまった く個人

的な罪の場合， 自分の罪を認めて主に告 白

すればそれで十分で しょう。

実際， 自分の罪 を他人に告白した ところ

で良いことはひ とつ もないのです。ブ リガ

ム ・ヤ ング大管長はこのよ うに語っていま

す。「他 人に関係のない愚行は秘密にしてお

きなさい。また，個人的な悪い行ないもで

きるだけ黙っていな さい。そして，できる

限 り人目か ら隠 しなさい。」(D乞s60%欝6s(ゾ

β万9勿 〃3}ζo襯8「「ブリガム ・ヤング説教集」

p.158， ジ ョン ・A・ ウイッツオー編)

しかし，ほかの人に影響 を及ぼす不品行

については，傷つけ た相手に告 白し，その

人の赦 しを請 う必要があ ります。

時々，.自分の罪を悔 い改めないために教

会員 としての権利 を危うくす る人がいます。

効力のある完全な悔い改めは，悔 い改めた

罪人が監督あるいは権能 を授け られたその

他の教会管理役員に罪を告白することを要

求 します。だか らといって，教会の管理役

員にその人の罪 を赦す力があるわけではあ

りません。(こ の権能は主御 自身 と，主か ら

特 にその権能 を委任 された人々だけが持っ

ている)正 当に任命 された役貝によって運

営されている(し かしその権能は役員では

な く教会にある)当 教会は，事実 を十分に

知 り，教会の規律 と周囲の状 況を考慮 した

上で必要な行動 を取るのです。

罪を捨て，正 しい告 白によって主に対 し，

傷つけた相手の人に対 し， さらに必要 とあ

らばイエス ・キ リス トの教会に対 して 自ら

の行ないを明らかに した人は， 自信を持っ

て主の赦 しを請い，キ リス トの功徳によっ

て新 しい命に生 きるこ とができます。

主はこのように言っておられます。「お よ

そすでにその罪 を悔い改めたる者 は赦 され，

主 なるわれ もはや これ を忘るべ し。」(教 義

と聖約58：42)

イエ スに対す る信仰 と悔い改めによって

赦 しを得 た人は， どの ような思いを抱 くで

しょうか。 その例 をモルモン経か ら挙げて

みたいと思 います。

初めはイノス書か らです。イノスは次の

ように書いています。

「さて，私は 自分の罪 を赦 され ようとし

て，一心不乱に神の御前に祈ったことにつ

いてあなたたちに話 をしよう。

ごらん，私は獣 を狩 ろうとして森へ行っ

たが，私の父が永遠の生命 と聖徒の幸福に

ついて教 えた言葉を度々聞いたのが私 の心
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に深 くしみこんだ。

そこで私は 自分の心が飢えるのを覚 えて，

私の造 り主の御前にひざまず き， 自分の身

と霊のために一心こめて祈 りかつ願った。

私は本当に一 日中神に祈 り，夜になって も

まだ私の声が天に とど くほど大きな声 で祈

った。

すると一つの声が聞えて 『イノスよ，汝

の罪はす でに許 されたれば汝は祝福 を受 く

べ し』 と仰せになった。

私イノスは神が必ず偽 を仰せにならない

ことを知 っていたか ら，私の罪はすでにこ

れで取 り消されたのである。

しか し私が主よこれは どうしてそうな り

まするか とたずねた ところ，

主は 『それは汝がこれ までに見 しことも

聞き「しこともなきキ リス トを信ず るに由る。

このキ リス トは多 くの年月を経ては じめて

肉体にて現わる。されば，汝努めよ。汝は己

が信仰によ りて無罪 となれ り』 と仰せにな

った。

私 はこの言葉 を聞 くと，私 の兄弟であ る

ニーファイ人の幸福 を望む思いが心 の中に

生 じたか ら，かれ らのために全身全霊 を傾

けて神に祈った。」(イ ノス2-9)

罪か ら贈い救われた人の心 は必ず自分 の

仲間を愛 し， その幸福 を思いや る気持ちで

いっぱいになるものです。そ して心が平安

になるのです。次の例がそのことをよく表

わ しています。

ベ ンジャ ミン王が力強い別れの言葉を述

べ終わった時のことです。「さて，ベンジャ

ミン王は主の使か ら伝 えられた言葉 を宣べ

終って，民の群集 を見わたした ところ， ご

らん，かれ らは主 をおそれる心 を起 して地

に伏 した。

かれらは， 自分たちが 肉の欲 に支配 され
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て いる有様 をかえ りみ， 自分 たちは土の塵

よ りも劣っていると思って，声 をそろえて

高 く叫んで言った 『ああ憐みたまえ。キ リ

ス トの血による身代 りの腰罪の効 力を及ぼ

して，われらが各々その罪 を赦 されて心 を

清められるようになしたまえ。われらは天

地万物 を造ってこの後人間に降臨 した もう

神 の御子 イエス ・キ リス トを信 じ奉 る「』 と。

それから後，かれ らはベ ンジャ ミン王が

聞かせたように降臨 したもうはずのイエス・

キ リス トを深 く信 じたので， もはやその罪

の赦 しを受けて良心が安 らかになったか ら，

主の 『みたま』がかれらに下 ってその心が

喜 びに満 された。」(モ ーサヤ4：1-3)

罪 の赦 しを受けた人の心に生 じるこの喜

び と良心の安 らぎは，アルマが息子 のヒラ

マ ンに自分の改宗について語った話の中に

鮮やかに描写 されています。

アルマはこのように語っています。「私は

前に，モーサヤの息子たちと一 しょに歩 き

まわって神の教会 を亡ぼそうとした。 とこ

ろが神は，神 の聖い使を送って途中で私 た

ちを止めたもうた。

その使 は， さなが ら雷のよ うな声で私 た

ちに物 を言ったので，地が私たちの足下 で

ふるえ，私 たちは主 をおそれ る心 を生 じて

皆地に倒れた。

その時，声があって起てと私 に命令 され

たので，私 は立ち上 ってその使 を見た。

す ると，使は私 を戒めて 『汝がた とえ自

分で亡び ようと思 うとも， この後再 び神 の

教会 を亡ぼそうとしてはならぬ』 と言われ

た。」

アルマは続けて語 ります。「それから私 は

地に倒れて三 日三晩 口を開 くことがで きず，

手足を動かすこともできなかった。

この使 はなおほかのことを私に言われた



が，私のつれの入々にだけ聞えて私には聞

えなかった。それは私が 『汝がた とえ自分

で亡びようと思 うとも， この後再び神の教

会 を亡ぼ そうとしてはならぬ』 とい う言葉

を聞いた ときに， これは自分が亡びるか と

思 うほ ど恐れ驚いて地に倒れ， もはや何に

も聞 えなか ったか らである。

それから私 は自分が犯 した一切 の罪のた

めに非常 に良心の とがめを受け，永遠の責

苦 を感 じた。

私は本当に 自分のあらゆる罪 と悪事 とを

思い起 して，そのために地獄の苦痛 を感 じ，

また神に逆 らってその聖い命令 を守 らなか

ったことを認めるようになった。

私は神 の子 らを多く殺 した。殺 した と言

うよりもむしろかれ らを誘って亡ぼ したの

である。要す るに，私 は自分の犯 した罪が

非常 に重かったか ら， 自分の神の前に出な

くてはな らぬ と思 うだけで言 いよ うのない

恐怖で身 も霊 も引き裂け るように苦 しんだ。

その時私は， 自分の神の前に立って 自分

の行為に よって裁判 を受：けないように，霊

も肉体 も一 しょにみな消 えてな くなってし

まえばよい と思った。

そしてこのように三 日三晩私は永遠の責

苦 を受 ける者の苦痛 を感 じた。

しか し私がこの ように責め苦 しめ られ，

す でに犯 した多 くの罪 を思い起 して非常に

良心に責め られていたとき，神の子 である

イエス ・キ リス トと言 うお方が，世の人の

罪を贈 うためにこの世へ来 りたもうと言 う

ことを，私の父が前に人民に予言 をしたこ

とを思い出した。

そしてこれを思い出したとき，私 は心の

中で 『神の御子 イエスよ，永遠の死の鎖に

しばられて今苦汁 を飲 まされている私 を憐

みたまえ』 と歎願 をした。

この ように心の中で願 うと， ごらん，私

は もう少しも苦痛 を覚えず，再び 自分の罪

を思い出して苦 しむ こともなかった。

ああ， この時私 の感 じた喜 びと，私が見

た驚 くべ き光 とはいかにも大 きかった。 ま

こ とに，私はこの時前に感 じた苦痛にひ と

しいほ どの喜びに満ちたのである。

わが子 よ，お前に言 うが，私がその時に

感 じたほどの劇烈な苦痛が この世 にまたと

あろ うか。またその時に感 じたほ どの甚 し

く美 しい喜びが この世にまた とあろうか。」

(アルマ36：6-21)

これ らの証に加 えて，私 も，悔い改めは

主なるイエス ・キ リス トへの信仰 を持ち，

「平安」 と 「安 らぎ」の祝福 を伴 う福音の

赦 しを心から信 じる人に もた らされること

を証いたします。

「すべて重荷を負 うて苦労 している者は
，

わた しの もとに きなさい。あなたがたを休

ませ てあげよう。

わたしは柔和で心のへ りくだった者であ

るか ら，わたしの くびきを負うて，わた し

に学びなさい。そうすれば，あなたがたの

魂 に休みが与 えられるであろう。

わた しの くび きは負いやす く，わたしの

荷 は軽いか らである。」(マタイ11：28-30)

私 た ちが皆悔い改め と終わ りまで耐 える

ことによってこの 「休み」を得 られるよう，

イエス ・キ リス トのみ名によ りへ りくだり

お祈 りい.たします。アーメン。

☆ ☆
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十二 使徒定員会 会員 ブル ー ス ・R・ マ ッコ ンキ ー

回復の 主一であ る神

「そ して私たちは
，主のみ名と権能によリ出て行さ，将来何が起こるかに

ついて， またそのことに関して主が人々に何を望んでおられるかというこ

とについて，世界中のすべての人々に伝えるように命 しられています。」

主 の僕である私たちは・世の人々へのメ
ッセージを託 されてこの世 に送 られて

きました。

主は現代の民に対 して特別なメッセー ジ

を持 ってお られ， それを私 たちに啓示され

ました。そ して私たちは，主のみ名 と権能

によ り出て行 き，将来何が起 こるかについ

て， またそのことに関して主が人々に何 を

望んでおられるか とい うことについて，世

界中のすべての人々に伝 えるように命 じら

れています。

この地上から平和が消え失せ ています。

そこか しこで戦争があ り，戦争の うわさを

耳にします。(教 義 と聖約45：26)疫 病 や荒

廃が地上 を覆 うの も，遠い将来のこ とでは

ないでしょう。

私 たちは苦悩 と困難の中で生活 していま

す。国々 はい ともたやす く病 に陥 り，万

物が揺れ動いています。そ して，人の心 は

畏れ とい うもの を知 らず，主の大いなる怖

るべ き日が門口まで来ています。(教 義 と聖

約45：26;110：16参 照)

私 たちは邪悪 と不義の中で生活 していま

す。人は総 じて肉の欲 とみだ らな欲 とに満

ち，また悪心のある者 となっています。そ

して神 を忘れ， 肉より生ずる情欲に うつつ

を抜か しているのです。邪悪な，神を神 と

も思わない人々の間では，犯罪や不道徳，

堕胎，同性愛が急速な勢いで生活の中に浸

透 しつつあ ります。こうして世 の中は，時

ならずしてノアの時代 と同 じように腐敗 し

ていくのです。

もしも私たちが行 く手に待 ち受ける危険

か ら逃 れ，主の来臨され る日に雄々 しく立

ち，この世 にあっては平安 を， 来たるべ き

世にあっては永遠の生命 を受け継 ぐ者 にな

りたい と望 むな らば，高 き所 より下 され る

メッセー ジを受け入れ，その教えるところ

に従わなければな りません。

そのメッセー ジ，すなわち私 たちが世の

人々に伝 えるメッセージは，回復のメッセ

ージです。すなわち，諸天が開かれ，神の
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み声が再び人間の耳に届 くようになったこ

とを知 らせ るメッセージであ り，聖なる福

音の律法 と儀式 とに従 うことに より平和が

得 られることを宣言するものなのです。そ

して，王国の鍵 を持ち，地においてつなぎ

天において結び固め る権能 を持つ正当な管

理者たちが再び置かれたことを告げ る 「よ

きお とずれ」(イ ザヤ52：7)な の です。

(教義 と聖約27：13参 照)

末 日において邪悪な者たちに押 し寄せ る

「荒 らす憎 むべ き者」か ら逃れ ようと思 う

人は，悔い改めて福音に生 きなければな り

ません。(教 義 と聖約84：117参 照)こ の福

音は，全人類への平和 と救いの メッセー ジ

です。そして私たちは， その福音が持つ人

の救いのために必要な真理 を，世 界の津々

浦々に宣べ伝 えるよう命 じられているので

す。

そこで私たちは，彼方の諸天の王座 に君

臨 した もう偉大なる神が， この時代に永遠

の完 き福音 を回復 した もうたこ とを宣言 し

ます。神は地上の人間に，すべての教義や

真理，原則，そ してあらゆる権能，権威，

鍵 を再 び授けられました。 これ らはすべて，

神の子供 たちに救 いを与 え，彼 らを天の最

高の位に昇栄 させ るために欠かすこ とので

きないものなのです。

人は，古代の忠実 な人々の精神に悟 りを

与え，心に活力 をもたらしたあのよきお と

ずれ を，再び受けるようにな りました。主

なるエホバは， そのみ声をもって， また導

きと恵みを施す天使 をみ もとか ら遣 わして，

さらには聖霊の賜を通 して，アダムやエノ

ク，アブラハ ム，モーセをは じめ，古代 の

すべての聖徒 らに救 いを与 えたあの計画 と

機構 を，ここに再び新たにされました。

私 たちが神か ら授かっている使命，すな

わち僕 として主から受 けている戒めは，救

いの教義 を教 え， それが永遠に真実の もの

であることを証することである。したがっ

て今私 たちは，私 たちが受 けた驚嘆すべき

真理 を謹んで説 き，証す るのです。

真の宗教 は，真の生ける神 を礼拝す る人

人の中にのみ見いだされるものです。偽 り

の宗教 は偽 りの神の礼拝か ら始 まるのが常

です。神の最大の賜である永遠の生命 も，

神 と神 がお遣わ し下 さったイエス ・キ リス

トを知 った人にのみ与えられるのです。(教

義 と聖約6：13;ヨ ハ ネ17：3参 照)

現代社会においては，あ らゆる種類の偽

りの神への礼拝が多 くの人々に もてはやさ
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れています。木や石 の像 に頭 を垂れる人 も

いれば聖画や聖像に祈 りを捧げる人 もいま

す。また牛やワニ を拝む者 もいれば，アダ

ムやアラー，仏陀 を神 と仰 ぐ人 もいます。

また神 という名 を，実体 のある存在では

な く，創造されたものでもな く， また人知

を越えたもので， あまね く宇宙 を満た して

いると同時に特定 な存在場所 を持 たないも

のだとす る人もいます。

挙句の果てには，神は字宙 とい う大学 に

籍を置 く学生で，現在新 たな真理 と今 まで

知 らなかった耳新 しい知識 を学ぶために多

忙な生活 を送っているという，あ きれて物

が言えなくな るような説を支持 している人

もいるのです。

何 というさげすみでしょうか。全能の主

なる神 を刻 んだ像や動物，宇宙にただよう

霊，真理 を学び続けてはいるが決 してあら

ゆる真理 を身につけることのできない存在

と同 じに扱 うとは。(IIテ モ テ3：7参 照)

これは冒濱 とも言 うべ き行為です。

啓示された宗教の第一の原則は，神が ど

のような御方か を知ることです。私たちは

こう教 えられています。「これらによりてわ

れらは知 る，神天に在す ことを。この神は

限 りな く且つ永遠 にして， とこしえよりと

こしえに至 り変 ることなき同 じ神 にして，

天と地 とその中にあるすべての ものを仕組

みたまいし者な り。」(教 義 と聖約20：17)

この偉大なる神，全能の主は肉の幕屋 を

持ちたもう御方です。「人間の有する肉体 と

同 じく触知 し得 る骨 肉の体 を有 したもう」

とある。(教 義 と聖約130：22)ま た神は，

全知全能，遍在の御方であ り，あ らゆ る権

威を有 し，すべてのことを知 り，神のみた

まの力により万物に力を及ぼされる御方です。

私たちは神が 「入を男 と女 とに創 り，こ
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れ らを己が姿に象 りて己が像 さなが らに創.

り」たもうた ことを知 ってお り， またそう

証するものです。(教 義 と聖約20：18)

人 間はすべて永遠の父なる神の霊の子供

です。私たちは至上の光栄に到達 された方

の子供 なのです。 そしてこの世 の基が築か

れるまで，私 たちは栄光の宮 で神 と共に時

を過 ごしていました。

永遠の父なる神 は，神の福音 と呼ばれる

律法 をお定めにな りました。これは，私 た

ちが進歩して神 と似た者 となることを可能

にす るものです。

私 たちは神が地上に人を送 られた時に，

人に戒めを授 けた もうたことを知ってお り，

またそう証 します。こう記 されています。

「而 してこれ らに，唯一 の生ける真の神な

る彼を愛 してこれに仕 えよ。而も，彼 らの

礼拝すべ き者はこの唯一の神な り， と誠命

を与えたまえり。」(教 義 と聖約20：19)

また私たちは，雄々しい ミカエルが堕落

したのは人類 を生ずるためであ り，全能の

神が 「その生みたまえるただ一入の御子 を

与えたまいし」(教 義 と聖約20：21)理 由 は，

このアダムの堕落の故にこの世 に'もたらさ

れた肉体 と霊の死か ら人間を救 うことにあ

ったということを証 します。

私たちはまた次の ことを証 します。キ リ

ス トは 「十字架につけ られ死 して三 日目に

またよみがえり，天に昇 りて御父の右 に坐

し，御父の御 旨に従い，全能の力を以て世

を治めたもう。

そは，信 じて彼の聖 き名によりてバプテ

スマ を受け，信仰 を以て終 りまで忍ぶ者は

何 人もみな救 われんためな り。」(教 義 と聖

糸勺20：23-25)

私 た ちは，救いが キリス トの内にあ るこ

とを知ってお り，そう証 します。救いはキ
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リス トの慈悲 と恵みによりもた らされるも

のであ り， キ リス トは私たちと御父 との間

の仲保者です。

また私たちは，主イエス ・キリス トが私

たちのために御父にとりな しをして下さる

唯一の御方である と証 します。堕落 した人

間は，主の贈いの犠牲により御父 と和解で

きるようにな り， また 「キリス トは死を滅

ぼ し，福音によっていのちと不死 とを明 ら

かに示された」のです。(IIテ モ テ1：10)

私 た ちは御父を，御子のみ名 と聖霊の力

によって礼拝 し，世 界中のすべての人々に，

来て私 たちの群れに加 わるよ う呼 びかけた

い と思います。

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キー 長 老

偽 りの神 を礼拝 しても救いはあ りません。

偽 りの宗教に も救いはあ りません。形式は

どうあれ，誤 りの中に救 いはないのです。

人は， 自分だけの力では救 いを得 ること

ができません。だれも墓 の中か らぼろぼろ

に崩れた肉体 を集めて， それに再び生命 を

与え，不滅の栄光の中に住 まわせ ることは

できません。だれ も人が永遠 の栄光の内に

住む至上の天界を創ることはできないので

す。

世 の始めか ら時の終わ りまで存在 した聖

像や偶像 をすべて合 わせ ても，たったひと

りの人間 を清め，完き者 とするこ ともでき

ないでしょう。

アダム もア ラー も仏陀 も， また現実や空

想の世界のいかなる人物 も，堕落 した人間

に救 いをもた らす ことはできないのです。

また不可思議 な，創造されない，実体の

ない霊である無 とい う存在は，かつて人に

みたまの賜 を与えたことはないし，永遠の

光栄の世 界に至 ることを可能にして くれた

こともあ りませんで した。これか らも同じ

です。

そ して当然のことなが ら，限られた力し

か持 たず，永遠の実験場 で単に実験 をして

いるだけの学生の神は， 少な くとも私にと

って無限の信頼 を置ける存在ではあ りませ

ん。

神 に関する真理，宗教に関する真理，救

いに関する真理， これらは啓示によらなけ

れば知 るこ とのできない ものです。

現代に生 きる人間は，この世の中に平安

と安全 と救 いを見いだすことは決 してない

で しょう。戦争や疫病，荒廃が洪水のよう

に地 を覆 うか らです。

犯 罪と悪はそあ数 を増 し，不正は大手 を

振ってまか り通 り，人の愛は冷えます。(マ
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タイ24：12)人 間が 自ら義の時代 を切 り開

くようなことは望 むべ くも・ないのです。

しかし， キリス トに立ち返 り，キ リス ト

の福音を信 じ，教会 に加 入して主の律法を

守 り，主のみ名により御父を礼拝する人々

は，平和 と安全 と救いを見いだすで しょう。

この世で悩みはあっても， キリス トにあっ

ては平安 を見いだすのです 。(ヨ ハネ16：33

参照)

そこで私たちは宣言 します。私 たちは主

の僕です。そ して主は，聖霊の力を通 して

私たちに御 自身を示 してこられ ました。私

たちは， 自分がだれを礼拝 しているのかを

知ってい ます。主 と主の道につ いて語るの

は私 たちの栄えある特権です。 そして私た

ちは，律法学者たちのようにではな く，権

威ある者のように語るのです。

私 たちは心に語 りかけて くれる聖霊の啓

示により，神が御父であ り， イエス ・キ リ

ス トが万物の主であ り， また末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会は地上の神の王国であっ

って，神に関す る真理 を堕落 した世界に宣

言す る山の上のあか りとして立て られたこ

とを知っています。

聖霊の力によって語 る時，私 たちの言葉

は聖典 となり，私 たちをこの地上に遣 わさ

れた方のみ声 とな り，み 旨とな り，みここ

ろとなるのです。

私たちは，全能の神が 日の光栄の世 界に

住みた もう永遠の御 父であることを証 しま

す。 また主イエス ・キ リス トが真実，文字

通 り天父の御子 であることを証 します。聖

なるメシヤは，世の人々の罪 を瞭 うために

この地上 に降誕され，十字架におかか りに

な りました。また霊の御方である聖霊は天 ・

父 と御子のために導 きと教えを施 し，証 を

される御方です。聖霊による啓示 と賜 と恵
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み は，人種や民族 を問わず忠実なすべ ての.

人 に与 えられ ます。

そこで私 たちは，命 じられた通 りにこっ

語 ります。「神 を畏れて栄を神に帰せ よ。神

の審判の時来 りたればな り。

また，天 と地 と海 と水の源 とを造 りたる

者を礼拝」せよ。(教 義 と聖約133：38-39)

私 た ちはこう宣言 します。来た りて聖な

る装い をもって主 を礼拝せ よ。来 た.りて全

能の主，生 きとし生けるものの王を礼拝せ

よ。キリス トに来てキリス トの律法 を信 じ，

律法に従え。なぜならだれ も主 と主の言葉

によらなければ御父の もとに行 くこ とがで

きないか らです。来てジョセブ ・ス ミスを

は じめ とする末 日の予言者に対 して主の啓

示が下されてきたことを喜べ。なぜなら彼

らはこの末 日におけ るキ リス トの啓示 を受

ける者，神の証 し人だか らです。

主なるわれ らの神 に心を向けよ。すべて

の罪 を悔い改めよ。偽 りの教えを捨てよ。

偽 りの神から逃 れよ。真理 を求め よ。

人や悪魔の教えに欺かれることがないよ

うに。真理 に堅 く付いて離れず，天が裂け，

この世 での試 しの 日にあって自らの召 しと

選びを確かな ものにしたかの古代の人々の

ように，主 を信頼せ よ。(IIペ テ ロ1：10参

照)

あ あわれらの父なる神 よ，地上の津々浦

浦にいるあなたの子供たちを，愛 と憐れみ

をもってみ守 りたもうように。彼 らに悔い

改め を許 し，彼 らを聖 なる道に導 きたもう

ように。そ して彼 らがこの世にあっては平

安 を，後の世 にあっては永遠の生命 を得 る

ことができるように。主イエス ・キ リス ト

のみ名によ り申し上 げます。アーメン。



七十人第一 定員会会長J・ トー マス ・フ ァイ ア ンズ

偉大な7つ の 出来事

「古代においてシナイ山から生した霊の力，そしてあらゆる時代を通して

蓄積された権能が，今の時代に天からもたらされ たのです。」

.皆 さん と同 じよっに・私 もセン レ ヘレ

ンズ火山の爆発について聞 いています。

その大災害については，新聞や雑誌で大 き

く取 り上げ られ，テレビや ラジオで放送さ

れました。ですから私は，その ことについ

て，ほ とん どすべ て間接的に知 らされてい

ました。

3週 間前，私はワシン トン州のロングビ

ュー を訪れました。そこは，比喩的な言い

方 をすれば，セ ント ・ヘ レンズ山の足元に

ある町 です。その火山か らは，80キ ロの長

さにわたる川が流れてお り，そこには， 巨

大な しゅんせつ機や掘削機が何台か動 いて

いました。川床か ら岩石 を引き上 げ，地面

に積 んでいるのです。積み上げ られた岩石

は，普通の人の背丈以上あ りました。私は，

その時初めて爆発の ものす ごさを目のあた

りに したのです。 そして，セ ン ト・ヘ レン

ズ山の大爆発の力 を少 しな りとも理解 した

ので した。噴火に伴って，火山か ら6立 方

キロの量に及ぶ岩石が噴 き出したことにな

ります。

しか し私はここで，セ ン ト・ヘ レンズ山

やベス ビオ火山， また地震やたつ巻お よび

天災と呼ばれるものよ りも，はるかに強大

な力を持つ ものについて述べてみたいと思

います。

教会貝でない方に，2，3の 質問をした

い と思います。

多分皆 さんは，皆さんのモルモ ンの友達

が何 を信 じているのか疑問に思ったことが

あるのではないでしょうか。

では，これか ら，モルモニズム と呼ばれ

る山に登って，見てみ ましょう。そして，

モルモンがなぜ その行な うところを信 じて

いるのかがおわか りいただけたらと思いま

す。この山に潜む力に よって，皆さんの生

活，さらに言えば，永遠の生命が大 きく左

右 され るか らです。

皆さんの真剣 な観察 と心からの望みが，

理解に至 らしめ.てくれ るよう，心か ら祈っ

ています。
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ここに，皆さんのモルモンの友達が皆 さ

んに話 したいと思 っている事柄が7つ あり

ます。これらは，永遠の流れにおいて重要

な意味を持つ ものです。

第1番 目 ：この偉大な力の現われは，1820

年 のある美 しい春の朝に端 を発 しています。

熱心に真理を求め るひ とりの少年が， この

ために特に聖め られた森に入ってひざまず

き， 山や谷，海， そして天上の星の光や惑

星 をお造 りになった創造主，すなわち天父

に謙遜な祈 りを捧 げたので した。

その時， まさに天が開け，高貴にして偉

大なる霊のひ とりであるジョセブ ・ス ミス

は，天の御二方 と直接言葉 を交わ したので

す。どうか，皆 さんの 目と心 を開 き， この

生 きた物語 を少しでも理解できるように努

めて下 さい。

「私は 自分の真上に太陽に も増 して輝や

く一つの光の柱 を見た。そしてその光の柱

は次第に下 りてきて，光 はついに私の上に

ふ り注いだ。……

そしてその光が私の上に留った時，私は

筆紙に尽 し難い輝 きと栄光 とを有 ちたもう

二人の御方が私の真上の空中に立 ちた もう

のを見た。そしてその中のお一 人が私 に言

葉 をかけて私の名 を呼 びたまい，他のお一

人を指 して 『こはわが愛子 な り，彼に聞け』

と仰せ られた。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：16

-17)

曖昧 さは露と消えました。ジョセブ ・ス

ミスは，これら聖 なる御二方が実 に生 きた

もうとい うことを自ら知 ったのです。万物

の造 り主であられる神のその御子が， ジョ

セブ ・ス ミスにみ姿 を現わ されたのでした。

第2番 目：この大いなる最：初の示現が与

えられてか ら3年 の月日が流れ ました。そ

して，時は1823年 。再び光が投ぜ られ， ひ
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と りの天使が， この年若 い予言者に導 きを.

与 えたのです。再 び物語 に耳を傾 けてみま

しょう。

「か ように私が神 を呼 び求めている間に，

私は室内に一種の光が現 われるの をみつけ

た。その光は次第に明 るさを増 して，つい

には室 中真昼 よりも明 るくなった。その途

端に一 人のお方が空中に立 って私の寝台の

側に現われた。それは，そのお方の両足が

床か ら離れて居たからである。……

このお方は私の名を呼びた まい 『われは

神 の御前 より汝に遣わされし者に してわが

七 十 入 第 一 定 貝 会 会 員 の リチ ャ ー ド ・G・ ス

コ ッ ト長 老(左)と0・ レス リー ・ス トー ン長 老



孝

名をモロナイ と言い』，『神は汝に一つの事

を成 し遂げ させん として居 りたもう』，……

と言いたもうた。……

またこのお方は私に，ア メリカ大陸の先

住民の記録 とその起源 とを金版に刻んだ一

部の書物が埋め られてあって，その中には

古代の住民に救い主がお伝えになったまま

の完全な永遠の福音が載せてある， と告 げ

たもうた。」(同 上2：30，33-34)

第3番 目 ：そして，それから4年 が経ち

ました。「その中に とうとう，かの金版……

を手に入れ る期 日がやって来た。千八百二

十七年 の九月廿二 日，あの同 じ天の使者は

次の ような責任 と共にこれ らの品々を私 に

引き渡 した。すなわち，私はこの品々につ

いて保管の責任 を持たねばならない。」(同

上2：59)

こ う して，尊いメッセー ジが刻 んである

金版はジ ョセブ ・ス ミスに託 されました。

その メッセージは，翻訳の力 とい う神の方

法に よってあたか も塵の中からささや く声

のように世 に出されたのです。

では，翻訳を進め る時に どの ようなみた

まの働 きがあったのか見てみましょう。オ

リヴァ ・カウ ドリは，この ように記 してい

ます。「この胸のこよなき感謝 を眼覚めさせ

たる，天来の霊感が命ずるままに語 る声を

耳にして座せん とは，こは決して忘れ られ

ぬ 日々なりき。『モルモン経』 と言 う歴史す

なわち記録 を，……彼が翻訳す るままに口

ずか ら語 るを予は毎 日絶え間な く書 きつず

けた り。」(ジ ョセブ ・ス ミス，p.92)

第4番 目 ：それか らさらに2年 が経過 し，

ジョセブ ・ス ミスは，天よりの権威 を授け

る別の使 いの訪問を受けました。特別な神

権の鍵を握 るア ロン神権が，地上に回復 さ

れたのです。このこ とは，次の ような言葉

で表わされてい ます。

「私 たちはなお翻訳の仕事 を続けていた

が，その翌月，すなわち千八百二十九年五

月のある日，金版の翻訳中に言い及ぼ され

たの を知 った罪 を赦す ためのバ プテスマに

関し，主に祈 り且つ尋ねるために私たちは

森の中に入って行 った。こ うして私たちが

主に祈 り且つ主を呼び求めているうちに，

一人の天か らの使者が光の雲に包 まれて天

降 り，私たちの頭上に両手 を按 き，次のよ

うに言って私たちに神権 を授けたもうた。

『汝ら
，われ と同 じ業に働 く僕 らよ。救

世主の御名によりて， われ汝 らにアロンの

神権 を授 く。こは天使の導きと恵み，悔改

めの福音，罪を赦すために水む沈むるバプ

テスマなどの鍵 を握る神権 にして，……」

この時私たちを訪れて， この神権 を私た

ちに授けた もうた使者 はヨハネ と名乗 り，

かの新約聖書の中でバ プテスマの ヨハネと

呼ばれるヨハネ と同一 人である と言い， 自

らは メルケゼデ ク神権の鍵 を握 るペテロ，

ヤコブおよびヨハネの指示に よって働 く者

.で ある。このメルケゼデ ク神権 も時至 らば

私 たちに授けられ…… ると言い たもうた。」

(ジ ョセブ ・ス ミス2：68-69，72)

それか ら程な くして，ペ テロ，ヤコブ，

ヨハネがふた りを訪れ，神のみ名において

働 く権威 を持つ メルケゼデク神権 をふた り

に授けました。

ジョセブ ・ス ミスの知人のひ とりが，次

のような面 白い言葉 を残 しています。

「ジョセブに
，アダムが どんな人物かを

尋ねてごらんな さい。す ぐに教 えて くれる

で しょう。アダムが どんな体格 で， どんな

顔 をしているか，ひ とつ残 らず話 して くれ

ることでしょう5ペ テロ，ヤ コブ， ヨハネ

のことにしても同 じです。彼は，その3人
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の使徒 につ いて も語って くれるはずです。」

(ジ ョン ・テイラー 「説教集」18：326)

友 人の皆 さん， このように， ジョセブ ・

スミスは彼らと直接交わ りを持 っていたの

で，彼らのことをよく知 っていたのです。

第5番 目 ：1836年 ， 救い主がジョセブ ・

ス ミス とオ リヴァ ・カウ ドリにみ姿 を現わ

されました。ふたりはその時のことを，次

のような美しい言葉 で記 してい ます。

「われ らの心 より覆 い取去 られて覚 りの

眼開かれた り。

われらは，われ らに面 して教壇の胸欄 に

立ちたもっ主を見た り。而 して，主の脚下

にはこは くの如 き色 したる純金の床 あ りき。
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その眼は燃ゆる炎の如 く，頭髪白きこ と清

き雪の如 く，その顔は 日の輝きに も勝 りて

光輝き，その声は洪水の激す る音の如 し。

誠にエホバの御声言いたもう。

われは始めな り終 りな り。われは生ける

者な り殺されたる者な り。父 と汝 らの間の

仲保者な り。」(教i義 と聖約110：14)

これ ら幾つかの出来事について， 目撃者

の証言 を引用 してみたい と思います。

「この心の感情 も
， またこの場合にわれ

らを包み し荘厳なる美 と栄光 も，予は諸君

に押 しつけん とはせ ざるべ し。されど，雄

弁なる時を以てしても世界 も人類 もともに

この聖なる御方の如 くに人の心 を惹きつけ，

h
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崇高 な念に充ちて真理 を言 に言い表せ る

様に成 ること能わず， とわれ言えば諸君は

予 を信 じたもうべ し。否この世 も，かの喜

び を与 え，かの平和 を授 け， または聖霊 の

力によ りて述べ られしままの一つ一つの金

言に含まるる智恵 を悟 る力な し。……われ

ら一人の天使の御前にあ りしと言 う確信，

われ らイエスの御声を聞 きしと言 う確 さ，

また神 の御旨の命 じたまいしものなれ ど，

聖 き御方 より流れ出で しままの汚れなき真

理 は，われにとりて口にも筆に も尽 し難 し。」

(ジ ョセブ ・ス ミス，p.94)

第6番 目 ：聖書の予言者は，何世紀に も

わたってイスラエルの集合 を予言 してきま

した。モーセは， ジョセブ ・ス ミス とオリ

ヴ ァ ・カウ ドリを訪れて，集合 の鍵を手渡

しました。これについて， どのように書か

れているか見てみましょう。

「天再びわれ らに開けてモーセわれらの

前に現われ，世 界の四隅 よりするイスラエ

ル人の集合 と北の国 より十の支族 を導 き来

ることの鍵 をわれらに委せ り。」(教 義 と聖

糸勺110：11)

第7番 目 ：マラキの予言が成就 し，エ ラ

イジャが この地 を訪れました。 この天か ら

送られた真理 に耳を傾 けてみましょう。

「また別の雄大にして栄光 ある示現突如

開かれた り。すなわち，死 を味わ うことな

く天に上げ られし予言者エ ライジャわれ ら

の前に立ちて曰 く，

見 よ， ここに於て正にその時は全 く至れ

るな り。そは嘗てマラキ・の 口によりて言わ

れ しことにして，すなわち主の大いなるお

そるべ き日の来らん前に，彼(エ ライジャ)

遣 さるべ し。.

す なわちエライジャは来 りて先祖の心に

.子 らを思わせ，子 らの心 に先祖 を思わせん」

(教義 と聖約110：13-15)

エ ラ イジャの持つ権能 とは，神権 の結び

固めの権能であり， これによって，この世

において結ばれる ものは天でも結ばれ，こ

の世において解かれるものは天でも解かれ

るようになったのです。 このように して，

この権能の鍵 は再 び地上 で効力 を取 り戻 し，

生者のみならず死者のために も， あらゆ る

福音の儀式を執 り行 なうために使われるよ

うにな りました。

山には，人の 目を驚かす偉大な力があ り

ます。セン ト・ヘ レンズ山もそのひとつで

す。しかし， その物理的な力はす ぐに弱ま

り，いつ覚めるとも知れない眠 りに落ちて

しまいます。一方，古代においてシナ イ山

か ら生 じた霊 の力，そ してあらゆる時代を

通 じて蓄積 され，今の時代に天か らもた ら

された権能は，制 限され るこ とな くしか も

永遠にわたって私たちに影響 を与 えるので

す。

主は，このように言っておられます。「目

として見 ざるはな く，耳 として聞か ざるは

な く」(教 義 と聖約1：2)「 わが声にて言

わるるも，僕 らの声にて言わるるもみな一

つ なり。」(教 義 と聖約1：38)

私 は，今まで述べてきた，この天 と地 を

つ な ぐすべての出来事が確かに起 きたこと

を，厳かな気持ちで，声高 く証 したい と思

います。また，救 い主は，文字通 り生 きて

お られ ます。主の権威権能は，，末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教会に授けられています。

願 わ くは，皆 さんの上 に主の祝福があ り，

真実 を見，真実 を聞 き，真実 を理解す るこ

とができます ように， また， きょう，それ

を見つけることができますよう，主イエス・

キリス トのみ名によってお祈 りいたします。

アーメン。
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逆境とあなた

「逆境は
， 日々の生活において何らかの形で姿を現わ します。それをどの

ように迎え撃つかによって，私たちの人生は大きく変わって くるのです。」

}の 間，私はふた りの友人が好きなフッ
ー

トボールのチームの話 をしているのを

興味深 く聞いていました。ふた りは，チー

ムの国内順位の高低の決定的な要 因は
，ゲ

ームの組み合わせ にあるという点 で一致 し

ていました。自分 のひいきしているチーム

が，もっと強いチーム と試合 をすべ きであ

ると言いたかったのです。

フットボールでも人生で も，私たちが戦

わなければならない逆境， あるいは立 ち向

かわなければならない問題や障害や敵，こ

うした ものは， しば しば私たちの究極的な

力や成功を決定づける要素 とな ります。

逆境は， 日々の生活において何 らかの形

で姿を現わします。それをどのように迎 え

撃つかによって，私たちの人生は大 き く変

わって くるのです。逆境に よって打 ちのめ

されることもあれば，逆に強 くなることも

あ ります。最：終的な結果は，個人次第で決

まるのです。ヘン リー・フィールディングは

このように述べています。「逆境 とは信 念

を試す ものである。これな くしては，人は

自分が正直か否か を知 ることはできない。」

(ηzθ八セωD魏 勿η〃ッ(ガTぬo%9雇s， 「新思

想辞典」ラルフ ・エマーソン ・ブラウンズ

編，P.6)

私 た ち{ま，逆境 というものが悩みや苦 し

み，貧困，災難，天災などに代表されるも

のであることを知 っていますが， では， ど

の ようにしてそれ らを個人の成長 と進歩の

機会 とす ることができるで しょうか。これ

に対するひ とつの答え として，私は皆 さん

にある出来事 をお話 したい と思います。 こ

れは，私の友人の身に起こったことですが，

私の頼みに応 じて彼 自らそれ をつづって く

れたので，ここでお読み したい と思います。

私は，彼の経験がひ とつの大 きな垂訓であ

る と感 じています。

「数年前の1月 の第3土 曜 日の ことです
。

その朝，私はセ ミナーに出席す るので胸を

躍 らせていました。私が在籍 していたブ リ

ガム ・ヤング大学の農業のセミナーで した。
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私はその頃，6カ 月前にハワイ ・ホノルル

伝道部か ら帰ったばか りで，帰還宣教師が

突 き当たるあらゆるギャップを身にしみて

感 じていました。家族やガールフレン ド，

学校 などの問題。そして，学校にはほかに

25，000人 の優秀で意欲 に燃えた学生がいる

とい う事実。金持 ちもいれば，私 のように

1セ ン トで も惜 しがっている者 もいる。こ

の ようなこ とで，物事 はなかなか思 うよう

に運び ませんで した。

その週の初めに，私 はある機械工場 で，

水圧 プレスを使 う仕事 を見つけ ました。水

圧機器の弁 を作 るのです。セ ミナー を終え

た後，私 は仕事へ と向かいました。宣教師

時代の同僚 であったルームメイ トのキンボ

ール兄弟は
，朝早 くか ら仕事に行 ってお り，

私 に新 しい弁の作 り方 を教 えて くれ ました。

20分 ほ ど過 ぎた頃で しょうか。一番小 さい

弁 のひ とつがプレー トの型の中につ まって

しまい ました。左手でなん とか取 ろうとし

ましたがだめです。そこで，両手 を使 って

引っ張ろ うと体の向 きを変 えました。 その

時です，プ レスが左手の上に落ちて きて，

ものす ごい音をたてました。左手の手首の

下がつぶされる音で した。 それか ら巨大な

プレスが ようや く開 くまで，永遠 とも思わ

れる長い時間が過 ぎました。「ひ どい」，手

を見て，私は とっさにそ う思いました。そ

してその時，私の よく知っている， その愛

し尊んでいる細い声が，この ようにささや

いたのです。「ジェリー，手 を切断 しなけれ

ばならないか も知れない。」

4時 間にわたる手術が行 なわれ ました。

私 の耳に最初 に入って きた言葉は，回復室

で医師が言った言葉 でした。

「ジェ リー，聞こえるかい。」彼は言いま

した。

「はい
。」

「どうしても手 を切断 しなければな らな

かった。」

それか ら4日 間というものは，涙と痛み

と友達 とカー ドと，そして家族で埋め尽 く

され ました。私のことを思 いや って くれる

人々によって，特にキンボール兄弟によっ

て，私はかなり楽にな りました。彼は，私

の両親や親 しい人々にその出来事 を知 らせ，

できる限りのこ とをして くれたのです。彼

は，私が頼む前にすべてのことをして くれ

ました。彼は，その模範 と助 けによって，

私に試練に立ち向か う勇気 を与 えて くれた

のです。

入院生活 は苦しく，眠れない夜が 多くあ

りました。そんな時，私は，かつてないほ

ど救い主や ジョセブ ・ス ミスについて考え

ました。予言者の生涯で知っている限 りの

ことを，最初から最後 まで頭 の中でたどっ

てみました。彼は， 肉体的，精神的， そし

て霊的に，試練に試練 を重ねた人でした。

しか し彼は，それ らをみごとに克服 したの

です。私は，その苦 しい時にあって， この

身に振 りかかるあ らゆ る試練 を予言者 ジョ

セブ ・ス ミスのように受け入れ ることを主

に約束 しました。

もちろん最初の夜は，「なぜ私が」と一晩

中思い悩み ました。過去に何か まずいこと

をしたのだろうか， こんな罰を受ける程悪

いことをしたのだろうか， と。そして， も

はや フッ トボール もロディオもスキー もで

きな くなったことを考えました。片手の男

を夫に したい と思 う女性がいるだろうか。，

私は，少しも良い方へ考 えようとはせず，

自分 を卑下するばか りだったので，そんな

心配ばか りが積 もって しまいました。

母は，週末になると私 を学校へ迎えに来
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て，車で家に連れて行って くれました。母

が言った言葉で，母の偉大 さを改めて感 じ

たのは，「ジェリー，あなたに左手 をあげら

れるものなら，そ うしてあげるのに」 とい

う言葉で した。

次の 日曜日は，断食安 息 日でした。私は

包帯をした短 くなった腕で，立ってみんな

の心ず くしや祈 り，お見舞いの言葉に対 し

て感謝 を述べ ました。そ して，友達や家族

がいることに よって困難が軽 くなるという

こ とを初めて実感 しました。

証会が終わると，私の尊敬する友達が特

別 な祝福を施 して くれ ました。その祝福の

中で， 多くの疑問が解かれていきました。

彼は， その事故が私 自身の行ないを戒める

ために生 じたのではな く，む しろもっ と素

晴 らしい人物になるため，あるいは弱点 を

強め るための機会であると告げ ました。 ま

た，その試練 を通 して，私が もっ と他の人

人のことや世の中の問題， それに人生につ

いて深 く理解で きるよ うになるであろ うと

語 りました。今，彼の祝福 の言葉や励 まし

を振 り返ってみる と， まさに一つ一つが現
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実 となっているのを感 じます。

私 を最 も恐れ させていたこ とのひとつ は，

こんな 自分 を人々は一体受け入れて.くれる

だろうか とい う絶え間ない不安で した。人

人は，私 を怖が らないだろうか。能力 を疑

った りしないだろ うか。私のことを確かめ

もせずに拒絶す るのではないだろ うか。女

の子 たちは，変わった姿 を見てデー トを断

わるのではないだろうか。私 と一緒にいる

の を見 られていやが った りしないだろうか。

伝道から帰って きてか ら，私は何人かの

女の子たちとデー トをしました。その中に，

2，3回 デー トしたことのあるジュ リー と

いう女の子がいました。手術 の翌朝，私が

目を覚 ます と， そこに，他の友達 と一緒に

彼女が いました。私は，彼女だけ残 してほ

かの人たちに病室 を出て くれるように頼 み

ました。そして， 自分の思っていることを

すべ て打ち明けたのです。私 はまず，片手

を失ったことを話 しました。そして， こん

な私 と一緒にいるのがいやだった り，人に

見 られ るのが恥ずかしい と感 じるようであ

れば，無理 して付 き合わな くてもいいと言

いました。その時，彼女の目に怒 りの色が

浮かびました。彼女は， 自分 をごまかすこ

とな く，率直にこのように言いました。「私

が ここに来たのは，同情や義務か らではな

いわ。 あなたのことが本当に心配だったか

らよ。」 彼女 は手 を失 った私 を哀れむので

はな く，何 とか私 を助けたい と思って来て

くれたのでした。それから6カ 月後，私 た

ちはソル トレーク神殿で結婚 しました。

仕事の面接 を受け，偏見の 目で見られ，

断わ られる。 こんなことが何度 も続きまし

た。 しか し主は，絶えず私たちを励 まし，

数 え切れない方法で祝福 を与えて下 さった

のです。最初の子供ブ ラッケンが生 まれる
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と，私たちは学費 を全部子供 に取 られて し

まい，それ以上大学 を続けることができな

くなりました。そこで，一大決心 をしてふ

た り共会社に勤めることにしました。で も

働 くことによ りまた別の学習の場が与え ら

れたのです。そして，それか ら2，3年 後，

私は 多くの失敗 を乗 り越えて人事担当取締

役に昇格することが できました。これによ

って，私の 目標が達成 されたばか りでな く，

祈 りが答 えられたのでした。

現在， こうして振 り返 ってみ ると，私 は，

逆境 というものは何か を築 くための土台で

あると感 じます。 もちろん， そうした経験

は快い ものであるとは決 して言 えません。

ひどい ものです。 しか し私は，その逆境 を

良い方へ向か う手段 とす ることができた と

思 っています。今 日，多 くの人々が悩み，

苦 しみなが ら逆境に直面 しているのを目に

す る時，私は，彼 らの気持ちを理解するだ

けでな く，彼 らの助けになることが できま

す。それは，彼 らが私 を見 る時に，私が既

にチ ャレンジを克服 したことを理解 して く

れるか らです。」

つい最近 も逆境について話 し合ったこ と

があるのですが，重荷 を負った母親 を持つ

ひ とりの若者が，この ような質問をしまし

た。「神が全知全能で，何 でも御存 じだとす

るならば，なぜ母をいつ まで も苦 しみの中

に閉 じこめておかれるのでしょう。神は，

その結果 どうなるのか も既に知 ってお られ

るはずです。」それに対する私 たちの答えは

こうでした。「あなたのお母 さんが受けてい

る試練 は，主がお母 さんを試すための もの

ではあ りません。お母さん 自身が 自分で自

分 を試すための ものなのです。逆境 を通 し

て自分の力を知 り，経験 によって成長す る

こ とこそ最 も重要 なのです。」

予言者 ジョセブ ・ス ミスが，他の仲間 と

共に何カ月間か ミズー リ州 リバティーの牢

獄に監禁 された時，事態は悪化する一方で

した。行政官や司法官に宛てた請願 も訴え

も，彼 らを救 うこ とはできませんで した。

ジ ョセブ ・ス ミスは，それを理解する力 と

助言 とを求めて，必死で主に祈 りました。

そ して，遂に次のような答えを受けたので

す。

「わが子よ
，汝心安かれ。汝の不幸汝の

困苦はただこれ束の間な り。

然 り而 して， もし汝よ くこれを耐え忍ば

ば，神 は汝を高 きに挙げたまわん。か くし

て，汝あらゆる敵に勝つ ことを得ん。」(教

義 と聖約121：7-8)

ジ ョセブ ・ス ミスの高潔な人格 と優れた

能力は，苦 しみを乗 り越 えて得た数々の勝

利に よってみがかれ，獲得されたものであ

るとい っことは，何のため らい もな く確信

を持って宣言 できます。 イエス ・キリス ト

もまた，あ らゆる類の試 しの状況の下で苦

しみかつ人々に仕 え， それによって精神 的，

肉体的，霊的，社会的なバランスを培われ

たのです。

『彼は御子であられたに もかかわ らず，

さまざまの苦 しみに よって従順を学び，

そして，全 き者 とされたので，彼に従順

であるすべての人に対 して，永遠の救の源

となり……』(ヘ ブル5：8-9)

困難 は，完全を目指す私たちにとって貴

重な道具です。逆境は，必ず しも失敗 と結

びつ くものではあ りません。 いかな る試練

においても， 自己管理 と自己訓練が適確に

なされていれば，力 を得 ることがで きます。

備 えさえあれば， 人生の試練に立ち向か う

時に勝利 を得 るこ とができるのです。苦 し

みであれ不幸 であれ， どのような状況下に
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あって も忠実に歩み続けるならば，私たち

はイエス ・キ リス トの弟子になるこ とがで

きます。

C・S・ ルイスは，次の ような含蓄のあ

る言葉を残しています。「私 は非常 な苦 しみ

を受けている人々の中に，魂の大いなる美

しさを見た。ほ とん どの人々が， 日を経る

につれて大き く成長 していく。落ちてい く

のではない。そ して遂 にその苦 しみが，最

悪条件の中か ら不屈の精神 と従順 な心 とい

う宝 を産み出すのを，私は見 た。」

私には， もうひとり素晴 らしい友達がい

ます。彼の 日々は，痛み，不安 ，病 といっ

た もので埋め尽 くされてお り，言ってみれ

ば彼は，平穏な時を知 らずに過ご して きた

人でした。しか し彼は，暗闇 と逆境の力に

こぶ しを振 り上 げ， 勇敢 に戦 っているので

す。過去のすべ ての辛 い試練はこ とごとく

制覇 され，逆に今 日の彼 を築 き上げ る大 き

な助けとなっています。彼も，年老いたカ

レブのように， このように言 うこ とで しょ

う。「今 もなお，……健やかです。……それ

で……この山地 を， どうか今， わた しに く

ださい。」(ヨ シュア14：11-12)そ び え立

つ山のような逆境であったとしても，進ん

で登ろうとい う意志があ りさえすれば，そ

れは，私 たちにとってあす を築 く備 えとな

るのです。

主イエス ・キ リス トは，私たちを励 まし

導 くために，御 自分か ら試練 と勝利に満ち

た生涯 を送 られ ました。そしてその試練の

間，父なる神が御子 を強めて下 さい ました。

私たちも同 じです。父なる神は，霊 の子供

である私たちが試練の中にある時，必ず助

けを与えて下 さるでしょう。

忠実であ りさえすれば，いかなる敵の火

の矢か らも守 られるというこ とは，何 と大
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い な る祝福で しょうか。 日々の価値ある祈

りは，いかなる状況の下にあっても忠実で

いるだけの力を求め るひとつの方法です。

サ タン とその軍勢が非常 に残酷 な方法で

人類 を当惑させ，落胆させ，失望 させ，笑

い者に し，そして最後に滅びに追いや るの

だ とすれば，私たちは，今 日の社会におい

てどのような態度 をとるべ きで しょうか。

争いや衝突を避けるということも考 えられ

ますが，それ を超越 した重要な方法があ り

ます。すなわち，威厳 を持 って生活す ると

い うことです。威厳をもって生活するとい

うことには，神聖な意味があ ります。その

よ うにすれば，争いを仕掛けた り助長 した

りす る人々 と競い合 った り戦った りす る必

要はあ りません。また，仕返 しをす るとい

うことにむだな時間を費やすこともあ りま

せん。欺 き，滅ぼ し，あざける者は， 自ら

その報酬 を刈 り取 ることになるで しょう。

彼らの行 ないは，「褒むべ きこと」でも 「よ

き聞えあること」で もあ りません。私たち

が， いかなる状態にあって も平安 と威厳 を

身につけて雄々しく前進するの を目にすれ

ば，敵は戦 う意欲を失って しまうに違いあ.

りません。今 日の社会において私たちが直

面す る逆境の中で，軽蔑 と嘲笑は最 も人に

打撃 を与 えるものです。 しかし， 日々神の

みこころを行 なうことによって，闘争心や

対抗意識の入 り込む余地はな くなるのです。

ハ リー ・エマーソン ・フォスディックは，

ある著書の中でこの ように述べ ています。
か き
「牡蠣の最 も変わっているところは

， これ

である。すなわち，彼の体 の中に侵 入者が

あった とする。彼は， これが大嫌いであ る

が，それ を追 い出すことができない と，そ

れを利用 して牡蠣にできる最 も素晴 らしい

ことをす る。つ まり真珠 を作ってしまうの



だ。今 日，生活 を妨害す るものが私たちの

問に入 り込 んで きた とす る。それに対す る

処方せんはたったひとつ，真珠 を作 ること

だ。忍耐 と呼ばれる真珠 を作 らなければな

らないか もしれない。 しか し，いずれにせ

よ真珠 を作 るのだ。そ して，それには，愛

と信仰がいる。」(η 鯵7弛 α詔㎎C乃 臨 「宝

の箱」 よ り)

逆境に屈服す ると，その人は ます ます弱

くなって しまい ます。 しか し勇気ある人に

とっては，逆境は強 くなるための手段 なの

です。末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の会

貝 と世界中の神 を畏れる人々は，試練か ら

解放 され るように とは祈 らないで しょう。

彼らは，降参 した りあわてふためいたりは

しないはずです。辛 い試練 を受け とめ， そ

れを克服で きるように 自らの状態を整える

努力をするのです。

普通，生 じた問題や 困難に対 して簡単に

解答が与えられることはあ りません。一人

一人が考 え，計画し，実行 しなければな ら

ないのです。 また，必要な助け と，問題 を

克服 し結果が何であれ 自己の十字架 を負 う

ための勇気 を見 いだせるように祈 らなけれ

ばな りません。勝利者たちは， 日々に目標

を設定 しています。不可能な目標ではなく，

自分の力で達成で きるもの を選ぶのです。

彼 らは，神が，恐れる精神ではな く愛 と平

安 な思いを生 じる力を与 えて下 さったこと

を忘れずにいるのです。

神は， ジェ リーのように勇気 をもって逆

境 と戦 う人々を愛 し支えて下さると思いま

す。多くの場合，彼らは神 と特別な関係に

あるのではないでしょうか。「見 よ，わたし

はあなたを練った。……苦 しみの炉 をもっ

てあなたを試みた。」(イ ザヤ48：10)

私 たちは一人一人，私 たちの周 りにあっ

て 日々いつ終わるとも知れない過酷な試練

と戦 っている人々の模範があることを，神

に感謝す る必要があ ります。人間のはか り

で測 り， 人間の目を通 して見れば不公平 と

思われ るほど多 くの困難を背負っている人

人がいます。 しか し，彼 らは神の助けによ

って特別 な者 とされているのです。彼 らは

倒れないでしょう。また，決 して屈 しない

でしょう。

サ タンは，私たちがこの世の試練 に降参

す るこ とを望んでいます。しかし， もし私

たちが神に立 ち返 るならば，神 は手を差 し

伸べ て私たちを試練から導き出して下 さる

でしょう。これ らすべての事柄が真実であ

ることを，私 たちの贈 い主であるイエス ・

キ リス トのみ名によって特にここに証 申し

上げ ます。アーメン。
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十二使徒 定員会会員 ゴ ー ドン ・B・ ヒ ンク レー

汝らには赦すことを求めらる

「しんらつな言葉によって傷ついている人々
，執拗に不満の種をくすぶらせるこ

とによリ自ら傷ついている人 々の手当てを しようではあ りませんか。赦そうとい

う気持ちが得 られるように主に願い求めて下さ『い。与えられるのてすから。」

は じめに・美しい讃美歌 を聞かせ て下さ

った合唱団の皆 さんに感謝 をしたい と

思います。そ して， この礼拝 の讃美歌 を心

に留めなが ら私の話 を進めていきたいと思

います。過去6カ 月間は，私たちの教会に

とって素晴 らしい時でした。この春，私た

ちは教会創立150周 年 記念の幕を開けまし

た。このように総大会が開催 された4月6

日，私たちは大陸 を横断 し，1世 紀半の歴

史を越えて，教会誕生の地か らこのタバナ

クルに集まった大勢 の人々に話 をしたので

す。その時か ら私たちは，音楽やダンス，

ドラマによって，末 日にシオンを築 いた勇

気ある人々の物語 を表現 し， また演 じて き

ました。

私たちはそのような一連の記念行事 を通

じて，過去の思い出を新 たにすると共に，

今 日の教会 を築 くために大変な努力を払っ

て下さった人々に崇敬の念を抱 いてきまし

た。私たちの心は， その聖なる計画を驚 く

べ き方法で成 し遂げられた全能の神への感

謝の気持 ちで一杯 です。私たちはまた，大

いなる予言を成就す るとい う大 きな役割が

自分たちにあるこ とも思い起 こさせ られ ま

した。

これ らはすべて ヨベ ルの年の精神で行な

われてきましたが， まだなすべ きことはた

くさんあ ります。古代 イスラエルでは，50

年毎 の年 をヨベルの年 として記念 し，祝 っ

ていました。そしてその年には，寛大な赦

しと重圧か らの解放 も行 なわれていたので

した。

さてこの1980年 ， 教会歴史の150年 を終

えようとするに当たり，私たちは感謝す る

民 として，私 たちを傷つけたか も知れない

人々に対 し赦 しの精神 と，愛 と思 いや りの

ある態度 をもって接する必要があ ります。

私たちに必要なのはこの赦 しの精神 と，

愛 と思いや りのある態度です。全世 界もこ

のことを必要 としています。赦 しの精神 と，

愛 と思いや りのある態度 こそまさにイエス・

キ リス トの福音の真髄だか らです。主はそ
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の真髄 を教 え， 自らその模範 を示されまし

た。主の模範に勝 る模範はあ りません。 カ

ルバ リの十字架上 で激 しい苦痛に耐えてお

られた時でさえ，御 自身を過酷な十字架に

つけた実に卑劣な憎むべ き人々に対 して，

主 はこの ように言っておられます。「父 よ，

彼らをおゆるしください。彼らは何 をして

いるのか， わか らずにいるのです。」(ル カ

23：34)

私 た ちはだれ もそれほど寛大に赦すよう

には求め られていませ んが，赦す気持ちと

哀れみの心 をもって人々に接す る義務 は，

主が定めた もうたもの として存在します。

主 は啓示の中で次の ように言明 してお られ

ます。「古 えわが弟子たちにして陥入れんと

する機 をね らい心 中互いに相赦すことなき

者あ りたるが，彼らはこの悪のために苦 し

みまた甚 しき懲 しめ を蒙 りしな り。

この故にわれ汝らに告 ぐ，汝 ら互いに赦

し合 うべ きな り， そは，人その兄弟の過 ち

を赦 さざれば，その人主の前に罪に値す る

故にして，そは更に大いな る罪なお彼に在

ればなり。

主なるわれ.は，その赦 さん と欲す る者 を

赦す。 され ど汝 らにはすべての人を赦す こ

とを求められる。

汝 ら心の中に言 うべ きな り。神をして汝

とわれ とを審き，また汝の行為によ りて汝

に報 いを与 えしめよ， と。」(教 義 と聖約64

：8-11)

私 た ちは，神か ら与えられたこの原則な

らびに，先にロムニー副管長が詳 しく説い

て下さっ.たこの原則 とは不可分の関係にあ

る悔い改めの原則 を適用す る必要性が大い

にあるのではないで しょうか。家庭の中で，

ささいな誤解が激 しい言い争いを生んで し

まった時， また隣人同士で小 さな意見の相

違が果てしのない苦々 しさを抱 く結果に至

った場合 も必要で しょう。商売仲間で仲た

がいし，歩み寄 ることを拒否 している時に

も必要です。ほとんどの場合，一緒に腰 を

下 ろして互いに穏やかに話 をする気持 ちが

あれば，事態は万事円満 に解決できるもの

です。そ うでなければ，かえって敵意 をつ

の らせ， あれこれ と仕返 しを考えて日を過

ごす結果 にな ります。

教会が組織されたその年，予言者ジョセ

ブ ・ス ミスは彼 を傷めつけようとする人々

に よって何度か捕 らえられ， 言いがか りを

つけられましたが， それに対 して主は啓示

を通 して次のように言われました。「何人 た

りとも汝 を訴 うる者 あらば，彼はかえって

律法に よりて咀われん。」(教 義 と聖約24：

17)今 の時代 にも，執念深 く恨みを晴らそ

うとす る人々はいます。試合 に勝っても少

しも心に和みのない人々がい ます。その よ

うな人はお金は得た としても，一方ではも

っ と大切 なものを失っているのです。

フランスの作家モーパ ッサンの作品に，

オー シュコルン とい う名の農民 を描いた短

編小説があ ります。オーシュ コルンは市の

たつ 日，町にや って来 ます。広場 の方に行

こっとしていたら，ふ と地面に紐 のきれは

しが落 ちているのが 目に入 りました。彼は

その紐 を拾 い上 げると，ポケ ットに入れ ま

した。 ところが彼のその行為 をじっと見て

いた人がいました。町の馬具 師で，以前ふ

た りは悶着 を起こしたことがあ りました。

その 日遅 くなって，財布が盗 まれたことが

伝 えられま した。 オー シュコルンは馬具師

の訴えによって捕 らえられます。町長の前

に連行 されたオー シュコルンは， 自分が拾

った紐の きれは しを見せて無実を主張 しま

す。 しか し，彼は信 じてもらえず，ばかに
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されて しまいます。

翌 日財布は見つか り，オー シュコルンは

無罪放免 とな ります。しか し，虚偽の訴 え

によって侮辱 されたこ とにひどく憤慨 した

彼は，それからというもの敵意 を募 らせ，

何があっても紐の一件のことは忘れ ませ ん

でした。赦 し忘れる気持 ちのなかった彼は

ほかのことを考 えることも話す こともしま

せんでした。畑仕事 も投 げ出 しました。行

く所，会 う人ごとに，彼は自分が不当に扱

われたことを話 しました。明けて も暮れて

もただ もう紐の一件に一心不乱のあ りさま

でした。そして， この一件が頭か ら離れな

かったオーシュコルンは，重い病気にかか

り， とうとう死んで しまいます。臨終の う

わごとにも，繰 り返 し，繰 り返 し言います。

「紐 きれです，ただの紐 きれです。」

人や状況が異なるこ とはあっても， この

類の話 とい うのは現代 でも度々起 こり得 る

話です。自分 を傷つけた人を赦す とい うの

は，だれに とって もそれほど難 しいこ とな

のです。だれしも自分 に対 してなされた悪

事については考え込みがちです。 そしてこ

の くよ くよ考 え込む ことが，心 をさいなみ

むしばんでい く病根 とな ります。赦 し，忘

れるという徳以上 に現代において実行 を必

要とされる徳があるで しょうか。これを弱

さの しるしと見なす人 もい ますが，そ うな

のでしょうか。非道な仕打ちを受 けたこと

に腹を立て， それをいつ までも根 に持 って，

あれこれ仕返 しを考 えることに能力を浪費

しなが ら生活す ることは，強 くも賢いこ と

で もないと私は思います。恨み を抱いてい

ると心の平安 がありません。また， もし仕

返 しができたとしても， その 日は少しも楽

しくないはずです。

パウロは，人間生活の 「無力で貧弱な，も
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う もろの霊力」について述べています(ガ

ラテヤ4：9参 照)が ， 自分に苦痛 を与 え

たであろう人に対 して苦々 しい思 いを抱 き，

一物あるような身ぶ りをしよ うとす る性質

以上に無力で貧弱 なものがあるで しょうか。

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長は，教会貝

に対する反感が非常に強かった時代に教会

を管理 しました。ス ミス大管長は卑劣な非

難の的 となり，ユ タにおいてさえ新聞の執

筆者か ら絶えず激 しい非難 を受け ました。

ス ミス大管長 は嘲笑 されたり，漫画で風刺

された りしたのです。 ところで， 品位 を傷

つけようと彼を笑い ぐさにした入々に対 し

てス ミス大管長は どの ように応 えてい るで

しょうか。読んでみ ましょう。「彼 らをひ と

りにさせ，行 かせ なさい。望 む言論の 自由

を与えなさい。彼 らに思 うままに話をさせ，

自分の運命 を書か せなさい。」(「福 音の教

義」p。327)そ して，並はずれた寛大な心の

持 ち主であったス ミス大管長は， きわめて

積極的にみ業 を進め，数々の著 しい業績を

あげて教会 をさらに発展させ ました。 その

結果，ス ミス大管長が亡 くなった時，かつ

てス ミス大管長 を嘲笑 していた人々の多く

は大管長 を賞賛する言葉 を寄せ ました。

少 し前になりますが，私 はある夫婦か ら

長々 と話を聞 きました。その時，私の机 を

はさんで座 ったふ たりの間には苦悩が感 じ

られ ました。かつてはふた りの愛 も深 く，

本物であったに違 いあ りません。 しか し，

お互いに相手の欠点 を口にす る癖が高 じて，

だれにでもあるよ うな間違いでも赦せ ない

ようになり.，辛抱 し合 う気持 ちが な くなり

ました。そ して互 いにあら捜 しをし，つい

にはかつての愛 もな くして， いわゆる性格

の不一致による離婚 という破局に至ったの

で した。そ うなれば寂 しさと相手 に対す る
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非難 しかあ りません。`もしこのふた りに悔

い改め と赦 しの気持ちが少 し.でもあったな

ら， ふた りは今 もなお結婚生活を続け，初

めの頃豊かな恵み をもた らした夫婦愛 を享

有 していたに違 いあ りません。

もし私の話 を聞 いている人の中に，今お

話 した夫婦の ように憎 しみ とい う毒 のある

思い を相手に対 して募 らせ ている人がいる

ならば，私は赦す力 を主に請 うように とそ

の方々に申し上 げたい と思います。この よ

うな望み を表わす ことが， まさに悔い改め

その ものなのです。主に赦 しの力を請 うこ

とは容易でないかも知れ ません し， またそ

の力がす ぐに得られる とも限 りません。 し

か し， もしあなたが真剣になって求め，育

んでい くならば赦 しの力は得 られるでしょ

う。 また， たとえあなたの赦 した人があな

たを苦 しめ脅か し続けたとして も，あなた

には仲直 りをするために自分にできること

はした とい うことがわか るでしょう。そ し

て，ほかの方法では得 ることのできない平

安 な気持 ちが心の中に広がって行 くのを感

じるでしょう。この平安は，主から来る平

安です。主はこのように言っておられます。

「もしも，あなたがたが，人々のあや ま

ちをゆるすならば，あなたがたの天の父 も，

あなたがたをゆる して下 さるであろう。

もし人をゆるさないならば，あなたがた

の父 も，あなたがたのあや まちをゆ るして

下さらないであろう。」(マ タイ6：14-15)

私 は，あらゆる文学作品の中でルカに よ

る福音書15章 に出て くる話ほど心 を打つ素

晴らしいものはないと思 います。それは，

悔 い改めた息子 とその息子を赦す父親の物

語です。父親の忠告 を受け入れず， 自分を

愛して くれる人々 もはねつけた上，相続財

産 を放縦な生活で使い果た して しまった息

子の話です。彼は身代 を食いつぶ して，食

べ物 にも窮する有様 でしたがどこにも寄 る

べはあ りませんでした。そこで 「彼は本心

に立ちかえって」(ル カ15：17)， 父親の も

とに もどって きました。はるか遠 くに息子

が帰って来るのを認めた父親は，「走 り寄 り，

その首をだいて接吻 し」(ル カ15：20)ま し

た。

私は，皆 さんにこの物語 を読んでいただ

きたい と思います。父親，母親の方は皆，

繰 り返 しお読みになって下 さい。この物語

はどの家族 にも当てはまるたいへん幅広い

意味 を持った物語ですが， またそれ以上に

全人類に も関係 のある大 きな意味を持って

います。 というのも私 たちは皆，悔 い改め

て天の御父の恵みである赦 しにあずか り，

その後御父の模範に従 う必要のある放蕩の

息子，娘だか らではないで しょうか。

御父の愛子である私 たちの贈 い主は，赦
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しと慈愛をもって私 たちに手 を差 し伸べて

下さっていますが， 同時に悔 い改め を命 じ

て もおられます。高潔な心か ら生 まれる真

の赦 しの精神は，命 じられたその悔 い改め

の表われです。主が予言者 ジョセブ ・ス ミ

スにお与 えになった啓示から引用 してみ ま

しょう。

「この故に今われ汝に命ず
，悔 い改め よ。

わが口のしもとと，わが怒 りと，わが憤 り

とを受けて汝の痛苦甚 しか らざらんがため

に悔い改め よ。すなわちその痛苦 の如何に

甚 しきかを汝知 らず，その如何に強烈なる

かを汝知 らず。また如何に堪 え難 きか を汝

知 らざるな り。

見よ，われは神なるに， 人もし悔 い改む

るならばこの苦 しみを受け ざらんがために，

すべての者に代 りてこの苦 しみをわが身に

受けたり。

され ど，人もし悔い改めずば誠 にわれ と

同じ苦 しみ を受け ざるべか らず。

その苦 しみたるや，われ神，す なわちす

べ ての中最 も大いなる者な りといえども痛

苦のために身をふ るわせ，あらゆる毛の孔

より血を湧かせ，身 と霊 と両つながらを苦

しめ，すなわちこの苦 きさかずきより呑 ま

ず して しりごみす るも可ならんことを欲 し

たり。……

われに就 きて学び， わが言 を聴 き，わが

『みたま』 の柔和 なる道 を歩め。 さらば，

汝われに在 りて安 きを得ん。」(教 義 と聖約

19：15-18，23)

これが主の戒めです。また，主 の偉大な

模範の祈 りに従 って 「天にいますわれ らの

父よ，……わたしたちに負債のある者 をゆ

るしましたように。わた したちの負債 をも

おゆるしください」(マ タイ6：9，12参 照)

と願 う人に与え られた約束です。
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南北戦争 とい う悲惨 な出来事 について臆

せず語った リンカー ンの次の言葉ほ ど美 し

いものはあ りません。「だれにも敵意 を持

たず，すべ ての人に愛を持って，……傷つ

いた者の手当てをしよう。」(ジ ョン ・バ ー

トレッ ト，翫 吻班α7Q脚 嬬 勿η∫「古今名言

集」p.640)

兄 弟姉妹の皆さん， この素晴らしい記念

の年 を終えるに当たって，傷ついた者の手

当て をしようではあ りませ んか。しんらつ

な言葉によって傷ついている人，執拗に不

満の種 を くすぶ らせ ること， また自分 を傷

つけた相手に仕返 しをす るこ とを考えるこ

とにより， 自ら傷つ いている人が大勢いる

のです。私たちはだれ しもこの恨み を晴 ら

そうとする心を少 しなりとも持っています。

しか し幸いに も， もし私 たちが外 とうのご

とく愛の絆，すなわち完全 と平和の絆 を身

にまとうならば(教 義 と聖約88：125参 照)，

だれでもその ような心に打ち勝つ力を得る

こ とができるのです。

「あや まちは人の常
，赦すは神のわざ。」

(ア レキサンダー ・ポープ，AηEs8αyoη

Cガ'ガ6∫s翅「批 判論」2：1711)悪 い感情 を

抱いていると平安 はあ りませ ん。また，古

傷の痛みをあれこれ思い出す ところに平安

はあ りません。平安は悔 い改め，赦すこと

に よって初めて得 られ るものなのです。こ

れ こそキリス トか ら来 る平安 です。キ リス

トはこのように言っておられます。「平和を

つ くり出す人たちは，さいわいである。彼 ら

は神の子 と呼ばれ るであろ う。」(マ タイ5

：9)イ エ ス ・キ リス トの聖 なるみ名 によ

って証致 します。アー メン。



1980年10月5日(日)午 後 の 部

十二使徒 定員会会員 リグ ラ ン ド ・リチ ャ ー ズ

証

「私の心は天父への感謝の思いと，この業は神の業であるという聖霊によ

る証であふれています」

も し皆さんが何か命よりも大切なものを
持っていて， しか もそれを隣人に与 え

るこ とによ り，隣人の生活 を豊かなものに

することができ，なおかつ 自分の腹は まっ

た く痛 まない としたら， その大切 なものを

人に与えたい とは思わないで しょうか。私

に とって， この教会が神の教会であるとい

う証は，命 よりも貴い宝です。そ して私は

それを数 え切れない程 多くの人々に伝えて

きました。それによって人々の生活は さら

に豊かな もの となったのです。

私 はこれ まで教会の総大会 で98回 ， この

説教壇から証 を宣べ る特権 を与 えられてき

ました。また私は 自分の証 を載せ たある本

を書きましたが，それは今 も全世 界で用い

られています。私はその証 をまだ若い時に

聖霊 を通 して得 ました。その聖霊はそれを

授ける権能 を持つ人が私 に施 して くれた按

手礼 を通 して与 えられた ものです。そして

証はまだ子供だった私に大 きな感動 を与え，

以来私の全生涯 を導 く星 となって きました。

また私 は，ふ さわしい年齢になって伝道に

出る日が待 ち遠 しくて仕方があ りませんで

した。

私が最初 の伝道に出たのは1905年 の こと

です。私はい とこと一緒に リバプール まで

行 き， そこか ら彼はノルウェーに，私はオ

ランダへ と送 り込まれ ました。伝道地に入

ってか ら数 カ月経った頃， そのいとこから

私 あてに手紙が留 きました。「この間ひとり

の人に会い ました。彼は僕なんかが想像 も

できないほ ど宗教 についてよ く知 っている。

それでその人に言って しまったんだ。 もし

あなたが私の持っているものよりも，何か

優 れた もの を持 っているのでしたら，あな

たの教会に入 りましょうって。」 とい うのが

その文面で した。

そこで私 も彼に返事 を出 し，こう書 いて

や りました。「君が その人 に言ったことは

至極 もっともだと思 うよ。もしその人が，君

が持 ってい る以上 に優 れた ものを持ってる

とした ら，君はそっちの教会に入っても当
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然だと思 う。」それか ら，けさファイアンズ

兄弟が私たちに話 して くれたような事柄に

ついて少し書 き，次のように続けました。

「時満ちたる神権時代 の幕 を開け，神会 を

構成す る栄光に包まれた神々の真の属性 を

明ぢかにす るために，幾世 紀 もの霊 の暗黒

を破 り，光の柱の中に天父と御子が姿 を現

わされたこと， これに勝るものをその人は

果たして持っているのだろっか。

モルモン経翻訳の元となった版 を携 えて

モロナイが訪れたこと， またアロン神権 と

いう罪の赦 し を受 け るために水 に沈め ら

れるバプテスマ を行な う権威 と権能 を携 え

たバプテスマの ヨハネの訪れ， さらに教会

と神の王国を組織 し，人の子 の来臨のため

に道 を備え，按手礼 を通 して聖霊を授ける

ための権能である聖 なるメルケゼデ ク神権

と使徒職 を携えて来た主イエス ・キ リス ト

の使徒，ペテ ロ，ヤ コブ， ヨハネの訪れ，

これらに勝るものを持 っているだろうか。

末 日の集合の鍵をもって私 たちを山間の峡

谷に導いたモーセの訪れ，主の大いなる恐

るべき日が来る前にそれがなければ全地が

空 しくされる とマラキが証 したエラィジャ

の訪れ，これ らの事柄に優iるものを持って

いると言 うのだろうか。その意義 をよ く考

え，なおかつ彼がそれ以上の もの を持って

いると言 うな ら，君がその教会に入るの も

やむを得ないと思 う。」

私たちは親 として またイスラエルの指導

者 として，若人の心にこの回復 された福音

が真実であるとい う証 を聖霊の力によって

植え付けてきましたが， それ以外の方法で，

彼 らが この世の悪やわな，誘惑 を避け，世

にあって世の もの とな らないように教える

ことができるとは とて も思 えませ ん。

私は使徒ペテロの言葉が好 きです。 こう
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言 って ます。「預 言の言葉 は，わたしたち

にいっそ う確実 なものになった。あなたが

たも，…明星がのぼって， あなたがたの心

の中 を照す まで， この預言の言葉 を暗やみ

に輝 くともしび として，それに 目をとめて

いるがよい。

聖書の預 言はすべて， 自分勝手に解釈す

べきでないことを， まず第一に知 るべ きで

ある。

なぜなら，預言は決 して人間の意志から

出た ものではな く，人々が聖霊に感 じ，神

によって語 られたものだか らである。」(II

ペ テ ロ1：19-21)

これ こそ私たちに証 を得 させ て くれるも

のです。

またペテロは五旬節の 日の後で，キ リス

トを十字架につけた人々にこの よっに百い

ました。「だから， 自分 の罪 をぬ ぐい去っ

ていただ くために，悔い改めて本心に立 ち

かえ りなさい。

それは，主のみ前か ら慰めの時が きて，

あ なたがたのためにあらか じめ定めてあっ

たキリス トなるイエスを，神がつかわして

下 さるためである。

このイエスは，神が聖なる預言者たちの

口をとお して，昔か ら預言 しておられた万

物更新 の時まで，天に とどめておかれねば

な らなか った。」(使 徒3：19-21)

す べ ての聖 なる預言老の口を通 して，時

の初めから語 られていた万物 の更新がない

としたら，だれもペテロは生ける神の預言

者であるとい うことを信 じ，主の来臨 を待

ち望 むことはできません。回復 と改革はま

った く別のものです。今 日世 界中に存在す

るすべての教会は，歴史の過誤を修正 しよ

うと模策 を重ね，その結果何百 もの教派に

分裂 してしまいました。互いに一致が見い



リ グ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老

だせ なかったか らです。 また万物の更新が

当然なされたはずです。 とい うことは，聖

なる予言者が再 びこの地上 を訪 れなければ

ならなかったということであ り，それこそ

皆 さんがこの大会で耳に してお られること

なのです。

また， もし彼 らがこの地上に再び来た と

した ら，だれかを訪れたに違いあ りません。

つ まりその人こそ神 の予言者でなければな

らないというこ とです。それについてアモ

スはこのように言っています。 「ま ことに

主なる神はそのしもべである預言者にその

隠れたことを示さないでは，何事をもなされ

ない。」(ア モス3：7)そ して，その 「預

言者」がジョセブ ・ス ミスで した。

私 たちは この万物の更新について，す な

わちきょうこの大会で も語 られてきた聖 な

る 「預 言者」の訪れについて，それが実際

にあったことを証 します。

私は聖典 の中の予言が好 きです。 イエス

は復活された後，ふた りの弟子 とエマオへ

の道 を行かれました。そして彼 らが御 自身

とその復活について話す言葉 を聞き，彼 ら

が何 も理解 していないことを知 ってこの よ

うに言われました。「あ あ， 愚かで心 のに

ぶいため，預言者たちが説いたすべ ての事

を信 じられない者たちよ。」(ル カ24：25)

そ してモーセやすべ ての予言者か ら初めて

すべ てにわた り，予言者たちが御 自分につ

いて証 してい ることを説 き明か されました。

私 はイザヤの予言が好 きです。私には，

彼はかつて地上 で過 ごしたというよ りも，

この私たちの時代に住んでいたのではない

か とさえ思える くらいです。イザヤは私た

ちの時代 に起こる事柄について，それ程ま

でに多くの事柄 を知 っていたのです。彼は

私たちがこの山間の峡谷に住み着 くこと，

文明社会か ら遠 く1，600キ ロも離れ，行 き交

う人もな く，必需品もままならなかったこ

の不毛の地が さふ らんのように花咲 く有 り

様(イ ザヤ35：1参 照)，立派な灌概用水路

が開かれ，砂漠に川が流れ るようになるこ

と(イ ザヤ43：19参 照)， 夏にはこの山腹に

築 いた貯水場か ら水が供給 されること(イ

ザヤ48：18参 照)， また主に贈われた人々が

来て， シオンの高い所で歌 う様子 を見てい

た(イ ザヤ51：11参 照)の です。タバナ クル

合唱団が50年 以上にわたって1週 も休 まず

に歌を歌い続けてきた とい うことのほかに，

この予言を成就す るような事柄 を世界のど

こに見 いだすこ とができるでしょうか。

イザヤは終わ りの 日に主の家の山が もろ

もろの山のか しらとして固 く立 ち，あ らゆ

る国民がそこに来てこう言 う姿 を見ました。

「さあ，われわれは主の山に登 り，ヤコブ

の神の家へ行 こう。彼はその道 をわれわれ

に教 えられ る，われわれはその道に歩 もう。」

(イ ザヤ2：3)

さて聖典 にはユダヤ人がエルサレムに再

び集合す るこ とについて数多 くの予言が記

されていますが，'今挙 げた予言には 「すべ

ての国はこれに流れて き，……主の〔家の〕
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山に登 り，……」 と書かれています。(イ ザ

ヤ2：2-3)

私は この一画に建つこの美 しい神殿こそ

イザヤが見たヤ コブの神の家であると信 じ

ています。

エレ ミヤは 「『イスラエルの民 をエ ジプ

トの地から導 き出された主は生 きてお られ

る』とまた言わないで，『イスラエルの家の

子孫を……そのすべて追 いや られた地か ら

導 き出された神は生 きておられる』」 という

日が来 ることを知っていました。(エ レ ミヤ

23：7-8)

エ レ ミヤはまた，主が多 くの漁夫，猟師

を送って丘，山，岩の裂け 目か ら人々 を刈

り集め ると言っています。(エ レ ミヤ16：16

参照)こ れこそ全地のイスラエルの子孫に

遣わされ，彼 らをシオ ンへ導いている3万

1千 人に及ぶ宣教師の姿です。

エレミヤは また，彼 らが町か らひ とり，

氏族からふたりと集め られ，主に よってシ

オンへ導かれ，知識 と悟 りとをもって養っ

てくれる，主のみ こころにかなった牧者が

与えられることも知っていました。(エ レミ

ヤ3：14-15)

この大会の数々の部会に出席 し，生ける

予言者たちの声に耳 を傾けなが らそのこと

を理解できない人がいるで しょうか。

私はイザヤ書の予言，中でも29章 が好 き

です。そこにはこの ように記 されています。

「この民は口をもってわた しに近づ き
， く

ちびるをもってわたしを敬 うけれ ども，そ

の心はわたしか ら遠 く離れ，彼 らのわたし

をか しこみ恐れ るのは，そ らで覚 えた人の

戒めによるのである。

それゆえ，見 よ，わたしはこの民に，再

び驚 くべきわざを行な う，それは不思議な

驚 くべ きわざである。彼らの うちの賢い人

118

の知 恵は滅び，さとい人の知識は隠される」

(イザヤ29：13-14)

今 この世の中には， この予言のすべて を

私たち末 日聖徒の ように理解できる賢い人

もいなければ さとい人々 もいません。私た

ちがそれ を理解 できるのは，私がすでに触

れ，また この大会の中で も話 されていた幾

つかの予言が私たちに与 えられ，福音の回

復が行 なわれたか らです。

イザヤは同 じ29章 の中で， さらにこの よ

うに言っています。「ああ，アリエルよ，ア

リエルよ，ダビデが営 をかまえた町よ， 〔こ

の町 とはエルサレムのことです。ダビデはそ

こに住みました〕年に年 を加え， 〔これは来

るべ き世代のことを言っています〕祭 りを

め ぐりこさせ よ。

その時私はア リエル を悩 ます。」(イ ザヤ

29：1-3参 照)別 の言い方をすると， イ

ザヤはエルサレム とい う大 きな町の滅亡 だ

けでな く， もう1箇 所，彼がその予言 をし

た1，100年 後 にここアメリカの広範な地域で

で起 こった滅亡につ いても知 っていた とい

うことです。その滅亡については，第IIニ

ーファイ26 ，27章 に記 されていますが， イ

ザヤがバビロンは滅されて再 び建 て直 され

ることがない と，それが実際に起 こる170

年 前に語った時 とよく似通っています。(エ

レ ミヤ50：9-13参 照)

またイザヤはこの章の中で，賢い人の知

恵は滅び， さとい人の知識は隠されると言

っていますが，今の世の中にはこの世の賢

者に も理解 できないこ とが数 多く起きてい

ます。 きょうはこれ以上その ことについて

語 る時間はありませ んが，私の心は天父へ

の感謝の思いと， この業は神の業であると

いう聖霊による証であふれています。イエス・

キリス トのみ名によって証 します。アー メン。



七十人第一定 員会会員 ジョ ー ジ ・P・ リー

「あなたは神 と和 らいで
，

平安を得るがよい」

「私たちは主との個人的な関係をさらに強めるために，祈リ黙想する時間

を取る必要があります。」

チ ヤールズ ●デ ィヶンズは このように書
いています。「それはおよそ善 き時代 で

もあれば，お よそ悪 しき時代で もあった。

知恵の時代 であるとともに，愚痴の時代で

もあった。……光明の時でもあれば，暗黒

の時でもあった。…… また前途はいっさい

暗黒，虚無 とも見えた。」(「二都物語」上巻

p.11， 中野好夫訳，新潮社)

これはデ ィケンズが彼の生 きていた時代

につ いて描写 したものですが， どこ とな く

今の時代の状態 を思 わせ るものがあ ります。

現代は奇跡 と驚異の大いなる時代です。私

たちは，過去のどの時代にもま して高い生

活水準 と高度な教育にあずかっています。

また，これ までにない最大の慰め と最高の

ぜいたくを楽 しんでい ます。そればか りで

な く，私た ちはかつての他のどの人々よ り

も物が豊富にあ り， さらに奉仕できる状態

にあ ります。私たちの国(合 衆国)は ，か

つてない繁栄 と勢力 を誇 っています。まさ
「しく今 はお よそ善 き時代な

のです。

しか し，現代はまたまさにお よそ悪 しき

時代で もあります。私たちはどの時代に も

なか ったような大きな問題 と危険に直面 し

ています。非行や犯罪，破壊 をもた らす戦

争，不道徳，その他様々の罪について見て

も以前よ り一層激 しくなっています。容易

なあぬ騒動 が現実に起こっています。最も

邪悪な時代 が形成されているのです。

そもそも主が私 たちに課 しておられ る一

番重要な責任は，何 よりも私たちの生活を

大切にす ることです。もし私たちが最悪の

時代 を最良の時代に変えるならば，私たち

はまっす ぐ天に向かって歩んでいることに

な ります。 しか し逆に，最良の時代を最悪

の時代 にするな らばその逆を歩んでいるこ

とにな ります。私たちは皆，主の数々の奇

跡や教 えをよ く知 っています。また主の模

範 も知 っています。にもかかわらず私たち

はその模範 とは程遠い生活をしています。

まさに最良の時代に生 きていなが ら，主の

教 えに生 きることか ら遠 く離れているのか
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も知れません。

聖典には，今あ時代 とノアの時代の状態

がはっきりと比較 されています。ノアの時

代の人々は自ら滅亡 を招 きましたが，その

時代 も今 も，問題は私たちと主の関係の弱

さにあることはだれの 目にも明らか なはず

です。創世の初めか ら主は，全 人類の平和

と繁栄 と幸福 を目指 して，人に神の勧告 に.

従 うよう説レ}てこられ ました。 しか し残 念

なが ら，主のお骨折 りに対する人間の反応

はほとん どいつも消極的でした。現 に私 た

ちも道を誤らせ る自分だけの考 えや知恵に

しがみ続けています。

エレミヤは次の ように書 いています。「主

はこう言われ る，『お お よそ人 を頼み とし

肉なる者 を自分の腕 とし， その心が主 を離

れている人は，のろわれる。』」(エ レミヤ17

：5)

昔 の時代 も今の時代 も，私たちが 自分で

自分の問題を解決する能力に欠けているこ

とを証明しています。私たちはほかの何よ

りも， またほかのどの時代 よ りも主か らの

指示を必要 としています。主はすでにこう

した問題 を見抜いておられました。この よ

うに述べておられます。「偽善者たちよ，イ

ザヤがあなたがたについて， こういう適切

な預言 をしている。

『この民は
，口さきではわた しを敬 うが，

その心はわたしから遠 く離れている。

人間のいましめを教 として教え，無意味

にわたしを拝んでいる』。」(マ タイ15：7-

9)

また主はこの ように言ってお られ ます。

「わたしの教 はわたし自身の教ではな く
，

わたしをつかわされたかたの教である。」(ヨ

ハネ7：16)

主 の神聖な指示は，私 たち人間の前に立
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ちは だか るどの ような問題に対 してもすべ

て解決への道を示 して くれま した。 しか し，

主の教 えは当時の人々にあま り受け入れ ら

れませんで したし，それは今 日も同様です。

人々は耳 を傾け ませんでした。主の時代の

多くの人は， この時満 ちたる神権時代の 多

くの人 と同様，入間の作 った偽 りの教えに

従っていたのです。人の教えを主の教えの

代 わ りにする とい うこの ような考 えは実 に

危険な ものですが，今大 きな力を持 ってき

ています。

今 日アメリカでは，学校で神につ いて語

るのは法律に背 くとする州が幾つか 出てい

ます。それ らの州の学校 では，聖書 を読む

ことも禁 じられていれば， クリスマス ・キ

ャロル を歌 うことも禁 じられています。 ま

た，祈 りについて も他人を不愉快 にするか

も知れないという理由で禁 じられています。

学校では無神論 を教 えることがで きて も，

神のみ言葉は教 えることがで きないのです。

主は私 たちを罪悪か ら解放す るために来

られたのですが，その罪悪がこの合衆国は

言 っに及ばず世 界各 国にお いて今 やはび

こる一方 です。犯罪の数 はこれまでの最 高

を記録 し，主の律法 に対す る罪もその数 を

増すばか りです。 また，若者や大人の間に

おける不道徳な行為 もかつてな く増加 して

います。イエスは私 たちに模範 を示すため

にこの地上に来られました。そして罪のな

い生涯 を送 り，生 きた義 の模範 を示 して下

さいました。主はただ一言，「わたしに従っ

てきなさい」(ル カ9：59)と 言 われました。

その教 えにおいても，正 しさにおいても，

また人々に対す る愛において も，主は御 自

身に従 うよう私 たちに求めておられ ます。

しか し残念なことに， 多 くの人は主に従っ

てい ませ ん。むしろ主の教訓や教義，奇跡



を受け入れることのできなかった人々に従

っています。 多くの人は，罪や快楽に浸っ

た生活 をしているために主を受け入れる余

地 をな くしているのです。他方， 肉体的安

楽 を得 るためなら余裕のある人々もいます。

彼 らは教育の機会 を広げ る余地は作ってい

ますが，そのために主 をどこかに押 しやっ

てい ます。また中には富 を蓄 えるために 多

くの時間働 いている人 もいます。さらには

また，ぜいた く品を手に入れたり，余暇 を

増や した り， またスポーツや娯楽を楽 しむ

余裕があ りなが ら，主を受け入れる余地の

ない人が い ます。彼 らは安 息 日を破 るた

めの余裕は 自分で作 り出 しますが，世の救

い主一私たちの賄 い主イエス ・キ リス トを

受け入れる余裕はまった く持 ち合わせてい

ないのです。

今 も，主は話 される言葉や聖典 を通 して，

また聖 きみたま，主の予 言者，忠実な両親

や友 人，教師を通 して私 たちを説得 してお

られます。けれどもまだ私たちには主 を受

け入れ る余裕があ りませ ん。大部分の人は

都合の よい宗教一時間もお金 もかか らず，

努力の必要 もな く，何 ら生活 を変 えること

もない宗教一 を求めているため，私たちに

は主の教えを受 け入れる余地がないのです。

主は，「きつねには穴があ り，空の鳥には巣

が あ る。 しか し， 人の子 にはま くらす る

所がない。」(マ タイ8：20)と 言われ たの

も不思議ではありませ ん。

私たちの政府が時代の様々な重要問題に

力な く取 り組 んでいるのを見ていて思 うの

は，主ならどの ように処理 されるかその方

法 を調べてみた方が よさそうだということ

です。一般に世の人々は問題の結果に対 し

て取 り組むのに対 して，主は原因 を御覧に

な ります。主は予防策 を説かれますが， 人

は問題が起 きてか らそれの処置に奔走する

のです。 したがって，犯罪に対する人間の

解決策は， より適 した法律の施行， より大

き く頑丈な錠， また刑務所や更生施設，そ

れに武器の充実を図るということにな りま

す。 しか し主の方法は， 自分 を愛す るよう

にあなたの隣 り人を愛しなさい，つ まり人

人に して欲 しい と望 むように人々にもしな

さい ということです。

貧困について も同 じです。人が考 える解

決法は，フー ドスタンプの支給や貸付金，

収入の保障，公営住宅の供給，その他によ

る公の福祉 です。それに対 して主は 自立す

ることをすなわち自分の力で生活 していけ

るように援助する という方法 です。不道徳

の問題に対す る対処に して も，人は，避妊

薬の使用や未婚の母親のための施設，性病

専門診療所，性教育，離婚カウンセラー と

いった方法 を考え ますが，主の方法は純潔

や愛 とい う徳 を教えることです。問題に対

する主の取 り組み方，解決の方法が新聞の

第一面に載った り， ラジオ，テレビのニュ

ースに採 り上げられることはたぶんないで

しょう。 しか しそれでもやは り主の方法は，

私たちの国の問題のみな らず世界が抱える

問題 もまた解決 して くれ るでしょう。そし

て，私 たちの この世界に大変革をもた らし

て くれるでしょう。

パウロはエペソの人々に，忠実なキリス

ト教徒，徳高 い人々になるための方法 を教

えようと努め ました。その教 えは今の私 た

ちに も役立つ ものです。パウロはこのよう

に教えてい ます。 「最 後に 言 う。主 にあ っ

て，その偉大 な力によって，強 くな りなさ

い。

……神の武具で 身を固め.なさい。……

すなわち，立 って真理 の帯を腰にしめ，
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正義の胸当を胸につけ……な さい。……

また，救のかぶ とをかぶ り，御霊 の剣，

すなわち，神の言 を取 りなさい。」(エ ペ ソ.

6：10-11，14，17)

パ ウ ロのこの言葉 は，私たち皆に とって

単に意味深い勧告であるばか りでな く，成

功への重要な道でもあ ります。この言葉 は，

もし私たちが今の時代に解決 を要す る諸問

題を圧倒するだけの力を持った人物にな り

たいと望むのであれば，必ず必要 とされる

大切な人生観です。人は問題 を法律の制定

や わいろの授受，軍事力，教育によって解

決 しよ うとしてきましたが， いつ も失敗 に

終わっています。 しか し人間のあ らゆる問

題は，真のキ リス トの教 えに帰 ることによ

って簡一単に解決で きるのです。真のキリス

ト教会の会貝 として，私 たちは神 と国，法

と秩序，健康，勤勉 と勇気，真理 と正義，

そして互いのために先頭に立 って戦わなけ

ればな りません。

私たちは主 との個人的な関係 をさらに強

めるために，祈 り黙想す る時間を取 る必要

があ ります。 また私たちは主の教 えにもっ

と通 じ，心 をみたまに関する事柄 で満 たす

必要があ ります。私たちは もっと実際的に

なり，イエスのみこころがどこにあるのか

思いめ ぐらす ことが必要です。私た ちは 自

分の心 を天父の 目的 と，天父の方法に関す

る知識で満たすことがで きます。心の扉 を

開けて，救い主をお招 きす る場所 をつ くる

ことができます。私 たちの心の扉は中か ら

開 くのです。私 たちの心に主 をお招 きしよ

うとい う気持 ちが，心の中か ら湧いてこな

ければなりません。予言者 ヨブの霊感に満

ちた勧告が私たちの耳に残っているでしょ

うか。「あなたは神 と和らいで，平安 を得 る

がよい。そうすれば幸福があなたに来るで
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トーマ ス.・S・ モ ンソン長 老(左 〉 とバ ーナー ド ・

P・ プロッ クバ ンク長老

し ょ う。」(ヨ ブ22：21)と ヨ ブ は 述 べ て い

ま す 。

主 は今 もな お 私 た ち に 言 っ て お られ ます 。

「見 よ
， わ た しは 戸 の 外 に 立 っ て ， た た い

て い る 。 だ れ で も わ た し の 声 を聞 い て 戸 を

開 け る な ら， わ た しは そ の 中 に は い っ て 彼

と 食 を共 に し， 彼 も ま た わ た し と 食 を共 に

す る で あ ろ う。

勝 利 を 得 る 者 に は ， わ た し と共 に わ た し

の 座 に つ か せ よ う。 そ れ は ち ょ う ど， わ た

しが 勝 利 を得 て わ た し の 父 と共 に そ の 御 座

に つ い た の と 同様 で あ る。」(黙 示3：20-21)
　

兄弟姉妹の皆 さん，私の願 いは，個人の

生活の中に世の蹟 い主をお招 きす る場所 を

作 ることによって，この最悪 の時代を最良

の時代に変 えることです。贈い主は天か ら

下 りて来た生命のパ ンであることを証致 し

ます。主は約束 された人類のメシヤ，救 い

主です。主は人の心 を裁 く永遠の士師であ

り，死 と罪に打ち勝った御方 です。主は私

たちの解放者，救助者です。主は私たちの

すべ てです。それは主が私 たちのためにす

べてを捧 げられ たからです。主 は私 たちを

悲 しみ と罪から救って くださる救い主です。

その御方 こそ基督イエスです。 キリス トは

生きてお られ ます。イエス ・キリス トのみ

名によって，アー メン。



七十人第一定 員会会員 ジ ー ン ・R・ ク ッ ク

レーマ ン人 の 中に見 られ る奇跡

「ラテン・アメリカだ けで実に60万 人の会員を数え，しかもほとんど毎 日のように

7，000人 もの人がバブテスマを受けています。ステーキ部 数は 目下の ところ181。

2，400箇 所 で聖徒たちが集会を開き，2，500人の 地元出身の宣教師が働 いています。」

私 は今家族 と共に南ア刈 力に住み・レ
ーマ ン人の中で生活をしています

。彼

らはリーハイの子孫 であ り，またモルモン

経の民，大いなる約束の民で もあ ります。

そ して私 たちは長年 にわたって， この民の

中に起 きている次のような霊的な奇跡 を目

のあた りに してきました。

1.私 たちは律法をその思いの中に入れ，

心に書 きつけていた多 くの人々が主に立ち

返る姿 を見てきました。(ヘ ブル8：10参 照)

2.そ して彼 らが数 多くのステーキ部に

組織 されてい くの を見て きました。

3.ま た予言が成就す るにつれて彼らが

「薔薇の如 く華さ く」の を見て きました
。

(教義 と聖約49：24)

4.さ らに私 たちは，主が彼 らの信仰に

応え，彼 らの中で奇跡を行 なわれる様 を確

かに見ています。

一体 どうしてこの ようなこ とが起 きてい

るのでしょうか。この民の中にこの ような

劇的な変化が起 きているのはなぜ でしょう

か。彼 らの先祖が世に残 したモルモン経 と

呼ばれる記録 のとびらの頁には，「この経典

は……イスラエルー家の残 りの子孫である

レーマン人」 のために書かれたと記 されて

います。 そしてその最後の章 で，予言者モ

ロナ イはレーマ ン人に向けて別れの言葉 を

残 していますが，その中にはどうしたら真

理への証 を得 ることができるかその方法 も

説かれています。この書物が全人類に向け

て書かれたものであることは確かなことで

す。しか しその全篇にレーマン人にかかわ

る数 多 くの約束が記され，「主がその民にな

したる約束の必ず成就 さるべ き」ことが述

べ られています。(教義 と聖約3：18，19参照)

そ れらの約束は レーマン人だけに向けて

与えられたものではな く， この地の上にあ

るすべての国々の民に与えられたものです。

この地は祝福 された土地なのです。

「か くの如 く，真に彼 らは何 人に限らず

この国に於てこの福音を信ず る者は永遠の

生命 を得んこ とを祈 りて この土地に祝福 を
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与えた り。」(教 義 と聖約10：49，50参 照)

「そしてイエス ・キ リス トの福音がかれ

らの中に宣べ伝 えられ……

そこで，かれらはこれが全 く神か ら与 え

られた恩恵であるのを知 って喜び，心の暗

が次第に消え……」(IIニーファイ30：5-6)

そ して現代の私たちには， キンボール大

管長 と聖典の双方か ら次のような指示さえ

出ているのです。「レーマン人の所 に赴 きて

わが福音を彼 らに説 き教 うべ し。而 して，

彼 ら汝の教 えを受けなば レーマン人の中に

わが教会を建てさせ よ。」(教 義 と聖約28：

8)現 代 の予言者の言葉はこうです。.「彼 ら

は扉を押 し開ける力を持つ 入々に助けを求

めている。 また慈悲 と赦 しを請い，この王

国の会貝 となって学 び，行 なう機会 を求め

ているのである。」(ス ペ ンサー ・W・ キン

ボール，Coη物 朋06Rのoπ 「大会報告」1954

年4月 ，p.107)

主 はヤコブの家の子孫であるこの民を祝

福 してお られます。主のみ言葉が成就 され

ているのです。かつ ては不毛の地であった

所が，今 では揺 るぎな く立 ち，確かに 「薔

薇の如 く華 さ」いてい ます。(教 義 と聖約

49：24)

何 と驚 くべ き姿ではないで しょうか。 レ

ーマン人が住む地域のほんの一部に過 ぎな

いラテン ・アメ リカだけで実に60万 人の会

員 を数え， しか もほ とん ど毎 日の よ うに

7，000人 もの人がバプテスマを受けています。

ステーキ部数は 目下の ところ181。2，400箇

所 で聖徒たちが集会 を開 き，2，500人 の ラ

テン系の宣教師が働 いています。 さらに，

地区代表，伝道部長，祝福師，監督 などを

はじめ とする数多 くの神権者，忠実な姉妹，

そして次代を担 う，信仰 と力を備 えた子供

たちがいます。
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そうです， リーハイの子孫たちは，私た

ちが彼らの問に教会を確立するにつれて，

私たち，すなわち教会全体か ら実に多 くの

ことを学んできたのです。彼 らは 「あらゆ

る人々は己が国語 と己が言葉にて完全なる

福音を聞かん」(教 義と聖約90：11)と い う

予言の成就 に感謝 しています。かつ てこれ

らの国々で宣教師 として働いた方々を含め

て，今 その任 にある方々，そ して息子，娘

のことを心配 しながらも，主に信頼 して と

にもか くにも彼らを伝道に送 り出 し，彼 ら

が この民への奉仕の中で， 自分が与 え得 る

よ りもは るかに多 くのものを受けている姿

を目にしてお られ る両親 の皆 さんに感謝 し

てお ります。

彼らは またこの主のみ言葉 の成就 にも感

謝 しています。「われ異邦人の中にてわが福

音 を信ずる者の富 を聖 くしてこれをイスラ

エルの族 なるわが民の中の貧 しき者に与 う

ればなり。」(教 義 と聖約42：39>喜 ん でそ

の財産 を捧げ， この業の推進 を可能に した

数多 くの方々に感謝 します。皆 さんが捧げ

た多 くの ものに，主は祝福 をもってこたえ

て下 さるでしょう。

そして，皆さん も多くの もの を受けてい

るのです。 というのは， レーマン人の先祖

たちが苦労 して記録 を書 き続けたモルモン

経を通 して証 を得たという点において，皆

さんの多 くが彼 らの先祖たちか ら，個 人的

に恩恵を受けているからです。私 たちは皆，

彼 らと共に末の 日の歴史 を作 り，予言の成

就を進め るという祝福にあずかっています。

さて，私たちはこの民から何を学ぶこと

ができるで しょうか。彼 らは決 して， 自分

たちはほかの人々よりも優れているのだな

どとい う考えを私たちに押 しつけような ど

とは思っていません。しかし，終わ りの 日



におけ る彼 らの役割が予言によって明らか

にされているということ， また主が彼らの

心 を備 えられたことを考え併せ る と，彼 ら

の生活の中に主のみ手があることを認め，

彼 らが なぜ それほど簡一単に福音 を受け入れ

るのか を理解することがで きます。そして，

私たちは皆， これを理解することに よって，

神聖な改宗 とい うものが どのような過程 を

踏んでいくのか を心の中に刻み付け るので

す。彼 らの生活は，福音の基本 とも言える

神 を敬 うという特質 を教 えて くれます。彼

らが持つその特質は，救い を目指 して歩む

私たちにとって模範 とす るこ とができるも

のです。教会が彼らに与 えた物質的な援助

に対 して，彼 らがそれを返済す るとい うこ

とは 多分ないと言って もよいでしょう。し

か し，彼 らを通 して得ることのできる霊的

な洞察を考えた場合，それ を返済 してなお

余 りあると言って もよいのではないで しょ

うか。

また彼らはその生活 を通 して，神への信

仰，確信，信頼 とい う簡明な真理 を教えて

くれています。例を挙げてみましょう。ア

イマ ラ族の ある小さな村は数週間で改宗 し

ました。それ も村 をあげてです。宣教師た

ちは異言の賜によってスペ イン語 をは じめ，

アイマラ語，ケチュア語など数 多 くのイン

デ ィオの言葉を学んでいます。 そしてレー

マ ン人の聖徒たちも，彼 らの世界では絶対

に無理だ と考 られている経済的に自立する

とい う教えを信仰 をもって受け入れている

のです。 とにか く彼 らはそれ を信 じ，その

実現 に向けて道 を歩んでいます。

彼らの生活振 りには悔い改め，偽 りのな

い真実の愛 など，福音が教 える基本的な原

則がにじみ出ています。 この世 的には実に

様々な境遇 にある人々が教会に入 り，指導

者に召 されていますが，彼 らは清められ，

本当にわずかな問に主の教会の立派な指導

者 となっています。読むこ とす らできない

人が多いにもかかわ らず，だれもが指導者

になれ るといっことを，みたまの力に よっ

てす ぐに体得 してしまうのです。長 い間口

が きけずにいたひとりの人がいました。彼

は悔い改め，バ プテスマ を受けました。そ

してそのバ プテスマフォン トを出る時，初

めて言葉 をロにしたのです。

また彼 らの生活は私 たちに，謙遜 さ，柔

和 さ，素直さという純粋な真理 を教えて く

れます。その例 を挙げてみましょう。ある

宣教師は3週 間ほどの間に，それまでだれ

ひとリバプテスマ を受け ることのなか った

地で，18人 の人にバプテスマ を施 しました。

この民には，教えを聞 くということについ

ては何 の問題 もあ りません。彼 らは素直で

あると共に，謙遜で心 に何の偏見も持 って

いませ ん。この点では全 く従順 な子供のよ

うな人々です。

福音の真理 を初めて聞 く人々が，ほとん

ど何の障害 もな く受け入れています。彼 ら

は世の救 い主，予言者を信 じています。そ

してその信仰 はだれ もが抱いているようで

す。前世の存在につ いては当たり前のこと

として考 えているようです し， ジョセブ ・

ス ミスの物語 も，理にかなったこととして

受け入れています。天使の訪れ ということ

に対 して も驚 く様子は全 くあ りません。彼

らは良い羊飼いの声に心か ら耳 を傾け， こ

のよ うに して忠実に神のみ もとへ来ている

のです。(モ ーサヤ26：21;教 義 と聖約84：

47参 照)

彼 らの生 き方 は祈 り，断食，神権の祝福

などの大切 な原則についても教 えて くれる

ところがあ ります。子供はできない と言わ
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れていた姉妹が，女の子に恵 まれ たという

例があ ります。夫が受けた祝福 の中に彼女

への約束 もあ り，彼女はそれ を通 して間接

的に恵み を受けることができたのです。病

気の姉妹が神権の祝福 を受け ると，たちま

ち病の床か ら立ち上が った とい う例 もあ り

ます。悪魔 もこのみ業に公然 と攻撃 を仕掛

けていますが，神権 は時に応 じてこの力を

制 してい ます 。毒のある食べ物や水 をロに

しなが ら，何の害 も受けないとい う主の僕

たちもい ます。若い時には今住んでいる所

か ら何千キロも離れた遠い所に住んでいた

ひ とりの姉妹がいます。彼女は祝福師の祝

福の中で，いつの 日か教会幹部 とつつまし

い食事 を共にす る時が来 るとい う約束を受

けました。そ して今 その予言は事実 とな り，

彼女はあるレーマ ン人のステーキ部長の妻

となっています。

この民の生活か らは親切，忍耐，犠牲 と

い う大切 な真理 を学ぶこともできます。教

会幹部が面接 を望んでいた人に， そのこと

を知 らせ るために， たったひとつの時計 を

売 って自動車のガソリン代に充てた兄弟，

また，家族 を神殿に連れて行 くために，長

年かか ってようや く手に入れた 自動車を売

った指導者 もいます。大人，子供 を問わず

多 くの人々が指輪， 時計，穀物，家畜，時

には歯にかぶせ た金を捧 げて まで，彼らの

地に神殿を建 てるという主のみ業に役立 ち

たいとの気持 ちを表 わしました。

みたまが この民の生活の中に数 多くの奇

跡 という形で表われていることも事実 です

が，静かな細い声 という，あ まり目立つ こ

とはな くても，最 も印象的な表われがなお

も存在 し続け，「彼 らのうち」に働 きかけ，

数 多くの人々を改宗へと導いています。(エ

レ ミヤ31：33参 照)
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この民は リーハイの子孫，予言者 の子孫

であ り， 多くの点で偉大な特質 を備 えてい

ます。しかし神の子が皆そうであ るように，

彼 らもその義に応 じて祝福 を受けています。

私 たちは自分 たちの力や知 恵を誇るつ も

りは毛頭あ りません。 しか し，アンモンが

レーマン人について話 した時の ように語 り

たいという気持ちを覚 えています。

「私(た ち)は 喜 びが満ち充 ちて……私

たちの神がましますことを喜ぼ う。

……それは神のたもう能力によって何事

もすることができるか らである。……

……誰 も主に誇 りを感 じす ぎると言 うこ

とはできない。誰 も主の大能 と世の人々に

尽 したもう憐 れみ と勘忍 とをほめす ぎる と

言 うことはできない。私(た ち)が 自分 の

心に感 じていることはその万分の一 も言え

ない。」(ア ルマ26：11-12，16)

兄弟姉妹の皆 さん，私 たちはこの大会 で

与えられてきた勧告 をすべて実践 しなけれ

ばな りません。ここで述べて きた純粋な真

理，すなわち神 を敬 う心や律法の中の もっ

と重要な事柄などを忘れないようにしよ う

ではあ りませんか。(マ タイ23：23参 照 〉そ.

れ らは本当に基本的なものであ り，福音の

本質です。末 日聖徒があふれるばか りに備

えているそれ らの特質を持てば，いつの 日

かすべての奇跡の中で最大の ものを経験す

るこ とができるで しょう。そ うです，奇跡

はや んで いないの です。今 は奇跡 の時で

あり，私 たちは奇跡 を信 じています。末 日

聖徒 はイエス ・キ リス トへの信仰 に応 じて

奇跡を待 ち望 むことができます。そして，

イエス ・キ リス トこそ全人類 を救 って下 さ

る，天が下におけるただひ とりの御方なの

です。(教 義 と聖約18：23参 照)イ エス ・キ

リス トのみ名によって，アー メン。



七十 人第一定員会会 員 ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リン

神権者皆各々その義務を覚れ

「『善を為す にうむことなかれ』自らの義務に忠実であることは
，真実の主

の弟子である ことの印です。」

現 在・私の召 しには・合衆国南東部の教
会 を導 く責任があ り， これは， ジャマ

イカまで伸びています。最近，家内 と私 は，

この美 しい熱帯の島を訪問する機会に恵ま

れ， そこで，大変忠実な指導者のひ とりで

あるジャマ イカ支部の支部長， ビクター ・

ヌー ジェ ント兄弟にお会いしました。 そし

て， このような会話を交わしました。

「ヌージェン ト支部長， ホー ムテ ィーチ

ングは， どの程度行なわれていますか。」

「100パー.セン トできてい ます。」

「家庭訪問は どうですか。」

「はい
，100パ ー セン トです。」

「聖餐会の出席率は?」

「100パー セン トです
。」

「什分の一 を納め.ている会員は?」

「100パー セン トです
。」

わずか85名 の教会員が立派にその責任を

果たし，素晴らしい模 範 となっているのを

見て，私は，彼 らこそ自分の義務 を知 り，

それ を忠実に果た している人々ではないだ

ろうか と思いました。彼 らは，予言者ジョ

セブ ・ス ミスに与 えられたこの感銘深い啓

示 を心から理解 しているのです。

「この故に
，今や神権者皆各々その義務

を覚れ。また己が任命せ られたる務め を全

く勤勉に勤むべ し。

およそ，怠惰なる者はその地位 に居 るに

値せず，またその義務 を覚 らず信任さるる

に足る行いを示 さざる者は， その地位 にあ

る値なき者 なり。」(教 義 と聖約107：99-

100)

ニ ュー ヨー ク大学の栄誉の殿堂にある，

ロバー ト ・E・ リーの胸像の下には，彼の

言葉が次のように刻まれています。「すべて

の言葉 の中で，義務 という言葉 .ほど崇高な

ものはない。あ らゆる事柄において己れの

義務 を果た しな さい。我々にできることで

それ以上のことはないし， またそれ以下の

ことを望むべ きでもない。」(ノo肋Bα π一

1θ'陀， ジョン ・バー トレット，``凡溺Zゴ1毎7

Qπo'α'20%s"「 引用集」p.620)
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一般に私たちは
， 自分の したいこ とに反

しない限 りは，何 を言われて もさほど気に

しないです ることが できます。しかし，一

方， 自分の意志 と無関係 に義務づけられた

事柄 を行なう時には，相 当の訓練 と自制が

必要 となるのです。 とか く義務 というもの

は， 自ら求め るのではな く，他 人か ら要求

されたことにな りがちです。考 えるこ と，

信 じること，計画すること， どれ も大切 な

ことですが，一番の問題は，何をするかで

す。利己心を捨てて，すべての人の幸福 を

考えることこそ私 たちの責任なのです。

私たちは，創造主が私たちに託 して下 さ

ったすべてのものの管理者です。義務 とい

う言葉は，私 たちにこの ことを思 い起こさ

せ るものであるこ とを常に覚 えてお きまし

ょう。 自ら進んで，忠実に義務 を果たす時，

私たちは幸福 を見いだすのです。ただ幸福

だけを追い求めている人々は，必ず失敗 し

ます。なぜならば，幸福 とい うのは最後 に

手にす るとい うものではなく，む しろその

過程における副産物であるか らです。幸福

は， 自らの義務 を果た し自分 の人生が神 と

その戒めに従った ものであるとい うことを

自覚す ることによりもたらされ ます。 ジャ

マイカ支部の会員は， 自分たちが神の戒め

と一致 した生活をしているといっこ とを自

覚 しているので，幸福な気持 ちになれ るの

です。

ジャマイカの宣教師 もまた， メッセージ

に耳 を傾ける人々に福音を教えるという自

らの義務 をよく理解 していました。彼 らは，

その他の宣教師 と同 じように毎 月の仕送 り

に頼って生活 していますが， ジャマイカの

銀行制度では，小切手 を現金に換 えるまで

に2カ 月間待たなければならないのです。

これは，宣教師にとって大変不都合であ り，
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い らいらの し通 しでした。それ以上 その規

則に従 うことは不可能である と考えた彼ら

は，何か対策 を講 じるこ とに しました。そ

して，それ を実行に移 したのです。宣教師

たちは銀行の支配人に福音 を教え，バプテ

スマを施 しました。その結果，小切手の問

題は りそのよりに解決された とい りわけで

す。ジャマ イカ支部の長老たちは， 自分の

義務 を知 り，信仰 と勤勉さを持 って実行 し

たのです。

さらに，宣教師に とってもうひ とつの問

題があ りました。 ジャマイカでは，彼 らに

適 した十分な食物がなかなか得 られないの

です。栄養源である主食は，手に入ること

ぎ

を

置

重

戸

ノ
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は入るのですが，長い うん ざりするような

日数 を経て ようや く手元に届 くのです。そ

こでまた，解決策が練 られ ました。商人に

福音 を教 え，バプテスマ を施 しました。そ

れ以後，必要 な食物 を欲 しい時に手に入れ

られるよっになったのは，言 っまでもあ り

ません。

他の地域 と同 じように，ジャマイカで も

宣教師は， 自転車をこいで主のみ業 に励 ん

でいます。 しか し， 自転車は，壊 れた り部

品が摩滅 した りします。また，修理 に出 し

ても，部品が なかった り遅れた りす ること

があ ります。解決策は明白です。 自転車屋

に福音を教えて，バプテスマを施すのです。

最近の報告では，彼は宣教師の友情 と証 に

応 えているということです。

自分 の義務 を果たすことは，問題解決の

最上の方法です。 どの ような義務 を果たす

かは，私たちの先人によって設定され，今

日全教会の献身的な教師や指導者に受け継

がれています。一生涯の義務 を果たす時の

基 となる心構 えや精神が，次 の詩の中に適

確 に表わされてい ます。

日々己れの義務 を果た し，

行 く手の何 ものをも恐れず，

ただ神のみこころな りと信 じて進む人，

その人の歩む道は，確かで偉大だ

いずこにて も己れの分 を守 り，

人知れず労苦 を重ね，

ただ神の遣 わされん所 と信 じて向か う人

その人の行 く末は高貴に満つ

天に昇.るか，地 に下るか

ひ とつの試 しを経 る

だれ もがけん命に戦 う

そして，人事 を尽 くした者のみが

人に借 りを残す ことなくこの世 を去るの

だ(作 者不詳)

世 界史において成功を成 し遂げた人々は，

皆 だれ も， 自らの義務 を覚 り，揺るぎない

決意 を持 ってそれを果た した人々です。殊

に救い主は，御 自分の義務 を完全に理解 し

ておられました。そして，御 自分に課せ ら

れたことが人間 としての能力 をしの ぐこと

であっても，主は自らを天父のみ旨に従わ

せ，人類の罪を贈 うことによってその尊 い

義務 を果たされたのでした。

ジョセブ ・ス ミスは， 自らの召 しに忠実

であ り，激 しい迫害のさ中であっても大 い

なる犠牲 を払 って義務 を完 うしました。彼

は，忍耐に忍耐を重ねて，遂にイエス ・キ・

リス トの真実の福音 を回復 したのです。

また，ブ リガム ・ヤングも，自分の責任

を果た したひ とりです。彼は，長年にわた

る忠実な働 きと義務達成の後に，聖徒たち

を 自由の谷へ導 き，偉大な神の王国を築 い

たので した。ブリガム ・ヤングは，必ず義

務 を果たす人であったので，大いなる事柄

を次々 と成就 しました。

さらに，スペンサー ・W・ キンボール大

管長は，福音を地の果てまで広げるとい う

召 しを受け入れました。彼は，自らの義務

を忠実に続行 し，愛の福音を宣べ伝えるこ

とにおいて，すべて私 たちの模範 となる行

ないをしています。その結果，今や教会は

世 界に発展 し，末 日の予言が成就 されつつ

あ ります。

これ らの偉大な人々にも自由意志があ り

ます。彼 らは，義務に通 じる道ではな く，

もっと安易な道 を選ぶことができたかも知

れません。 しか し，彼らはそうしなか った
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のです。彼 らが選んだ義務には，常 に心の

安 らぎと利益が伴 うわけではあ りませ ん。

むしろ， それは，大 きな犠牲 と苦労 を意味

す るものです。 しか し，彼 らはあえてその

義務 を選 び，そして達成 したのです。

人生において，私たちは多 くの義務を要

求 されます。小 さいものか ら，重要 なもの，

意義深いものまで様々です。 しか し，義務

を果たす上で決 して見過 ごしにで きないこ

とは，立派な模範を示 し，あらゆる機会を

用いて人生のこの険 しい坂道を登っていけ

るよう人々 を助けることです。それは，励

ましの言葉や賛辞，握手 など，相手 を思 い

やる態度 によって もできます。 また私たち

は，この世で自らの義務 を学ぶ ことによっ

て，永遠の義務 を果たす準備がで きること

を心に留めてお く必要があります。

男女，子供 を問わずすべての教会貝は，

自らの義務 を果たす責任があ ります。一人

一人が
，神 の戒めに従 って生活す るよう命

じられているのです。また，毎 日祈 り，聖

典 を学び，救い主に近 く生活 し，他の人々

に仕 えるという義務 があ ります。そ して，

ふさわ しい状態で聖餐にあずか り，生活に

おいて聖霊の力 を得 られ るように努 力しな

ければな り.ませ ん。

すべての父親は，家族 を養い，その模範

を通 して神の戒めに従 うよう家族に教 える

義務があ ります。また愛する奥さんの方々

には，子供 をこの世にもたらし，愛 と教養

にあふれた暖かな家庭の雰囲気を作 り出す

義務があるのです。そして夫婦ふた りには，

「主の薫陶 と訓戒」(エ ペ ソ6：4)に よっ

て子供 を育てるという神聖 な義務が与えら

れています。

また，子供 たちは，両親に従い，学び，
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家の手伝 いをする義務があ ります。そ して，

互いに争った り競 った りするのではな く，

一人一人が家族の絆を育み互いの成長 を助

けるとい う霊的な責任 を負っているのです。

さらに，すべての会員は，他の人々 と福

音を分かち合い，毎 日の生活の中で宣教師

の務め を果たす義務があ ります。 また私た

ち一人一 人には， この世 を去った先祖の名

前を捜 し出して彼 らに神権の祝福 を与 える

義務があ ります。そして，物質的に満 たさ

れるよう努力 し，貧 しい人，困っている人

人を助ける必要があるのです。さらに，あ

ま り活発 でない会員を見つけて力づけ，忠

実で献身的な行ないを通 してワー ド部や ス

テーキ部 で召 しを立派に果たせ るようにな

らなければな りません。

以上が私たちに与え られている義務のい

くつかです。 それ らは， いつ も心 を躍 らせ

楽 しみを与えるものではないか も知れ ませ

ん。 しか し，一つ一つが重要 であ り， また

同時に私たちの霊 を精練 し，身 も心 も強め

て くれるものです。 また，主のみ業 を推 し

進める大 きな力 となります。

家，教会， 日々の仕事において， また愛

す る母国のために，そ して軍や基地で働 く

教会員に とって，義務 を果たすこ とは絶対

に必要な ことです。救 い主は，このこ とに

ついて，はっきりとしか も適確 に述べてお

られます。

「悪い実のなる良い木はない し
， また良

い実のな る悪い木 もない。

木はそれぞれ，その実でわかる。いば ら

か らいちじくを取 ることはない し，野ば ら

か らぶ どうを摘む こともない。

善 人は良 い心の倉か ら良い物を取 り出し，

悪人は悪 い倉か ら悪いものを取 り出す。 心

.か らあふれ出ることを，口が語 るものであ

る。

わたしを主よ，主 よ， と呼 びなが ら，な

ぜわたしの言 っことを行 わないのか。

わたしのもとに きて，わたしの言葉 を聞

いて行 う者が，何に似ているか， あなたが

たに教えよう。

それは，地を深 く掘 り，岩の上に土台を

すえて家を建 てる人に似ている。洪水が出

て激流がその家に押 し寄せてきても，それ

を揺 り動かすことはできない。よ く建てて

あるか らである。

しか し聞いても行わない人は，土台なし

で，土の上に家 を建てた人に似ている。激

流がその家に押 し寄せて きたら，たちまち

倒 れてしまい，その被害は大 きいのである。」

(ル カ6：43-49)

兄 弟姉妹，「善 を為すにうむことなかれ。」

(教 義 と聖約64：33)自 らの義務に忠実で

あるこ とは，真実の主の弟子，神の子供で

あるこ との印です。義務 を果たす ことに雄

雄 しくありましょう。そして，なすべ きこ

とを行 ないましょう。第二の位 を保つ とい

う，私たちの最 も重要な責任 を怠ってはな

りません。義務 に忠実であ りましょう。そ

れは，私たちを神の もとへ導 くか らです。

この道 こそ，幸福 に通 じる道，神の王国

に繁栄 と進歩 をもたらす道です。私は， こ

れ らのことを，心 より深 くへ りくだ り， イ

エス ・キリス トのみ名によって証申し上げ

ます。アーメン。

☆ ☆
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七十人第一 定員会会員 レッ ク ス ・D・ ビネ ガ ー

決心への決意

「目標，神への信仰， 自分 自身などの事柄 について決心するように心 に決

めて下さい」

私 はこの素晴らしい讃美歌(「感謝を神に
捧げん」)を 歌 う度に，その証に合わせ

て胸が高鳴 るの を覚えます。また，私 たち

の生ける予言者スペ ンサー ・W・ キンボー

ルの召しが神か ら与 えられた ものであるこ

とを皆 さんに証 します。

私は自分 に与 えられている，教会の若人

と共に活動す る責任 に感謝 しています。教

会のアロン神権定貝会会員は将 来の宣教師，

また教会の指導者，世の指導者 となる人々

です。この素晴 らしい機会にあずかる者 と

して，私は きょう， この大きな若 人の群れ

に属す る人々に話 したい と思います。こう

な りたい と思 う人物になるための力につ い

てです。

今年の夏，私はアロン神権 を持 つ2，600

人 もの素晴らしい若 人や その指導者 たち と

キャンプをし，忘れることのできない経験

をさせていただきました。居並ぶ色 とりど

りのテン トや ボー イスカウ トの制服で一杯
や

のそのキャンプ場は，12本 の輻を付けた大

きな車輪の形の陣形をとっていました。そ

して一本一本の輻の部分が， イスラエルの

12の 「部族」のそれぞれの野営地に当て ら

れたのです。 フロ リダ ・デゼ レ ト牧場 で行

なわれた6日 にわたるこのキャンプでは，

キャンプ技術の訓練，数々の特別 な発表，

体 力テス ト，霊的なプログラムな どたくさ

んの行事が行 なわれました。(2万 リッ トル

を越 える牛乳，氷30ト ン，清涼飲料水1，000

ケー ス，そして1ト ン半のパンが胃の中に

消えていったことは言 うまでもありません

が)こ うして若い男性 とその指導者たちは

神権 につける目標に照準 を合わせ共に活動

を楽 しみ ました。

第1日 目の夕べには開会式典 としてキャ

ンプファイヤーがあ りました。それぞれの

場所に陣取ったイスラエルの全 「部族」が

ア リーナに向けて行進 しました。西に傾 い

た太陽が発する目を奪わんばか りの光芒 を

背に，ふた りずつ並んで行進す る若 人の列

は1マ イル(1.6キ ロ)の 長 さに達 しました。
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色 とりど りの旗 を掲 げた現代のイスラエ

ル の息子 たちは，「名誉にかけて」 とい う

スカウ トの誓いを描 いたアーチの下 を通 っ

てい くのです。そ してそこにはスカウ トの

誓い とおきて，アロン神権につける 目標 を

きざんだプラカー ドをかざして門衛が立っ

ています。少年 たちは神権指導者に率い ら

れてそこを通る時に一人一人，永遠の生命

目指 して 日々努力 し，神権 を授か り，伝道

に出，神殿で結婚す るにふ さわしい者にな

ると自分 自身に誓 うように求め られました。

その夜決心 したこ とのフォローア ップは

続 く4日 間の 「山の頂」 に登るとい う特別

な経験 を通 して行なわれました。古代イス

ラエルの指導者たちは主か ら特別な教えを

いただ くために， しば しば，定め られた山

の頂 に登 りました。そこで，この 「イスラ

エル」の神権者 たち も， 自分 自身を備えて

キャンプ場の中の特 に定め られた場所に行

き， そこで霊的な導 きと勧告 を受けるとい

うこ とが決め られたのです。この活動 を通

して彼 らは，福音の重要 な原則に従 って生

きる とい う決意 をす ることが，道徳的に清

い生活 を送 るこ と， また言葉 と行ないを正

直な ものにすること，知 恵の言葉 を守 るこ

となどの大切な決定をしていたことにもな

るということを学んだのです。

それ らの事柄 は，以前の大会 でキンボー

ル大管長が話された 「ある決意」に当たる

ものです。

「私たちは
，教会 の青年男女が， 自分た

ちには1回 だけ，ある決意 をする必要があ

るといっことを，これ まで以上 によく認識

できるよう手助け したいと思っている。……

私たちはひとたび， あるこ とを片付けて し

まえば， もう二度 とそれにはかかわる必要
.
が な くなる。ただ一度決意をするだけで，

それ を生活の中に取 り入れ，さらに私たち

の特性 とすることができる。そうすれば私

たちが何 をし，何をしないか何百回も思い

悩み，再三再 四決定する必要 はな くなるの

である。……若 い兄弟たち，皆 さんがまだ

そ うした決意をしていなければ，今，決心

するよう心に決めていただきたい。」(「聖徒

の道」1976年8月 号，p.359)

若 い兄弟の皆 さん，皆 さんにはそれがで

きるのです。皆 さんは義 人になることもで

きます し， 自分の夢や望み を達成すること

もできます。そしてそれを成 し遂 げるには，

幾つかの事柄 について，今 まだ若い内に決

心 しなければな りません。今こそ，決心す

るよ うに心に決める時なのです。

まず初めにす るこ とは， 目標 を選ぶとい

う決心です。同じ説教の中でキンボール大

管長はこ う語っています。

「アロン神権者の若者 にも
， メルケゼデ

ク神権者 にも，行なってみていただきたい

ことは， 人知れず， しか し堅い決意のもと

に，個人的な価値ある目標 を設定す るとい

うこ とである。 ある一定の期間で達成で き

るもの を幾つか選び出し，それ を目標に し

て，進歩す るための努力を始めるのである。」

(「聖徒の道」1976年8月 号，p.359)

私 の友 人に 自分の息子が この方法に従っ

て 目標 を決めるの を助けてあげた人がいま

す。 ドンとい うその友人は息子に， 自分が

どうなりたいか， またどのような人物にな

りたいと思 っているか を尋ね ました。す る

と， 同じワー ド部の会員で近所に住むひと

りの人の名前 を挙げました。確かに前にも

時々その人の ことをほめていたことがあっ

たのです。 ドンは息子を車に乗せて，その

人の家に向かいました。

その人の家の前に車 を止め ると，ふた り
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は車の中に座ったまま，その人が持ってい

る財産や暮 らし振 り，親切で物惜 しみのな

い態度，良い評判，正直 さなどについて話

し合いました。そして話は，彼が現在の 自

分を築 き上げるまでに払ってきた代償 に及

びました。そこには長年の努力，それ なり

の教育 と訓練，犠牲，チャレンジがあった

のです。現在の富 とうわべ を見れば気楽に

も見える彼の生活は，正 しい目標 に向かっ

てこつこつ と重ねて きた努 力と，主の祝福

の賜だったのです。

ドンの息子は また，成功 と正 しい生活 と

いう点で自分の手本 としている人々の名 を

挙げました。賢明な父親か ら，その人たち

の歩んできた道について教えられると， こ

のまだ年端のいかない少年 は早速， どうい

う人物にな りたいか， 自分の目標 を決めた

のです。そして自分 で掲げたその 目標に合

わせて他の事柄 も決定することを心に決め，

自分の選んだ道 を歩み続け る備 えをしたの

です。

次に来るのが，行動に移そ うとい う決心

です。目標に到達するには，行動 を起 こさ

なければな りません。世界一の富豪の ひと

りに数えられたこともあるJ・ ポール ・ゲ

ティが成功のための秘訣 を述べ ています。

「朝早 く起 きて
，夜遅 くまで働 きなさい。

そうすれば油脈 にぶつかる。」ゲティ氏は さ

らに，次のような含蓄のある言葉 を残 して

います。「時速100キ ロ で走る列車 に乗った

人が 『私は100キ ロ で走っているんだ』 と

言って も別に差 し支えないような気がす る。

だが実はそ うではない。 自分 自身の足で進

んでいるのでなければ，それは立 っている

だけのことなのである。」(J・ ポール ・ゲ

ティ，Rαz4θ湾D忽 θ∫'「リーダー ズダイジ

ェス ト」1980年9月 号，p.94)
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世 界 的に有名なバイオ リニス ト，ア イザ

ック ・スターンがあるテレビ番組で司会者

か ら， コンサー トバイオ リニス トになろう

として，本格的な努力 を決意 したのはいつ

の頃か とい う質問 を受けたことがあ ります。

彼はまだ若 い頃にサンフランシスコで開い

た初めてのコンサー トの ことを話 しま した。

音楽評論家 たちは彼の演奏 に深い感銘 を受

け，その前途有望 な若者に素晴 らし.い将来

を約束 しま した。 これに励み を得 た彼は1

年 後のニュー ヨー クでのコンサー トを目指

して準備に入 りました。 ところがニュー ヨ

ー クの音楽評論家たちの言葉は決 して甘い

ものではあ りませ んで した。彼 らの論評は，

相 当の練習 を積 まない限 り，アイザ ック ・

スター ンの ソリス トとしての成功はとても

無理であるとい うものでした。

意気消沈 したスターン氏はニュー ヨーク

の2階 付 ぎバスに乗 り，マ ンハ ッタンの中

をあちらこちらと，時 も忘れたように して

バスの走るままに身をまかせ ました。彼の

言葉 を借 りると， 彼はその時， これか らど

う進んでいったらいいのか と考えて，「心の

中で泣 き声 を挙げていた」 そうです。あの'

評論家の言ってるこ とは本当だろうか， こ

れが自分の限界ではないだ ろうか，オーケ

ス トラの一員になる道 を選んだ方がいいの

ではないだ ろうか と，様々な思 いが駆け巡

りました。

市内 を4度 回 り，彼 は母親が待つアパー

トに帰 りました。その時彼は心に決めてい

ました。「お母 さん，練習す るよ，音楽の方

が僕に くっついて くるまでがんばるんだ。」

現在，アイザ ック ・スター ンは世界でも屈

指のバ イオ リン奏者 として称えられていま

す。行動は祝福 を得る上で欠かす ことので

きない原則です。私たちは行動す ることに



よって，肉体的に も霊的にも自分 を成長さ

せ ることが できます。行動は肉体 と人格の

両面か ら力を与 えて くれるのです。

あるバスケットボールのコーチがこっ言

いました。「山の頂上に人がいるのを見た ら，

それは，その人が決 して挫折 しなかったか

らだ とい うことを忘れないようにしなさい。」

私たちの内にある天与の可能性 を極め，そ

の頂 に達す るには， そこへ至 る道 を一歩一

歩進 んで行かなければなりませ ん。それは'

辛 く苦 しい，人の顧 みない道か も知れ ませ

ん。それでも，全力 を尽 くし，不屈 の精神

をもって積極的に行なってい くなら，必ず

登 り詰めることがで きるで しょう。

そ して もうひ とつ，信 じようと決心す る

ことです。信 じるとは神 を信 じることであ

り， 自分 自身を信 じることです。神が皆 さ

ん一 人一人に深 く心 を掛けて，皆 さんが成

功 を収め るように願っておられるというこ

とを信 じて下 さい。神 は御子 イエス ・キリ

ス トの福音 の中に，窮極的な成功への確か

な手本 を示 しておられます。

主の福音に一致 した生活をする時，私た

ちは主のみたまを通 して， 日々のチャレン

ジに打ち勝ってい くという確信 を得 ること

ができます。そ してニーファイと共にこう

言 うことができるのです 。「人が もし主を信

ずる信仰 を表 したならば，主は人のために

みこころのままに何で もで きることを忘れ

たのは どっしたことか。 そっ言 っわけであ

るか ら私たちは主に忠誠 を尽 そうではない

いか。」(1ニ ー ファイ7：12)

予 言者 ジョセブ ・ス ミスが次のように述

べ ているのは，神への信仰，神は 自分に心

を掛けてお られ るとい う信仰か ら生 まれ る

勇気 と心のゆ とりがあったからです。

「た とえどの ような苦難iに遭遇 しようと，

決 して落胆 してはならない。たとえノバス

コシアの炭坑 に埋め られようと， ロッキー

.山脈全体 を頭上に積 まれようと，落胆せず，

主に頼 り，信仰 を働かせ，勇気 を保っ よう

に。そうすれば頂に連れ出されるであろう。」

(「ジョージ ・A・ ス ミスの回顧録」教会歴

史事務局所蔵)

若 人の皆 さん，皆 さんは今，人生の中で

最 も重大な時にいます。青年期は習慣が形

成されてい く時期であり，いろいろな考え

を身につけてい く時期です。そして， それ

は決意の時 でもあるのです。「決心す るよう

に心に決めていただきたい」 という私 たち

の予言者の言葉 を心に刻み込むこ とを， き

ょう決心 して下 さい。

とにか く一度，何かについて決心 しよう

と心 に決めて下 さい。例えば，それ をやめ

なければ 自分を滅す とい うような事柄 です。

またほかに， 自分の生活に取 り入れ ようと

思 うことで，永遠の幸福につながる事柄な

どについても考 えて下 さい。さらに，皆 さ

んの神聖な行 く末にかなった目標を立て，

皆 さんを創造 された神 を信 じ， 自分 自身を

信頼す るように決心 して下 さい。 また自分

で立てた 目標は必ず達成できる ということ

を信 じて下 さい。そ して，行動する決心 も

です。主の導 きのみ手の もとに心か ら努め

るな ら，義 にかなった努力はすべて好い結

果 を生むに違いあ りません。

私たちが皆，イエス ・キ リス トの福音が

発する，義 の光 の中で決心 をす ることがで

きるように， イエス ・キリス トのみ名によ

って祈 るものです。アー メン。
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十二使 徒定員会会 員 デ ビ ッ ド ・B・ ヘイ ト

「王 国 の 鍵：」

「主は予言者を通 して民にみこころを表わ しておられます。 『そは彼

の言は，汝 ら全さ忍耐 と信仰とを以て，あたか=bわ が ロよ り聞くが如くに

これを受け入るべさなればな リ。』」

私 たちは神の指示によ畔 年に渡 この
偉大な大会に集い，永遠の父なる神 を

礼拝します。そ して聖霊の賜 と力を通 して，

イエスが神の御子 であ り，救 い主，贈 い主

であること， またイエスを知 ることによっ

て永遠の生命が得 られるこ とを宣言す るの

ですξ(ヨ ハネ17：3)

この総大会に参加 し，予言のみたまを目

のあたりに して，私たち一人一人は信仰 を

強め，義 しい生活 をしようという望みを築

き上げます。また私たちは，主の王国の諸

事 を司るように任命 された人々か ら霊感あ

ふれる勧告 を受けます。その王国は力を得

て発展 し，やがては地 を満たすで しょう。

予言者ダニエルはこう予言しています。「こ

れはいつまで も滅びるこ とがな く……立 っ

て永遠に至 るのです。」(ダ ニエル2：44)

歴 史の1ペ ー ジを彩るこの大会 も終わ り

に近づ くにあた り，私 たちは救い主 を求め，

救い主 を信 じる人々によ り真実の教えが語

られたことを宣言す るものであ ります。彼

らの話 を通 して，主の教会のみならず謙遜

に主を求める個 人に対 して も，主のみここ

ろが知 らされ ました。世 界の キリス ト教派

にあって私 たちの占める立場には独特の も

のがあ ります。私たちは直接間接 を問わず，

他のいかなる教会 とも関連を有 していませ

ん。いわゆるクリスチャン，非 クリスチ ャ

ンを問わず，他の宗教 とは全 く結 びつきが

ないのです。末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会は，過去現在 を問わず，他のいかなる教

会 あるいは宗教団体 とも関わ りを持ってき

ませんでした。

この教会は，正直に福音を受け入れそれ

に従 う人に 「救 を得 させ る神の力」の鍵 を

持っています。(ロ ーマ1：16)私 たちは神

の誓約の子 として， もしも忠実であるなら

ば神の業に敵対す る者たちを放逐 できると

い う約束 を受け ました。私たちの忠実さと
かん

義 により，邪悪な者たちや好計 を巡 らす男

女の悪影響は阻止されるでしょう。私たち

は，権威 と栄光 とを受けて再 びこの地上に
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来臨 され る救い主 を迎 えるために，世の人

人に備 えをさせ る責任 を持 っているのです。

ある人がこう尋ね ました。「あなた方の

教会で主張す るところの権能は，他の教会

で言 う権能 よ りももっ と確実な根拠 を持っ

たものですか。」私たちの答えはこうです。

「はい
。古代にあった と同 じ神の神権の権

威 と権能 を私たちは持 っています。」

ピリポ ・カイザ リヤの国境の ところを旅

しておられた救 い主は，十二使徒に こうお

尋ねになりました。「人々は人の子をだれ と

言ってい るか。」(マ タイ16：13)

使徒 たちは言いました。「『あ る人々はバ

プテスマのヨハネだ と言 っています。 しか

し，ほかの人たちは，エ リヤだ と言い， ま

た，エレ ミヤあるいは預言者のひ とりだ，

と言っている者 もあ ります。』

そこでイエスは彼らに言われた，『それで

は，あなたがたはわた しをだれ と言 うか。』

シモン・ペテロが答 えて言った， 『あなた

こそ，生ける神の子 キリス トです。』

す ると，イエスは彼にむか って言われた，

『バル ヨナ ・シモン
，あなたは さいわいで

ある。あなたにこの事 をあらわしたのは，

血肉ではなく，天にいますわたしの父であ

る。

そこで，わたしもあなたに言 う。 あなた

はペテロである。そして，わたしはこの岩

の上にわた しの教会 を建て よう。：黄泉の力

もそれに打ち勝つことはない。

わたしは， あなたに天国のか ぎを授けよ

う。 そして， あなたが地上でつな ぐことは，

天でもつ ながれ，あなたが地上で解 くこ と

は天 でも解かれ るであろう。』」(マ タイ16：

14-19)

主 は，主の教会が神御 自身が示 したもう

真理，す なわち啓示 とい う岩の上に建て ら

れなければならないと教 えられました。ま

たキ リス トは生ける神の御子であることも

言明 してお られ ます。これが，地獄の門も

主の教会に打 ち勝つ ことのないゆえんです。

ここで天国の鍵がペテ ロに与えられてい

ます。彼はその権能 を，他の十二使徒 と共

に働 きまた彼らを管理す る際に行使 しまし

た。

主は幾度 となくペテロ，ヤ コブ，ヨハ ネ

のみ を伴って行 かれ ました。 これは明 らか

に，3人 に特別な霊的経験と指示 を与える

ためです。やがて訪れる試練に備 えるため

に変貌の 山に登 られた時，イエスはこの3

人の弟子 を伴 われました。これは，御父の

肉における独 り子の栄光 を見て，彼 らの心

が堅固にな り，信仰が強め られるようにと

のはか らいからで した。彼 らはそこで，約

束された神権の鍵を受けました。この神聖

な出来事にはモーセとエ ライヤスも姿 を見

せ，3人 の使徒はイエスがその愛する子で

あると証 をし， イエスに聞 き従え と命 じた

もう御父の声を聞 きました。

それか ら幾世 を経 た1830年8月 ，主は啓

示をお与 えにな り， ジョセブ ・ス ミスとオ

リヴァ ・カウ ドリが使徒 に聖任 され，その

鍵を受けたことを確認 され ました。

その啓示にはこう記 されています。「……

わが汝 らに遣わして，汝 らを聖職 に按手任

命 し汝 らの使徒 たること， また汝らがわが

名の特別 の証人たることを確認 し， また汝

らが導 きと教えを施す働 きと，わが彼 らに

啓示せ るところ と同 じものとの鍵を有つ こ

とを確認せ しめたるかのペテロ，ヤ コブ，

ヨハ ネの3人 ，

すなわちわが王国の鍵 と，終 りの世 に於

ける，お よび天と地の両つにあるすべての

ものを一つに寄せ集むべ き 『時満ちたる』
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時代 に於ける福音の神権の時代 とを託 した

る三人 と共に飲み……。」(教 義 と聖約27：

12-13)

王 国の鍵はこの3人 の古代の使徒 を通 し

て，ジョセブ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・カウ ド

リに与えられました。復活を遂 げ，人々の

問に導 きと教 えを施 したもうた後にイエス

が権能 を授けたもうたのは， この3人 でし

た。

主はフレデ リック ・G・ ウイリヤムスを

啓示によってジョセブ ・ス ミスの副管長に

召したもうた時，次のよ うに言 ってお られ

ます。「……汝語 る者の声に，主なる汝の神

の言に耳 を傾け，また汝が召されて，す な

わちわが教会の大祭司 となり， またわが僕

ジョセブ ・スミス(二 代 目)の 副管長 とな

るその召 を聴け。

われはジ ョセブ ・ス ミスに王国の鍵 を授

けたるが， こは大神権の大管長会に常に属

す ものなり。」(教 義 と聖約81：1-2)

1836年4月3日 ，変貌の山で救い主 と3

人の使徒たちの もとを訪れたかの天使 たち

が， カー トラン ド神殿 で予言者ジ ョセブ ・

ス ミスとオ リヴ ァ ・カウ ドリに現われ， ま

た新たな神権の権能 と鍵 を授け ました。教

会 を建 てて， イエスの来臨 とこの地上 での

永久の統治の備 えをす るための権能 と鍵で

す。モーセはイスラエルの集合の鍵 を授け，

エライヤスはアブラハムに与えられた祝福

と権能を回復 しました。またエ ライジャは，

父の心を子に，子の心を父に向けさせる鍵

と権威を授けました。(教 義 と聖約110：11

-16参 照)

時 の絶頂の時代，王国の鍵 は当時の大管

長会であったペテロ，ヤコブ， ヨハネが保

持 していました。その鍵 はジョセブ ・ス ミ

スを筆頭 とする歴代の大管長に授けられ，

現在 では，スペ ンサー ・W・ キンボール大
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管長に委ねられています。 キンボール大管

長の持 っている権能は，このよ うに至上の

ものです。神権 と教会に対 して，啓示 と決

定の権能を持っているのです。

キンボール大管長には，神権 を管理する

権能が集中しています。これ までのすべて

の神権時代の鍵 と，この時満ちたる神権時

代の鍵 を保持 しているからです 。(教 義 と聖

約112：30-32参 照)こ の地上でこうした

鍵や権能が授けられる人は，一時代にひと

りしか いません。 この後で話 をして下 さる

キンボール大管長は，神の予言者なのです。

キンボール大管長が大管長に召されて初

めての記者会見 の時のことです.記 者 たち

はキンボール大管長の口か ら教会の進路 を

変えるように劇的な話が聞け るもの と期待

して耳 を傾けていました。、しか しキンボー

ル大管長が語ったのは，予言者 と呼ばれる

人であればだれ もが語 った 「神 の戒め を守

りなさい。主の道に従 いなさい。主の足跡

に従って歩みなさい」 とい うメッセー ジで

した。

キンボー ル大管長のそばにいて親 しく交

際させていただ くと，大管長が主 を愛 し，

また民を， それ もすべ ての民 を分けへ だて

な く愛していることをひしひしと感 じる.よ

うにな ります。主はキンボール大管長 を，

教会 と世の歴史から考 えて重大なこの時期

に主の教会 を管理す る人として取 っておか

れました。私たちが歩むべ き道 を決めるの

は大管長です。私 たちは，大管長の決定や

指示が霊感を受けたものであることを肌で

体験 してい ます。そしてそのことか ら， こ

のみ業に対す る確信 と平安 とを得ているの

です。私たちは， キンボール大管長の指示

に全幅の信頼 をもって従い ます。それは，

神がその民 を導 くために神の僕である聖な

る人を立ててこられたことを知っているか

らです。

1894年 に改宗 した英国人ウィリアム ・フ

ァウラーは，神の予言者が民 と共に生活し

ているとい うことに非常な感動を覚え，次

ような感動 的な詩 を書きました。「感謝 を神

に捧げん，予言者 の導 き。末 日に福音 を，

光 とたまいぬ。」(讃 美歌170番)

私 たちを愛す るがゆえに与 えられたキン

ボール大管長の勧告の言葉に耳 を傾けると

共に， その勧告について家族 と共に祈 って

下 さい。そ うすれば，神の指示により与え

られた， しかもい と高 き原則に基づいた勧

告に従 うように励 まされるもの を感 じるで

しょう。教会が組織 されて数 カ月後にジョ

セブ ・ス ミスに授 けた もうた啓示 の中で，

主は新 しく召された指導者たちに入念な指

示 と勧告 を与 えておられます。主はこう言

われ ました。「……神 に願 うべ し。…… 『み

たま』汝 らに証 したもうところを……汝 ら

全 く聖 きこころ を以 て これ を為 し……」

(教義 と聖約46：7-9)

この啓示は次のよ うに続いています。「す

べての者，必ず しもあ らゆる賜 を与 えられ

しにあ らず。何 となれば，賜は多くあれど

すべての人は神の 『みたま』によりてその

一 を受 くればな り
。

ある者は聖霊によ りて， イエス ・キリス

トは神 の子に して而も世 の人の罪のため十

字架につけ られたるを知 る賜を得，

他の者は彼らの言を信 じ，か くして忠実

にして止まざれば また永遠の生命を受 くる

賜を得 ……」(教 義 と聖約46：11，13-14)

私 た ちは また，私たち自身 と家族のため

に直接 の啓示を受けることができます。こ

れは，神の予言者に心の波長 を合わせ，謙

遜 になって祈 りを捧げる人に， その祈 りの
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答えとして与 えられるものです。主は予言

者 を通 じて民にみこころを表わしてお られ

ます。主の代弁者は自ら名乗 り出た者では

なく，主に よって召された人なのです。だ

れもその職 を自らの手で取 るこ とはできま

せん。アロンの場合の ように，神 より召さ

れなければならないのです。(ヘ ブル5：4

参 照)

教会は今からち ょうど150年 前 に組織さ

れましたが， その時主は教会員に，新たに

召された主の予言者に心か ら従 うように警

告 され ました。「この故に汝 ら教会員は，

彼が上 より受 くるままに汝 らに与 うる誠命

と彼の言 とを皆心に とめて よく聞 き，わが

前に全 く聖 き道 を履むべ きな り。

そは彼の言は，汝ら全き忍耐 と信仰 とを

以て，あたかもわが口より聞 くが如 くにこ

れを受け入 るべ きなればな り，」(教 義 と聖

糸勺21：4-5>

続 いて主はこう約束されました。「これら

のことを為 さば，地獄の門も汝らに打勝た

ざるべ し。而 して，誠に主 なる神は汝 らの

前より暗闇の力を追 い払い，汝らの為 と神

の御名の栄光のために もろもろの天をも震

い動か しめん。」(教 義 と聖約21：6)

私 た ち教会員がなすべ き主のみ業は，全

能者により，恐れ を知 らない指導者たちの

手に託 されてきました。皆 さんは支持の挙

手によ り，私たちの予言者に従 うことを誓

いました。大管長は神の代弁者 です。主は

この神権時代 の教会の権能 を受けた予言者

に言及 して，教会に対 しこ う語ってお られ

ます。「.すなわち，また聖霊 によ りて感ずる

ままに語るべ きことは彼らに対す る範例 な

り。

およそ聖霊 に感 じた る時語るところはこ

とごとく聖典 の言 となり，主の意 とな り，

140

主 の精神 となり，主の言 とな り，主の声 とな

り，世 を救いに導 く神の能力 となるべ し。」

(教義 と聖約68：3-4)

キ ンボール大管長は， この教会が神か ら

託 された使命 を全 うする上で必要 な鍵 をす

べ て持っています。福音 をすべての国家，

民族に宣べ伝 え，イスラエルの集合のため

に世界の津々浦々にシオンのステーキ部 を

組織 し，生者 と死者の双方に神聖 な儀 式を

施す聖なる神殿 を建設す る鍵 です。

末 日の歴代 の予 言者たちによって明 らか

に されてきたこの聖な るみ業は， この地を

統治したもう神の子の再臨に備えるための

ものです。神 の御子は御父の栄光 に包 まれ

て再びこの地上に降臨 したまい。義人に報

いを与え，権能 を行使 して王国を確立 し，

義 と平和の統治 を行なわれ ます。このこと

について書かれた聖句ほど明確な聖句はほ

かにないでしょう。「人の子 は父の栄光 のう

ちに，御使たちを従 えて来 るが，その時に

は，実際のおこないに応 じて，それぞれに

報 いるであろ う。」(マ タイ16：.27)

この教会は，救 い主 と古代 の使徒たちに

よって再び建 てられたイエス ・キ リス トの'

教 会です。

私たちはキンボール大管長が神 の予言者

であ り，世 の人々にキリス トの福音 を教 え

る上で私たちを導いておられることを証 し

ます。

永遠 の父なる神 は生 きて ましまし，同じ

く私たちすべ ての救い主である御 父の肉に

よる独 り子 も生 きてお られることを， イエ

ス ・キ リス トのみ名によ り証 します。アー

メン。



大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンホ「一ル

「旅 の途 中で疲 れて はな らな い」

「私たち に課せられているチャレンジについて
，古代の予言者が適確に表

現 しています。『も しも これ らをみな信ずるならば謹んで実行廿よ。』」

一 の大会に出席 し，た くさんの教会幹部
一
の方々か ら主の言葉を聞けることは，

何 という喜びでしょうか。私はこれまで と

同じように，個 人として， また全教会員 を

代表して， この総大会で受けた勧告 と励 ま

しに感謝の意 を表するものであ ります。音

楽 を担当 して下 さった方々は，この大会に

花 を添 えて下 さいました。また出席された

方々は，いろいろと心に深 く考えるところ

が あり， きっと命のパ ンを得 たこ とで しょ

う。そして とりわけ，主は御 自身のみたま

をこの大会に注いで下 さいました。 このこ

とに私 たちは心か ら感謝するものであ りま

す。

しか しなが ら，私たちが受けたこの数々

の恵みを，閉会の讃美歌 と共に忘 れ去って

はなりません。一つ一つの説教について，

私 たちは力を込めて 「アーメン」 と言って

きたはずです。この午後の大会の最後の 「ア

ー メン」がまだ耳の中にこだまする内に
，

それぞれの家庭に帰 り， さらに充実 した生

活 をし， また2日 間にわたって学んだ原則

を実行に移すように決意 しようではあ りま

せ んか。

兄弟姉妹の皆 さん，正 しい原則 を教わっ

た人に課せ られるチャ.レンジはいつ も同じ

です。ひ とりの古代の予 言者がそのことを

適確に表現 しています。「もしもこれらをみ

な信ず るならば謹んで実行せ よ。」(モ ーサ

ヤ4：10)こ の大会で心 に決めたことを，

たとえ現実の世界の試練 と苦悩 と義務に直

面 しても忘れ ることのないように しなけれ

ばな りません。現実の世 界は悩み と争いに

満 ちているか らです。

私たちはしば しの問 この世 を離れてこの

大会の場に集い，みたまが心に平安 をささ

や くのを感 じてきました。そして今私たち

は，この世 のそれ ぞれの持 ち場に帰 らなけ

ればな りません。 しか し，今の私たちには，

この世 をもっと住みよい所 とするための備

えができています。全力で， また自信 をも

って主の業を推進 し，待ち受ける難問に対

141



処しようではあ りませんか。ため らいなが

らではなく，着実に，みたまを通 して得 ら

れるいついかなる時にも献身する姿勢 をも

って，堂々 と前進 しましょう。

この大会の数 日間は，友人同士が顔 を合

わせ，聖徒 たちが主か らの勧告の言葉 を聞

く素晴 らしい喜びの 日々で した。 もしも大

会に集ったすべての人が， それぞれの家庭

に帰 って，受けた義務 を果 たそ うと決意す

るならば， これほど素晴 らしいことはない

でしょっ。

この世の中には，私 たちにとってこれか

らむずか しい問題 となるような出来事や傾

向が見受け られ ます。そうしたものによ く

注意して下 さい。このような動乱の世の中

では，私たち自身 も動乱の渦中に巻 き込 ま

れずに生活することは無理で しょう。しか
いかり

し私たちは，錨がないために 「様々な教の

風に吹 きまわされた り， もてあそばれたり

す る」必要 はあ りません。(エ ペソ4：14)

私 たちは神 の教会の会貝であり，私たちを

導 いて くれる予言者たちをいただいていま

す。 また私たちには，羊飼 であるキリス ト

がついてお られます。

しか し兄弟姉妹の皆 さん，現代の コミュ

ニケーションの世の中では， この世的なも

のを家庭か ら締め出す ことは困難 です。 し

たがって私たちは，他 の人々は どうあれ，

まず私たち自身が先 を見通す力 を失わない

ように しなければなりませ ん。私 たちの気

持 ちをくじき心 を暗 くさせ るようなことを

耳にした として も，決 して落胆 してしまう

ことのないようにして下 さい。旅 の途中で

疲れてはならないのです。主のプログラム

は，たとえ道半ばで放棄す る教会員がいた

として も，進展 を続けてい きます。私たち
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は主の業が，た とえ世 の苦悩のただ中にあ ・

って も，着実に発展 を遂げてい く様子 を目

のあた りにす るで しょう。主の教会 は転が

り出て，全地に満ち充つ るのです。主は私

たちに何度 も何度 も確信 を与 えて下 さいま

した。また私たちが戒め を守 るな らば必ず

約束 を果たす と言ってこられました。今 も

そ う言っておられます し，それはこれか ら

も変わ りません。

私は，人生の中で何か を学 び取ったとす

るならば，それは，私たちの息の続 く限 り

実践 し続けなければ ならない とい っことだ

と思います。そのように行なえば，逆に，

まだまだた くさん し残 していることがある

のに気づ いてびっ くりす ることで しょう。

私たちは レーマン人のためのプログラム

に強い印象 を受けています。私は感動 して

います。私たちは今，こ のプログラムが現

実のもの となっていることを認識 し始め ま

した。このプログラムが実際に進展 し，世

界中に拡大 しつつあることに，私たちは何

の疑 いも持 ってい ません。私たちは今行な

われている事業に誇 りと感謝の気持 ちを抱

いています。それ と同時に私は， レーマ ン

人のみな らず他の国々のあらゆる民にも，

この福音を伝 える責任があることをひしひ

しと感 じてい ます。彼らも福音に触れ，そ

の教 えを理解す る必要があるのです。

教会の活発な会員の方々に もう一度 申し

上げたい と思います。私たちはここで心 を

開かれる数々の教 えを受けました。 さあ，

出て行 って私たちの家族や隣人や友人に祝

福 を与 えようではありませ んか。私たちは

皆天父の子供であ り，天父は私たちを愛 し

てお られ ます。この ことを通 して，私たち

はひとつの絆で結ばれるのです。

きょう私たちは，愛 ということについて

た くさんのことを聞 きました。私は，これ

までの半生の間訪れた世 界中の国々に思 い

をはせ る時，その国 とそこに住む民に対す

る愛で胸が一杯にな るの を覚えます。訪問

するたびに私 たちを歓迎 して下さった国民

の皆様ならびに一 人一人の教会員の方々に

心か らの感謝の意を表します。

兄弟姉妹，私は人に，彼は兄弟姉妹 を愛

する人間だ， と言われたい と思います。そ

してその愛が，この大会に参加 しそ して今

主の業 を遂行するためにこの場 を後にす る

すべての人々の手に よって，遠 くにまた近

くに伝えられるこ とを望んでいます。

主は生 きてお られ ます。神は生 きておら

れ ます。イエスはキ リス トです。イエスは

肉における独 り子であ り，世の救 い主，瞭

い主 です。心か ら謹んで証をします。私 た

ちは主の証 し人です。私 たちは主が常に私

たちを見守 りたもうことに， またそのみ旨

とみ業 と賜に心か ら感謝 しています。

愛す る兄弟姉妹の皆さん，主が皆さん を

祝福 され ます ように。この大会 を契機にさ

らに力を得て，人生 において達成 しようと

計画 したことを実行 に移す ことができます

ように。それだけでなく，以前に も増して

効率 よ く実行できるように願 っています。

また，主の祝福の必要な無数 の人々に手 を

差 し伸べ，福音が ここにあり，主が神であ り，

イエス ・キ リス トが贈い主であ り，そ して

この業にあって私たちがキ リス トにすべて

を委ねることができることを伝えて下さい。

主が続けて皆さんを祝福 したもうように。

それぞれの家庭や国に戻 られたな らば，私

たちの心からの愛 をお伝 え下さいますよう

に。神の祝福が皆 さんの上にあらんことを。

イエス ・キ リ乃 トのみ名により申 し上げま

す。アー メン。
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1980年10月4日(土)福 祉部会

大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

什分の一の律法

「この義務を完全 に果たさ'ない人 は重要なことを怠っているのであって
，

それは単なる不注意ではなく，罪です。」

愛 する兄弟姉妹の皆 さん・ き・う私がお
伝えしたいことは，決 して耳新 しいこ

とではあ りません。什分の一の律法 とそれ

に関連 した福音の原則はあ らゆる神権 時代

の予言者がはっきりと教 えてきたことです。

時の初めより，私 たちは，「地 とそれに満 ち

ている物 とは，主のものだからである」(1

コ リン ト10：26)と 教 えられて きました。

この地に 「満ちている物」の中か ら，その

什分の一 を主に捧げるよう主は求め てお ら

れるのです。什分の一は神の律法であり，

神に従う者の義務であります。 この義務 を

果たすことのできない人は，重要なことを

怠っていることにな ります。

私たちはこの問題 について，教義 と聖約

119章 に あるこの神権時代の主の言葉か ら

知識を得 ることができます。

時折大管長会事務局に，正 しい什分の一

とは何かという質問が寄せ られます。

それに対 して私たちは一貫 して，私たち

が承知 している最 も簡潔 な言葉，つま り主

御 自身の言葉で答 えてきました。すなわち

教会貝が 「毎年彼 らの得る全利益の什分の

一」つまり収入の什分の一 を納め るべ きだ

という言葉 です。(教 義 と聖約119：4参 照)

主 に仕えても空 しい と思い始め る時があ

るか もしれませ ん。 しか しそのよ うな時 こ

そ，私 たちは信仰 を奮い立たせ，神の豊か

な約束を信 じ，戒めに従い，忍耐強 く待つ .

必要があ ります。主は必ずすべての豊か な

約束 をかなえて下 さるでしょう。パ ウロは

次のように述べています。「目がまだ見ず，

耳が まだ聞かず， 人の心に思 い浮びもしな

かったことを，神は，ご自分 を愛す る者 た

ちのために備 えられた。」(1コ リント2：9)

従 順 な人々にはこの世におけ る大 いなる

約束が与 えられています。例 えば，什分の

一を納める人々には次のような約束があ り

ます。

「わた しの宮に食物のあるように，十分

の一全部をわたしの倉に携えてきなさい。

これをもってわた しを試み， わたしが天の

基
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窓を開いてあふ るる恵みを，あなたがたに

注 ぐか否か を見 なさいと，万軍の主は言わ

れる。

わたしは食い滅ぼす者を，あなたがたの

ためにおさえて，あなたがたの地の産物を，

滅ぼ さないように しよう。 また，あなたが

たのぶ どうの木が， その熟する前に，その

実を畑に落すことのないようにしようと，

万軍の主は言われる。

こうして万国の人は， あなたがたを祝福

された者 ととなえるであろう。」(マ ラキ3

：10-12)
「先 程 も述べ たように

， この神権時代にお

いて什分の一の律法 を確立することとなっ

た主のみ言葉は，1838年7月8日 ， ミズー

リ州 ファーウェス トにおいて予言者 ジョセ

ブ ・ス ミスに与 えられ，教義 と聖約 の119

章 に記録 されてい ます。 それか ら10日 後に，

主は予言者ジ ョセブ ・ス ミスに教義 と聖約

120章 に 記 されている新たな啓示を与えら

れ，教会の什分の一 を，大管長会，十二使

徒定員会，管理監督会から成る評議会によ

って正 しく処理すべ きことを明らかに され

ました。 そして今 日で も，啓示によって指

示されているように，18名 の教会幹部から

構成 され る 「什分の一処理評議会」が主の

霊感の もとに定期的に会合を開 き，教会の

什分の一の支 出の決定 と承認を与えていま

す。皆さんがよく御存 じのよ うに，教会は

赤字支出を行 なっていません。教会の神聖

な基金は綿密 な予算管理の もとに，支出が

収 入を上回ることのないように計画 されて

います。

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長は，1897年

10月 の大会でこの同 じ壇上から什分の一の

律法につ いて次のように述べています。

「什分の一の律法の目的は
，すべての州，

国家，世 界の自治国で行 なわれている歳入

の規定に似た ものであると私は思う。何か

大切 な 目的を持った組織で，その意図を達

成す るための手段 を用意 していない ものは

ない。什分の一の律法は，末 日聖徒イエス・

キ リス ト教会の歳入を規定す るものである。

この規定がなければ，主の目的を達成す る

ことは不可能であろう。」(「福音の教義」p，

219)

時 間の関係で，お じの ジョセブ ・F・ ス

ミス大管長が語った什分の一に関する麗わ

しい話につ いて詳 し く述べ るこ とはでき

ませんが，それは彼の母， メア リー ・フィ

ールディング ・ス ミスに関す ることです
。

メア リー ・フィールディング ・ス ミスは殉
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教 した大祝福師ハイラム ・ス ミスの妻で し

た。彼女がソル トレー クの谷に到着 してか

らの心温 まる， しか も信仰の高まる話です。

彼女は現在ホテル ・ユ タが建 っている通 り

の向かい側にあった什分の一管理事務所で，

什分の一を納め ることで彼女 をいさめたひ

とりの兄弟に向かってこう言いました。

「とんでもないことです。あなたは私か

ら祝福 を取 り上げよ うとなさるのですか。

什分の一を納めなければ主は私に祝福 を下

さいませんわ。私が什分 の一 を納めるのは，

それが神の律法だからというだけではない

んです。そ うすることによって祝福が得 ら

れ るか らです。什分の一や そのほかの律法

を守れば，必要なものに恵まれ，家族 を養

って行けると信 じているのです。」(「福音の

教義」p.222)

私.は皆 さんに， 「福音の教義」に書かれて

いるこの話 をぜひ一度初めか ら読んでみ る

ようにお勧めします。

兄弟姉妹の皆 さん，繰 り返 し申 し上 げま

すが，什分の一は神の律法であり，神 に従

う者の義務です。この義務 を完全に果たさ

ない人は重要 なこ とを怠 っているのであっ

て， それは単なる不注意 ではな く，罪です。

什分の一の律法は神聖 な戒めであ り，天

父の子供たちすべてに当ては まるものです。

聖書を信 じる者は皆，什分の一の律法が神

の律法であることを信 じる必要があ ります。

しか し末 日聖徒 ほどその意味 を理解 し， こ

の律法を守って生活 している人々はいませ

ん。それは， この什分の一の律法が近代の

予言者によって再 び私たちに告げ知 らされ 、

たからです。

什分の一の律法の中には絶えず，次のよ

うな主のみ言葉が響 き渡っています。「カイ

ザルのものは カイザルに，神の ものは神に

返 しなさい。」(マ タイ22：21)

兄弟 姉妹の皆さん， この主の重要 な律法

が神か ら与えられたものであるこ とを証 し

ます。天父が皆 さんを祝福 して下 さり，す

べ ての聖徒が同じ証 を持つ ことができるよ

うに祈っています。皆 さんの上に祝福が あ

るようにイエス ・キ・リス トのみ名によって

申し上げます。アーメン。
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管理監督 ビク タ ー ・L・ ブ ラウ ン

「必要なる物を

ことごとく調えよ」

「最近
，個人と家族の備えが十分 にてきていない人が大勢いることか次第

に明らかになってきました。」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・けさ私は深く
憂慮 しているひとつの事柄について皆

さんに 申し上げたいと思います。皆 さんも

御存 じのよ うに，古代 イスラエルの民はヨ

ルダン川を横切 って約束の地に入るまで40

年 間 も荒野 をさまよい続けました。私 たち

もひ とつの民 として， この40年 間個人 と家

族の備 えの大切 さにつ いて教え られてきま

した。私たちの福祉に関す る第一の責任は

私たち自身にあ り，次 いで家族にある と教

えられて きました。そ して， これらの援助

手段が困難になった時には じめて教会 の助

け を求めるのです。 しか し最近， この個人

と家族の備 えが十分にできていない人が大

勢いることが次第に明らかになって きまし

た。

過去1年 間，監督による断食献金 と物資

の供給が不安な状態になっています。現在

の供給率で行 きます と，教会の財源は短期

間の内に使 い尽 くされて しまいます。事実，

ある物資はすでに底を尽 き，そのため にし

ばらくは品不足が続 くことは明白です。こ

うしてみ ます と，個人 と家族の備 えに対 し

て誤解があるか， あるいは知 っていて もそ

れ を実践 していないかの どちらかであろう

と思われ ます。教会員の中には，優i先順位

が適切であったならば十分備 えができたに

もかかわ らず，困難な状態が来たら教会が

援助を して くれるものだと考 えている人が

大勢いるよ うです。

以前，ふたつのステーキ・部 を訪問 した時

に，私が今指摘 しているようなことを実際

にこの 目で見て きました。双方 とも末 日聖

徒が圧倒的に多数 を占めている地域にある

ステー キ部です。 ところがどちらのステー

キ部 も，深刻 な雇用の問題を抱えていまし

た。一般に私は， ステーキ・部大会で見知 ら

ぬ地を訪れる時， そこに住ん でいる人々へ

の理解 を深め るためにその隣近所や地域 を

回るこ とに しています。た とえば，庭の手

入れは十分になされているだろうか。古 く

荒れはてた納屋や小屋，敷地は きれいに整
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理され，棚が施 されているだろうか。他 の

言葉で言えば，そこに住んでいる人々が 自

分たちに対 して， あるいは地域に対 して ど

れだけの誇 りを持っているだろうか とい う

ことです。

先程述べた最初のステーキ部 では，家や

庭 もきれいに手 入れが行 き届いています。

一見
，町 も繁栄 していると思われる， いわ

ゆる中流階級の人々が住んでいる地域 でし

た。車寄せに置いてあるキャンパーや ボー

トを見て恵まれた地域だ と思 う人も少な く

ないでしょう。私はステーキ部長会の方々

と会って，人々が豊かになっていることが

よ くわかると述べ ました。 ところが，そこ

に住んでいる人々の福祉の必要 を検討 し，

彼らが断食献金や監督の倉庫に依存してい

る実情 を見て，私は愕然 としたのです。

ステーキ部長の言 うところによると，あ

る大手会杜の倒産後1，2週 間の 内に，大

勢の家族が監督たちに援助 を求めてきた と

のことです。彼らは自分たちの生活を支え

るだけの準備がなかったのです。 しか し中

には忠実 な教会員 もいて， 自分たちの必要

を満たすだけでな く，隣人にも援助を して

いました。

この最初のステーキ部か らかな り離れた

ところにある2番 目のステー キ部 も同 じよ

うな雇用の問題 を抱えていました。 しか も

家屋はきれいに整理整頓され，それでいて

ぜい沢に思われ るところはどこに も見当 り

ませんで した。 しかも驚いたことに， この

ステーキ部では断食献金 も監督の指示書 も

一切使 われていないのです
。

私はステーキ・部長に， これは監督が この

プログラムをよく理解 し，貧 しい人，困っ

ている人を助ける責任 を果 たしているか ら

でしょうか と尋ね ました。す るとステーキ
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部長はこう答えて下 さいました。「もちろん，

中には監督から援助 を受け る必要のある会

貝たちもいます。 しか し，ほ とん どの会員

が 自分たちの福祉は 自分 たちの責任 である

ことを認識 し， 自分 たちで賄 うことがで き

るように備 えています。」

お分か りいただけると思い ますが， この

ふたつのステーキ部の会貝たちが持ってい

る優先順位には大 きな違いがあ ります。最

初のステーキ部の多くの会貝たちは，準備

もせ ずに，教会が世 話して くれるの を待 っ

ています。 しか し2番 目のステー キ部はそ

れ と全 く反対に，大部分の会貝が自分の必

要を満たす ようによ く準備 しているのです。

次に，ある個人の例を挙げて， そこにど

のような問題が隠されているか示 してみた

い と思います。

数 カ月前のことですが，ある若い夫婦が

健康保険を解約することにしました。 とて

も保険料を払ってい くことができないと思

ったか らです。大学院の費用が高 くな り，

インフレー ションがひどくなって きたこと

に より，教会幹部の勧告 を無視せ ざるを得

な くなったわけです。 ところが，ふた りに ，

赤 ちゃんが生 まれ，その子が未熟児で余病

を併 発し， その治療のために膨大 な費用が

かかることにな りました。彼 らは心 を痛め，

怖 くなってまず家族に相談 しました。家族

はす ぐに相当な援助 をして くれ ました。 そ

れでも少し足 りなかったので，彼らは監督

の ところに持 って行 きました。監督は不足

分を断食献金の中か ら援助 しました。 もし

保険 をずっと続けていたら， ほとんど自分

たちだけで支払 うことができたはずなので

す。

ある若者が職業学校は勉強がきつ く， 費

用 もかかるということで，学校 を中退 しま



した。そ して結婚 した彼は，賃金の低 い食

料品店で働 くようにな りました。 ところが，

赤ちゃんが生まれると， 彼の収入だけでは

家族の基本的な必要 さえ も十分に満 たすこ

とがで きませ ん。両親に話すには少し気が

ひけるということで，彼は監督に援助 を求

めてきました。

またある家族は月曜 日の夜 に家庭の夕べ

を開 く代わ りにテレビのスポーツ番組を観

ていました。何週間 も何 カ月も，家族の祈

りや福音 に関 す る話 し合 い もなけれ ば，

聖典 を読むことや実 りあ る家族の活動 を行

なうこともあ りませ んで した。 ところが今，

20歳 前の娘さんが家出をして しまい，両親

は監督に助け を求めてきました。

これ らの例はどれを取ってみても，会員

たちが個 人と家族の備 えの原則を実践 して

いたら避 けられたような問題です。合衆国

やカナダ以外のほ とんどの国では，福祉活

動プログラムが まだ十分 に実施 されていま

せ んが， それでもこの個 人と家族の備えの

原則は広 く全世 界の教会員すべてに当ては

まります。 もちろん， このプログラム を実

施す る際にある面において政府の規制を受

ける国が あることもよく承知 しています。

それでも末 日聖徒は法律の許す範囲で教え

に従 わなければな りませ ん。

ステーキ部の指導者たちがこの福祉活動

集会で学んだことを監督や定員会指導者，

ワー ド部扶助協会会長に伝え，教会員の皆

さんが私たちの言 う基本的な原則を会得 し，

自分たちの家 を整えることを生活の中で実

践で きるように していただ きたいと私は心

か ら願っています。(教義 と聖約90=18参 照〉

監督は貧 しい人や困っている人の必要 を

満たす責任があ ります。そ してだれに， ど

のような形で援助 をす るかを決め ます。 ま

た， その援助が人々に祝福 をもたらす もの

となるか，単に施 しとなるか を判断 します。

そして正 当な援助 を受け るべ き人が見過 ご

しにされることのないようにする責任を持

っています。

冒頭に述べましたように，この原則が教

えられてすでに40年 にな ります。 しかし実

際はキンボール大管長が述べているように

ずっと昔か ら教 えられていたのです。1868

年7月25日 ， ブ リガム ・ヤング大管長は ミ

ル ・クリー クワー ド部で語った説教の中で

次の ように述べています。

「私は末 日聖徒が
，私たちの知っている



この地上の人々の中で最良の人々であると

信 じている。それで も多ぐの点で，私 たち

は怠慢，怠惰であ り，主のみ言葉に従 うこ

とに遅いと思 っている。私たちが 自立 しよ

うとしな くても神が私たちを助けて下 さる

といった信仰 で動いている人が大勢いるよ

うである。私 たちはいなごが飛来 して きて

作物を荒すのを恐れている。……私は予言

者の塾で，人々が資金の浪費をやめ，主に

食べ させ てもらう代わ りに， もう少し良識

を働かせ， 自給 自足できるよ うに財産を蓄

えて もらいたいと述べたことがある。そう

した考 えを，私は長い間持ち続け てきた。

また私に与えられた助言に も注意を払って

きた。過去何年間 も私たちは，窮乏の時で

も潤いのある生活がで きるように穀物 を積

み上げてお くことを教えられてきた。恐ら

く，主は私たちの一部にききんを起こすだ

ろう。ききんは恐 らく私 たちの隣人を襲 う

に違いない。主は私たちが今味わっている

ような時代 を再び もた らす と言われている。

しか し， もしも私がこの助言に耳 を貸 さず，

来るべ き日を無視 していたとしたら，今の

私はどうなっていたであろうか。

このことに関す る末 日聖徒 の反応 と与え

られた助言に対す る彼 らの怠慢に 目を向け

ていただきたい。 もし今季 と来季，虫が作

物を荒すのを主が許 されたとしたら，私た

ちはどうなるのだろ うか。 この民の顔には，

死 と悲しみ，欠乏の様相が浮かんで くるで

あろう。 ところが，ある人は 「主 を信 じて

いますので，主はそのままに した りはしな

いはずです」 と言 うか もしれない。そ うし

た希望的な見方が出て くる根拠は何だろう

か。天父が私たちに使 う剣 と自分 を守 るた

めに戦 う腕 と頭を与えて下さっている とい

うのに，私たちが，「われのために戦いたま
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え」 と天父に願ってよいものだろ うか。 自

分のために戦 って くれるよう天父に頼んで

おいて，天父が行 なうのを指 を食わえて じ

っ と待っている。そのようなことがで きる

だろうか。私にはできない。人々が知恵あ

る言葉 に耳を傾け，勧告 を受 け入れるよ う

祈 ることはできる。 しか し自分ができるこ

とを神に頼むなど，私の頭ではとても考 え

られ ないばかげたことである。末 日聖徒 を

見ていただきたい。畑には何年間 もの作物

が植 え付け られている。この傾向 をこのま

ま維持 してい くな らば，箱はあふれんばか

りに一杯 にな り，「7年 分 の蓄え」によって，

害虫の被害などものともしな くなるであろ

う。私たちは損害 を埋めるために一生懸命

に働 き，苦労 を重ねるのではな く， 谷に入

り，材木を切 り，資材 を求めて私たちの住

居を建て，それを美 しくす ることができる。

また，垣根 を作 り，建物の補修 をしてシオ

ンを麗わ しい所 とすることができる。 さら

に土地 を休 ませ，害虫がいな くなるまで待

つ こともできる。 しか し，現在 人々は混乱

している。……物資が不足し，問題を抱え，

途方 に暮 れている。人々は何 をしてよいか ，

わからない。何 をすべ きか告げられてはい

たが，その勧告に聴き従わなかったからで

ある。」(「説教集」12：240-41)

ブ リガム ・ヤング大管長は さらにこ う続

けています。「私 たちは聖 きみたまのささや

く声 に耳 を傾けるすべ を身につけなければ

ならない。そして，私 たちが信仰の一致に

到達す るまで神の僕の勧告に従わなければ

ならないのである。私 たちが この勧告に従

っていたならば，今 日穀物の倉庫はた くさ

ん建 ち， しか もその中は一杯の穀物で満 ち.

あふれていたことであろう。小麦やオー ト

麦，大麦は私たちだけでな く，家畜の飼料



ともな り，長年 にわたって生命を永 らえる

もの となっていた.であ.ろ う。」(「説 教集」

12：141)

さ らにヤング大管長 は次の ように述べて

います。「モーセが山に上っていた時，人々

〔イスラエルの民〕はア ロンにモーセの居

所 を尋ね， 自分たちに先立って行 く神を造

るよう要求 した。そこでアロンは人々に耳

飾 りや宝石を持ってこさせ，金の子牛 を造

った。人々はその周 りを跳び回 り，金の子

牛が 自分 たちをエジプ トの地か ら救 い出す

神 である と書った。.そのために， どのよう

な良 い結果が もた らされただろうか。 ちょ

うど私たちと同じように，豊か な時には穀

物 を蓄 えず， い なごがやって きた時に，

『主 よ， どうかいなごを追い払い，私たち

を救 って下 さい』 と泣 き叫ぶ。それはちょ

うど，ある男が船の甲板 に出て，広 々とし

た海原に向かい自分 の信仰 を見せてや ると

言い，甲板から飛び降りて，『主よ私 を助 け

たまえ』 と叫ぶようなものである。そうま

で極端ではないに しても，主が私たちに与

えて下 さった もの を捨て，むだにしてしま

うのは全 くばかげたことである。そ してふ

だん浪費 しているに もかかわ らず，必要に

なると主に求める。主はこれ まで私たちに，

ずっ と続けて祝福 を与えてこられた。した

が って主は，なぜあなたが たはなぜその祝

福 を受け ようとしないのか と主は問われ る

であろう。」(「説教集」12：243)

私 は， これ まで何 もなされていない と申

し上げているのではあ りません。1年 分の

貯蔵 をし， 自分たちで賄っている忠実な聖

徒たち も大勢 います。彼 らは従順に備える

こ とによって得 られ る平安 をよく知ってい

ます。私たちが受け取る手紙に も， 多 くの

家族が菜 園を造 り，食糧や衣服，その他の

物資 を1年 分備蓄す るように努力している

こ とが記 されています。 また家族全員でこ

の物質的な福祉に取 り組む ように働 きかけ

ている両親 もいます。

最近受け取った手紙にこう記 されていま

した。「僕 は家で食糧貯蔵 の責任 を受けてい

ます。今年で10歳 にな ります。僕は，教会

で発行 している『家庭 における生産 と貯蔵』

というパンフレッ トが大好 きです。ほかに

よい資料があった ら，ぜ ひ送って下 さい。

トラビス ・リール 〔署名〕」
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私たちが関心 を寄せているこ と， そして

また私が きょう最 も伝 えたいこ とはこの壇

上で何度 も繰 り返 し述べ られているこ とで

すが，福祉 プログラムが教会の備えではな

く，個人と家族の備 えの基本的な原則の上

に成 り立っているということです。私たち

が心配 しているのは，教会が生産事業，か

ん詰工場，監督の倉庫，デゼレ ト産業， そ

の他の有形の活動 をプログラムとして行 な

っているために， 自分たちは 自給 自足する

必要がない と教会員に誤って解釈 され るこ

とです。このような思い違いがあ るのは，

過去数 カ月断食献金や監督の倉庫の物資に

よる支給が急速に増加 していることを見て

も明らかです。

私たちは非常に困難な時代，恐 らく最：近

の歴史の中で最 も困難な時代 に生活を営ん

でいる と言 えるで しょう。経済は総体 的に

見て調整が不可能 になっているようであ り，

多くの地域で失業が増加 しています。イン

フレー ションは世 界のほとんどの国々に侵

透し，個人の負債 も驚 くほ ど増えてい ます。

若者が家を買 うのは不可能に近い状態です。

家を購入した大勢の人々は毎 月の支払いに

追われ，非常時に備えるな どとて もおぼつ

かない有様です。

私たちはある期間貯 えをして，借金をし

ないように教 えられて きました。また必要

なもの を買い，順番に使 うように， しか も

常識を用いて自立 と自給 自足がで きるよう

に備えることを教 えられて きました。この

教えについては常軌 を逸 した極端 なところ

は全 くあ りません。私が心配 しているのは，

現在の私たちが，ブ リガム ・ヤング大管長

が述べているような状態にあるのではない

かということです。

「私たちはこのことの起 こる前に も一度
，
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いな ごとの戦いをこの 目で見てきた。それ

か ら2年 が過 ぎた。2年 間 もの期間があった。

もしも来年，豊作にでもなろうなら，人々

は今ほ どいなごの襲来について考 えな くな

るであろう。その翌年 となれば，なおさらで

ある。そして4，5年 後には， 完全に彼 らの

意識か ら消え去 ってしまう。私たちは これ

らの害虫の影響か ら完全に逃 れることがで

きる。私たちが何千，何万 トンの小麦や ライ

麦，大麦，とうもろこしを貯蔵 し，〔害虫に

向かって〕『食 うものなら食ってみろ。おま

えたちのために種 をまいた りはしないから

な』 と言ってみなさい。それか ら土地を耕

や し， 肥料 をまき，種はまかずに土地 を休

ませ る。そうすれば いなごが私たちが働 い

て得た もの を食い荒 らす こともない。私た

ちはシオンを麗 わしい所 とし，私 たちが住

んでいる所 を住みやすい所にす ることに専

心できるのである。」(「説教集」12：242)

兄弟 姉妹の皆 さん，私たちの心配は間違

っていない と思います。 多 くの人は私たち

の前途 には もっと大 きな困難が待 ち受けて

いると述べ ています。私たちは教会員の福

祉に深 い関心 を抱 いています。一 人一 人が，

また家族が主のみ言葉 を受け入れなかった

ならば，将来必ず窮乏 と苦難の時が来るこ

とを私 たちは知 っています。主は，「組織 し

て必要 なる物 をことごとく調えよ」(教 義 と

聖約88：119)， 「されどその事たるや，必ず

わが道に適 いて行われざるべからず」(教 義

と聖約104：16)と 言 われ ました。

願わ くは，神権指導者や扶助協会の指導

者たちが全世界の教会貝に 自分の福祉 に対

す る責任を理解させ，教会員が豊かな正 し

い生活 をすることができるように祈ってい

ます。 イエス ・キ リズ トのみ名によりて。

アー メン。



管理監督 会第二副監督J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク

信仰ある家族

「福祉プログラムの本質は私たちが家族と して 自立するところにあります。」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・いつの時代の
入々に とっても最大のチャレンジは予

言者の声に どう応えるか とい うことです。

現代の予言者は私 たちに次のように勧告 し

てい ます。

1.個 人の義 を高める。

2.収 入の範囲内で生活 し，借金 を避け

る。

3.1年 分の食糧，衣服の生産 と貯蔵 を

行 ない，で きれば燃料 も1年 分貯蔵す

る。

この明確な勧告にすべての人が従 ってい

るわけではあ りません。信 じて実践 してい

る人もいますが，嵐の前兆である黒雲がた

ちこめるまで何 もしないで待っている人 も

います。またこの勧告 を拒否 している人 も

います。

昔，村人が羊飼いの少年にこ う言いまし

た。「いいか い。おおかみ を見たら，おおか

みだ!お おかみだ!と 大声で叫びな さい。

鉄砲 とくま手を持ってかけつけるか らね。」

次の 日，少年が羊の番 をしていると，遠

くにライオンの姿が見えました。少年は大

声で叫びました。「ライオンだ!ラ イオン

だ!」 しか しだれ も来ませ んで した。ライ

オンは羊 を何匹か殺 してしまいました。少

年 は落胆して言いました。「私があれほど大

きな声で叫んだのに，なぜみんな来て くれ

なか ったんですか。」

村人は答 えました。「この辺りにはライオ

ンなんていないのだ。わしらが恐れている

のはおおかみだよ。」

羊飼いの少年はこのこ とを通 してひとつ

の大切な教訓 を学びました。

人は信 じようとい う心の準備のできてい

るこ とに しか対応できないのです。教会幹

部の皆 さんは時折，経済の現況や個人 と家

族の備えの必要 につ いて大胆な言葉 を使 う

の を避けることがあ ります。そのような言

葉 を使 うと，問題の傍観者 たちは話 を社会

的な危機 と勝手に解釈 して，貯蔵 している

人々に先 を越 されまいと大勢の人々が食料
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品店に押 しかけるのです。

1976年4月 ，フェザース トーン副監督は

教会員に，1977年4月 までに1年 分の食糧

貯蔵 をす るようにという年間 目標 を提案 し

ました。家庭貯蔵プログラム を実施 してい

なかった人々は，あわてて借金をし，数百

ドルもの食料品を買い込みました。彼 らは，

予言者 ヨナが したように，ニネベの町 で何

が起 こるのか と， 目をこらしていました。

あたか もフェザース トーン兄弟が終わ りの

日を正式に1977年4月1日 と定めたかのよ

っでした。しかし，彼はその よっなことを

言ったのではあ りません。主の道はひらめ

きで動 いた りするものではな く， また，混

乱や恐慌を引 き起こす もので もあ りませ ん。

いつ も秩序 ある備えの上 に立っているか ら

です。

私たちはもっと賢明な管理 人になろうで

はありませんか。歴史が教える教訓につい

て考え，また予言者に耳 を傾けない人々が

なめた経験か ら学ぼ うではあ りませんか。

ギボンズ， トインビー，デュラン，その他

の著名な歴史家たちは偉大な文明の衰退の

原因を分析 し，繰 り返 し同 じことを述べて

います。その原因 と結果 を，ひ とつのアメ

リカ人教育者が6項 目に まとめています。

1.人 々が宗教上の信仰 を失い，基本的

な道徳観 を軽視す る。

2.性 に耽溺す る。

3.： 貨幣の実質価値 を低下 させ，インフ

レの急激な浸透を招 く。

4.正 直に働 くことが美徳 とみなされな

くなる。

5.法 秩序が崩壊 し，個人や集団の欲求

を達成す るために暴力が一般 に用いられる。

6.最 後に，人は軍人になるの を嫌い，

国家 と伝統 を守 るために戦お うとしない。」
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(ケ ネ ス ・マ クファー ラン ド博士，`窺66η一

陀η忽α1且〃昭万σα苫吻oγ 魏η勿"「 ア メ リ

カ200年 の条件」，サンフランシスコ， フェ

アモン トホテルで開かれたア メリカ独立石

油協会全国大会での説教よ り)

兄弟姉妹の皆さん，私たちの国家はこの

ような破壊 を免れ る賢明な道 を歩んでいる

でしょうか。私 たちは歴史の流れ を変 える

備 えがで きているでしょうか。私たちの政

治的な権利と責任 を行使 し， また社会へ の

奉仕 を通 し，さらに個人 として正義 を貫 く

ことによって， この国 を私たちの力の及ぶ

限 り，専制 と財政的，道徳的な崩壊か ら救

わなければな りません。しか し恒 久的安寧

は，私たちが主の予言者 に従 うことに よっ

てのみ実現可能であることを忘れてはなら

ないのです。

教義 と聖約 の101章 で，主は聖徒たちが

主 のみ言葉になかなか耳 を傾けないの を見

て，次のように言われました。「主は彼 らの

祈 りに耳傾けて事 ある時に彼 らに答えるこ

とを遅 くす。事なき時に，彼 らわが助言 を

軽ん じたり。 されど事 ある時は，彼 ら止む

を得ずわれを探 し求む。」(教 義 と聖約101レ

7-8)

同 じ啓示あ中にあるぶ どう園のたとえ話

にも力強い教えが述べ られています。皆 さ

ん も御存 じの ように，ぶ どう園の主人は人

を雇って，ぶ どう園に12本 のかんらんの木

を植えさせ ました。その周 りに囲いをめ ぐ

ちし，や ぐらを建て，番人を置きました。

ところが，僕たちは集 まって協議 しました

が， 「今は平和なる時なるに」(教 義 と聖約

101：48)主 が なぜ このや ぐらを必要 とする

のかよ くわか りませんで した。彼 らは委員

会を開きましたが，「互いに意見合わ ざる中

に，甚 しく怠惰 とな りて……然 るに，敵夜



の中に来 りて生垣 を壊 りたり。」そして僕た

ちを追い払い，「彼 らの造れるものを打ちこ

わ し，また 『かん らん』の木をそこなえり。」

(教義 と聖 約101：50-51)不 従順 の結果

はこれほ ど恐ろしい もの となるのです。主

の教 えに素直に従っていた方が どんなに よ

かったか しれません。

いつの福音の神権時代 をとってみても，

真に神から選ばれた高貴な人々，雄 々し く

忠実 な聖徒たちが見 られます。彼 らは個人

としてあるいは家族 として雄々し く忠実な

生活を送 りました。彼 らが尊ばれ，記憶に

留め られるのはこの世の標準で測ったため

ではな く，彼 らが持 っている力強い信仰に

よるのです。彼らは神に従 うことは神聖な

義務 であると考 え， そして神 を愛 し，神 を

信 じ，全身全霊 で神 に仕えます。彼 らはあ

らゆる時代におけ る神の教会の骨格 であり，

筋肉であ り，筋 とも言える人々です。彼 ら

は信仰ある家庭 を築 いています。そのよう

な人々の口をつ いて出て くる言葉は次の よ

うな言葉です。

「われその故 を知 らず
，ただ主の誠命に

従 うのみ。」(モ ーセ5：6)

「わた しとわたしの家 とは共に主に仕 え

ます。」(ヨ シュア24：15)

.「私 は主が命 じた もうたことを行って行

う。」(1ニ ーファイ3：7)

「わ たしは主のは しためです。お言葉 ど

お りこの身に成 りますように。」(ル カ1：

38)

「私 は
，へ りくだって主に こう申し上げ

たい と思 う。『この山地をわ た しに くだ さ

い』，『これらのチャレンジを私に ください』

とQ… …

私は，私 の精力 と能力の限 りを尽 くして，

『全 くわが神，主に従 う』つ もりである。」

(スペ ンサー・W・キンボール 「聖徒の道」

1980年3月 号，p.112)

兄 弟姉妹の皆 さん，主が私たちに行なう

ように命 じられる時，私 たちはいつ もその

理由を知 っているわけではあ りません。主

の道 は人の道 と同じではないのですから。

しか し， これだけははっきりしています。

主の道はまっす ぐであるとい うことです。

人が歩むような曲がった道ではありません。

私たちは信仰 を福音の第一原則として受け

入れています。しか し， まず行動 を起こし，

それか ら確認 をいただ くほど私 たちは主 を

信頼 しているでしょうか。人はそれを盲従

と呼ぶか もしれませ ん。アイダホ州のひと

りの監督はよくこう言ってい ます。「どのよ

うな形の従順に しろ，不従順 よりもよい。」

信仰 は盲従ではあ りませ ん。 しか し信仰の

試 しを受けた後でなければ，証 を受け られ

ないこともしばしばあ ります。もし私たち

が これまで不従順であったならば， きょう
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悔 い改めを決意 し，私たちの家 を秩序の家

に しようではあ りませんか。

それ を達成す る最良の方法は，物質的な

面で聖徒 が直面している，3つ の重大 な問

題に予言者の勧告 を実行す るこ とです。(1)

個 人の収入 と支 出の管理の必要，(2)仕事 の

質 と生産性の低下，(3)現金 と物資による蓄

えの不足。

財政管理の必要については，1979年10月

の総大会でタナー副管長が述べた 「不変の

原則」 とい う話(「 聖徒 の道」1980年3月

号)を 参考にし，それを細か く研究 して下

さい。健全な家計管理には，正 しい予算計

画が必要です。私たちは皆，予算計画 の訓

練を受 ける必要がある と思います。

私たちは負債 を避けるように勧告 されて

い ます。この指示は永年にわたり解釈上の

問題 を投げかけてきました。 どのようにす

れば，負債なしに，家 を買い，教育や事業

に投資することがで きるで しょうか。 クラ

ー ク副管長が，疫病 を避けると同様に負債

を避けなさいと言われた言葉の中には， こ

の世における調和 とい う重大 な原則が教 え

られているようです。借金は重荷 ですが，

借金が必要な場合 もあ ります。仕事上の負

債，家を購入するためのローンなど， 「担保

つ きの」借金 はほ とん どの人にとって避け

ることので きない ものです。しか し，理由

もなしに衝動買いをするためのクレジッ ト

カー ドの乱用は負担以外の何 もの も残 しま

せん。

大抵の人々に とって，消費者金融か らの

借金は危険であり，安易にできるが故に抑

制するのが難 し くなってきます。 もちろん，

現実に必要なものや，当面の不足 を満足さ

せ ることもできます。広告はぜいた くが私

たちの権利であ り，私たちに とって必要 な
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ものの ように宣伝 します。かつてはぜいた

く品であった ものが，今 は必需品になって

い るのは非常に興味あ ることではないで し

よつか。

クレジットを利用す る時の指針 として次

の ような点が考えられ ます。必要な時だけ

借 りること，できるだけ低 い利率で， しか

も返済 を短期間にすることです。そのため

には，欲求を抑え，昔か ら言われている倹

約の美徳 を守 っていくことです。借金 をし

て，それ をインフレによる経済変動 で返済

していこうとする陰険 な哲学があ ります。

私はその ような考 えを受け入れることがで

きません。 もし私たちが皆そうした前提の

もとに動 くとしたら，経済の仕組みは完全

に覆されて しまいます。借金 を適正な限度

内に抑 えている限 り，借金に追われること

はないでしょう。しか し将来の収入 をあて

に して借金を重ねるこ とは私たちを経済的

な破綻へ追いや ることにな ります。

収入 と支出のバ ランスを維持す る最善の

方法が，支出を減 らし収入を増やす ことに

あることは言うまでもあ りません。 しか し

大抵の場合，収入を増やす方 よりも支 出を

減 らす方が簡単です。教会貝の皆 さんが現

在の知識や技術に満足して 「中庸の共謀者」

になってしまうこ とはないでしょうか。仕

事 に対す る誇 りは常に自由競争社会の真髄

となるものです。現在，技術者になるため

に代価 を払おうとしない商人，教 えない教

師，修理 をしない修理屋，農耕 をしない農

夫，人を導か ない指導者，問題 を解決 しな

い問題解決者 などが 多過 ぎます。

私たちの働 きは正直で，質の高 いもので

なければな りませ ん。私たちがこの世 の富

を分かち合 う正 しい唯一の方法は，他人が

造 り出 した製品やサービス を自分 のものと



交換す るこ とです。 もしも私たちがモルモ

ン独特の， その傑出 した働 きの故に他に類

を見ない，質において高い標準 を維持する

とい うチャレンジに応 えるな らば， どこへ

行って も求められ，最大の報酬 を受け るこ

とでしょう。これは私たちの宗教が教 えて

いる事柄 です。

時の初めから教えられていることを繰 り

返 してみたい と思います。アダムは主が経

済学について教えられた最初の教 えの中で，

汗 と頭 と筋肉で地 を従わせ，支配 しなけれ

ばならないことを学びました。この労働の

原則は決 してな くなることはあ りませ ん。

神が与 えられた原則だか らです。主は怠惰

をのろい， シオンに住む両親に子供に働 く

ことを教えよと命 じられ ました。傑出 した

働 きをするためには高 い代価 を払 う必要が

あ ります。 しか しその報い と物質的霊的な

満足は本当に価値あるものです。能力以下

に働 きをとどめることは， 当人には大 きな

飢えを感 じさせ ると同時に，社会に とって

大 きな損失です。教会の永遠進歩の教 えに

は確かに職業における進歩 も含まれていま

す。私たちは， 自分の可能性 を最大限に伸

ばす生涯の仕事 を持たなければな りません。

最後に貯蔵品の不足についてですが，神

は御 自分が創造 された生 き物に，必要 な時

に備えて余剰 を保存する本能 を与 えられま

した。それにもかかわらず，人間は収穫 し

たもののすべて を浪費し，将来の必要 を満

足させ るのを成 り行 きに任せた り，他人ま

かせにする傾向をた どって きました。 これ

は神の律法 に反す るものです。倹約は正義

の原則 です。消費が生産 を上回るこ とがあ

ってはな らないのです。経済上の無制限な

自由は私たちが造る余剰か ら生 まれて くる

ものです。

私 たちは，食糧貯蔵だけでな く現金 も貯

える必要があ ります。倹約の習慣を育み，

子供 たちに私たちが得 るすべての ものの一

部は保存に充て るべ きことを教 えて下さい。

インフレが預金の購買力を低下 させ ること

は事実ですが，預金がなければ購買力もな

いはずです。

次に大 きな蓄えは家屋 を取得するこ とで

す。私 たちが一番心配 しているのは， 多く

の家族が背伸び し過 ぎたために，借金の重

荷が家を持 ったことか ら生 まれる利点に影

を落 としていることです。 もう一度繰 り返

しますが，私たちは必要な もの と欲 しいも

の をはっきり区別 しなければな りません。

蓄えの不足に関連す る最後の問題は，将

来の大 きな損失に対 して保険 を掛けること

です。収入を得る能力が私 たちの最大の財

産であるこ とはだれ もが認める ところであ

ろうと思います。その収入を得 る者が 自分

の生命に保険を掛けることは，家族の将来

の収入 を保証することにな ります。私たち

が若 くしてこの世 を去 っても，夫 をなくし

た妻が働 きに出て， なお主婦 としての役割
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を果たす というような二足わ らじをはかせ

ないようにして下 さい。私たちは適切 な保

険計画を実施す るこ とによって多 くの自由

を妻に与えることができます。

家族の皆 さんが適切な健康保険に加 入す

るよう勧め ます。医療費の高騰 は驚 くべ き

ものがあり，保険に加入せずに個人の貯金

にだけ頼ることは大 きな危険が伴い ます。

このインフレの時代 では，医療 費の高騰が

貯蓄の増加 をしのいでいます。

福祉プログラムの発足当初から，福祉プ

ログラムに批判的な人々 もい ました。 しか

しどのような解決策 をとって も問題にす る

人はいるはずです。エ ジプ トにいたイスラ

エルの民の中にも，紅海をどのように して

横断するか をモーセが説明す るまで家を離

れようとしなか った人も大勢いたに違 いあ

りません。主は，イスラエルの民がモーセ

に従って紅海の岸に来 るまで， 人々にその

道を示 されませんで した。

兄弟姉妹の皆 さん，災害はいつ， どの よ

うにして家族に降 りかかるかわか りません。

ミシガン州では自動車工場が次 々と閉鎖 さ

れ，入々は経済資源 を脅か され，失業者が

増加 しましたが，そのひ きがね となったの

は決 して全国的な大恐慌 ではあ りませんで

した。もし私が長期間歩行不能 になれば，

大災害が起 こった時 と同 じように，収入は

途絶えて しまいます。私 たちは嫌な状況 を

目にすると， 自分 とは無関係だ といった態

度で見過ごしにして しまいます。あるア メ

リカ大統領候補者は先 日， こう言 っていま

した。「自分 の隣人が失業すれば，景気後退

であり，自分が失業すれば，不景気である。」

ある人は，食糧を買 うお金が ある限 り安

全だ と考えているよ うです。お金は食糧で

はありません。店や倉庫 に食糧がな くなっ
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た ら，お金で生命 を維持す るこ とはできな

いのです。ロムニー副管長や クラー ク副管

長は，私たちはいつの 日か 自分 たちで生産

した もので生活す るようにな ると警告 して

います。

ひ とつ明確にしておきたいこ とがあ りま

す。教会の福祉活動 プログラムの本質は，

私たちが家族 として 自立す るということで

す。教会の倉庫資源制度は，貧 しい人々，

または肉体的な障害 を持 っている少数の人

人のための，あるいは非常時， 災害時のた

めの支援制度です。教会は一機関 として，

個人に属する責任 まで引 き受ける意向は全

くあ りません。福祉 プログラムはそのよう

な目的で始め られたのではあ りませ ん。個

人と家族の備えをすることが主が望 んでお

られる方法です。その上 で，皆が協 力して

断食献金 を惜 しみな く納め，私 たちの生産

事業やかん詰め工場か ら物資 を供給 して，

自立できていない隣入を助けるのです。

兄弟姉妹の皆 さん，蓄 えをす る時に忘れ

てはならない大切なことは，義 しい貯蔵 を

す ることです。そして，主の前 で義 人とし

て認め られるような者になることです。1833

年 に主は次の ように言われ ました。

「この故に汝 ら心安かれ。万事は正 しき

行いを為す人々と教会の聖めのために結局

好転すればな り。われは，義 しくわれに仕

えん と欲す る一つの清 き民 をわがためにお

こさんと欲す。而 して，すべて主の名 を呼

びてその誠命 を守る者は救わるべ し。」(教

義 と聖約100：15-17)

そ の ような人々こそ，「信仰ある家族」な

のです。私たちがそのよ うな家族に数えら

れるようイエス ・キ リス トのみ名によって

祈る ものです。アー メン。



中央 扶助協会会長 バ ー バ ラ ・B・ ス ミス

喜んで従う

「勧告を受け入れ……しかも犠牲とか義務感てはなく主への献身として心

から応しるなら，それぞれの家庭はどんなにか高められることでしょう」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はず・と考
えていたのですが，私たち女性がけさ

聞いた勧告 を受け入れてそれに従 うなら，

しか も犠牲 とか義務感 ではな く主への献身

として心から応 じるなら， それぞれの家庭

はどんなにか高め られ るこ とだろうと思い

ます。その時に，私 たちの行ないは自己満

足の域 を脱 し，喜びや信仰，それにいろい

ろな問題 に雄々し く立 ち向か う気持 ちや革

新の気持 ちの表われ となるであ りましょう。

キンボール大管長 とお話 した時のことを

思い出 します。その時大管長 は，エジプ ト

に売 られたヨセブの話 を読んで聞かせて下

さいました。そして， ヨセブは実に素晴ら

しい福祉プログラムの教師です， とおっし

ゃったのを覚 えています。

それ以来，私はヨセブの話 を読 む度に，

自らの経験をキリス ト教徒の歴史上最 も優

れ た福祉に関する逸話 となさ しめ た彼の精.

神 と霊の気高 さに，感服 させ られているの

です。

ヨセブがエ ジプ トで，ポテパルの家の管

理者 として仕えた時のこと(創 世39章 参 照)

を思 い浮かべて下 さい。彼は，偽 りの嫌疑

で投獄 された間に，信仰の試 しを受けまし

た。そして，夢の解 き明かしをしたことに

よって，ついにはパロの役人の中で最 も高

い地位に就 く者 となったのです。

ヨセブはさし迫っているききんの警告 を

主か ら受け ました。そして，警告 に従順に

従 うな らば， 「この国は ききんによって滅び

ることが ないでしょう」(創 世41：36)と 言

われ ました。そこで彼は，豊作の7年 の間

にききんの7年 に備えて，「穀物を海の砂 の

よ うに，非常 に多くた くわ え」(創 世41：

49)た のです。

ヨセブの兄 たちが，食糧 を求めて彼の も

とにや って来 た時の一連の出来事 を思い出

して下さい。 ヨセブは彼 ら.の生死の鍵 を握

っていました。彼らが 自分の兄弟であると

わかった時の ヨセ ブの気持 ちを想像 してみ

て下さい。
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そして， ヨセ ブが大 いな る喜 び を得 る

まで，どのような訓練 を受けたか を思い起

こして下さい。主に対す る彼の絶対的な信

仰，忍耐，一族に注 ぐ深 い愛情 を考 えてみ

て下 さい。

私 たちは，この教会の女性 として，信仰

や従順の面で， また，選 ばれた指導者 を通

して与えられる主の指示に聞 き従 うこ とに

ついても， ヨセブの ようになるこ とができ

ます。

世界的に不安定で， インフレと経済的圧

迫に悩 まされる今 日にあって，扶助協会が

もっと福祉に 目を向け，扶助協会の会員一

人一人が福祉の原則をこれ まで以上 に実践

する必要があると感 じています。

扶助協会の組織では，福祉に対 して綿密

で効果のある働 きかけをすでに始めていま

す。その第一の もの としては，1979年4月

にエズラ ・タフ ト・ベ ンソン会長か ら発表

のあった，教会政体の各 レベルにおける神

権評議会 の設置です。昨年 の10月 には，神

権評議会における扶助協会の役割 について

の説明があ りました。そこで私たちは扶助

協会の指導者の方々に，福祉への参画を呼

びかけてきました。手元に届いた報告によ

ります と， この呼びかけが 目下進行中であ

り神権者 と扶助協会指導者の協力体制が整

いつつあるとい う現状です。

この春には，福祉 プログラムにおけ る扶

助協会の責任 を遂行 し，一層効果的な貢献

をするために第二の働 きかけ を行 ないまし

た。その時に，新 しい管理計画を，ステー ・

キ部や ワー ド部の扶助協会管理会が十分に

活用できるように次のような調整変更 も加

えました。

ワー ド部，ステーキ・部の扶助協会会長会

の指示の下に，各管理会員は仕事 の割 り当
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て を受けます。 そして，会長会が計画 し，

目標 を定め，割 り当てられ た仕事 を実施す

る際の援助者 として動 きます。

管理会員 は，会長の指示の下に福祉プロ

グラムを進め るにあたって，福祉全般 に関

す る深い知識 を持 ち，以下の点で会長会 を

助けなければな りません。

1.福 祉活動に関する資料を説明する。

福祉活動に関す る情報 を研究 し，ま とめ，

評価する。

2.援 助手段 を調べ る。教会お よび地域

社会か ら得 られ る援助手段につ いて詳 し く

調査す る。

3.理 解 を深め る。会長会 と定期的に集

会 を開き，福祉活動 における扶助協 会の役

割につ いて話 し合 う。

4.目 標設定の方法 を教 える。扶助協会

会長 と一緒に，短期 目標 と長期 目標 を立て

る。

5.認 可された計画を進め，指示があっ

た時に計画に変更を加 える。

管理会貝はまた，管理会員同士で調整を

計 りながら，認可 された福祉 プログラムの

遂行 を援助 します。このような責任の範囲 、

内で，管理会員は会長や 副会長が最大の効

果 を上げ られるように助 けを与えますが，

いかなる場合 も，管理会貝が彼らの責任 を

代行 した り，福祉活動委員会に代理で出席

した りす ることはで きません。また， 内密

な事柄 を取 り扱 うこともあ りません。

会長会は神権指導者の指示の下 に動 きま

す。

私たちは， この新 しい責任が割 り当てら

れることによって，扶助協会 としてワー ド

部やステーキ部の福祉プログラムにこれま

で以上に強力な力添 えができると感 じてい

ます。
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扶助協会の会長会の皆さんに，倉庫資源制

度につ いてよ く知 り， さらに監督の供給指

示書については，正確 にしかも個人の必要

をよ く考 えた上で作成す るようお願いいた

します。扶助協 会会長は，供給指示書に監

督の署名 をもらう前に，その用紙に必要事

項 をすべて書き込 まなければな りませ ん。

監督 と扶助協会会長双方の署名が必要なの

は，供給品 目や量に間違いがないかどうか確

かめ ることによ り教会 の資源 を守るためな

のです。

私たちは今扶助協会の指導者 として， 自

らの働 きの中で福祉活動が さらに発展する

時が来ることを楽 しみに しています。私た

ちには，直 ちに達成しなければならないひ

とつの具体的な目標があ ります。それ をチ

ャレンジ として， また扶助協会指導者 と各

会員へのア ドバ イス として差 し上げたい と

思います。 インフレがひ どく，個 人 と家族

が経済的な圧迫 を受けているこの時代に，

私たちは皆 さんに， 「将来 を見越 した生活」

をす るようにという教えをもう一度 よ く考

え，すべての会員がそれを実践 されるよう

お勧めいたします。

女性の皆 さんは創造力を働かせて色々な

方法 で倹約することを考えて下 さい。次の

ようなことが考 えられ ます。

1.物 々交換。た くさんとれた野菜 を，

果物ばか り生産 している人と交換す る。ま

・た本や楽器，スカウ トの制服などは，買 う

よりも不要になった人か ら譲ってもらうと

よい。

2.家 庭菜園について もっと多 くの知識

を得 る。収穫 した良質の作物から種 を取る

ようにする。

3.家 庭 を能率的な働 きの場，貯蔵の場

とす ることによ り， また 自分たちで作 った

食物を使って食事 を作 るこ とにより，時間

と金銭のむだをな くす。

これはす なわち，すべての人が毎 日の生

活を営み，将来の備えをするにあたって，

手に入る資源 を賢 く使 うということです。

収入をもう少 し上手 に管理できる者にな

ろうではあ りませんか。それにはまず，現

実に即 した予算 を立てることです。またこ

の予算は，それぞれの家庭で当然異なった

もの となってきます。これは私たちだけに

与 えられている特有の権利です。予算には，

肉屋やパ ン屋への支払いや ローンの返済な

どの基本的な支出を見越 した上で，自分 自

.身 に対 する支払い，すなわち貯蓄 も含めま

す。初めはわずかな額か もしれ ませんがそ

れでもか まわないのです。

「バビロンの大富豪」(銑 θR嬬 θ舘M碗

加1勤 の10%)と い うお もしろい本の中に，

金持 ちになる秘けつ を求めて富豪と取 り引

きをする書生の話がのっています。その古

代バ ビロニア人は， いとも簡潔な答えを返

しました。「中身の乏 しい財布は，そのまま

に してお くより一杯 にする方がやさしい。

……手持 ちの宝 をあなたのために役立て

るが よい。それ をあなたの奴隷 とせよ。

食べた り着た りす る者にはお金を払うが

よい。ただし， 同様 にあなた 自身のために

も払 いなさい。」(ジ ョージ ・クレーソン，

η庭、Rあ舵蕊 ル勉η勿1勉 δy10η「バビロンの

大富豪」p.31)

家庭 の中で倹約 を実行 し， さらに上手に

食事の献立 を作 り，家庭 を管理 し，室内を

装飾す る者 とな りましょう。裁縫の技術を

身にっけて注文服の気分 を味わった り， ま

た手入れの行 き届いた衣類 を身につけ るよ

うに しましょう。台所 を創造の場 とし，そ

こか ら家庭生活の最大の喜 びが発散 される
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よっにしましょっ。

私は，多 くの姉妹が以上のことをすでに

実践 しておられることを知ってい ます。あ

る家族は，家での食事 を一食 も逃がした く

ないそ うです。子供は，母親の素晴らしい

料理の腕前や，食事が美 しく並べ られたテ

ーブル を見て友達 を家に招 きたいと思って

います し，両親は両親で，食事 の時に子供

たちと楽しい快活な会話 をす るよ うに努め.

ています。

そのような母親は倹約上手なホーム メー

カー と言えるでしょう。台所に立った時の

彼女は特にそうです。調理 をす る時は，1

回分だけ作 るのではな く何回分か ま'とめて

作 ります。創造力 を働かせ，常に新 しい考

え方をもって台所に立 ちます。干 しえん ど

うや玉ねぎ入りのスープや ミネス トローネ，

骨や 肉を使ったスープなど，栄養豊か なス

ープを作 ります
。次に，主菜 として， 肉に

セイボ リー ソースや付け合わせ を添えて出

します。色 とりどりの生野菜 は栄養のバ ラ

ンスを取 り，食欲 をそそるために出します。

時には鶏肉を使 ってチキンダンプ リングや

チキンサラダ ・チ キンサン ドウィッチ も作

ります。このホームメーカーは，多 くの人が

捨てている鶏の首や背やそのほか 肉のほと

んどない部分 もゆで， その香のよいゆで湯

をスープ用にとっておき，後 日使 うのです。

また彼女は，家庭菜園か らおい しそうな果

物や野菜，薬味などを取って食卓に出 しま

す。これ らは 「眼を楽 しませ， また等 しく

心を悦ばせ…… 肉体 を健に し人に元気 をつ

くるよう……味，香りのために造ら」(教 義

と聖約59：18-19)れ た ものです。

このようなホームメーカーの中に，私は

喜び と創造力を感 じます。その結果，倹約

の生活の中に楽 しさと喜びを見いだすよう
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に な るのです。

彼女は人生が毎 日の小 さな行ないによっ

て築かれてい くことを知 っています。私 た

ちもこのことを理解す る必要があるでしょ

う。食費の倹約 は ドルではな く，セン トと

いう小銭によってな され ます。衣服費の倹

約は繕いのひと針ひ と針， ひと目ひ と目に

よってもた らされます。家は修理の一本一

本の釘によって きれいに保たれます。倹約

を心掛ける家庭は，神のお きてや奇跡に よ

って生まれることはあ りません。 日々の生

活の中で一つ一つのことを丹 念に行 なうこ

とによってもたらされるのです。そしてこ

の偉大な福祉計画のビジ ョンを心に描いて

いるならば，一歩一歩，着実に自己を.管理

す ることがで きるでしょう。小 さな行ない

の一つ一つが大 きな実 りをもたらす とい う

考 え方 を心に留め るこ とが大切 です。

現代の末 日聖徒の女性 として，幸福 な家

庭づ くり，上手な家計のや りくりに励もう

ではあ りませんか。チャレンジす る気持 ち，

革新の気持ち，感謝の気持ちを持 ってこれ

を行なおうではあ りませ んか。標準 を下 げ

るのではな く，生活の標準 を高めるために'

創 造力 を使お うではあ りませ んか。み じめ

な気持 ちを感 じることな く， また極端に物

惜 しみすることな く倹約 しようではあ りま

せんか。扶助協会 ビルの中には，数 多 くの

アイデアが掲示されていますので，ぜ ひ一

度御覧下 さい。

租たちが，地域や地区の評議会 に出席す

る時やこの大切な福祉活動に携わる時に，

福祉活動の原則 を教 える者 となれます よう

に。神権指導者 たちに導かれて，いに しえ

の予 言者 ヨセ ブが 言っ ているように 「あ

なたが たのすえを地に残す ため， また大い

なる救 いをもってあなたがたの命 を助ける



ため に」(創 世45：7)共 に 力を合わせ て働

くことかてきますよ うに。 イエス ・キ リス

トの み 名 に よ っ て 心 か ら お 祈 り し ます 。 ア

ー メ ン。

鹸　1幽麟 謙 轟

大会の光景
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ポー トラ ン ド ・オレ ゴン東 ステーキ部長 ダ グ ラス ・W・ デ ハ ー ン

「主 に と って 不 可 能 な こ とが

あ りま しょ う か 。」

ポー トラン ド・オ レゴ ン東ステ ーキ部の福祉事業にお ける霊的な経験

教 会の融 蛙 事業で働くこζま詩 折
その大半が俗世のことのよっに思われ

るものです。暑 くて長い一 日を，農 園の草

取 りや 間引き， あるいは作物の運搬に費や

してしまうこともあ ります。 また翌 日の朝

7時 には出勤 しなければならないのに，か

ん詰め工場の夜間労働 を終えて夜 中に家に

帰 ることもあ ります。肉体 は疲 れていても，

心には満足感があ ります。それで も， そう

した経験のほ とん どが霊的なものであ ると

認識す るのはなかなかむずか しい ものです。

教義 と聖約29：34に は，主が私たちに要求

するものはすべて霊的なことであ ると明示

されています。主は，「われは何時た りとも

いまだ嘗て俗世の事 にかかわる律法を与え

たることな し」 と言われました。

ちょうど3年 前の今頃，主は特別な方法

で私にひとつの偉大な原則を教えて下 さい

ました。ポー トラン ド・オレゴン東ステー

キ部では6年 ほ ど前か ら酪農 を営 んでいま

す。 コロンビア川に浮かぶ島の中にあるそ

の農場は単一のステーキ部が行なう事業 と

しては最大の ものでした。事実，全 くゼ ロ

の状態か ら事業 を始めていくことは，教会

員に時間 と金銭の面で大 きな負担 とな りま

した。

事業 を始めた当初は毎年赤字ばか りでし

たが，1977年 か ら好転 し始め ました。事業

の最終利益は30ヘ ク タールの土地に作 られ'

た飼料用の とうもろこしの収穫にかか って

いました。 ところが9月 は例年 にな く雨が

毎 日のように降 り続 き，この ままでは10月

1日 の収穫予定 日の頃には収穫高に大 きな

影響が出て しまいます。島では地下水面が

高いので， 多量の雨が しみ込む と，畑は泥

の海 と化 し，収穫機が埋 まって動 きが とれ

な くな ります。そ して一度浸水 した畑は，

機械が通れ るようになるまで晴天の日が1

カ月は続かなければならない といった有様

です。 また，冬か ら6月 頃 まで， とうもろ

こし畑は完全に水面下に埋 もれてしまいます。

私は一週 間に一度農場 を見回ることに し
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ていますが，いつ も車に長靴 を用意 してい

ます。10月 のある 日，私は農場に行 き，長

靴 を取 り出 し， とうもろこし畑 を歩いてみ

ました。 ところが道路までぬかるみになっ

ているのです。所に よっては，50セ ンチも

ある長靴 まで埋 まってしまうほ どです。そ

んな所 をなぜ歩いているのか私 にもわか り

ませ んでした。空は灰色の雲に覆われ，あ

ちこちにで きた水た まりに雨が打 ちつけて

いました。農園の労働者は，2，3日 前に

収穫機 を畑 に入れたのですが， とうもろこ
.
しの列の間で，車軸まで泥 につか り，動 き

が とれなくなったと私 に話 して くれ ました。

畑の中を歩 くと， とうもろこしのできは

非常によく， どれ も3メ ー トルか ら4メ ー

トルの高さに伸 びています。そんなわけで，

たい して落胆は しませんで したが，晴れ晴

れ とした気持ちにはなれ ませんでした。こ

のままでは，みんながどんなに熱心に働い

ても，収穫 は落ちることがわかっていたか

らです。そ うしている内に，私 は収穫機が

はまり込んだ辺 りに来ました。向こ うに，

泥の中に深 くはま り込んだ収穫機が見えま

す。私 はともか くその収穫機の ところまで

歩いて行 くことにしました。 とうもろこし

の列の中に入り，泥 と水を飛ばして前進 し

た時，私はどこか らか声が聞こえてきたよ

うな感 じを受け，びっ くりしました。その

声は確かに私の心の中で聞こえたのです。キ

ンボール大管長 の勧告の声で した。キンボ

ール大管長 はや さしく
，「主にとって不可能

なことがあ りましょうか」(創世18：14)と

さ さや いていました。皆さん と同 じように，

私はこの言葉 を何度 も耳にしてきましたが，

この時 までこの言葉にさほど注意を払って

いませんでした。私は歩 きなが ら，笑って
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こう言いました。「キンボー ル大管長， こ

の荒れた畑を元に戻すのは，主に とっても

難 しいこ とだ と思います。」

私 は収穫機に近づ き，気の向 くままにそ

の上によじ登 りました。すると，私の頭が

とうもろこしか ら60セ ンチほど出て，眼前

に30ヘ クタールの見事な とうもろこしが広

がって見えたのです。私が落胆 した思いで

見渡 していると，再 びどこかで声が した よ

うな気が しました。しか も，今度は もっと

重々しい口調でこう言うのです。「ステー キ

部長，主に とって不可能なことがあ りまし

ょうか。」私は沈んでいる自分が恥ずかしく

なりました。それか ら下 を向 くの をやめ，

空 を見上げました。そして気が付 いた時に

は，大声で主に祈 っていました。私は祈 り

終わると，穀物 とその収穫 を主のみ手に委

ね，神の権能 のままに行 なおうと決心 して

いました。収穫機か ら降 りた私の 目か らは

まだ涙が流れていました。私はゆっ くりと

歩いて帰 りながら，今決心 したことについ

て考えました。少 し不安 な思いにかられま

したが私にはそれが完全な信仰の上 で行な

われたのだ という確信があ りました。 そこ

には正 当な理由があ り，主に嘆願 したの も

義 しいことであると信 じてい ました。

この経験があま りにも霊的な ものであっ

たので，私はだれに も話さない方がよいと

思いました。次の 日曜 日，私はステー キ部

内のあるワー ド部の聖餐会に出席 し，壇上

に座 ってい ました。私 には話の予定はあ り

ませんでした。 ところが終わ りの10分 間を

残 したところで，監督が立ち上がってこう

言いました。「デハーンステー キ部長が非常

に霊的な経験をされたようですので，その

ことについて話 していただ きます。私は と

ても話 をす る気にはなれなかったのですが，
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それ でも立ち上が りました。話す ことは も

う決 まっていまし.た。私は農場 での話 をし，

私 と一緒に信仰を示 して下 さい と聴衆に呼

び掛けました。この ように してステーキ部

内に大いなる証 を持つ聖徒 たちが増え，私

の経験はまたたく間にワー ド部からワー ド

部へ と広がっていったのです。数週間後に

は，教会員たちは非教会員の友達にさえピク

ニ ックや野外活動の計画 を積極的に勧め て

いました。雨の多いオレゴンなのに，10月中

は絶対に雨が降らないか らと言うのです。

とうもろこし畑での経験があった次の日，

約30日 ぶ りに太陽が顔 を出しました。そ し

て次の 日も，その次の日も日が照 りました。

そ うしている内に気温も25℃ に戻 ってきま

した。それか ら3週 間，天気予報は毎 日雨

だ と言 うのに雨は全 く降 りませ んで した。

2週 間たった頃，私 は北へ300キ ロほ ど

行 った所 にあるシア トルを訪れ ました。 と

ころがそこは一 日中どしゃ降 りで した。帰

りはポー トラン ドを通って帰 ったのですが，

そこも一 日中大雨で，私 たちの農場の外を

流れているコロンビア川の所 に来るまで雨



が降 り続いていました。 ところが コロンビ

ア川の所まで来 ると，奇跡 としか言いよう

のないほ ど雲が切れて，雨がやんでいるの

です。その 日，私はコロンビア川の辺 りで

雨がやんでいることを示す小さな天気図を

新聞か ら切 り抜 き， 自分 の信仰の思 い出 と

して冷蔵庫に張 り付け ました。 とうもろこ

し畑 での経験をしてか ら3週 間後，私は再

び農場に行 ってみ ました。長靴 をはき， と

っもろこし畑に入って行 きました。土はま

だ軟弱で したが，それで も少 しずつ硬 くな

っていました。 その 日は金曜 日で したが，

農場で働 いている人々はすでに翌週の月曜

日か ら収穫 を始める計画を立てていました。

同 じ日，地元のテレビ局に勤めている知

人か ら電話が あ りました。「モルモンの皆

さんは ソウビー ズ島で酪農 を始めたそうで

すね。」私が そうです と答えると，彼は，「何

か面 白い話があ りますか」 と尋ねてきまし

た。私は 「ある」 とは答えましたが，彼に

その話 をして も理解 しては くれないだろ う

と思 っていました。 ところが翌週の月曜 日，

私たちが収穫 を始め ると，テレビのカメラ

マンたちが農場に来て.何時間にもわたって

ビデオ撮 りをしました。それは教会に とっ

て，非常に よい宣伝にな りました。

それか ら5日 間，昼 も夜 も多くの教会員

の献身的な援助 を得て私 たちは熱心に働 き

ました。土曜 日には収穫 したばか りの とう

もろこしをすべて倉庫に納め，プラスチッ

クのふたで覆 いをしました。このようにし

て冬 を越すだけの飼料を確保 したのです。

≧ころが，収穫 を終え，作物に覆 いをして

1時 間もしない内に，滝のような雨が降 り

出したのです。 とうもろこしを収穫 したば

か りの畑には洪水の ように水があふれ，今

年の6月 までずっと水の下 に埋 もれてしま

いました。私は とて も言葉 には表わすこと

ので きない感謝の気持 ちで雨の中に立ち，

私たちの霊的な理解が満たされるまで主が

.とっもろこしを守って くれたのだと自分に

言い聞かせていました。

皆 さんは，このことがすべて一単なる偶然

のことだ と言われるか もしれません。その

気持 ちもわか ります。 しかし私はそこで何

が起 こり，なぜそ うなったのかはっきりと

知 っています。 この経験だけでなく，その

ほかに も経験 した多 くの事柄から，私は霊

的な教訓 を学び取 ることができました。

教会では多 くのこの世的な事柄が要求 さ

れます。 しかし教会員に とってはこの世的

なこ とばか りではあ りませ ん。この世的だ

と思われ るのは，私たちの理解が まだ浅い

からです。主が求め られ ることはすべて霊

的なことです。

教会の福祉プログラムは主が欠 くことの

できないもの として定めたもうたものです。

私 たちが 自分の分 を果たすならば，主は御

自分の分，あるいはそれ以上のことをして

下 さいます。初めか ら終わ りが見えなくて

も気にす る必要はないのです。

主が与 えて下 さるほとんどの祝福は2マ

イル行 く精神の中で もた らされると私は思

います。最：初の1マ イル とは私 たちに期待

されていることを実行することです。そし

て，信仰 と決心によってその1マ イルを乗

り越えた時，私たちは天の力 を引き出すこ

とができます。 しか しそれができるために

は，私 たちの霊的な状態が整っていなけれ

ばな りませ ん。

最後に，私の神聖な証 を申し上げたいと

思 います。主に とって不可能なことはあ り

ませ ん。 これらをイエス ・キリス トのみ名

によって申し上げます。アーメン。
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十 二使 徒定員会会 員 卜一 マ ス ・S・ モ ンソ ン

監督 福祉活動の中核

「福祉に関する監督の神聖な責任は神から与えられたものであり
，その責

任は困っている人々に祝福をもたらすために天において定められたもので

す。」

ま』，使徒パウロは愛す る同僚 テモテに宛
日
てた書簡の中で，監督の資格 について

次のように述べています。

「もし人が監督の職 を望 むな ら
，それは

良い仕事 を願うことである。」 きょう，私は

それに，「多 くの仕事」という言葉 を付け加

えたいと思います。

パウロはまた，次のように述べています。

「監督は
，非難のない人で，…… 自らを制

し，慎み深 く，礼儀正 し く，旅 人をもてな

し， よく教えることがで き，……寛容であ

って，……金に淡泊で，…… さらに また，

教会外の人々に もよく思われている人でな

ければならない。」(1テ モテ3：1-3，7)

これ らの言葉 は，私が30年 前に初めて監

督に召された時に，読んで深 く心に刻んだ

聖句です。私はまだ若 く，わずか22歳 で し

た。大 きなワー ド部 で，会員は1，050人 を

超えていました。その中に未亡 人が87人 も

いました。福祉 の必要度は全教会の どのワ

ー ド部にもまさっていた と思います
。

ワー ド部 の管轄区域には高級住宅街の名

前はな く， あるのは貧 しい人々が住 んでい

る通 りの名前ばか りでした。 しか もその区

域は ソル トレー ク ・シテ ィーの線路の両側

にまたがっていました。未亡人や経済的に

困っている人々の多くは地下のアパー トや

屋根裏部屋，あるいは名 もない通 りの裏に

立つあば ら家に身を寄せ て，ひっそ りと暮

らしてい ました。私 は羊飼 であ り， そこに

住む人は私の羊 でした。私は，神がエゼキ

エルを通 して語 られた警告 を思 い出 しまし

た。「わざわいなるかな， 自分 自身 を養 うイ

スラエルの牧者。`……あなたが たは……群

れ を養わない。」(エ ゼキエル34：2-3)

天 は私に多くの教師 を送 って下さいまし

た。その内か ら，元ステー キ部長のハロル

ド ・B・ リー大管長，マ リオン ・G・ ロム

ニー副管長，J・ ルーベ ン ・クラー ク副管

長について話 したい と思います。

私が監督に召 された年のステーキ部大会

に リー兄弟が出席 しました。 リー兄弟は土
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曜 日の夜の神権指導者会で，壇上から降 り

てきて私たちの間に立ち，主が遣わされた

教 師として監督の義務 について黒板 を使っ

て教 えて くれました。リー兄弟は，「監督の

責任」 と書いてその下に5つ の円を描 きま

した。そしてそれぞれの円に，「ワー ド部の

父」，「アロン神権 の会長」，「イスラエルの

判士」 と記入し，それから福祉におけ る監

督の役割 を強調 しました。彼は私たちに貧

しい人々を捜 し，愛 と親切 と秘密 を守 る精

神 で彼 らを扶養するよう警告 しました。

ロムニー兄弟 も私 たちのステーキ部や地

区をしば しば訪れま した。ある晩，ロムニ
唱一兄弟はエ リヤ とザレパテのや もめの霊感

に満 ちた話 を引用 して私たちに信仰の原則

につ いて教 えて くれました。(列 王上17：8

-16参 照)ロ ムニー兄弟はこのや もめの状

況を私たちの地域に住む未亡人にた とえた

のです。手引 きか ら福祉の原則について教

え，質疑応答に入 りました。その時ひとり

の兄弟が，「あなたはその手引 きの中に書か

れているこ とを何で も知ってお られるよう

ですが，それはなぜ ですか」 と尋ねました。

ロムニー兄弟は 目を輝やかせ， 口に笑み を

浮かべて答 えました。「私が 書 いたか らで

す!」

クラー ク副管長 もまた立派な教師のひと

りです。私 は恵まれて長い間，後に書籍 と

して出版す る予定の原稿の下書 きを手伝 っ

ていたことがあ ります。 このように してク

ラー ク副管長 ともほか では得 ることのでき

ない有意義 な経験 をしました。 クラーク副

管長 は，私が難 しいワー ド部 を管理する新

しい監督に召されたこ とを知 っていました

ので，私が会員たちについて知 り，その状

況 を把握 し，慈愛の精神で彼 らの問題を解

決する必要があることを強調 して くれまし

た。ある日， クラー ク副管長はルカ伝の7

章11節 か ら15節 を引用 し，救い主の模範に

ついて説明 しました。

「そのの ち……ナインという町へおいで

になったが，弟子たちや大ぜいの群衆 も一

緒に行った。

町の門に近づかれると，ちょうど，ある

や もめに とってひ とりむす こであった者が

死んだので，葬 りに出す ところであった。

主は この婦人を見て深い同情 を寄せ られ，

『泣かないでいなさい』 と言われた。そし

て近寄 って棺に手をかけられると，……

『若者 よ
， さあ，起きなさい』 と言われた。

する と，死人が起 き上がって物 を言い出し

た。イエスは彼 をその母にお渡 しになった。」

クラー ク副管長は聖書を閉 じ，涙 ぐんで

いました。それか ら静かな声でこう言いま

した。「トム，未亡人に対 して親切にしなさ

い。貧 しい人の世話をしなさい。」

多くの監督は最近召されたばか りです。

彼 らにも同 じ教 えと助言が必要ではないで

しょうか。監督 たちはあちこちで，あのプ

ログラムが必要 である，このプログラムが

必要であるとい う声 を耳にします。しか し

監督の責任 は神か らの信頼 によって与えら

れているものです。 したが って，記録に残

らない ような働 きの中に最：も大切に扱わな

ければならないことが出て くることもしば

しばあ ります。老人 を訪問 し，病人を祝福

し，疲れている者 を慰め，飢えている者に

食物 を与 えることは この地上で記録 されな

いか もしれ ませ ん。 しか し，それ らは天に

おいて記 されているのです。そ して私たち

は，そのような導きと恵みの業 を行なうに

あたって主から導きを受けるのです。私は

そ う確信 しています。
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監督が果たす福祉の役割にはた くさんの

分野があ ります。監督は副監督，神権定員

会指導者，そ して もちろんワー ド部の扶助

協会会長会の援助を受け ます。そこで皆 さ

んの役に立つ と思われる監督の役割につ い

て少 し述べてみたいと思 います。

第1に ，備えです。最 も大切な責任は，

食糧貯蔵 を含む個人と家族の備えのプログ

ラムを調整することです。次に強調すべ き

ことは，家長が有給の仕事に就 くように指

導す ることです。 さらに，有給であって も

収入の少ない人が さらに収入の多い仕事 を

目指 して努力するように指導す ることです。

そのような義務の中には，賃金労動者に技

術 を身に付け るように励 まし，彼 らが最後

に雇われる人や，最初に解雇され る人にな

らないようにすることが含 まれます。

第2に ，生産 です。まず，ワー ド部やス

テーキ部の福祉事業に参加す ることです。

時代は移 り変わって も，畑 を耕や した り，

作物の間引 きをした り，家 を建てた り，倉

庫に作物 を納めた り，仕事はた くさん残 っ

ています。

私はステー キ部の福祉農 園で砂糖大根の

葉の落 とし方 を学びました。その ことにと

ても感謝 しています。また，現在 ではその

ような方法 を用いなくともよ くなったこと

にも感謝 しています。私たちの農 園は肥沃

な土地ではな く， ソル トレー ク ・シテ ィー

の今 日の工業地域 になっているところにあ

りました。それで も私たちが この神聖な奉

仕に精力を注 ぐ時に，土地が清め られ，収

穫iが祝福され，信仰が報われたこ とを証 し

ます。

第3に ，加工です。収穫の時ほ ど楽 しい

ことはあ りません。ワー ド部の会員たちが

もものかん詰め を造 り，卵 をより分け，野
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菜 を洗っている姿 を心に描いてみて下 さい。

これ らは皆， 困っている人々のために使わ

れるものです。額には汗が光 り，服は土で

汚れ，肉体は疲れています。 それでも霊は

生き生 きとして天へ と高め られる気持 ちで

す。

第4に ，貯蔵です。主は啓示の中で しば

しば主の倉庫 について述べてお られ ます。

ある時，主は次のような勧告 をお与 えにな

りました。「この倉庫は教会貝の捧物によ り
やも め みなしご

て支えられ，寡婦孤児および貧者 も同 じく

これよ り給与を受 くべ し。」(教義 と聖約83：

6>私 た ちの倉庫の入 口に，「監督の倉庫」

とい う言葉がかかっていることを嬉 し く思

っています。その中で働 く人は，該 当する

ワー ド部の監督か ら推薦され，派遣 された

人々です。その建物の中には，愛 と尊敬，

そして敬慶な雰囲気が漂 っています。その

ような倉庫 を訪れ るたびに私は強 く心 を打

たれます。せ ん塔 もなければ， カーペ ッ ト

を敷いた床 もステ ン ドグラスの窓 もあ りま

せんが，そこには主のみたまがあ ります。

第5に ，分配です。ここで監督の判断が

最 も厳 しく問われ ます。監督は神から与え ，

られたこの責任を回避することができませ

ん。J・ ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア副

管長は福祉事業における監督の役割 を次の

ようにまとめています。監督は，「『すべて

この世に属することを執 り行 えばなり。』監

督はまたその召 しの中で，『貧 しき人々お よ

び乏 しき人々に給与 し』『貧 しき者 を探ねて

富める者おごれるものの謙 りによってその
にぎ

乏 しきを賑わしめ よ。』(教義 と聖約107：68;

42：34;84：112参 照)

このようにして監督には，貧 しい人を養

うために，主が教義 と聖約の中で具体的に

述べておられるすべての責任 と権能が与 え



られている。……だれもほかにこの義務 と

責任を負 う者 もいなければ，だれもほかに

この仕事に必要 な権能 と機能 を賦与 されて

いる者 もいないのである。

こうして，教会の貧 しい人々 を養 う唯一

の責任 と決定権が主のみ言葉によって監督

に託された。……教会の基金や ワー ド部か

ら援助 をだれに，いつ， どのように して，

また どれほど与えた らよいか を決定できる

のは監督だけであ り， これは監督に与 えら

れた義務である。

これは主御 自身が課せ られた高貴な，神

聖な義務である。監督はこの義務か ら逃れ

ることはできないし， この義務 を怠 ること

もで きない。 また，だれかに譲 り渡 して安

閑としていることもできないのであ る。い

かなる助けが求め られようとも，監督 はそ

れに対 して責任がある。」(教 会歴史記録部

未刊行記事 よ り，1941年7月9日 ，pp.3-4)

監督 は皆，ひ とりになって瞑想 し，導 き

を求めて祈 る聖 なる森が必要です。私の聖

なる森はワー ド部の古 い礼拝堂でした。私

が祝福 を受 け，確認 され，聖任 され，教 え

を受け，そ して管理するように召されたこ

の建物の壇上に，私は夜遅 く暗い中を何度

足を運んだことでしょうか。礼拝堂には教

会の前にある街燈の光がほのかに射 し込ん

でいました。物音 ひとつな 鶴 邪魔 をす る

人もいませ ん。私は演壇に手 を置いてひざ

まず き， 自分の考 えていること，心配事，

問題 を主に打 ち明け ました。

ある時，干ばつが起こ り，倉庫の物資は

品質 も例年 よ り悪 く，品数 も少な くなって

いました。多 くの生産物，特に新鮮な果物

が不足 していました。その晩の私の祈 りは

神聖な祈 りとして今で も心に焼 きついてい

ます。ワー ド部の未亡人は私が この世 で知

っている最 も素晴らしい女性たちであり，

彼女たちが必要 としているのは質素 で控 え

目な ものですが，すがるところがないこ と

を私 は主に訴 えました。次の朝，農 園を所

有 してい るワー ド部の会貝か ら電話がかか

って きました。「監督，困っている人のため

に， オレンジや グレープフルーツやバナナ

を一杯に積 んだ トラックを監督 の倉庫に向

け ますので，手配 をしていただけませ んか。」

していただけるもいただけない もあったも

のではあ りませ ん。倉庫はがぜ ん活気づ き

ました。監督たちに電話 をし，荷物をすべ

て配送 しました。当時，倉庫の管理 人をし

ていた福祉 の草分け ともいえるジェシー ・

M・ ドラ リー監督は， これまでこのような

日は一度 もなかったと言って，たった一言

「素晴らしい!」 とい う言葉ですべ てを表

現 しました。

そのほかのに もこれほ ど劇的ではないか

もしれませ んが，実際に心温 まる事柄 を数

多 く経験 しました。ある老夫婦の話を紹介

しましょう。彼 らが住んでいる木造の家は

舗装 していない道路のはずれにあ りました

が，長 い間ペ ンキを塗 り替えていませんで

した。彼 らはいつ もきちん と，小 ぎれいに

していたので， 自分たちの小 さな家の外装

が とて も気になっていました。私は霊感を

受け るとす ぐに，長老定員会やワー ド部の

有志にではな く，福祉の手引きに従って，

別の地域に住んでいるその老夫婦の子供た

ちにペ ンキの塗 り替 えをするように働 きか

けました。すると4人 の娘 と4人 の義理の

息子が手にはけ を持 って参加 したのです。

ペ ンキは地元のペンキ屋が提供 して くれま

した。その結果，家だけでな く子供たちに

も変化が訪れました。子供たちは年老いた

両親 をどう助け ることが一番よいのかを知
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ることができたのです。彼 らは自発的に，

しか も喜んでそれが できるようにな りまし

た。家は塗 り替 えられ，家族はひとつ とな

り，尊敬の念が保たれたのです。

幸いに も福祉 プログラムに よる祝福 を受

けるのは監督だけではあ りませ ん。む しろ，

参加する人すべ てがその祝福 を分か ち合 う

ことができます。

1951年 の ある寒い冬の夜 に， ドア をノッ

クす る音が しました。そこにユタ州のオグ

デンか ら来た ドイツ人の兄弟が立うていま

した。彼は 自己紹介 をしてこう言いました。

「あなたがモンソン監督ですか。」私が 「は

い」と答 えると， その人は泣き出 して言い

ました。「私の兄弟が妻子を連れて ドイツか

らや ってきます。彼 らはあなたのワー ド部

の管轄区域に住むようになる と思います。

どうぞ私 と一緒に来て彼 らのために借 りた

アパー トを見ていただけますか。」アパー ト

に向か う途中で，彼はその兄弟 とはもう何

年 も会 っていないことを私に告げ ました。

しか しその兄弟は第二次世界大戦の最中 も

教会に忠実で， ロシア戦線に駆 り出される

まで支部長 としてその責任 を果た していた

といっことで した。

アパー トを見 ましたが，寒々とした暗い

アパー トでした。ペ ンキははげ，壁紙は汚

れ，食器棚は空っぽでした。居間の天井に

は40ワ ッ トの電球が下がっていて， リノリ

ュームでできた床の真ん中にあいた大 きな

穴を照らし出 しています。私は気が重 くな

りました。「多 くの苦難 をしのいで来る家族

に とって何 と寂 しい歓迎だろうか。」

そんな私の思い をふ っ切 るように，彼が

言いました。「これ で十分 とは言 えません

が，それでも ドイツにいる時 よりましな方

です。」それから鍵が私に渡 され，家族 は3
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週 間後， クリスマスのち ょうど2日 前にソ

ル トレー ク ・シティーに着 くことを知 らさ

れました。

その晩，私はよ く眠れませんでした。翌

朝の 日曜 日，ワー ド部福祉委員会で副監督

のひ と りが こ う言いました。「監督，顔色

がす ぐれないようですが，何か心配事で も

あるのです か。」私 はその会に出席 していた

人に昨晩のことを告げ，何 とな く気乗 りし

ないアパー トのこ とを詳 しく説明しました。

しば らくの間，だれ も何 も言いませ んで し

た。する と大祭司グループ リーダーが開 ロ

ー 番 こ う言 いました
。「監督，そのアパー

トは薄暗 く， 台所用品 も取 り換える必要が

あるのでしょう。」私は うなず きま.した。大

祭司グループ リーダーは続けて言いました。

「私は電気の請負いをしています
。そこで

ワー ド部の大祭司たちにそのアパー トの配

線工事 を任せていただけないでしょうか。

それか ら業者 に頼んで，新 しいコンロと冷

蔵庫 を入れて もらいましょう。監督，許可

して下 さいますか。」私は喜んで，「もちろ

んです」 と答えました。

続 いて七十人の会長が こう言いました。

「監督
，御存 じのように私はカーペ ッ トの

仕事 をしています。業者 に頼 んでカーペ ッ

トを入れてもらうように交渉 してみましょ

う。また七十人の方々 と協力 してカーペ ッ

トを敷 き，古 くなった リノ リュームの床 を

直 してお きます よ。」

長老定員会会長が次に話 し始め ました。

彼は塗装 の請負い をしています。「塗装の方

は私が しましょう。長老たちに手伝 って も

らってペンキを塗 り替え，新 しい壁紙 を張

って もいいで しょうか。」

次は扶助協 会 の会長です。「私たち扶助

協会 の会員として食器棚 を空のままにして



お くわけに.はゆ きませんわ。必要 な食器類

を集めて きてもよろしいでしょうか。」

それか らの3週 間は忘れることのできな

い毎 日の連続で した。ワー ド部全体がひと

つのプロジェク トに参加 しているようでし

た。そ うしてい る内に 日も過 ぎ，家族が ド

イツからやって くる日にな りました。再び

戸口にオグデンからの兄弟が立ち，震える

声で自分の兄弟 とその奥 さん，そして子供

たちを私に紹介 しました。「それではアパー

トに行 ってみましょうか。」アパー トへの階

段 を昇っていきなが ら，彼は 「これで十分

とは言えませんが，それで も ドイツにいる

時よ りましな方です」 と繰 り返 していまし

た。彼はそのアパー トにどのような変化が

起こ り， この計画に参加 した大勢の人々が

中で彼 らの到着 を待 っていることなど全 く

知るよしもあ りませんでした。

ドア を開けた時， そこには文字通 り新生

活の場が写 し出されたのです。彼 らを出迎

えたのは塗 りたてのペンキの臭い と真新 し

い壁紙でした。40ワ ッ トの電球 も使 い古 さ

れた リノリュームの床 もそこにはあ りませ

ん。私たちは厚 く， そして美 しいカーペ ッ

トの上に足を進め ました。台所には新品の

コンロと冷蔵庫が置かれていました。食器

棚は開いたままですが， どの棚に も食糧 品

がいっぱい詰まっていました。扶助協会の

姉妹たちが準備 したのです。

私たちは居間に入 り， クリスマスの歌 を

歌 い始め ま した。「聖 し この夜 星はひ

か り……」私たちは英語で歌い，彼 らは ド

イツ語 で歌 いました。最後にそれ らがみな

自分たちのものだとわかった父親は，私の

手 を取 って感謝 の言葉 を述べ ました。父親

は声 を詰 まらせ，顔 を私 の肩に埋めて，「マ

イン ・ブルーデル，マイン ・ブルーデル，

マイン ・ブルーデル(私 の兄弟 よ)」 と繰 り

返 しました。 .

アパー トの階段 を降 り， 外に出ると，雪

が降っていました。みんな何 も言いません

でした。するとひとりの少女がこう言いま

した。「監督，私は今 までにないよい気持ち

を感 じています。どうしてですか。」

私は救い主の言葉 を借 りて答えました。

「わたしの兄弟であ るこれらの最 も小 さい

者のひ とりにしたのは，すなわち，わた し

にしたのである。」(マ タイ25：40)そ の時

私の心に，讃美歌 「ああ，ベ ツレヘムよ」

の歌詞が浮かんできました。

「主のたまものこそ 奇 しけれや

静かに恵みの 露は くだる

罪のこの世 に かかる恵み

天 より来べ しと 誰かは知 る」

(讃 美歌210番)

詩 人はこう言っています。「神は子供たち

に思 い出を授けた。それはこの人生の園で，

12月 に6月 のバ ラを咲かせ るためなのだ。」

(C・ アンケ トール ・スツッデル ト・ケネ

デ ィ「12月のバ ラ」〉私の思い出の園の中で，

この福祉 活動に参加 した時に咲いたバラほ

ど美 しく，か ぐわしいものはあ りません。

願 わ くは，天父がこの神聖な福祉の責任

を持つ監督 を祝福 されます ように。この責

任は神か ら与えられたものであ り， 困って

いる人々に祝福 をもたらすために天におい

て定め られた ものなのです。

これらのことをイエス ・キ リス トのみ名

によって申し上 げます。アー メン。
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大管長会 第二 副管長 マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

福祉事業 ：

救い主のプログラム

「福祉プ日グラムの基となっている原則に従って生活する ことは
，ク リス

チャ ンとしての生活の最後の段階であリ，笠石を置くことである。」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・けさのこの素
晴 らしい集会の最後の話 をす るに当た

り，主のみたまが私 を導 き，支持 して下さ

ることを確信 しています。

私に与えられた話のテーマは，福祉プロ

グラムは救い主のプロ グラムであるとい う

ことです。救 い主は次のように言われ まし

た。

「すべて重荷 を負うて苦労 している者 は
，

わたしのもとに きなさい。あなたがたを休

ませてあげよう。……

わた しの くびきを負うて，わたしに学び

なさい。

わたしの くびきは負いやす く，わた しの

荷は軽いからである。」(マ タイ11：28-30)

この ように して， イエスは福音に従 うす

べ ての人に対 して霊的な活力 と肉体的な救

いとを約束 して下さいました。

「イエスは
，すべての町々村々を巡 り歩

いて，諸会堂 で教 え，御国の福音を宣べ伝

え， あらゆる病気，あ らゆるわず らいをお

いや しになった。」(マ タイ9：35)

イエ スはまた， ヨハネが遣わしたふた り

の弟子の問いに答えて，次のように言われ

ました。

「行って
， あなたがたが見聞 きしている

ことをヨハネに報告 しなさい。盲人は見え，

足なえは歩 き， らい病 人はきよまり，耳し

いは聞え，死人は生 きか えり，貧 しい人々 幽

は福音 を聞か されている。」(マ タイ11：4

-5)

この地上 における主のみ業に精通 してい

る人ならだれで も，次のJ・ ルーベ ン ・ク

ラー ク副管長のような結論に達す るでしょ

う。「救い主は，この地上に来られた時にふ

たつの大きな使命 を持 ってお られた。ひ と

つはメシヤ としての役割 を果たす こと，す

なわち堕落か ら人を蹟 うことであった。 も

うひ とつは肉体 を受けた兄弟姉妹たちの間

に入って，人々の苦 しみを和らげることで

あった。……入類を病い と苦 しみか ら救 う

ことと，私たちを天父のみ前に連れ戻すた
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めに霊 にかかわる真理 を教 えるこ ととのふ

たつの偉大な事柄 を，主はその後継者 たち

に遺産 として残されたのである。」(Co卿7・

θη661～6ヵo露 「大会報告」1937年4月 ，p.

22)

私 は，霊的な事柄であろうが物質的な事

柄であろうが，困っている人々に援助の手

を指 し伸べ る業を継続 して行な うのは私た

ちの義務である と信 じています。長い間，

私は， この福祉事業が主のみ業であると言

い続けて きました。この福祉計画 は主の計

画であ り， その原則は主の原則です。 また，

その精神は主の精神です。私たちを遣 わし，

互いに助け合 うように して下 さっているの

も主です。主の福音が求めているのは，私

たちが 自分 自身を愛す るよう隣人を愛す る

とい うことです。(マ タイ19：19参 照)

ベ ンジャ ミン王は次の ように言いました。

「もしもお前たちの行 いがこのようである

ならば，お前たちはいつ も喜び，神の愛に

浴 し， いつ も罪の赦 しを保 ち，……

またお前 たちは互いに傷つけ合 う心がな

く，安 らかに暮 して， あらゆる人にその当

然受け るはずの ものを与えたい と思 うよう

になる。

またお前 たちは， 自分の子供 らを飢 えさ

せた りはだかのまま置 いた りは しないであ

ろう。 またお前たちは自分の子供 らが神の
お きて

律法に背 き，……悪魔に仕 えることを許さ

ず，お前たちは 自分の子供 らに真の道 を行

う事 と真面 目でなければならぬ事 と互 いに

愛 し互 いに助けねばならぬ事 とを教えるで

あろう。」(モ ーサヤ4：12-16)

また，こ う続けています。「ねがわ くは，

私がお前たちに話 をしたように 日々 自分の

罪の赦 しを保ち，罪無 しに神の前 を歩 くこ

とができるように，お前たちが一 人一 人み

なその財産の 多い少いに応 じてそれを貧し

い人々に分け与えるこ とを望む。それはた

とえば 腹のすいている者に食物を与 え，は

だかでいる者に着物を着せ，病んでいる者

を見舞 い，各々の必要に従 って肉体につい

ても霊につ いて も救助 を施すことであ.る。」

(モーサヤ4：26)

兄弟 姉妹の皆さん， このプログラムの中

で私 たちが果たすべき義務について疑問の余

地があるで しょうか。罪の赦.しを得ること

は私 たちが互いに助け合 うかどうかにかか

っていますが， このことに疑 うところがあ

るで しょうか。 もしこの教 えを信 じ，救い

主 とその予言者に従 うと告 白するならば，

また誓約を忠実に守 り，生活の中で主のみ

たまを受けたい と願 うならば，私たちは救

い主が言葉 と行 ないによって示 されたこと

を実践 しなければな りません。救い主はこ

う言われま した。

「よ くよ くあなたがたに言ってお く。わ

たし.を信 じる者は，またわたしの している

わ ざをするであろう。」(ヨ ハネ14：12)

この奉仕の業において私 たちが指導者 と

してあるいは教会員 として，よ りよい働 き

ができるよ っに幾つかの方法を提案 したい

と思います。

第1に ，福祉プログラムに個人的に直接

参画す るこ とです。これはしばしば報告 さ

れていることですが，一部の教会員だけで

な く指導者の中に も自分の時間や才能 を提

供 して直接献身す るよ りも，金銭を出す方

が よいと言 う人が います。皆さんに申 し上

げ ますが，私たちには自分 自身を捧げ，肩

を並べて共に働 くことによってもたらされ

る霊的な高 まりが必要です。床屋や商人，

弁護士，医師，教師，技術者などが同 じ畑

を一緒に耕 し，共に雨 ごいの祈 りを捧げ，
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同 じ木の刈 り込み をし，同 じ穀物の収穫 を

することは清 く，健全なことです。

財政的な援助 ももちろん必要です。 しか

し聖徒 に求め られる一致に到達 し， ひとつ

となるためには，心身 を尽 くして共に働か

なければな りませ ん。予言者ジョセブ ・ス

ミスは次のように教えています。「忠実 さと

一致 した努力によって もた らされる最 も偉

大な物質的，霊的な祝福は，個人の努 力や

計画か らは決 して得 られない。」(7擁 漉腕8S

σ μ6カ70力加'ノ∂∫6カ1～∫祝ゴ魏 「予言者 ジ ョ

セブ.・スミスの教 え」p.183)

第2に ，全身全霊で働 くために，私 たち

は共に会議 を開 く必要があ ります。ステー

キ部長が監督の参画や同意 なしに，ある行

動 をするよ う監督に義務づけることがある

という報告 を受けています。私たちは指導

者 を支持 しなければな りませ んが，他方指

導者は皆 もっと賢 くなって教義 と聖約38：

27の 精 神でこの福祉事業を行な うようにな

らなければな りません。主は 「もしひとつ

とならずば，汝 らはわが ものにあらず」(教

義 と聖約38：27)と 言 ってお られ るか らで

す。

皆 さんの 多くは今年の最後の四半期に，

年間の生産事業予算 を大幅に増加 させる割

り当てを行 な うこ とと思 います。私は，各

評議会の レベルで全会一致の原則が きちん

と守 られているという理由で，全員がその

割 り当てに双手を挙げて賛成 して下 さるこ

とを願 っています。各評議会 レベルでの全

会一致の原則によって教会は運営 されてい

るからです。「共 に祈 る家族 は共 に前進す

る」と言われていますが，私 はここで，「共

に協議する神権政体 は共に繁栄する」 と言

いたいと思います。

乙
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第3に ，私たちは，指導者 として， 自分

が導 く人々か ら支持 を得 たい と思 うならば，

割 り当てられた管理の職が どう果たされて

いるか互 いに十分報告 し合 うことです。ワ

ー ド部や ステーキ部の メルケゼデ ク神権 を

持つ兄弟たちに対 して，生産事業の年次報

告 をすることを忘れないようにして下さい。

また監督会やステーキ部長会の皆 さんは 自

分 を管轄する指導者に対 して，福祉事業 を

実施する上 で直面 した問題 と進歩について

適切 な報告 を行 なうように して下 さい。指

導者の皆 さん，戻 って報告す ることは，忠

実な賢い管理人が行 なう最後の詰めです。

第4に ，そ して最後に覚 えていただきた

いことは，皆さんがこの福祉事業 を行な う

ことによって貧 しくなってはならないとい

うことです。皆 さんは福祉事 業を行 なうこ

とによって豊かにならなければな りませ ん。

1920年 に私が伝道に出る時に任命 して下 さ

ったメルビン ・J・ バラー ド長老の言葉 を

私は心から信じています。「人は一塊 りのパ

ンの報いがあってはじめて，主にひと切れ

を捧げることができるのです。」救い主は受

けるよりも与 える方が もっと祝福が大きい

と教えられました。(使 徒20：35参 照)与

える者 と受け る者は，教会の福祉活動 を通

してそれぞれが永遠の存在 としてめ 自分 自

身を清め，救いに導 くという祝福 を受け る

のです。

「また汝 ら貧 しき者
，乏 しき者および病

める者，悩める者たちを万事に憶えて憐 れ

むべ し。これ らの事 を為 さざる者はわが弟

子にあらざれば なり。」(教義 と聖約52：40)

真 の弟子が福音のこの原則を理解す るこ

とによって生まれる とすれば，私が永年信

じていた次の言葉の意味する ところもわか

っていただけると思います。「福祉プログラ

ムの基 となっている原則に従 って生活する

こ とは， クリスチャン としての生活の最後

の段階であ り，笠石 を置 くことである。」

この原則に従って生活することによって，

人はキ リス トの満 ちみちた徳の高 さにまで

至 るのです。

ア ミュ レクは，私 たちが互いに どう思い

や るかによって祈 りの効 力が決 まると述べ

ています。救い主御 自身の教 えでは，私た

ちが自分 を愛す ると同 じように隣人を愛 し

たかどっかによって，最後の裁 きにおける

救いが決 まるのです。マ タイによる福音書

25章 に，主はその栄光 の座につ く時， 「羊飼

が羊 とや ぎとを分けるように」人々をふ り

分けると記 されています。そして，右にい

る人々に，主 はこうおっしゃるでしょう。

「わたしの父に祝福 された人たちよ
， さ

あ，世 の初めか らあなたがたのために用意

されている御国を受けつ ぎなさい。

あなたがたは，わた しが空腹の ときに食

べ させ，かわいていた ときに飲ませ，旅人

であった ときに宿 を貸し，裸であったとき

に着せ，病気の ときに見舞 い，獄にいたと

きに尋ねて くれたか らである。」(マ タイ25

：34-36)

福 祉事業はイエス ・キリス トのみ業であ

り，福祉計画は主の計画です。 またそこに

貫かれている原則は主の原則であ り，その

精神 は主の精神 です。そ してその目的は，

この世 において最 も確かな平安 を得，来る

べ き世 に南って永遠に朽 ちることのない栄

光を受けるこ とにあるのです。私たち一人

一 人が きょうこの部会を終えてここを去る

時， これらのことに対する大きな確信 と深 い

理解 を持つことができるよう祈 っています。

イエス ・キ リス トのみ名によって， アーメ

ン。
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全末 日聖徒へ のメッセージ

大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

キンボール大管長，

道徳 について語る

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はこれから
皆さんに大切な事柄 についてお話 した

いと思います。これは私 にとって重大な責

任ですが，同時になかなか一筋縄ではいか

ない問題で もあ ります。

私 は若人を愛 しています。若 人が清 らか

でたくましい姿に成長 してい くのを見るこ

とは喜ば しいことです。 しか し逆に，彼 ら

が不幸な 目に遭い，苦 しみ悩んでいる姿 を

見ると，悲しい気持 ちが します。

海の上の衝突事故は，船同士の事故であ

れ氷山 との衝 突であれ，枚挙 にい とまがあ

りません。そ して，おびただ しい数の人々

が海の墓場 に葬 られてきました。私 はあな

た方若人が，堅実な考え方 を持 ち，基本的

には善良であって思慮分別 もある人たちで

あると信 じています。しかし，皆 さんもま

た大海を旅 しているのです。 しか もその海

の少な くともところどころは，海図に出て

いません。そこには浅瀬や暗礁 もあれば，

氷山や他の船 もあ ります。ですか ら，警報

に従って航海 しないと，大惨事 を招かない

とも限 りません。

2年 前，私 の乗ったジェット機が離陸 し

て高度を ぐん ぐん上げていた時のことです。

スチュワーデスの澄んだ声がス ピーカー を

通 して流れてきました。「この飛行機はこれ
う

か ら暴風雨圏内に入 ります。危険区域 は迂

回しますが， 多少乱気流の影響 もあると思

いますので，御座席のシー トベル トは きち

ん とお締め下さい。」

私 は教会のひと りの指導者 として， また

若人が実 りある人生 を送ることにある程度

責任 を持つ者 として，次のように言いたい

と思います。「皆さんは今，危険な区域，危

険な時代 を航行 しています。 シー トベル ト

を締めて しっか りつかまって下さい。そ っ 、

すれば気流が悪 くて も大丈夫です。」

私はこれまで何千人 もの若人 と面接 して

きましたが， その中には善悪の区別がはっ

きりしないと思われ る人が多 くいます。中

には自分の過 ちに対 して言い訳 をした り，

良 くないことをしてお きながらそれ を合理

化 して しまう人もいます。そこで私は，幾

つかの非常に大切な問題について天の父 と

その教会が どのような立場 を取 っているか

とい うことを， たとえ部分的にではあって

も明確にできれば と思い ます。

初めに，私たちが神の霊の子供であ り，

神の最高の創造物であることに， しばし思
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いをはせ てみ ましょう。私 たち一人一人に

は，神になる可能性が潜在 しているのです。

この世のいかなる力をも超越 した，純粋 で

清 く， しか も真理に貫かれた，力のある存

在 となることが できるのです。聖典 には，

私たちが永遠の存在 であ り，初めに神 と共

に生活 していたと書かれています。(ア ルマ

3：22)そ の ことを考えてみれば， 人間の

尊厳 とい っこ とに対 して，ほかでは得 られ

ない理解 を得ることができるでしょう。

しか しながら， いたる ところに偽 りの教

師がいて，講演や ポルノ小説，雑誌，ラジ

オ，テレビ，下品な話などを用いて，道徳

の標準を低下 させ る忌まわ しい邪説 をまき

散 らしています。そしてこれが人の肉欲 を

満足 させているのです。

ルシフェルはその極悪なた くらみ をもっ

て思慮の浅 い人々をだまします。そ して，

そのために使える武器は何 でも使 うのです。

大 きな会合や同好会の集い，パーテ ィー，

その他社交的な集いに行って，野卑な話や

下品な話，思わせぶ りな話 を耳にしないこ

とはまずあ りません。

ペ テロは私たちにこう警告 しています
。

「身を慎み
， 目をさましていなさい。あな

たがたの敵である悪魔が，ほえたけるしし

の ように，食いつ くすべ きものを求めて歩

き回っている。」(1ペ テロ5：8)

また救い主は，選民であっても時にはル

シフェルに より欺かれるであろうと語って

お られ ます。ル シフェルは彼独特の論理 を

用いて人を混乱に陥れ，合理化 をもって滅

ぼすのです。言葉の持つ意味をほんの少し

ずつ変えながら扉を一寸刻みに開け，私 た

ちを純白の状態から灰色の世界， そして遂

には真 っ暗闇へ とい ざなうのです。

そこで私 はきょう，皆 さん方若人のため

にいろいろな言葉や行ないの意味を定義 し，

皆 さんが誤 ちや苦痛や悲 しみを味わわなく

ともすむようにお助け したい と思います。

ネッキング，ペ ッティング，婚前交渉

では，本当にあった話 をまず紹介 しまし

ょう。登場する人物はすべ て実在の入物で

す。その青年は均せいのとれた体つ きをし

てお り，ダビデ王の ように 「血色のよい，

目のきれいな，姿の美 しい人」(サ ムエル上

16：12)で した。

傍 らには，容.姿端麗な愛 くるしい女性が

寄 り添っていました。机 をはさんで私 と向

か い合わせ に座 った彼は，傍 らの女性の手

をそっと取 り，物言いたげな視線 を投げか

けている様子か ら，ふた りが互 いに愛 し合

っていることは明らかで した。

甘 い声のその青年 は，興奮 してやや声 を

詰 まらせ なが らため らいがちに，彼女を私

に紹介 しました。ふた りの目か らは嘆願の

気持 ちがありありと伺えました。「キンボー

ル兄弟，私たちは今 とて も悩んでいます。

純潔の律法 を犯 して しまったのです。それ

で私 たちは祈 り，断食 し， とても苦 しんだ

結果，すべてを清算しようと決意しました。」

私は彼らに2，3の 質問 をしました。彼

らが深みに足を踏み入れていることは明ら

かでした6彼 女が口を開きました。 「私 は

この ような罪は決 して犯 さない，はねつけ

ることがで きると自信を持っていました。

ネッキングは危険だ し，ペ ッテ ィングは罪

深い行為だ といつ も教 えられていました。

自分に限ってそんな危険に陥 ることはない

と頭から思 い込んでいたのです。」

私は彼 らの話す ままにしてお きました。

話すだけ話す ことによって，心の重荷 を少
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しで も軽 くすることができると感 じたか ら

です。

次に青年が話 し始めました。彼は自責の

念にかられていました。「あ の 日の デー ト

が曲 り角だったのです。 あのデー トは初め

から特別でした。今振 り返ってみると， あ

の 日こそ悲 しむべ き私たちの苦 しみの始 ま

りなのです。・あの晩階下にや って来 た彼女

を見て，私はこんなに美しくまた愛 らしい
ひと

女が この世の中にふ たりといるだろ うか と

思いました。夜通 しダンスをした後で車 に

乗った私たちは，長 いこと黙っていました。

ふたりが ます ます体 を寄せ合 ううちに私 の

心は抑え切れな くなったのです。

ふた りともそれか ら先何が起 こるかなん

て思 って もみ ませんでした。せ きが切れた

ように，そしてすべ て流されるままに，私

たちは時間を忘れて酔い知れ ました。それ

か らしばしば交わしていた軽いキスが，次

第に激 しくなってペ ッテ ィングまで発展 し

てしまいました。で も， その晩はそこで留

まることができました。でもこの ようなか

んぬきの外れた状態は， この 日だけでは済

まなかったのです。私たちはお互いにとて

も深 く愛 していたので，ふた りがペ ッテ ィ

ングをす ることなど大 して悪いことではな

い， と信 じ込んでいたのです。一夜の出来

事が翌晩の出発点とな り，私たちは同 じ罪

を繰 り返 しました。そして とうとう自制 を

失い，最終的な罪を犯 してしまったのです。

私たちはそれまでに， 自分たちのしている

ことについて話 し合い，最終的な罪だけは

決 して犯す まいと決意 していたのですが，

自分たちの していることに 目覚めるのが遅

すぎました。本当に遅す ぎました。」

不道徳が姦通や性の倒錯か ら始まること

はありません。性 についてあれこれ考 えた
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り， 人と話 した りすること，それに感情的

なキスやペ ッテ ィングなど，小さい軽率な

行為が発端 とな り，それがあらゆる行為へ

と発展 してい くのです.。このようなほんの

ちょっとした行為は，最初 の誘惑に屈 した

若人の頑強な体や強い精神 力，それにはつ

らつ とした霊か らすれば取るに足らないも

のと思 えるでしょう。 しか しす ぐに，強 さ

は弱 さに， 主人は奴隷に変わ り，霊的な成

長は止まってしまうのです。ただし， この

最初の不義な行ないを，根 をは らす ことな

くやめてしまえば，その人は立派な大人に

向か って成長を続け，青春時代は父なる神

に向かって成長する時代 となるで しょう。

「キンボール兄弟
，私 たちは赦されるの

で しょうか」 とふた りは悲 しそうに尋ねま

した。

「はい
，主御 自身と主の教会はあなた方

を赦すこ とができます。またそうす るで し

ょう。 しか し容易ではあ りませんよ。律法

を犯 した人の歩む道は，厳 しいものです。

今までもそうでした し， これか らも変わ り

はないで しょう。主はこ うおっしゃってい

ます。 『わた しは言って置 く，最後の一 レ

プタまで も支払 って しまうまでは，決 して

そこか ら出て来るこ とはできない。』(ル カ

12：59)」

私 はさらに話を続け，慈悲深い主は私た

ちに赦 しの道を備えてお られると彼らに話

しました。人は喜びを得 る行ないをしたか

らと言って責任 をのがれることはできませ

ん。律法を犯 した者は， 罰を免れ ることは

できない。無から有は生 じないのです。神

は公平な御方です。パウロは次のように言

っています。「まちがってはいけない。神 は

侮 られるようなかたではない。人は 自分の

まいたものを，刈 り取 ることになる。」(ガ



ラテヤ6：7)

婚 前交渉は重大な罪ですが，完全 な悔 い

改めがなされれば赦 しを得ることができま

す。 しか しまず初めに， この罪が どれ程重

大なものかを認識す る必要があります。世

の初めか ら， この地上にはいろいろな種類

の罪が存在 しました。その中の 多くは他人

を傷つける罪ですが， どのような罪に対 し

ても共通 して言.えることは， それが 自分 自

身と神の双方 を傷つけるものであるという

ことです。なぜ なら罪は私 たちの進歩を妨

げ，成長 を止め，善良な人々や 良い影響力，

さらには主か ら私たちを疎遠に して しまう

か らです。

古代の使徒や予言者たちが非難すべ き罪

としてあげた ものは数え切れないほどあ り

ますが， その多 くは性に関する罪で，姦淫，

無情(ロ ーマ1：31参 照)， 肉欲，不義，無

節制，恥ずべ き言葉，汚れ，情欲，不品行

などという言葉で表わ されています。 また

性 に関す る罪には，結婚関係以外で行なわ

れるあ らゆる性関係，す なわちペ ッティン
たんでき

グ，性倒錯， 自慰，』それに性に耽溺する余

りそれが思いや言葉 を支配 して しまうこと

も含 まれ ます。 またあらゆる隠れた罪，汚

れた不潔な思いや行ないもそうです。これ

らの罪の中で最 もひ どい ものは，近親相姦

です。近親相姦について，辞書には 「法律

上結婚 を禁 じられている近親者 の間の性の

交わ り」 とあります。 このような憎 むべ き

罪 を犯せ ば，その人の人生における霊性は

極度 に傷つ き，時には取 り返 しのつかない

状態に まで陥って しまうでしょう。大管長

会 と十二使徒定員会は，近親相姦を行なっ

た教会員は破門に処することを決定 しまし

た。 また近親相姦の罪により破門された人

は，大管長会の書面による許可がない限'り

再びバプテスマを受けることができな くな

っています。

私たちが禁 じられた世界に足を踏み入れ

た時，良心 は私たちにそのことを告 げて く

れます。そ して意図的に または罪の繰 り返

しに より沈黙させ られ るまで私 たちの胸 を

刺すのです。

偽 りではな く心か ら正直に， それが悪い

ことだとは知 らなかった， と言える人がい

るで しょうか。こうした汚れた行ないは，

その口にす るのも汚らわ しいような名称が

何 というものであれ， またその行為に到達

するまでの過程やその行為の現われがどの

ようなものであれ，主 と主の教会に より罪

あ りと定め られているのです。ある罪は他

の罪と比べて もっと憎むべ きものであるか

もしれません。 しか し自分には知識がある

と偽 って主張す る人々が いくらそうではな

い と言って も， これ らすべ て罪であるこ と

に変わ りはないのです。主の予言者たちは，

そうした人々の主張は正 しくないと断言し

てい ます。

この世には何が正常か ということを決め

る一定の尺度があるか もしれ ません。 しか

し， それ と教会が持っている尺度 とは異な

っています。世 の尺度で言えば， タバコを

吸 うのはご く当た り前なことで しょう。し

か し教会は， もっと高い次元で，喫煙はす

べ きでないと言っているのです。また世の

中では外で盃 を くみかわす ことは別に禁 じ

ていませんが，主の教会はその民をアル コ

ールは一切 口にしないという段階まで引き

上げています。婚 前交渉について もそうで

す。世 の中では承認 しているようですが，

主 と主の教会は，結婚 関係以外のいか なる

性関係 も罪に値す るとはっき り述べていま

す。
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パウロは，卑 しい心の現われであり， ま

た感情 と欲望の無節制の証拠であるそ うし

た汚れた行ないを非難 して，次のように述

べています。

「ゆえに，神は，彼らが心の欲情にか ら

れ， 自分のか らだを互にはずか しめて，汚

す ままに任せ られた。」(ロ ーマ1：24)

結婚 を前提 とした交際は結婚の序曲 とも

言うべ きものです。そこでこうした交際 を

している男女はできるだけ親密になりたい

と思うようになり，肉体.的に親密 な関係 も

交際の一部 として正当なものであると思い

込むようになります。こうして，今 まで大

勢の人々が手綱をゆるめ，制限を越える行

為に走って しまっています。 ある人々は愛

情 をご く簡単 な形で表現する代わ りに，ネ

ッキングと呼ばれる愛撫行為に より相手の

体に触れた り，欲情 をそそるようなキスを

した りして きました。ネッキングは， 汚れ

た行為 とい う名の家族 の中ではまだ子供の

方です。このネッキングのお姉 さんにあた

るのがペ ッティングです。肉体的な親密度

がこの段階 まで来ると，救い主が定めてお

られる次の罪に明 らかにあてはまります。

「『姦淫す るな』 と言われていたことは
，

あなたがたの聞いているところである。

しか し，わたしはあなたがたに言う。だ

れで も，情欲 をいだいて女を見 る者は，心

の中ですでに姦淫をしたのである。」(マ タ

イ5：27：28)

ペ ッティングをしていながら自分は情欲

を抱いていないと言える人がいるでしょう

か。これは，近代 における十戒 として与 え

られた啓示の中で，最 も忌 まわしい行為 と

して主が叱責 されたものではないでしょう

か。「汝盗むなかれ。また，姦淫を犯すなか

れ。また，人を殺すなかれ。また何事 にて
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もこれに類す ることを為す こ となか れ。」

(教義 と聖約59：6)

皆 さんにお尋ね したいと思 います。ペ ッ

テ ィングが姦淫に類す るこ とでないとした

ら一体何で しょう。主は， この忌 まわ しい

罪が，姦通 または婚前交渉 とい う最終的な

罪に至 らせ るために悪魔が企てた懐柔策で

あることを御存 じだったのではないでしょ

うか。主の聖文に照 らしてみて，人は明 ら

かな良心を持ってペ ッティングとい う道 を

歩めるでしょうか。これ.は重大な罪ではな

いと確信 をもって言える人はいるでしょう

か。

私たちは以前に何度 も話 したことをもう

一度話 さなければなりません
。すなわち，

アダムの時代に も，モーセやパウロの時代，

そして現代 において も，肉親の兄弟姉妹同

士の性の交わりは邪悪 なものであ り，主は

これを非 としてこられました。教会はこう

した性の倒錯 を， いか なる形態を取る もの

であれ，決 して許容 しません。主御 自身 も

こう語 ってお られます。

「す なわち
，主 なるわれは罪を見ていさ

さか もこれを許す を得 ざればな り。」(教 義'

と聖約1：31)

聖典 にこの ようにはっきり述べ られてい

るのに， どうして不道徳 を正 当化 し， それ

を愛 という言葉で呼べ るのでしょうか。黒

は白ですか。悪は善ですか。清さは汚れで

すか。

では，道徳に対する教会の立場 を理解で

きた として，次に私たちは， それが決 して

流行遅れの，色あせてす り切れた衣服の よ

うな ものでないこ とを，断固として宣言 し

ます。神は きの うもきょ.うも，また永遠に

同 じ道であ り，その聖約や教義は不変 です。

ですか ら， たとえ太陽がその熱を失い，星



が輝 きを失 うようなことがあって も，純潔

の律法は，神の世界 と主の教会にあって基

本 をなす ものとして存続するでしょう。

古 くか ら価値のあるものを教会が支持す

るのは，その古 さか らではな く， その価値

が時の流れの中で明 らかにされてきたか ら

なのです。この ことは， いつの時代にあ?

て も決 して変わ る.ことのないひとつの定め

です。

良いデー トとは

皆 さんがいろいろなむずか しい問題や誘

惑に陥るの を避けるために，私は またここ

で次の規準 を提案 します。16歳 になるまで，

どのような形のデー トも一対一のつ き合 い

もしないようにしましょう。 またた とえ16

歳 になっても， どのような相手 を選ぶか，

どの程度のつ き合いをするかは慎重 に判断

しなければな りませ ん。 さらに，若い兄弟

たちは19歳 になった ら伝 道に出ますか ら，

あまり親 しい交際は控 えるようにすべ きで

す。

十代前半のデー ト，中でも相手 をひとり

に限定 したデー トは最 も危険です。人生 を

健全 な面か らながめ られな くな ります し，

他の豊かな価値 ある経験 を得 る機会 を奪 っ

てしまい ます。また交際範囲 も狭 まり， こ

の世か ら永遠にわたって伴侶 となる人を選

択するにあたってその対象が非常に少な く

なってきます。

ダンスや旅行 に行 った り，パーテ ィーや

デー トを楽しんだ りす るには，確かに適切

な時 というものがあ ります。聖 なる神殿で

の永遠の結婚へ と導 く一対一のいわゆるス

テデ ィーなデー トを始めるに も，時がある

のです。大切なのはその時がいつか を判断

す るこ とです。たとえ正 しいことであって

も，それ を行な う時 と場所 と状況がふ さわ

しくなければ， まずい結果が出てしまうの

です。

さて私は， シオンの若人がはっきりとし

た誤 りのないラッパの音 を聞 きたい と思っ

ていることを信 じています。私が これから

吹 くラッパの音が正確ではっきりしたもの

であ り，正直な人ならだれ も混乱すること

がないように と願っています。そして次に

述べ る，口に出すの も忌まわしい様々な行

為 に対 して，私が主 と主の教会の立場 を明

確にす ることがで きるよ うに，心か ら望ん

でいます。

自慰

道徳的に低い規準を持っている人々の主

張が どうあれ， このある程度一般化 してい

る行為は，主 と主の教会の認め るところで

はあ りません。末 日聖徒 はこの行為 を決 し

てしないように しなければな りません。 こ

の悪癖に陥 ったままで伝道に出た り，神権

を受 けた り，神殿に行 って祝福 を受けた り

す ることは不可能です。

自慰行為 は，時 として露出趣味や非常に

忌まわしい罪である同性愛の発端 となるこ

とがあ ります。 もしも私たちに，善 を悪，

黒 を白と呼ぶ人々か ら欺かれ ることのない

ようにシオンの若人 を守 るとい う責任がな

ければ， こうした不潔な言葉や忌 まわしい

行為 について口にす ることは， できたら避

けたいのです。

同性愛

この邪悪な罪は今急速に広 まりつつあ り
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ますが，同時にこの行為 を認めることが当

た り前のように思われて ぎてい ます。この

行為への欲望や傾向のあ る人の場合 も，克

服の仕方は，ペ ッテ ィングや婚 外交渉への

欲望 を持 っている人の場合 と同 じです。主

はこの行為を，姦淫その他 の性 的な行為 と

同様 に強 く非難 しておられるのです。教会

は， この行為にふけって悔 い改め ようとし

ない人を即破門に処す るこ とに しています。

大方の見解や主張 とは反対に， この罪は

克服できる罪であ り， また赦 しを得ること

のできるものです。 しか し， また同 じです

が，深い，心か らの悔 い改めが必要です。

つ まり， この悪癖 をきっぱ りと断ち，思い

と行ないをすっか り変えて しまわなければ

ならないのです。.ある行政府や教会， それ

に無数の堕落した人々が，この行為 を犯罪

から個人の権利に変えよっとしてきました。

しか し， この行為 の本質 とゆゆ しさは変わ

るものではあ りません。世 界中の善良で賢

明な，神 を畏れ る人々は，今 もなお この行

為が神の息子，娘 としてふさわ しくない も

のであると非難 しています。そしてキリス

トの教会 も，人間が汚される肉体 を持って，

いる限りこの行為を非難 し，罪に定めるの

です。

ヤ コブはこう語 りました。「そんな人間は，

二心の者であって，そのすべての行動に安

定がない。……。

試練 を耐え忍ぶ人は， さいわいである。

それ を忍びとお したな ら，神 を愛す る者 た

ちに約束されたいの ちの冠を受けるであろ

う。

だれで も誘惑に会 う場合，『この誘惑は，

神か らきたものだ』 と言ってはな らない。

神は悪の誘惑に陥るようなかたではな く，

また自ら進んで人を誘惑することもなさら
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ない。

人が誘惑 に陥るのは，それぞれ，欲に引

かれ， さそわれるか らである。

欲がは らんで罪 を生み，罪が熟して死 を

生み出す。

愛す る兄弟たちよ。思い違いをしてはい

けない。」(ヤ コブ1：8，12-16)

この忌まわしい同性愛は， 自然の関係に

逆 らう罪です。この罪のために滅んでいっ

た町や文明は枚挙にいとまがあ りません。

イスラエルの民が荒野 をさ迷っていた時に

もこの罪はありました。 またギ リシャ人は

これを認容 していました し，堕落 したロー

マの大浴場 にもこの行為が見 られ ました。

これは，話 していて最 も不快感 を覚 える

問題 です。しか し私は大胆 に話 さなければ

な りません。教会の若人の中で， この極悪

非道な行為 に関 して曖昧な考えを持つ人が

ないようにす るためです。ここでもルシフ

ェルが，男 も女 も滅ぼ して永久に自分の手

下にあるために，私 たちを欺 き，勝手な論
ろう

理 と口実を弄 してい ます。パウロはテモテ

にこう語っています。

「人々が健全な教に耐えられな くな り
，

耳ざわ りのよい話 をして もらお うとして，

自分勝手な好みにまかせて教師たちを寄せ

集め，

そ して，真理 からは耳 をそむけて，作 り

話の方にそれてい く時が 来るで あろ う。」

(IIテ モ テ4：3-4;モ ー セ5：50-55

参 照)

あ る人は，「神がそ ういう存在 として人

間を造ったのだか ら， どうしようもないの

です よ」 と言って，性の倒錯 に走る自分 を

合理化 します。これは冒濱 です。人は神の

形に造 られたのではないですか。神 を 「そ

ういう存在」だ と言 うのですか。人は 自分



の犯す罪に対 して責任を負わなければな り

ません。 ある人は，言い訳 と合理化 を繰 り

返 して きたために， よほどの努力 をしない

とこの罪か ら這 い上がれない状態にまでは

まり込んでいます。 しか し，克服は可能 な

のです。誘惑はだれにでも来ます。神に見

捨て られた人 と神の 目か ら見てふさわ しい

人の違 いは，一般的に言 って，誘惑 を受け

入れたか拒んだかの違いです。その人の置

かれている環境によって決定や実行の難易

が左右されることは確か です。 しか し気 を

配ってさえいれば， 自分の将来 をコン トロ

ールすることはできるのです
。

さて愛する兄弟姉妹，私は今 まで，今 日

の世 の中に存在する罪を率 直に，また大胆

に非難 してきました。私はこの ようなテー

マで話をするのはきらいです。 しか し， シ

オンの若人に対 して大誘惑者の猛攻に備 え

るよう警告す るのは， どうしてもしなけれ

ばな らないことです。大誘惑者であるルシ

フェルは，その手下 と武器 を総動員 し，欺

きや誤説，虚偽 を用いてシオンの若人をこ

とごとく滅ぼ そうとしているのです。

「この試 しの生涯の間賢 くせ よ
。 自分の

身か らあらゆる汚れ を払い去れ。情欲を満

そうとして願い求めてはな らない。む しろ

何の誘惑に も負けずに生ける真の神に仕 え

ると言 う固い決心 をもって願 い求め よ。」

(モ ルモン9：28)

悔い改め

愛する若人の皆 さん，皆さんの中です で

に失敗をしてしまった方々 を，主 と主の教

会は赦す ことができます。聖典 を読み，書

かれているこ とを十分理解 している人は，
.神が愛にあふれた赦 しの神であるこ とを心

にはっきりと刻み込んでいると思います。

神は私たちの御父ですから，私たちをけな

すこ とな く逆に高めようとされ ます し，霊

の死に至 らせ るよりも何 とか踏み とどまれ

るよっ助けて も下 さいます。

悔 い改めには5つ のステ ップがあります。

1.罪 を悲 しむ。罪 を悲 しむためには，

その罪がゆゆ しいものであるということを

何 らかの形 で知 る必要があります。罪を罪

として十分に認めるようになると，私 たち

は 自分の心 を罪の影響 を受けない状態に置

こうとします。そ して罪を犯したことを悲

しみ，進んで罪を償 い，罰 を受け，必要な

らば破門に付されて もそれ を甘ん じて受け

るとい う気持 ちになるのです。

2.罪 を捨てる。一番理想的なのは， 自

分の罪の重大さを自覚することによって罪

を犯すこ とをやめ， それか ら後，神の律法

に 自分から進んで従 うというパ ター ンです。

泥棒は刑務所で罪 を捨てることができます

が， もし本 当に悔い改めていれば，つか ま

る前に悪事 をやめ，強制されな くとも自分

か ら盗品を返すはずです。汚れた行ないを

自分か ら進んでやめる人は，赦 しへの道 を

一歩踏み出した人です。

アルマは言いました。「それであるから，

へ りくだることを強制 されずに進んでへ り

くだる者はさいわいである。」(ア ルマ32：

16)

一 度 やめ たら
，その状態がず っと続かな

ければな りません。同じ罪を繰 り返す とい

うこ とは，真の悔い改めが できていないと

いうことです。主は悔い改めについて予言

者ジ ョセブ ・ス ミスにこう啓示 してお られ

ます。「人罪を悔い改め しや否やは，見 よ，

彼は自らこれ を告 白しその罪を捨つべ けれ

ば， その悔 い改めたることはこれによりて
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知るを得べ し。」(教 義 と聖約58：43)

3.罪 を告 白す る。罪の告 白は，悔 い改

めの中で重要な要素 となるものです。罪 を

犯 した人々の中には，少 しばか り祈 りをす

ればそれでいいと考える人が 多くい ます。

そうして罪を隠す ことを正当化 しているの

です。

「その罪を隠す者は栄えることがない
，

言い表わしてこれ を離れる者は，あわれみ

を受ける。」(箴 言28：13)

特 に性に関す る罪のように重大な過 ちの

場合は，主のみならず監督に も告 白しなけ

ればな りません。告 白した人が受けること

のできる赦 しにはふたつあ ります。主か ら

の赦 しと，指導者 を通 して受ける主の教会

か らの赦 しです。 自分が罪を犯 したこ とに

気づいたら，私 たちはなるべ く早 くイノス

が したように 「一心 こめて祈」 らなければ

なりません。そしてその祈 りを，主が罪 を

赦 して下 さったと確信できるまで，決 して

やめてはならないのです。少 しばか りの願

いで主が赦 しを与えて下 さると考えるのは

虫が良す ぎます。長 い間努力 し，他のすべ.

て の戒めに も喜んで従 うとい うことを身を

もって示すまで本当の赦 しは与 えられない

というのが普通で しょう。次のステップは

監督を通 して教会から赦 しを得 るこ とです。

いかなる祭司，長老といえども，教会に代

わってこのことを行なう権能はあ りませ ん。

主の計画は不変であ り，秩序立っています。

ステーキ部内にいるすべ ての人には，主 の

召 しと聖任によ り 「イスラエルの判士」 に

召された監督が与えられています。監督 は

この世での私 たちの一番の友達です。監督

は私たちの持っている問題に耳 を傾け， そ

れがどの程度深刻 なものか を判断 し，それ

からどのような悔い改めが必要か，最終的
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に赦 しが得 られるものなのか どうかを決定

します。監督はこのことを，地上における

神の代理 人として， また熟練 した医師，心

理学者，精神科医 として行ないます。 もし

も悔 い改めが十分な ものであれば，罰は与

えられ ません。 これは赦 しと同じことです。

監督には罪を放免す る権能は まった くあ り

ませ ん。 しか し，彼は重荷 を共に負 うこと

に より，罰 を与 えずに切迫 した状態を和 ら

げてあげるのです。そしてその人に，教会

活動 を今 まで通 り続け るように言います。

またこの場合，すべてのことは内密に保た

れ ます。

4.罪 を償 う。心か らへ りくだって自分

の犯 した罪を悲しみ，その罪悪 を無条件で

棄て去 り，そ して主が召 した もうた人に告

白した人は，次にその罪によって生 じた損

害 をできるだけ回復す るように努力 しなけ

ればなりませ ん。盗み を働いたのであれば，

盗んだ物を持 ち主に返 します。殺人が赦 さ

れない罪である理由は，おそ らく，一度奪

った命 を元に戻すことが私たち人間にはで

きないか らで しょう。いずれにしても，一

度損害 を与えたものを完全に元に戻す こと ・

は不可能 です。純潔 も同様で，一度奪った

ら元には戻せ ませ ん。.

しか しなが ら心か ら悔 い改めた人は， あ

る程度までですが，何 らかの形で罪を償 う

こ とができます。また，真の悔い改めの精

神があれば必ずそ うなるはずです。エゼ キ

エルはこう教えています。「す なわちその悪

人が質物 を返 し，奪 った物 をもどし，命の

定めに歩み，悪を行わないならば，彼は必

ず生 きる。決 して死なない。」(エ ゼキエル

33：15)

モ ーセはこう言っています。「もし人が牛

または羊 を盗んで， これ を殺 し，あ るいは



これ を売 るならば，彼は一頭 の牛のために

五頭の牛 をもって，一頭の羊の ために四頭

の羊 をもって償わなければな らない。」(出

エジプ ト22：1)

ま た 自分の罪 を赦 して欲 しいと願 う人は，

逆に自分 を傷つけた人 をすべ て赦 さなけれ

ばな りません。私たちの心か ら，他の人々

への憎 しみや嫌悪，非難が一掃 されない限

り，主には私たちの罪を赦す義務はないの

です。

5.天 父のみこころを行な う。私は1978

年3月 の83歳 の誕生 日に，た くさんの方々

か らカー ドをいただきました。中には4千.

7百 人の若人のサインを一冊の本にまとめ

たもの もあ りました。ほかに も様々な署名

の入ったカー ドがた くさんあ りました。皆，

自分のこれか らの人生に対す る誓いを書い

ていました。ひ とつ紹介 しましょっ。

「愛するスペ ンサー ・W・ キンボール大

管長，

私はこの世界の一員 として， 歩み を速め，

ペースを上げ， また霊 を高めて主の業のた

めに働 きたいと思います。

私は什分の一 を正直に，死ぬまでずっと

欠か さず納め ることを約束 します。

また，た とえ誘惑にあっても知恵の言葉

を守 ることを，大管長 と主に約束 します。

タバ コ，酒， コー ヒー，麻薬には決 して手

を伸ば.しません。

朝晩の祈 りも忘れ ません。主のた くさん

の約束，み守 り， そして祝福 を忘れ ません。

私は とりわけ， 自分の人生 を清 く保ち，

無数のこうかつな誘惑により汚れることが

ないようにすることを約束 します。 どんな

ものであって も，道徳的に清 くないものに

は近づ きません。

また私 は，聖典や他の良書を読み，そこ

から霊の糧 を吸収す るとい うことについて

も，歩み を速め ることを誓います。

私は，同胞を愛す るようになお一層努力

し，義 を完 うす るために人々 と共に働 きま

す。

また，主の戒めをすべて知 り，その一つ一

つを愛 と思いや りの心 をもって守 ります。」

兄弟姉妹の皆 さん，皆 さんは美 しい心 を

持 った素晴 らしい人たちです。私たちは皆

さんを誇 りに思 っています。皆 さんのこれ

までの大 いなる働 き と献身 と犠牲を誇 りに

感 じています。私たちは皆 さんを愛してい

ます。私 たちは集会があるたびに， また各

家庭 での朝晩の祈 りのたびに， そして夜各

各の寝室 で皆 さんのことを祈っています。

皆さんが清い生活 を続け ることができるよ

うに祈っているのです。清い生活 とは，頭

のてっぺんか ら足の先 まですべ て清い生活

です。麻薬や酒， タバ コ，盗み，わいせつ

な雑誌や 映画など，私 たちに押し寄せて く

るこの世 の汚れたものか らすべ て遠 ざかる

ことです。皆 さんはその ような ものに手を

染める必要はあ りません。そのようなもの

に身を任せてはならないのです。

神の武具 で身を固めましょう。欠か さず

個人 と家族 の祈 りをし， また家族の礼拝に

加わ りましょう。安息 日を聖 く過 ごしまし

ょう。知恵の言葉をよく守 りましょう。家

庭での務めをみんなよく果た しましょう。

そして特に，清い生活を して汚れた不潔な

思 いや行ないを棄 て去 りましょう。私たち

のために定め られた高い義の標準を低下 さ

せ るようなもの とは，関 わりを持たないよ

うに しましょう。以上のことを行なえば，

皆 さんの乗った船 は順風を受けて進み，平

安 と喜びがあたりにあふれるのです。
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1980年9月2ア 日(土)扶 助協 会大会

大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボー ル

学びそ して教える

「愛する姉妹の皆さんは，この地上で愛と真理の模範として欠くことので

きない人々なのです。」

愛 する姉妹の皆さん・舗 世界中の2000
以上の場所に集ってお られる姉妹の皆

さんを心か ら歓迎致します。私たちは，心か

ら皆さんを愛し，皆 さんに感謝 してお りま

す。また，皆 さんを尊敬 し，必要 としてい

ます。「主にあっては，男なしには女 はない

し，女な しには男はない」(1コ リント11：

11)か らです。私たちは皆 さんがひ とりの

女性 として， また妻，母親 祖母 として義

と善に向か う力を備えてお られることを喜

んでいます。私たちは， まだ家庭生活の完

全な祝福 を享受 していない忠実で献身的な

独身の姉妹に感謝 しています。主 は皆 さん

を愛してお られ ます。皆 さんが天父の最 も

気高い霊 だか らです。これか らも忠実かつ

誠実であるならば，いつの日か永遠の祝福

を手にすることができるでしょっ。

私は，「学びそ して教 える」というこの会

のために選ばれたテーマに感謝 しています。

私は結婚 して以来，知識 を求めてやまない

妻 カ ミラか らた くさん の祝福 を受け てま

い りました。妻はいつ も読書 をし，知識を

求めています。そして，予言者ジョセブ ・

ス ミスを通 して与 えられた主の勧告 をその

まま信 じています。「お よそ， われ らのこ

の世に於て達する英智の一切は，何にても

よみがえ りの時われらと共によみが えるべ

し。」(教 義 と聖約130：18)妻 は63年 に わ

たる結婚生活の間，常に学び続けただけで ，

はあ りません。模範 と教 えによって，同時

にそれ を人々 と分かち合 いました。半世紀

以上 もの間，彼女は扶助協会の訪問教師で

した。 また長期間にわたって扶助協会の霊

的生活の教師 を務めました。

愛する姉妹の皆 さん，教会の教 えに近 く

生活 して下さい。予言者に従 って下 さい。

それは，進むべ き道 を見失わず， またすで

に道に迷 った人を元の正 しい道に戻すため

です。皆 さんの家族 を愛 し心 にかけ，毎週

欠か さずに家族の夕べ を開いて下 さい。家

庭は，平安 と愛 と思いや りの場です。良い

隣人であって下 さい。世 の多くの人々の愛
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が冷えることがあって も，皆 さんの家族や

隣 人が皆 さんの教 えと導 き，愛ある奉仕 を

失 って しまうことのないようにするためで

す。 どうぞ続けて良 き妻，母，娘 そして姉

妹 でいて下さい。愛 と平安が この世か ら消

えてしまうことが あっても，皆 さんの家庭

からは消 えて しまっことがないよっにす る

ためです。

世の中にはいろいろな種類 の声があ りま

す。 ここで，私が2年 前の女性の大会で話

したことを再度強調 したいと思います。自

分の興味に応 じて盲 目に自分勝手な解釈 を

することは， ほかの女性 に任せておきまし

ょう。 しか し，愛する姉妹である皆さんは，

この地上 で愛 と真理 と義 の模範 として欠 く

ことのできない人々なのです。「来たれ予 言

者 よりみ言葉聞け」 とあ ります。

舵 を取 っておられるのは主です。主が私

たちを導いて下 さるのです。 これは主の業

であ・り，その中で扶助協会は非常に重要 な

役割を果た しています。姉妹の皆さん，扶

助協会の組織に忠実であって下 さい。扶助

協会は，主の霊感 を通 し，予言者ジョセブ・

ス ミスに より138年 前に組織 され ました。

自分 自身のために，家族のために， また教

会のために扶助協会を支え強めて下 さい。

また，すべ ての戒め を守 ると同 じように，

他のすべての基本的な教会プログラムを十

分 に活用 し，バランスの取れた堅固な生活

を築いて下さい。信仰深 くあるならば，主

は皆 さんや家族をお見捨てにはならないの

です。

愛する姉妹の皆 さん，私は神が生きてお

られ， イエスが肉における神の独 り子であ

り，世の贈 い主であられ ること， またこの

教会がイエスを頭 にいただ く教会であるこ

とを知っています。私は，この証 と愛 と祝

福 をイエス ・キ リス トのみ名 によ り皆様に

残 します， アー メン。
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中央扶助協 会会長 バ ー バラ ・B・ ス ミ ス

愛の絆

「私たちカL致 し
，ひとつになるならば，神のみ手の道具となることがで

きます。」

キ ンボール大管長のお話と聖歌隊の歌う
祈 りの言葉 を聞 くと，主の教 えの中で

愛がいかに大きな意味を持つか を改めて感

じさせ られ ます。主はこのよっに言ってお

られます。

「汝 ら何 よりもまず
，外 とうの如 く愛の

きずなをもて身に纒 うべ し。そは完きと平

和のきずなな り。」(教 義 と聖約88：125)

思 いや りのある行 ないで互いに助け合 い，

標準の高い強い愛，すなわちキ リス トの純

粋な愛を身につけ るよう絶 えず努力す る時，

愛の外 とうを身にまとうこ とができます。

愛，すなわちキ リス トの純粋な愛は，善い

行ないまたは慈悲 といった言葉 で簡単に置

き換えることのできないものです。親切や

思いや り，愛ある行ないは，イエス ・キ リ

ス トまた他の人々に愛 を表 わすために主が

示 して下 さった方法にほかな りません。満

ち足 りている者は困っている人々に分 け与

えよと主は言っておられ ます。病気の人，

慰めのいる人，父親のない入，愛す る人，

迫害す る人々 を思いや り，暖かい親切 な心

を持って接す るならば，愛 を身にまとうこ

とができます。それは，相手 を深 く思 う気

持 ちが私たちの行ないの原点 となっている

か らです。

そのような愛は，スペイン語で 「絶 えざ

る愛」 と定義 されています。 また， ミクロ

ネシアでは，愛は 「生活 を変 える力」 と言 ，

われています。この ように愛の定義につい

て考 えてみ ます と，私 たちは，キ リス トの

純粋 な愛についてよ り深 く理解することが

で きます。キ リス トの愛 を身につけようと

いう願いを生涯持 ち続けて人々に仕 えるな

らば，愛の真実の意味が理解 できるように

なるでしょう。

これは，ルツの生き方をよく表わ してい

ます。 旧約聖書には，ルツのナオ ミに対す

る思いが書かれています。ルツは，厳 しい

環境の中にあったに もかかわ らず思いや り

の深い人で した。辛い経験は，だれ しもが

味わうものです。 しか し， この辛 さな くし

蚕
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て幸福 を味 わうことはできませ ん。 リーハ

イは， このように言っています。

「それは
，すべての物事 には必ずその反

対の ものが なければならぬからである。……

もしも物事 にその反対の ものがないならば，

正義 も不正 も聖潔 も憐むべ き様 も善 も悪 も

生ず ることができぬ。それであるか ら，す

べての物事はみな合 して一つ とならなけれ

ばならない。」(IIニ ー フ ァイ2：11)

ル ツは， このことをよ く知ってい ました。

ルツは若い頃に夫 を亡 くし，子供に も恵 ま

れませんでした。そんな苦 しい中にあって

も，ルツは義理の母親 と良い関係 を築 き，

しか もイスラエルの神に対する信仰 を強め

たので した。このふたつのことは，結婚に

よって もたらされたのです。

ルツは，母ナ オ ミを養 うために落ち穂 を

拾 い集めました。 しか しルツは，拾 った穂

を打つために打 ち場 に行った時，拾 った穂

以上のものを得 ました。1日 の終わ りに，

苦労が祝福 となったのです。これは，私た

ちすべてが立ち向かわなければならないチ

ャレンジです。人生の境遇や経験か ら落 ち

穂 を拾わなければな りません。それは，私

たちに成長，信仰，心の平安 といった もの

を与えて くれるでしょう。

この世 のチャレンジや苦難か ら逃れる道

はあ りません。 また逃れるべ きで もあ りま

せん。 どう対処するかは自由です。福音の

計画は，私 たちに永遠の視野を与えて くれ

ます。そ してそれは，落ち穂 を拾 う時に勇

気 を与えて くれます。

ジョセブ ・ス ミスは， ノーヴーでの最初

の扶助協会の集会でこう語 りました。

「この指示を受けたあなた方は
，これか

ら自分のことは自分で責任 を負わなければ

ならない。自分を救 うのは 自分である。」(「予

言者 ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.227)ジ
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ヨセブ ・スミスが，知識が人を救 うと言っ

ていないことに注意 して下さい。知識が，

自らを救 う責任 を人に与えると言っている

のです。

扶助協会は，完成に向かって一歩一歩歩

む私 たち主の娘 を助けるために組織 されま

した。扶助協会は，導きとな り，力 とな り，

光 となり，指針 とな ります。扶助協会は，

どうすれば絶えることのない愛 を育めるか

を教 えます。また行ないに よって愛 を実践

す る機会を与えて くれます。そして， り一

ハイが述べたように，善悪の入 り乱れたこ

の現代の世の中で，真実 を選 び出す手助け

をして くれ ます。

今夜私は，愛の絆 を強め る上で欠かせ な

い事柄 として8つ 選び ました。

第1番 目は，私たちの今夜のテーマ 「学

びそ して教 える」です。

イエスがゲ ッセマ ネで苦 しみ をお受けに

なる前，弟子たちと食卓につかれた時のこ

とを思い出して下 さい。このよ うに言われ

ました。「あなた方の中でい ちば ん偉 い人

は……仕える者のよ うになるべ きである。」

(ル カ22：26)

主 は シモンにこうおっしゃいました。「シ

モン，シモン・・…・わたしはあなたの信仰が

なくならないように，あなたのために祈っ

た。 それで，あなたが立ち直 ったときには，

兄弟たちを力づ けてや りなさい。」(ル カ22

：31-32)

主が シモン ・ペテ ロにお示 しになったこ

の手順は，私たちすべてにあてはまるもの

です。まず真理の原則を知 り，それに改宗

し，そしてその原則 を人々に教 えるのです。

ですか ら，私たちは今夜皆 さんに，学びそ

して教 えるという決心 をしていただきたい

のです。霊感を通 して備 えられた扶助協会
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の レ ッスンか ら，ひ ざまずいて行な う祈 り

か ら，聖典の勉強か ら，現代の予言者の言

葉か ら，聖霊の ささや きか ら学ぶのです。

そ して学んだら，今度 は姉妹たちを教え，

強めて下 さい。お子 さんや御主人，仲 間を

力づけて下 さい。機会 をとらえて教 えまし

ょう。また模範 を通 して教えて下さい。

第2は ，扶助協会の活発な会員になるこ

とです。

活発な会貝 となるには，扶助協会に出席'

し，責任 を受け る必要があ ります。老い も

若 きも，また未婚既婚 の別な く集会 に出席

し，信仰を共にする姉妹 たち と友愛の絆を

強めるのです。欠か さず出席 し，レ ッスン

に参加 して下さい。

キンボール大管長 と話 した時のこ とです。

話 を終 えてオフ ィスを出る時，何かできる

ことはないか と大管長に尋ねま した。する

と大管長は，「女性 を扶助協会に出席 させて

下 さい」 と言われました。大管長がこの問

題について話すように私に求め られたのは，

扶助協会に出席す ることによ り霊的に強め

られ，永遠の真理に対す る理解 を深め， 自



分 自身の救 いを確かな もの とする選択がで

きるようになるということを知ってお られ

たからです。召 しの関係で初等協会や若い

女性 の会に出ている人は，何 らか の方法で

扶助協会の姉妹たちと親 しくなるようにし

て下さい。テキス トを読み，訪問教師 とそ

の ことにつ いて話 し合 い，扶助協会 を生活

の一部に しましょう。

3番 目は，福音のメッセー ジを広めるこ

とです。

ジ ョセブ ・ス ミスが，ノーヴーか らカー

セー ジに向か うあの土ぼこ りの道で最後の

説教 をした時，特に話 したのは，生命 と救

いの計画を世 の人々に宣べ伝えるとい うこ

とでした。 キンボール大管長はこれを受け

継いで，歩み を速め，あ らゆる国々の人々

に福音 を宣べ伝 えることが私たちに課せ ら

れた大 きな責任であると述べています。

私たちは教会の女性 として，研究 と祈 り

と奉仕により伝道活動の備え をす る必要が

あ ります。そ うする時に，私 たちは真理 の

原則に もっとよ く従 えるようにな り，私 た

ちの良 き業 を見た人が福音 を受け入れやす

くなるのです。活発な末 日聖徒の知人の中

か らた くさんのバ プテスマが出ていること

は事実です。

毎年私たちの息子娘たちは，救 いの福音

を宣べ伝 えるために全世界に出て行 きます。

しか し地元の扶助協会のユニ ッ トでも， こ

の良 きお とずれ を多 くの人々に もたらす た

めに， フルタイム宣教師 と協力 して働 くこ

とができます。その手始め として大切 なこ

とは，宣教師に定期 的に教会員でない人を

紹介す ることです。

また， 自分 自身が伝道宣教師または特別

奉仕宣教師 として出 られないかど うか考 え

てみましょう。私たちのステーキ部扶助協

会のひ とりの副会長は，御主人 と共にナイ

ジェリアへの伝道の召しを受けたばか りで

す。彼女は，このよ うに言っています。「そ

れは，行かない方が楽か も知れませんが，

私たちが今受けている祝福 を他の人たちに

も味わって もらいたいのです。」

地域社会 での奉仕の時に会 う人，近所の

人，また職場の人など，どこでも人と よく

知 り合 うよ う心がけてみては どうでしょう。

そして，正直にまた誠実 に生活 して下さい。

そ うすれば，福音 を伝える機会が育 ってい

きます。

第4に ，福祉活動の原則について知 り，

それを生活に応用 しましょう。

福音の真髄が，貧しい人，乏 しい人を心

にかけ，倹約 の生活をし，教会の供給プロ

グラムに参加す ることによって援助の必要

な人に必要な助けを与えるこ とにあること

を思い起 こして下 さい。私たち一 人一人は，

特別な問題 を抱えている人や重荷 を負って

いる人に愛 と思いや りを示す とい うチャレ

ンジを神様か ら与 えられています。教会福

祉事業は，決 してないが しろにできない も

のです。

5番 目は， 自他共に人生での変化に心を

向け るということです。

私たちは，常に現実の生活に直面 してい

ます。そしてそこには，子供から大人べの

移 り変わり，結婚，子供に囲 まれた生活か

ら老夫婦だけの生活へ，兵役から社会復帰

へ，退職，伴侶 の死別や離婚，また若 くは

つ らつ とした生活か ら他人に頼らなければ

ならない老後の生活へな どなど，ス トレス

や不安 をもたらす変化がた くさんあ ります。

そのような中で取 るべ き道 を見いだすため，

時には人の話に茸 を傾けた り，人から励 ま

しを受けた りすることが必要になって きま
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す。そのような時，扶助協会 の役 員教師や

姉妹たちは助 けを与 えることがで きます。

人々の生活の変化によ く注意 して下さい。

6番 目は，中味の濃い訪問教師プログラ

ムを行 なうことです。

訪問教師プ ログラムは，主が私 たちにお

与え下 さった道具です。ですか ら，正 しく

用いれば霊感 と力 と安 らぎをもたらす泉 と

なるで しょう。私 たちは，祈 りが訪問教師

の訪問によって，必要 な時に奇跡的に答え

られたという話 をよ く聞きます。殺ばつ と

した都会での生活，群衆の中での生活 を続

けていると時 として孤独にな ります。その

ような時に，訪問教師は欠かせ ませ ん。訪

問教師プログラムは，互いに接触 を保つた

めに主がお与え下 さった方法であ り，主が

一つ一つの家庭が神聖 なものであることを

認めておられる証拠です。この訪問教 師プ

ログラムで必要なことは，担当の姉妹への

心からの献身です。

7番 目は，かけ橋 となることです。

この歴史的な年 に， 自分 自身 を過去 と未

来をつな ぐ者 としてながめてみ ましょう。

皆さんは，今晩ふたをするこのヨベルの箱

に何かを詰め込んでいるのです。私たちの

祖母たちもこの ヨベルの箱に物 を入れまし

た。 この中には，姉妹 たちのスピ リット，

それに現在の活動 を一杯に詰め込み ます。

50年 後に箱 を開 く人たちが，私たちの決意

と信仰を目のあた りにす ることができるよ

うにするためです。

皆さんは，個人的にはすでに進み行 く人

類の壮大な ドラマの 中で橋渡 しの役割 を果

たしています。 また， 日記や個人の財産な

どによってもこの時代の姿 を後に残す こと

ができます。す でに世 を去 った人々，現在

の人々，そしてこれか らこの世 に生 を受け
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る人々を永遠に結ぶこの重要 な役割 を立派

に果た しましょう。

8番 目は， 自分 を大切にす ることです。

天父は， この世 のあ らゆる創造物に もま

して私たちを愛 してお られ ることを聖典 は

証 しています。私たちの中には，不死不滅

と永遠の生命が宿っているのです。私たち

一人一人は
，天父のようにな る可能性 を秘

めています。

ふさわしい生活 をしている姉妹であれば，

天父が御 自分の忠実な娘に用意 しておられ

るあらゆる祝福を，ひ とつ も逃す ことはあ

りませ ん。このこ とを，教会の姉妹は理解

すべ きです。扶助協会は，既婚未婚 を問わ

ず，すべての女性が信仰に よって 自らを整

えることができるよう助け ます。 また，単

に導 きと恵みを施す天使 としてではな く，

夫の永遠の伴侶 として世 を治め導 くことが

できるよう助けるのです。

集会や活動で，私たちが一致 しひ とつに

なるならば，私たちは一丸 となって神のみ

手の道具 とな りそのみ業 を成す助けができ

ます。私たちは， キリス トに受け入れ られ，

励 まされ， またその気高い愛を受ける時に，

善 き業にいそしむ力がわいてきます。愛す

る姉妹たち，「汝 ら何 よりもまず，外とうの

如 く愛のきずなをもて身に纒 うべ し。そは

完 きと平和のきずなな り。」(教 義 と聖約88

：125)

私 た ちが神の導 きにより，互 いに受け入

れる心 と明確な 目的を持って 「学び教える」

こ とができますように。 また，私たちが愛

の絆で完全にひ とつに結ばれ，主が世の初

めか ら用意 しておられるすべての祝福 を拾

い集めることができます ように。これらの

ことを，すべてイエス ・キリス トのみ名に

より心からお祈 り申し上げ ます。アーメン。



中央扶 助協会管理 会会員 メ ァ リー ・F・ フ ァル ガ ー

母親と家族

「私たちが何か重要なことを決める時に，母はいつもこう言うのです。 『主

にうかがってみましょう』と。」

愛 する姉妹の皆さん・私は神権者の兄弟
たちと同様に皆 さんも 「す ぐれて堅固

な信仰 と善 い行い とがあるために，神 の先

見の明によって創世の前か らすでに選 んで

備 えておかれ……善 を選んで……聖い召し

を受けて」(ア ルマ13：3)い る方々である

と確信 しています。

私たちは，マ リヤが主の母親 としての使

命を果たしたことに畏敬の念を抱いていま

す。 しか し，私たち自身も神々の母 となる

召 しを受けているのです。末 日聖徒の女性

は，創造の真の 目的は私た ちが この世 にお

いて神 の霊の子供 たちの母親 となることで

あるということをよ く理解 してい ます。御

自分の子供たちに永遠 の生命 をもたらす こ

とが主のみ業 であ り栄光であるな らば，そ

れはまた母親 である私 たちの業で もあ り栄

光 でもあ ります。このことを否定す る母親

はひとりとしていないでしょう。それがみ

業であ り，栄光であり，子孫 に喜 びを見出

す母親たちへの天父の最大の約束であ るこ

とを否定する母親 はだれ もいないはずです。

「この故に善 を為すに うむことなかれ。こ

れ汝 ら今偉大 なる一事業の基礎を置 きつつ

あればなり。」(教 義 と聖約64：33)確 か に，

これ以上に素晴 らしいことはないのです。

私が主人の仕事 に同伴 して遠出すること

になった時，私の6人 の子供 たちは小 さく，

まだまだ手のかかる状態 でした。私はそれ

まで子供たちを家に残 して長 い間家をあけ

たことは一度 もあ りませんでした。は じめ

の うちはうき うきしていましたが，出発の

日が近づ くにつれて不安 にかられるように

な りました。私に何か起 こったら，子供た

ちはどうなるのだろう。私は非常 に心配に

な り，出発の 日の前夜，私が戻 らないよう

なことになった時に子供 たちの世話を頼み

たい人にあてて手紙 を書 きました。私は子

供 たちが幸福 になるために必要である と思

うことをすべ て書 き連 らね，追伸 としてこ

のように書 きました。「どうかたびたび子供

た ちを抱 いてあげて下 さい。」
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私が抱いてあげ られない としたらせめて

その人の腕 にと，そのような気持 ちで した。

母親の腕は子供 たちに我慢す るこ とを教 え，

安心感 と愛 をもって子供たちを包み込んで

くれるからです。恐れや危害，悪か ら守 っ

て くれるのです。

私 は母親 としていろいろな失敗をして き

ました。国や文化の違 いはあって も，私た

ちは皆母親業において何らかの失敗 をして

います。 しか し悔い改め とイエス ・キ リス

トの瞭罪により， また絶えず主の愛を受け

ることに よって，数 々の奇跡が起 き，誤 り

が正 され るのです。決 してあきらめてはい

けません。抱いてあげようとする手 を引っ

込めてはな らないのです。

ひとりで子供 を育ててお られる母親の皆

さん，皆 さんは主 と共にあって子供たちに

偉大な影響力を及ぼすことがで きるのです。

あなたの腕に幼い子供 たちを抱 く時，主の

み腕 もそこにあるのです。安心 して下さい。

主のみ腕は一 日中私たちに差 し伸べ られて

いるのです。

ジョン ・A・ ウイッツオー長老はこのよ

うに言っています。「母権は神権 と同様普遍

的にかつ権能 を授け られた人に より行使 さ

れる。」(例6s漉oo4α η4C肋 κぬOo肥 γη吻θ窺

「神権 と教会管理」p .85)

まだ子供のいない方 々も.，母権 を行使 し

て下 さい。皆 さんの手を救い主のみ手の延

長とし，主のすべての子供 たちに愛 と平安

を与 えるように して下さい。

主のみ手に信頼を置 くことを知ったある

母親は，息子にも主 を信 じるように教えま，

した。後に，祈 りの力につ いて証 した中で，

彼はこのように言っています。「私が主に頼

るようになったのは母の模範のお陰です。

私たちは何か重要なことを決める時には，

みんなでその問題について話 し合 うように

していました。その後 で母 はいつもこっ言

うのです。『では，主に うかがってみ ましょ

う』 と。私が家に帰って来ると，母はよ く

家事 を中断 してひざまずいて祈っていまし

た。一緒に部屋に入って来た友人に，『君の

お母 さん，何 しているの』 と聞か れて，私

はよ く 『主に相談 しているんだよ』 と答え

た ものです。」
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私 たちが手 を差 し伸べない時でも，主の

み手はそこにあ ります。主のみ手に向かっ

て歩む よう子供 たちに教えて下 さい。

私の母は私の最初の子供が生まれる3週

間前に亡 くなりました。私にはどんなに母

が恋 しかった ことで しょう。 しか しその時

か らず っと，扶助協会の姉妹たちは私の母

親代 わ りになって くれています。私は神聖

な姉妹愛を通 じて， また扶助協会で受けた

教え と訓練 を通 じて，主のみ手に より自分

が支 えられているこ とを知 りました。

神 は末 日聖徒 の女性 たちに，子供たちを

末 日の苦難に対 して備 えさせ るよう呼びか

けてお られます。 この召 しを全 うするため

に，私たちは永遠の真理を学ぶ と同時に，

教える者 とならなければな りません。子供

たちに イエス ・キ リス トについて，また福

音について教えるためには， まず私 たち自

身が聖典 を学ばなければな りませ ん。そし

て家庭に悪が入 り込 まないようしっか り守

らなければなりませ ん。聖 きみたまの導 き

を求め なければならないのです。そして私

たちの家庭 を聖 なる場所 としなければなり

ませ ん。姉妹の皆 さん，私たちは前世 で喜

んで受け入れた神聖 な務 めを現世において

忠実に果たさなければな らないのです。

主が私たちに予言者 を与 え，その導きを

受けて主のみ もとに帰れるように して下 さ

っているこ とを学び， またそのことを教え

ようではあ りませんか。イエスがキ リス ト

であ り，今 も生きておられること， また主

のみ手にあってこそ平安 が得 られることを

学び，そのことを教えようではあ りません

か。これ らの ことをイエス ・キ リス トの聖

なるみ名により証致 します。アーメン。
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鱒
中央扶助 協会管理 会会員 ア デ ィー ・フ ー リマ ン

独 身 ：扶助協会ので さ=る助 け

「信仰
，希望，愛一 キ リス トの律法を成就させる原則」

ム 晩，私は主のみたまによって自分の思7

い と気持 ちをお伝 えできるように と願

っています。

私の隣人にカー トという人がいます。そ

の方は農夫です。彼は，この まま雨が降 り

続いて土地の排水が十分でなければ畑は ど

れ もみな駄 目になってしまうと言いました。

私は毎 日畑をながめ，果実の葉が黒ずんで

きたか と思 うとす ぐに真っ黒になってしま

う様子を見て，太陽や雨， また雨が降った

りやんだ りとい うことが私たちの力には及

ばないことを改めて考えさせ られ ました。

また植 えるに も植え られるに も信仰が必要

であるとい うことを思い起 こしました。人

生におけるあ らゆる状態 と状況 を人は支配

することはで きませ ん。影響を与えること

はできて も，それ らを支配することは決 し

てできないのです。そこで，私 たちが置か

れている場所で，あるいは自らを置 いて き

た場所で工夫 しながら成長 してい く信仰が

重要になって きます。

置かれている状況は人それぞれで異なっ

ています。働いている女性，働 いていない

女性。 自分の置かれている状況に不安 を抱
.いている人

，何の不安 もない人。健康な人，

そうでない人。苦痛 を被った時に泣 く人，

泣かない人。恥ずか しが り屋の人， そうで

ない人。結婚 している人， していない人 と

様々です。時折，こ うした私たちの相違点 、

が とても素晴 らしく輝いて見えるこ とがあ

ります。また似通っているというこ とが混

乱や失望 の原因になるこ とがあ ります。 し

か し，主 は私たちに類似点 をお与えにな り

ました。肉体に栄養 と休息 を与 えること，

呼吸す ること，愛 し愛され ること， より高

い世界に到達す ること， これらの必要が そ

うです。主は私 たちの相違点 と同様類似点

をもごらんになり， どちらも大切 に考えて

お られ ます。そのために，主は教会に老若

を問わず，また私のような独身者であると既

婚者 であるとを問わず，すべての女性が福

音の原則を教わることので きる扶助協会 を
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与えて下さいまし牟。

今晩私は，信仰，希望，愛 という福音の

原則に焦点 を合 わせ，それらが私に とって

どんなに力 となってきたか， また今後 それ

に従 って生活する姉妹たち一人一人に とっ

て どの ような力 となるかについてお話 した

いと思います。私の経験では，これ らの原

則は時によって他の人と一緒の方がよ く理

解できる場合 と，ひ とりきりの方が よく理

解できる場合があるようです。

信仰。 自分ひ とりで生活 している場合，

家庭の雰囲気を作 ってそこを学びの場 とす

ることは難 しいように思います。 しか し，

もし家庭 というものを住んでいる家族 の人

数によってではな く， そこで起こる事柄に

よって定義するならば，今 までレッスンや

小 クラスで学んできた倹約や環境の美化 と

いった概念を応用するため に必要 な信仰 を

そこで働かせることが できます。そして人

人 をあなたの家庭に招 いて，そのような温

かい雰囲気の中で共に学び合い，分かち合

っことによってさらにその信仰を深めてい

くことができます。

私は傷心 している人，孤独な人，苦痛 を

味わっている人， 自分のこ とをよ く理解 し

て必要 に応 えて くれる相手がいないと悩ん

でいる人， これ らの人々の心の葛藤 を知っ

ています。 しか し人々があなたの必要 に応

えて くれるか どうかは，あなたが喜んで自

分の意見や考え，価値観 を分かち合 うか ど

うかにかかっているとした ら，信仰はあな

たが他 の人々と親 し くしてい く上 であなた

を強め て くれる祝福 となるのです。分 かち

合 うこ と， また相手の必要 に応えることは

姉妹愛 を築 く大切 な要素です。

希望。私 は地 を満た し(創 世1：28参 照)，

すべての事柄が成就するの を確認す る責任

があること， しか もそれを伴侶な しで行な

わなければならないことを思 う時，心が く

じけそうになります。 しか し希望 とい う力

に頼ることにより，子供を産むことによっ

てのみ地を満たし成就 させ ることができる

とい う考えではな く，人々の感情的，肉体

的，知的，霊的必要に応えることによって

個人的に地 を満たし，人々を助けることが

できる とい う考えを持つことがで きます。

このよ うな希望 を持つ ことによ り，私たち

は福祉，慈善奉仕，家庭訪問メッセージの

中に多 くの助け と知識 を見 いだすことがで

きます。

自分 を愛 して くれる人がだれもいないの

にだれか を愛するとい うこ とは，往々にし

て不可能に思われます。そして，そういっ

た人間同士の好意のや りとりがないと，仕

事や責任な ど無生物的なものに一層心 を向

けやす くな ります。 しか し希望 という慰め，

希望 という伴侶 は，あなたに 自己を捧げ，

愛 を与 えることを可能に させる と共に，そ

の ような行為に伴 う危険 を少な くして.くれ

ます。奉仕や人間関係，赦 し， 日々の愛あ

る行ないな ど，レッスンに取 り上げられる

様々な概念は，あなたに 「私の心はあなた

のものよ」 と言わせて くれるはずです。し

か もそれ をひとりの人だけでな く，大勢の

人に向か って言えるようになるのです。

愛。 自分が家庭 といった単位を作れない

といりことで， 自分はいったい人のために

なるのだろうか，全体 を現在 よりもより良

い方向へ向かわせ る手助けがで きるのだろ

うか と思い悩むのはよくあ りません。ステ

ー キ部やワー ド部の扶助協会会長から召し

を受けた時に，私 たち 自身が視野 を広 く持

って自らを犠牲にしなが ら愛の手 を差 し伸

べ るな らば，私たちは現在の生活環境の中
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に姉妹愛 を見いだすこ とで しょう。ワー ド

部や地域社会はその愛 を必要 としてお り私

たちにその完全な姿 を期待 しているのです。

信仰，希望，愛， これら3つ の原則は，

私たちにキ リス トの愛 と律法 を成就 させて

くれるものです。聖典 には私 たちがこれ ら

の原則に どのように従ったらよいか， また

それ らをどのよ うに高めていったらよいか

が記 されています。

ガラテヤ人へ の手紙第6章2節 にはこう

書かれています。「互 いに重荷 を負い合い

なさい。そ うすれば， あなたがたはキリス

トの律法を全うするであろ う。」 また，ある

フォークソングでこのように歌われています。

互いに愛 し合お う

互いの重荷を負い合って

互いの喜びを分か ち合 い

互いの家 に持ち帰ろ う

私たちはだれでもみな天父のみもとに帰

る時の情景や，そこに見られる安 らぎや喜

びに少 しの間で も思い をはせ たことがある

と思い ます。独身者であろうと既婚者であ

ろ うと，私たちは皆重荷 を負い，喜び を分

かつことができます。私 は私の重荷 を負い，

喜びを分か ち合 って下 さった人々に，そ し

て私にも同 じような機会を与えて下さった

人々に感謝 しています。

互いに重荷 を負い合 い，喜びを分か ち合

うことによって，信仰，希望，愛 を持 ち，

それ を人々にお伝 えす ることができます よ

うに， そしてイエス ・キ リス トと共に家路

につ くことがで きますように，イエス ・キ

リス トのみ名に より心からお祈 り申し上げ

ます。アー メン。

左 よ り中央 扶 助 協 会 第 一 副 会長 マ リア ン ・R・ ボ イヤ ー ， 会 長 バ ー バ ラ ・B・ ス ミス ， 第 二 副 会 長

シ ャー リ ・W・ トー マ ス の 各姉 妹
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中央扶助 協会第二 副会長 シャ ー リー ・W・ トー マス

王国の教義

「互いに愛 し合いなさ'い。あなた方は蒔くところのものを刈り取ることに

なる。神権者を支持しなさ'い。」

「学 帆 そして撮 よ・この歌の美しい

歌詞は，私 たちに収穫iの律法に信仰

を持つように勧め，成長 を続け る種は約束

通 りに実 を結ぶこ とを思 い起 こさせて くれ

ます。

私たちは，直面す る問題 を早急に解決 し

ようとするあ まり根本的な真理 を見過 ごし

に し，そのために確かな方法を見失 ってし

まうことがよくあ ります。「互いに愛し合い

なさい。」 「あなた方は蒔 くところのものを

刈 り取 るこ とになる。」 「神権者 を支持 しな

さい。」このような教義やその他 の王国の教

義が堅固な基礎 とな ります。 これ らの真理

の中にこそ問題の解決法や答 えが あるので

す。これ らの真理 を学び，それに従 う時に，

私 たちは他の人々の生活に祝福を与えるこ

とがで きます。

最近 ある集会でひとりの友 人が，特 に困

難な問題に直面 していて，ボイ ド・K・ パ

ッカー長老に指示 を仰 いだ時の ことを話 し

て くれ ました。パ ッカー長老は助 言を与 え

なが らこう聞 き返 した とのことです。「この

教会が確かに イエ ス ・キ リス トの教会であ

ることを知 っていなが ら，そのこ とはなお

問題でしょうか。」こうして実際の真理に照

らし合 わせ た時に，その問題はあっさり解

決 したのです。

これ と同 じ方法は，扶助協会の問題にも

応用で きます。主婦 とな り子供 を育てる女

性 に教育や職業に関連 した訓練は必要でし

ょうか。 この質問に対する答えは，私たち

がみもとに帰 る努力をしている永遠の御父

の子供たちであるとい うこ とがわかってい

ればは っき りするで しょう。

私 たちが神の子供 である ということは真

理です。それなら，すべての女性が 自分自

身の完成を目指 して， また子供に恵まれた

時にその子供たちが神々 となるこ とを目標

として成長 できるような環境 を作 るために，

光 と真理 を求めることは必要 ではないでし

よつか。

そのような環境 を提供す るには，私 たち
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の準備だけでは不十分な場合が あ ります。

私は当時小学一年生 であっ、た息子が勢いよ

く台所にかけ込んで来て，習いたての新 し

い言葉 を私に聞かせて くれた時のことを今

でもよく覚 えています。それは大人が使 う

難 しい言葉 でしたが，彼は非常に誇 らしげ

にその言葉を言ってみせたのです。 ところ

がひとつの文字が間違 っていました。今思

い返 してみても，なぜ私はその時にそれ を

正 してや らなかったのかわか りません。 た

だその時は， それが大 した問題ではない と

思ったのでしょう。彼は台所か ら今度は父.

親の勉強 している部屋に行ってそこでその

習いたての言葉 を言 ってみせ ました。する

と父親から間違いを指摘 され， それを正 さ
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れ ました。

息子は私の所 に戻って来るとこう言った

のです。「お母 さん，どうして僕が間違 って

いることを言 って くれなかったの。」その 日，

私はこの質問に うまく答えることはできま

せんで したが，素晴 らしい教訓 を得 ました。

私 はそれが どんなに大切 なことであるか，

また子供 とい うのは母親が間違いを正 して

くれ るものだ と思っていること，すなわち

言葉や生活，彼 らが取 り組 もうとしている

世界におけ る善悪 を教えて くれ るものだ と

思っていることを知 りました。私は母親が

その務めを果たすのにい くら訓練を受けて

も足 りないと思 っています。

学 習はすべての女性に とって必要 です。

結婚 しているか していないか，母親である

か，そうでないかは問題ではないのです。

先頃発表 されたステーキ部扶助協会管理

会の務めの中では，特に福祉，慈善奉仕，

姉妹一 人一 人の必要 を満たす ことが強調 さ

れています。その他の扶助協会の仕事は，

女性の責任 であるふたつの基本的な分野に

分かれてい ます。ホームメー キングと教育

がそれです。ここで大切 なのはホームメー 、

キングか教育 ではな く， ホーム メー キング

と教育 とい うことです。扶助協会の女性に

とって，神聖 さと密接な関係にある完全 さ

は， ひとつには状況が どうであろ うと家庭

を作 るという責任 を受け入れることによっ

て，「そしてその家庭 を学 びの場 とし，福音

の光 をもたらす ことによって達成され るの

です。

扶助協会のプログラムの中で教育 に重点

が置かれているのは，女性が生活の中に学

びの場 を， それもで きるだけ 多くのことを

学び，賜や才能 を伸 ばせ る場 を作 ることが

できるようにするためです。そこで学んだ



事柄は姉妹たちに良い影響を与 え，姉妹た

ちは他の人々を教 え，祝福を もた らすこと

が可能になるで しょう。

キンボール大管長は，私たち一 人一人が，

自分 自身をよ く知 り， 自分の考 えをはっき

り言 えるようになるよう， またしっか りと

独立 し，忠実であるように と強 く勧めてい

ます。

最近，ある若い女性が私たちのオフィス

にや って来て，扶助協会のこ とについて話

をしました。私たちはある計画 を手伝って

くれ る気持ちがあるかどうか尋ねます と，

彼女はこう答えました。「もちろんお手伝い

したいと思います。で もその前に，少々難

しいことをお尋ね したいのですが。」 そこで

私たちは彼女にその難 しい質問に背 を向け

るつ もりはないことを話 しました。福音の

真の原則に よって強め られている扶助協会

の女性は，今 日のチ ャレンジに応 じなけれ

ばな りませ ん。

何年 も前に， ジョセブ ・F・ ス ミス大管

長が言われたように，「〔扶助協会は〕女性

たちが心に イエ ス ・キ リス トの福音の精神

とキ リス トの証 を持 っているだけでな く，

課せ られた大 きな義務 と責任を若 さと熱意

と知恵 を持 って果たす組織」なのです。(「福

音の教義」p.371)

この 教会はイエス ・キリス トの教会です。

私 たちは皆天父の子供です。

扶助協会は神の指示によって組織 された

ものであ り，末 日における教会 の回復の重

要な一部を成す ものです。

私 たちには王 国の教義 を教え，姉妹たち

が これらの教義 を生活の重要な面に取 り入

れていけるよう助ける責任があ ります。そ

うする時に，姉妹た ちは豊かで実 りある生

活を送 り，直面す る問題に答 えを見いだす

ことができるの です。

神の神権者を支持 できることは，私たち

の特権であり支 えです。

この扶助協会の業 に携わるこ とにより喜

び と達成感 を味 わえることを， イエス ・キ

リス トのみ名により証 申し上げます。アー

メン。
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中央 扶助協会第一 副会長 マ リア ン ・R・ ボ イヤ ー

汝ら組織せよ

「扶助協会を通 して
，私たち はどのように神の家を建てたらよいかを学ぶ

ことができます。」

愛 する鱗 の皆様 このタバナクルで皆
様 とお会いでき， また他の方々にはテ

レビを通 じてお話できます ことを心よ り感

謝 しています。皆様は最高の人生 を代表す

る方々と言えましょう。なぜな ら皆様 は，

福音に従 う人々に与えられる豊かな祝福に

あずかっている天父の娘だか らです。

私たちにとって，ホーム メーキン グとい

う言葉 は大 きな意義があ ります。私たち女

性には，教会や地域社会，世の中にあって

家庭 を築 く者 となる特別な使命が与えられ

ています。

ある扶助協会の大会で，J・ ルーベ ン ・

クラー ク副管長 はこのように言われ ました。

「神が……あなた方に真の家庭 を整える者

としてのビジョンをお与え下 さるよう， ま

たそれによってあなた方がシオンだけでな

くこの世 をも救 うことがで きるよう祈 るも

のである。この世を救 うのは……確かにあ

なた方 の使 命 である。」(Rθ1ゴげSocガの

M召gαε勿ε「扶助協 会」1949年12月 号 ，p.

789)

女性 の仕事は深 い重要な意味を持 ってい

ます。 日常の家事が非常に重要になって き

ます。実際 この世で最 も大切な仕事 と言え

るで しょう。家庭 とい うのは，人の住む家

や部屋以上の ものです。ひ とりだけで家庭

を築いている人にとっても，大家族の母親

にとって も，家庭は学 びの場， また祈 りを

通 して永遠の生命への道を知る場 とならな

ければなりません。これが世 を救 う方法で

す。あらゆる家庭 で神 のすべての子供 たち

を強めるのです。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスに与えられた啓

示の中で，主は私 たちにこのように言って

おられます。「汝 ら組織 して 必要 なる物を

ことごとく調えよ。而 して，祈 りの家，断

食の家，信仰の家，学問の家，栄光の家，秩

序の家，神 の家なる一つの家 を建つべ し。」

(教義 と聖約88：119)

私 は この主の勧告 を思 う時，ひとりの特

別 な友 人のことを思い出します。私は彼女
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と一緒に働いていて，家庭 と教会に対す る

彼女の献身的な態度に鼓舞 され ました。病

弱の夫 と大勢の子供 を抱 えなが らも，彼女

は扶助協会の指導者 としての責任 を断わる

こ とは しませんで した。私は彼女にどうし

てその ようによ くできるのか尋ね ました。

彼女の答 えはこうでした。「扶助協会 の姉

妹たちが助けて下さるんです。私が気落 ち

している時には彼女 たちの愛によって元気

づけ られます。 また，レ ッスンは私 に力 と

指示 を与 えて くれ ます。その ような助けを

いただいているので，私 の抱えている問題

はそれほ ど大 きく感 じられません。」

彼女の生活はこうでした。 まず家族の人

たちが まだ寝ている内に早朝の祈 りで一 日

を始め ます。そしてその 日にしなければな

らないことを思 い浮かべ，それ らを完全に

果たせ るよう天父に助け を願 うのです。 ま

た彼女の毎 日は，天父と親切 な友人たちの

助けに対す る感謝 と愛 をこめた天父への祈

りで終わ りました。彼女は一 日の仕事 を自

分ひ とりだけでは とて もこなすこ とができ

ない と感 じていたのです。

家族にとってこの母親は何 と素晴 らしい

模範 となってきたことでしょう。彼女は家

族に祈 りの力，計画準備することの大切 さ，

人々 と主 に仕 えることによって もたらされ

る喜び を教えてきました。

再び啓示のことに触れますが，主は私た

ちに 「必要なる物をことごとく調 える」よ

う勧めてお られ ます。 多くの末 日聖徒の女

性 は，必要な物 を整えなが ら自分の創造性

豊かな才能 を伸ば してい く時に大きな喜 び

を見 いだすに違いあ りません。子供や孫，

友人の服を縫 ってあげることによって，家

族は愛 と感謝の内に結ばれます。8人 の子

供 を持つある母親は最近私に， 自分が子供

たちの服を作 らなかった ら他の生活必需品

を手 に入れ ることができなかった と話 して

くれました。彼女は扶助協会の小 クラスで

ジー ンズやTシ ャツの作 り方，着 られな く

なった服 を小 さい子供用に リフォームする

方法などを教わ りました。

もうひとつの必要な物は私たちの食べ る

食物です。キンボール大管長は繰 り返 し，

菜園を作 るように，そ して栽培 したものを

保存するように勧めておられます。ホーム

メーキングのレッスンでは菜園造 りに関す

る指示だけでな く，翌年 まく種のとり方ま

で教えてい ます。また貯蔵 している基本食

品の利用方法 に関 していろいろな提案 を与

えて くれています。皆 さんは家に貯蔵して

いる粉 ミル クの利用法 をどれだけ御存 じで

しょうか。ホーム メー キングの小 クラスで

はいろいろな方法 を教 えて くれます。 ミル

クを加えてマーガ リンの量を2倍 にするこ

となどもそのひとつです。

最近私はブ リガム ・ヤング大学のワー ド

部に行 く機会があ りました。若い姉妹たち

は クラスでパ ンの作 り方を教わっていまし
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た。台所か ら漂 って くるおい しそ うなにお

いにひかれて，ワー ド部の建物内にいた若

い男性 たちはお腹をすかせた様子で ドアの

まわ りに集 まってきました。そして焼 き立

てのパ ンとバター と蜂密はたちまち，楽 し

く語 り合 う彼らの口におさまったのです。

一年前の姉妹たちの集会で
，スペンサー・

W・ キンボール大管長は私たちに 「世 の女

性たちとは違 った別の喜びを味わうように」

(「聖徒の道」1980年3月 号 『義なる女性の

役割』参照)と 言われました。

ニーファイは，彼の民が荒野の中で種 を

まき，収穫 し，家を整えるために熱心に働

いたことを記しています。そしてこの よう

に続けています。「そして，私 たちはみな幸

福に暮 した。」(IIニ ー ファイ5：27)

末 日聖徒の家庭を築 く者 として私たちに

与 えられている最大のチャレンジは， 自分

の子供たちを光 と真理 の中に正 しく歩 ませ

ること，すなわち家族一人一 人の霊性 を高

め ることです。私 たちにとって最 も大切な

役割は教師 としての役割です。

ハ ロル ド・B・ リー大管長は新聞の社説

を引用 してこのように言われ ました。「家庭

は，あらゆるおきての温床 である。」(1～厩 げ

So6ガ6砂 ル㎏ αz伽6「 扶助協会」1965年1月

号，p.9)家 庭 に必要 な様々の事柄が，先

頃発表されたステーキ部管理会の組織に反

映 されています。例えば，音楽に よって家

庭に豊か さを与えるのは， ホーム メー キン

グのひとつであると考 えられています。子

供の成長過程に合わせて用意 した教材 を使

う託児や，結束を生み出 し，健康に役立つ

レクリエーションもホームメー キングの中

に加 えられています。扶助協会のホームメ

ーキングはこれらの要素 をすべて含んでい

ます。そしてそれ らを一 日にまとめて女性
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に， 技術，上品さ，知識， そして家庭に と

って常に大きな意味を持っ愛 と思いや りを

伴った喜 びのある家庭 を作 る備 えをさせ，

訓練 しているのです。

すべての末 日聖徒の女性にホームメーカ

ー としての大 きな可能性を認識させ るため

に，私たちはホームメーキング担当副会長

に姉妹一 人一 人の必要 を満たす会 を計画す

るように勧めてい ます。私 たちはだれ ひと

りとして同じ状況にある姉妹はいないこと

を知 っています。 しか しなお私 たちは一人

一人が家庭 という場 を作ることに 目的 を見

いだし， それを達成す ることがで きるよう

に と望んでいます。よ く計画 された2時 間

の月例集会は，姉妹たちが世 のすべての仕

事 の基礎 である最 も大切 な仕事に成功 を収

めることができるよう訓練 と動機づけ を与

えて くれ ます。

よ く整 えられた家庭にあって私たちは証

の火を燃や し続け，それぞれの心 の中に証

を築かなければな りませ ん。扶助協会 を通

して，私 たちは自らをどのように組織 し，

どのように必要な物 を整えた らよいか， ま

た どのように祈 りの家，断食の家，信仰の ，

家，学問の家，秩序の家，神の家 を建てた

らよいか を学ぶのです。(教 義 と聖約88：

19参 照)

願 わ くは，私たちの家庭 を，共に暮 らせ

ることを喜 び合える平和 と幸福のある天国

とすることがで きますように。そ してニー

ファイの民の ように幸福に暮 らすことが で

きますように， イエス ・キリス トのみ名に

よ り心 よりお祈 り申し上げます。アーメン。



十 こ使徒定員会 会員 ボ イ ド ・K・ バ ッカ ー

姉妹の輪

「扶助協会を組織立て強めることは
，教会の将来にとって， また教会の安

定にとって非常に重要です。」

斗

先 日・ パ ・ カ ー 姉 妹 と私 は 東 ヨ ー ロ ッノぐ
のある扶助協会に出席 しました。そこ

には12人 の姉妹が出席 していました。私た

ちは，50年 程前に印刷 された楽譜のない歌

詞だけの歌集の中か ら， シオンについての

讃美歌 を歌 いました。それか ら手製のテキ

ス トを使った霊的生活 レッスンが，敬慶な

雰囲気の下 で行 なわれ ました。

私はこの姉妹 たちに，この世 で最 も大 き

い，そして最 も偉大な女性の組織に所属 し

ていることを告げ ました。そ して予言者ジ

ョセブ ・ス ミスが他の兄弟たちと扶助協会

を組織する時に語った言葉 を引用 しました。

「私は今(す べての女性に代 わって)そ の

鍵 を回す。この協会は……あなた方の本性

に従って組織 されたものである……あなた

方 は今や，神があなた方の胸に植 えられた

思 いや りの心に従 って行動 できる場 を与え

られている……あなた方がその特権に恥 じ

ない生活をす るならば， 天使たちはあなた

方の友 とならざるを得ない……。 この協会

が教会の頭 とな る人々を通 じて全能者の勧

告に耳を傾 けるならば，彼女たちは女王た

ちの中にあって支配する力を受け るであろ

う。」(伍s'oη(ゾ 漉6C勧2腕 「教会歴史」4：

607，605)

それ は本 当にみたまに満たされた集会で

した。集会が終わると，その会 を上品に，

そ して敬慶に司会 してきた美 しい姉妹が皆

の前で泣きました。

それから私 は皆 さんのことを話 しました。

彼女たちは とても強め られ ました。私は今

夜 ここで話す責任があ ることを彼女たちに

伝 え，皆 さんへのメッセー ジがあるか どう

か尋ねました。何人かの人が話 しましたが，

その言葉は どれ も，皆さんに何か をお願い

す るのではな く，何かを送 りたいという気

持 ちを表わ しているもので した。彼女たち

のひ とりがこ っ言 い ました。「ひとつの小

さな姉妹たちの輪か らすべての姉妹たちに

愛 と思いを伝えだい と思います。そして私

たちが さらに前進できるよう主の助けを願
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っています」 と。

「姉妹たちの輪」 とい うこ の言葉に
，私

は胸を打たれました。私には，今皆 さんの

輪の中に彼女たちの姿が見えます。非常に

大きな姉妹 たちの輪 を見ることがで きます。

それは私たちの前の時代の予言者や使徒た

ちが見て きたの と同 じ光景 です 。

その晩私 はその輪 の中にしば し立 ち，周

囲か ら押 し寄せ ては返す信仰 と勇気 と愛の

脈動 を感 じました。私は神殿の結び固めの

部屋 を思い出しました。結び固めの部屋 に

は向き合 った壁に鏡が取 り付け られていま

す。聖壇の近 くに立ってその鏡 を見ると，

自分の姿が どこまで も続いて見えるのです。

これは人に 自分が無限すなわち永遠の存在

であることを感 じさせて くれます。 そこで

は皆さんは 目の届 く限 りはるかかなたを見

ることができ，た とえ 目の届 く限界の地点

に移 った として もなお永遠に見続けること

がで きるような気持 ちにな ります。

私は今晩 こうして少 しの間皆 さんの輪に

加わ りなが ら， そのような気持 ちを感 じて

います。その輪のどこに立っていようと，

姉妹の皆さん一 人一 入は両側 を見，それぞ

れの人々に真心か らの愛の手を差 し伸べる

時，戻って来る霊感 を感 じることができる

のです。

私は今ここで皆 さんの輪に加 わって述べ

る私のメッセージが全世 界に出て行 き， ま

た再び戻って きてはまた出てい くことを知

ってこの上な く謙遜 な気持 ちになっていま

す。私が どんなに， その脈動が貴い価値あ

るものであって欲 しいと願 っているか想像

していただけ るでしょうか。

予言者 ジョセブ ・ス ミスが語ったように，
さ

扶助協会は神権組織に倣 って組織されてい

ます。神権を受けた男性は， 自分 とい う存
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在 よ りももっと大 きなものに属することに

なります。神権 とは自分という存在以上のも

のであ り，男性が完全に自己を投ず ること

ので きるものです。それは人に完全 な献身

と忠誠 を要求 します。 またこの神権には誓

詞 と誓約が伴います。

神権 を受けることによって男性は高めら

れます。 どこにいようと，何をしよ うと，

まただれ と一緒 にいようと，彼は神権を尊

ぶ よう期待 されています。それは高潔 とい

う最 も高い標準を守 らせるものです。日曜

日の定員会への出席は神権者 としての責任

のほんの一部にす ぎません。神権者 として

十分に働 くことによって，すべ ての価値あ

る望みは達成され，すべての必要が満たさ

れるのです。

兄弟たちは男性の欲求 というものについ

てあまり多くを語 りません。彼 らはそのよ

うな物に心を奪 われ夢 中になるとい うこと

があ りません。その ようなことがほ とん ど

彼らの話題にならないことに皆さんは驚か

れるか もしれません。それ らの欲求は大切

です。非常に大切 なものです。 しか し同時

にすべての神権者を守 り，人生において完 、

全に物事 を成就できるよ う導 いて くれる自

制心 もまた大切なのです。兄弟たちはその

ような欲求に心 を奪 われてはいません。神

権の義務 を全力 を尽 くして果たそうとして

いるのです。それは非常 に.尊いことです。

神権が組織され本来の働 きをする時に，

神権 の義務 を持つすべての人々の価値ある

望みはかなえ られます。神権 を通 して，男

性はすべ ての姉妹たち，すなわち妻や娘，

母親 と正 しく接することができるよ う訓練

を受 けます。神権は教会 の男性に とって動

機づけとなるものです。

扶助協会は神権組織に大 きな力を与えま



す。扶助協会 を通 して，皆 さんは神権 に属

ける特権 と祝福にあずかることができます。

確かに，神権者は皆さんな しでは完全にな

れないのです。

もし姉妹 の皆さんが神権者の模範になら

うならば，皆 さん も女性の欲求に心 を奪わ.

れ るこ とはないはずです。皆 さんは自分 た

ちの組織 すなわち自分たちを啓発して く

れる扶助協会 とい うこの大 きな姉妹たちの

輪 のために心か ら奉仕するようになるで し

ょう。そうする時に皆 さんのすべ ての必要

が今 も永世に もわたって満たされ，怠惰が

一掃され
， あらゆる悪 口が正 されるのです。

これらはすべて，皆さんが 自らを扶助協会

に捧げ る時に速やかに成就するのです。

扶助協会におけ る奉仕 は，姉妹一人一人

を高め，清めて くれます。扶助協会の会員

としての資格は常にあなたについてまわる

のです。扶助協会に 自らを捧げ，組織 し，

運営 し，それに参加す る時に，皆 さんはそ

こに集 うすべての姉妹 に祝福 をもたらす扶

助協会 を，支持 しているこ とにな ります。

もう一度申 し上げますが，皆 さんは神権の

権能の下に，神権組織 に倣って組織されて

いるのです。

集会の統合 スケジュールが決定 され るま

での検討期間中，毎回話 し合 いの中で述べ

てきたことですが，私 は扶助協会のことが

一番気がか りでした。扶助協会は 日曜 日の

一 クラスにす ぎないという考 え方が生 まれ

は しないか という心配があ りました。私た

ちは何の根拠 もな くそのような不安 を抱い

たわけではあ りません。私はここで皆 さん

方，特 に役貝 と教 師の方々に，扶助協会に

は非常に広範な責任があることを思い起こ

していただ きたい と思います。

日曜 日の集会に出席することは，皆さん

の責任のほんの一部 にす ぎません。中には
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このことが よく理解 できず，姉妹愛，慈悲

と実践といった扶助協会が長年意図 してき

た多くの事柄 を無視 して しまっている人々

もいるようです。

皆 さんは もう一度その ような姉妹たちを

集めなければな りません。この業の指導者

である皆 さんは彼女たちを連れ戻.し，姉妹

愛 を，そして扶助協会の友愛の精神 を高め

てい く方法 を見いだ さなければな りませ ん。

また慈悲の心や実践面を強めてい く方法 も

見 いださなければな りません。皆 さんは こ

の責任か ら目をそ らしてはな らないのです。

日曜 日以外に別に集会 を持たな くて もこれ

らを達成できる方法があるはずです。

皆さんの中には，初等協会や若 い女性の

責任に召されているために扶助協会の 日曜

日の集会に出席できない方が 多くいると思

います。これもまた神権者に倣ってい るの

です。 多くの兄弟たちがアロン神権者のた

めに働いています。ち ょうど彼 らの働 きが

大神権者を強め るように，皆さん方の奉仕

は扶助協会 を祝福す るのです。拒 まれてい

るなどと考 えないで下 さい。決 して不平 を

もらさないで下 さい。私心 をな くしてこの

業に尽 くす ことは，扶助協会に対する献身

を示すことにな ります。

そうす る時に， この大 きな姉妹 の輪は皆

さん一人一人を， そして家族の人々を守 っ

てくれるで しょう。扶助協会 は安全 と保護

を約束する避け所，古代の聖所にた とえ ら

れます。その中にいる皆 さんは安全です。

それは防護壁 となって姉妹たち一人一人を

守って くれ るのです。

ここで，新年度の扶助協会の学習課程 と

なっている旧約聖書にふれてみましょう。

イスラエル人がバ ビロンでの長 い捕われの

身から解放 されて戻って来てみる と，彼 ら
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の町 は滅び，エルサレムの城壁 は崩れ落ち

てい ました。そ して敵はイスラエル人の中

に入って猛威 をふるい，イスラエル人を従

わせていました。

そのような時，「城 壁 を築 いた人」 とし

て知 られている予言者ネヘ ミヤが現われ ま

した。彼はイスラエル人を奮 い立たせ， 自

らの防御 にあたらせ ました。そうして彼の

指示の下 に， イスラエル人は再び城壁を建

て直したのです。

初めの うち，敵は彼 らをあ ざけ りました。

ア ンモン人の トビヤはあ ざけ りながらこの

ように言いました。「彼らの築 いてい る城

壁は， きつね一匹が上 っても くずれるであ

ろ う。」(ネ ヘ ミヤ4：3)

しか しネヘ ミヤは 自分の民 を慰め，仕事

に とりかか りました。敵は至 る所にいまし

た。彼はこう記 してい ます。「そ こでわれ

われは神 に祈 り， また 日夜見張 りを置いて

彼 らに備 えた。」(ネ ヘ ミヤ4：9)

姉 妹 の皆 さん，このことをよ く考 えて下

さい。彼らは 「祈 り，見張 りを置い て」，

そして仕事 を続けたのです。

敵が城壁の完成するのを目にす る日がや 、

って来 ました。城壁はすっか り町 を取 り囲

み， とうとう門になる部分以外にあいた所

はひとつ もな くな りました。敵 にあ ざけ ら

れていた作業がほ とんど完了したのです。

城壁が立 ったのです。敵は もはや脅かすこ

とも破壊することもで きな くな りました。

敵 はイスラエル人が強 くなったこ とを知 っ

て恐れ，戦術を変えました。

ここに教訓があ ります。それは皆 さんに

とってひな型であ り，象徴であ り，警告で

す。その中には扶助協会のすべての姉妹，

すなわち中央会長会や管理会員，ステーキ

部やワー ド部の役貝教師，実にすべての会



員に対するメッセージが含 まれています。

慎重に考慮 していただきたいと思 います。

サンバラテ， トビヤ，ガシムはネヘ ミヤ

に使者 を遣 わし，おびき寄せ ようとして言

いました。「さあ，われわれはオノの平野に

ある一つの村で会見しよう。」彼 らはなんと

か してネヘ ミヤ を城壁造 りの仕事か ら引き

離そ うとしたのです。しか し予言者は彼ら

の心を見抜 いてこう言 いました。「彼 らはわ

たしに危害 を加 えようと考 えている。」(ネ

ヘ ミヤ6：2)

彼 らは5度 も使者 を送ってしつ こ くネヘ

ミヤを誘い出そ うとしました。それは丁度

r今 の私 たちが受 けている誘 いに似ています
。

「さあ
，来て私 たちと話 しましょう。私 た

ちの運動に参加 しましょう。私たちの方法

でやってい きましょう。 さあ，世 に出て私

たちの仲間に入 りな さい。」

このような誘 いに対す る彼の答えは，扶

助協会のすべての姉妹 に対す る勧告です。

また神権者 の兄弟たちに対す るメッセージ

でもあ ります。ネヘ ミヤはこう記 していま

す。「私は彼 らに使者 をつかわして言わせ た，

『わたしは大いなる工事 をしているか ら下

って行 くことはできない。 どうしてこの工

事 をさしおいて， あなたがたの所へ下って

行 き， その間，工事 をやめることがで きよ

うか。」(ネ ヘ ミヤ6：3)

姉妹 の皆さん，皆 さんにはなすべ き大い

なる仕事があ ります。扶助協会 を築 くこと，

そしてその組織 を強めることです。 それを

さしおいて この世的なオノの平野に下って

行 くような誘 いにの ってはな りません。

自らを他の旗の下に置 くようなこ とは し

ないで下 さい。 自分の欲求 を満 たすための.

正 当な理由 を捜 して奔走す るよ うなことは

しないで下 さい。皆 さん方の大義は， この

地上に現存す る最大の力である全能の神の

神権の権能の下にあ るのです。

私は皆 さん方の偉大な組織の歴史をたど

っていて，ふ と扶助協会に与え られた大管

長会のメッセージを思い出 しました。それ

は扶助協会創立100周 年 に与えられたもので

す。ここでそのメッセージを紹介しましょう。

「私 たちは扶助協会 の姉妹たちに，扶助

協会は主の霊感によって組織 された世界で

もめずらしい組織であることを忘れないで

いただきたいと思 う。……世界中でそのよ

うな起源 を持つ女性の組織は他にひ とつ と

してない。

このように神の霊感によって生 まれたこ

の組織には，献身的な奉任，神 の神権者や

お互いに対する最高の忠誠 といった点でそ

れ相応の責任がある。会員は， この偉大な

協会の会員 としての義務 と責任，特権 と名

誉，機会，達成すべ き事柄に背 を向けさせ

るいかなる敵意あるまたは競争心 をあおる

関心事 も黙認すべ きではない。

この偉大な扶助協会のすべての会員が最

も忠誠を尽 くさなければならないのは……

仲間の会員 とこの組織に対 してである。会

員は，この協会の仕事 を中断させ，あるい

は妨害する他のいか なる組織に も加わって

はならない。会貝は他のどんな社交 クラブ

や 同様の団体 よ りも扶助協会の奉仕 を優先

すべ きである。私たちがこう申し上げるの

は，扶助協会は他のどの組織にもない知的，

文化的，霊的価値を具えており，会員の全般

的必要 をすべて満た して くれるからである。

私 たちはすべての姉妹たちに，これらの

ことを心に留め，扶助協会を世界で最 も素晴

らしい有効 な女性の組織 としてその地位 を

保ち続けていただきたい と切に願 うもので

ある。」(`且Cθ η飽ηαη(ゾR6♂ ゴげSoo忽y"
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「扶助協会創立100周 年 」p .7，1942年)

この大管長会の声明は今 日に もあてはま

ります。扶助協会の 目的 を支持 しようでは

ありませんか。扶助協会 を強め， これに参

加 しようではあ りませんか。そのために自ら

を捧げようではあ りませんか。不活発な姉

妹たちを参加 させ，非教会貝の人々を連れ

てきて扶助協会の良い影響 を分かち合お う

ではありませんか。今 こそこの世 界的な姉

妹の輪につなが る時です。扶助協会 を組織

立て強めることは， この教会の将来にとっ

て， また教会の安定にとって非常に重要です 。

私たちは今，将来 とい う暗い霧の中に恐

る恐る足を踏み入れています。 そして私た

ちの耳には嵐の前ぶれの不気味 な音が聞 こ

えています。今 まで通ってきた狭い道は試

練の始 まりにす ぎないのです。この神権時

代の行 く末 は私 たちに明 らかにされていま

す。それはすべ ての姉妹たちの生活に影響

を及ぼします。私たちは恐れおのの くこと

はあ りませ ん。なぜ なら，皆 さんはその優

しい手に正義の光 を握 っているか らです。

それは兄弟たちを祝福 し，子供 たちを育み

ます。

皆 さんに向かって神の王国におけ る女性

の立場は男性 よりも劣っていると言 っ人は，

ふさわ しい男性 が自分の妻に対 して抱 く崇

拝に似た愛について何 も知 らない人です。

男性は妻な しでは完 き神権 を受けることが

できないのです。なぜな ら予言者 ジョセ ブ・

ス.ミスが言っているように，「男性 は主の

神殿以外では完 き神権 を受けることができ

ない」からです。(教 義 と聖約131：1-3参

照)女 性はその神聖な場において神権者 の

傍 らに立ちます。そしてそこで彼の受ける

すべてのものに共にあずかるのです。洗い

清めや灌油の儀式， またエンダウメン トは
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別 々 に受けます。 しか し男性は，傍 らに女

性 を伴わないでそれ以上の最 も高貴な儀式，

すなわち結び固めの儀 式を受け ることはで

きないのです。

姉妹たちの優 しく穏やかな教 え，敵意 を

和らげる知恵は何 と力強いもので しょう。

私は扶助協会の全精神 を，皆さんの仲間の

ひ とりが答 えて下さった静かな答えの中に

見ることがで きました。

1年 分の貯蔵 を決心 したある姉妹 をばか

に した人が いました。彼女はまず 自分 と夫

の分 を貯えました。それか ら十分な貯えを

する費用 と場所のない，結婚 したばか りの

子供 たちのために余分に貯 えました。彼女

はばかに した人に， 自分は予言者の勧めに

従ったまでであることを話 しました。する

とその人は彼女 を非難 して言いました。「混

乱が起 こったらどうせす ぐにな くなるさ。

もし指導者が貯 えている物 を全部教会に寄

付するように言った らどうだね。君は何 も

貯えていない人に分け与えなきゃいけな く

なるんだ。どう思 うね。」

彼女の答えはこうでした。「た とえそうい

うことが起こった として も，少な くとも私、

には分けてあげ られ るものがあります。」

多 くの ものを分け与えている扶助協会の

姉妹の皆 さんに神の祝福があ ります ように。

この大きな永遠の姉妹の輪すなわち地上に

おけ る女性のための神 の組織，末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教会の扶助協会の一部であ

るあの東 ヨーロッパの小 さな姉妹たちの輪

を神が祝福なさいます ように。

私は神が生きておられ， この業を導いて

お られることを証 します。 また神の慈悲深

い力がこの偉大 な姉妹の輪の上に注がれま

すよ うに，イエス ・キ リス トのみ名によ り

祈 ります。アー メン。



ロ ー カ ル ・ ニ ュ ー ス

聖餐式を

霊性あふれるものに
韓国・日本地域代表役員

菊 地 良 彦

私は今年， 日本の 「主の聖餐式」 を大 き

く改革で きれば.と考えています。 もっ と霊

性に満 ちあふれた式にしたいのです。現在，

`全国の教会の聖餐式では
，率 直に言って150

-200名 の 出席は珍 しい
， とい うよりはな

い と言 って もよいで しょう。数ばか りでは

な く，今の聖餐式の体質を根本的に変 える

必要があ ります。式を単に司会 し，運営す

るだけでは会員に霊性 を与えることはで き

まぜん。私たちは もう一度 この問題 を見直

し，考 えていかなければな りませ ん。今年

は特に指導者の発想の転換が大 きく求めら

れています。以下 にい くつかの項 目を取 り

上げてみ ますが皆 さん もこれらのことを考

えていただければ幸いです。

醗発想 の転換

「だれ も
，新 しい着物から布 ぎれ を切 り

取 って，古い着物につ ぎを当てるものはな

い。 もしそんなことをしたら，新 しい着物

を裂 くことになるし，新 しいのか ら取 った

布 ぎれ も古 いのに合 わないであろう。」(ル

カ5：36)指 導者の方々は，この聖句の意味

を深 く理解なさって，今，私たちは発想の

大転換 をしな くてはな らない ときに立 って

いることを覚 えていただきたいと思 います。

鎌魂の休みが与 えられてい るだろうか

私たちの聖餐式は 「重荷 を負 うて苦労 し

ている者に休みをあたえ，魂に休みが与 え

ら」れ，「荷が軽 くされている」主の聖餐式

でしょうか。(マ タイ11：28参 照)

ど うしたら霊性に満 ちあふれた聖餐式 を

行なえるのか考 えてみて下 さい。

鰻語 る者は……

「語 る者は
， あなたがたではな く， あな

たがたの中にあって語 る父の霊 であ る。」

(マ タイ10：20)私 た ちは主が語ってお ら

れる 「霊感 と霊に充ち満 されている」言葉

を語 っているでしょうか。

灘権威 あるものの ように

聖餐式のお話は主イエス ・キリス ト様に

ならい，人に感動 と感激 と改心をうながす

話 とし，「権威ある者のよ うに教え」(マ タ

イ7：28>よ うではあ りませ んか。こう書か

れています。「その言葉 に権威があったので，

彼 らはその教 えに驚いた。」(ル カ4：33)

権 威 ある ものの ように語 ることは，大言

壮語ではあ りません。

懸あなたの信仰 どお り

盲 人がイエスの もとに来て 「わたしをあ

われんで下 さい。」(マ タイ9：27)と 叫 ぶ

と，イエスは私 を信 じるか」 と言われ，盲

人が 「信 じます」と答 える と，イエスは 「あ
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なたの信仰 どお り， あなたがたの身になる

ように」(マ タイ9：29)と 言 われ，盲 人の

目が開かれました。またカペナウムでの百

率長 とイエスの会話の中に私 たちは偉大 な

教訓を学びます。「主 よ私の僕は中風でひど

く苦 しんでいます。」(マ タイ8：16)主 が

彼に 「私が行 ってなお してあげよう」 と言

うと，彼は 「主 よ，わたしの屋根の下にあ

なたをお入れす る資格は……ございませ ん。

ただ，お言葉 を下 さい。そうすれば僕はな

お ります」(マ タイ8：8)と 答 えました。

指導者は率先 して， このような立派な信

仰を主に表わそうではあ りませ んか。

纏一匹の迷い子 を救 う精;神

「ある人に百匹の羊があ り
，その中の一

匹が迷い出たとすれば，九十九匹を山に残

しておいて， その迷い出ている羊を捜 しに

出かけないであろ っか。…… そのよっに，

これらの小 さい者 のひ とりが滅びることは，

天にいますあなたがたの父のみ こころでは

ない。」(マ タイ18：12，14)

この精神 を発揚 して，私たちの聖餐式を，

もっともっと充実 したものに しましょう。

訪問して共に集お うではあ りませんか。そ

して全員でホザナ を叫び，讃美 し，主の聖

餐を祝 おうではありませ んか。

「あなたがたによく言ってお く。わたし

の兄弟であるこれらの最 も小 さい者のひと

りにしたのは，す なわち， わた しにしたの

である。」(マ タイ25：40)

縢 か らし種一粒ほどの信仰

「あなたがたの信仰が足 りないか らであ

る。よく言い聞かせてお くが， もし，から

し種一粒 ほどの信仰があるなら，この山に

むかって 『ここか らあそこへ移れ』 と言え
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ば ，移 るであろう。この ように，あなたが

たにできない事 は，何 もないで あろ う。」

(マ タイ17：20)

私 た ちにできない事 は，何 もないと主は

約束 を下 さっています。2，500名 の ステー

キ部な ら聖餐式に出席す る人々が2，000名

ぐらいにできるように しま し.よう。300名

の ワー ド部な ら200名 の 出席にで きるよう

に しましょう。私たちは，同胞を救 うため

な ら，「天の使いたち」(マ タイ26：53>や ，

「天の軍勢の将」(ヨ シュア5：13-15)を

呼 び，助けを受け ることもで きます。

饗今 日は神の力の時である

私は，何故にこのような不可能 と思われ

ることを皆様に望むか と言います と，次の

よ うな大管長の偉大なビジ ョンが成就され

る時が， まさに近 くあるか らです。

「私 たちはこの神の力が現われる日を待

ってい ます。一 日にして一国全部が改宗す

る 日です。その日に幸いあれ。私 たちの愛

す る天の父が，アンモン とその兄弟たちが

したように，何千人とい う改宗者 を生み出

す 日を私 たちに与えて下 さるのです。ほん ，

の数人や数十人ではあ りませ ん。数千人で

す。主はそのこ とを約束 して下 さいました。

その約束を，主は必ずやかなえて下さるで

しょう。」

そのような時代 を迎 えるにあたって，私

たち聖徒たちが，教会の中を浄化すること，

清浄にすること，清めることが必要 なのです。

主が私たちの努力の上に祝福を下され，

私 たちの教会が汚れ より清め られ浄化 され，

エノクの町に一歩でも近づ くことができる

ように しましょう。日本の伝道80周 年が，

意義ある年になるように とお祈 りします。
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